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まえがき──あるいは逃とう走そう中報ほう告こく




　はじめましての方は、はじめまして。

　私わたしの過か去こ作さく──特にこの『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』の前ぜん巻かん──を読んでいただいている方は、お久ひさしぶり。

　ライターの藤井忍ふじい・しのぶです。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以後『ＡＲ２Ｅ』）というテーブルトークＲＰＧを使った『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズの一作品です。

　ここで最初に用語の簡かん単たんな説明をさせていただきます。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人にんのプレイヤーで行なう遊びです。

　プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読みものとして書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』というゲームのルールです。剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルのゲームで、二〇一一年七月に最さい新しん版ばんとしてリニューアルされました。

　この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟では、現げん在ざい大陸全土に及およぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。その中で、様々な事じ情じようにより翻ほん弄ろうされた結果、世界の支し配はい者しやとなった勢せい力りよくと戦うのが、このリプレイの主人公たちです。




　また前ぜん述じゆつのとおり、本書は『アリアンロッド・サガ』というシリーズの一いつ端たんをなしています。ただ、この『ゲッタウェイ』シリーズだけを読んでも内ない容ようが理り解かいできるように書きました。もしあなたが『サガ』シリーズを読んでいないという場合は、まずは本書と前巻である『革かく命めい★センチメンタル』を読んでいただき、もしも興きよう味みをお持ちになったのなら他の『アリアンロッド・サガ』シリーズという順番でお読みになるとよいでしょう。




　少々説明が長くなりましたが、要するに本書は楽しくゲームを遊んだ様子をつづった読み物です。難むずかしいことはさておき、先を読み進めてください。

　愉ゆ快かいな仲間たちによる冒険が、あなたを待っています。







前巻までのあらすじ




　帝てい紀き八一三年。内ない乱らん状じよう態たいにあったグラスウェルズ王国からひとりの少女が出しゆつ奔ぽんした。

　彼かの女じよの名はヒルダ。義ぎ父ふが暗殺され、護ご身しんと仇かたき討うちのため故こ国こくを離はなれたのだ。

　ヒルダは出国のさいに援えん助じよしてくれた女神官の助言により〝世界平和研究所〟という施し設せつにいる、リージュという少女を捜さがすためレイウォール王国へ赴いた。ようやく世界平和研究所を探さがし当あてたヒルダは、そこで頭に聖せい樹じゆの芽を生やしたフィルボルの少女チコ、自じ堕だ落らくに暮くらしていたオッサンのギデオンと合流する。

　そしてようやく探し当てたリージュには驚おどろくべき秘ひ密みつが隠かくされていた。彼女は当時世界を制せい圧あつしつつあったフェリタニア合がつ衆しゆう国こくの大だい統とう領りよう、ピアニィと瓜ふたつだったのだ。

　行きがかり上、ピアニィの軍ぐん師しナヴァールに追われることになったヒルダたちは、マーリンと名乗る自じ称しよう予言者の言葉にしたがい、レイウォール王国領りようバウエストンに向かう。ピアニィの兄ベルフトの従妹いとこにしてバウエス家の当主リディルから庇ひ護ごを受けることになった。リディルの依い頼らいによって、一行は幽ゆう閉へいされているベルフトの救出に向かう。

　途と中ちゆう、バルムンク・ノヴァの襲しゆう撃げきを受けるものの、ベルフトを脱だつ出しゆつさせることに成功した一行は、リディルからバウエストンでの滞たい在ざいを認みとめられるのだった。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆ゲッタウェイよどこへいく？




　二〇一一年後半戦のとある日。

　ゲーム制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にふたりの女じよ性せいがいました。




大おお竹たけみゆ

　まずひとりめの女性が大竹さんです。

　マセキ芸げい能のう社に所しよ属ぞくする女性声せい優ゆう。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以後、『無印』と略）にて、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくの女王、ピアニィのプレイヤー。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長でもあります。

『ゲッタウェイ』シリーズでは、容よう姿しがピアニィに似にた謎なぞの少女リージュを演えんじています。

大竹みゆ blog　*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/
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藤井忍ふじい・しのぶ

　そして、もうひとりが、このリプレイのＧＭと執しつ筆ぴつを担たん当とうの、私わたし、藤井忍です。

『アルシャードガイア リプレイ２ 美少女★女神と伝説の愛天使』（エンターブレイン刊かん）も二〇一一年一二月二六日に発売予定。そちらもよろしくお願いします！




藤井（以下、ＧＭ）：すいません、大竹さん。今日はお呼よび立たてしてしまって。

大竹：いえいえ、お気になさらず。……それで、今日は『ゲッタウェイ』のシナリオについて相談というお話でしたけど？

ＧＭ：ええ、そうなんです。……大竹さん、『ゲッタウェイ』前ぜん巻かんのことを憶おぼえてますか？

大竹：はい。リージュが、レイウォールにあった世界平和研究所から逃にげ出だして、ベルフトさんを解かい放ほうして、バウエストンの領りよう主しゆ様にご厄やつ介かいになることになりましたっ！

ＧＭ：ありがとうございます。……そして、第二話のプレイ中に、私が「ベルフトを誰だれが動かすかによってシナリオが分ぶん岐きする」と言ったことは？

大竹：憶えてますよ～。リージュが身の上話をしたら、ベルフトさんがやる気を出してくれたんですよね！

ＧＭ：というわけで、次の第三話ではリージュをメインにしてシナリオを進めるわけですが、そのために事前に大竹さんがどんな展てん開かいを希望するのかを聞いておこうと思いまして。

大竹：ああ、だからプレイヤーのあたしに「シナリオの相談」というわけなんですね。

ＧＭ：そうなんです。……それで、大竹さんとしてはどんな展開を望みますか？

大竹：んー、望みですか。……どんなことを言うといいんでしょう？

ＧＭ：アイディアをどう活かすのかは私が考えますので、思いついたことを素す直なおに言ってください。

大竹：なるほどー。……じゃあ、エストネルに行きたいです。

ＧＭ：エストネルですか？




　エストネル王国とは『サガ』シリーズの舞ぶ台たい、アルディオン大陸の中央付近にある国です。

　昔から大陸の最高位である統一帝アルドワルダを誰にするかを審しん判ぱんする役割をつとめてきました。

　コミック版ばんの『コンチェルト』や『エチュード』シリーズの舞台であるシェルドニアン学園の所しよ在ざい地ちでもあります。なお、『エチュード』シリーズのＧＭは、『ゲッタウェイ』でチコ役をつとめる緑谷明澄りよくや・あきすみさんです。




ＧＭ：……実はちょっと意外です。

大竹：意外？

ＧＭ：はい。失礼ですけど……戦せん闘とう好きの大竹さんのことですから「誰それと戦闘したい」って言うかと思っていました。

大竹：ええ、そうなんですよ。

ＧＭ：え？

大竹：エストネルにいる『エチュード』のＰＣならレベル的にやれるかなー、って。

ＧＭ：……その「やる」というのは、『エチュード』のＰＣを殺やりあうってことですか？

大竹：はいっ！　……って、違ちがいます！（笑）　あくまで純じゆん粋すいにパーティバトルを楽しみたいってことですよ？（笑）　そのためにエストネルに行ってみたいんです。




　純粋に楽しむ、ですか……。




大竹：『ゲッタウェイ』のＰＣはピアニィたちとはレベルが離はなれすぎていますし。『エチュード』組なら二巻かん終しゆう了りよう時点で５レベルくらいなので、ちょうどいいかなーって。

ＧＭ：え～と、『エチュード』の大竹さんのＰＣ、ユファのことはどうします？




ユファ・プリムナード・コネリー

『エチュード』シリーズで大竹さんがプレイヤーをつとめるキャラクター。ちょっと素直になれないツンデレお嬢じよう様さまです。
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大竹：ですよね。ユファちゃんはああ見えて《フロストプリズム》を使う強きよう敵てきですから、対たい策さくが必要なんですよ！

ＧＭ：…………私が訊きいたのはちょっと違ちがう意味でしたが（大竹さんのＰＣ同士でどうバトルするのか？）……まあいいです。

大竹：（熱い口調で）そして……『エチュード』の次はフェリタニアに行って『デスマーチ』シリーズのＰＣたちとやりたいんです！




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　ピアニィ配下のギルド〝エンジェルファイヤー〟の活かつ躍やくを描えがくリプレイシリーズ。著ちよ者しやは田中信二たなか・しんじさん。裏うら目め軍ぐん師しことマルセルが主役のノベライズも出ています。
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ＧＭ：『デスマーチ』のＰＣと戦うんですか!?　ピアニィたちほどじゃないですけど、あのパーティも十分レベルが高いですから、まともに戦ったら勝てないと思いますよ？

大竹：それはそーなんですけど。マルセルひとりを狙ねらい撃うちすればいけるんじゃないかと。

ＧＭ：なるほど。確たしかに、マルセルを狙うのはいい案ですね。

大竹：戦士のアキナにはこっちの攻こう撃げきが通りませんし……。

ＧＭ：残りのギィとドランは範はん囲い攻撃で全ぜん滅めつさせられそうですしね。
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大竹：行こう動どう値ち的に先手を取られちゃいますからねえ……。




　いつの間にか、他シリーズのＰＣと戦う前ぜん提ていで、大真面目に語り合っているふたりの女子がそこにはいた。




ＧＭ：でも、他シリーズが絡からむと私の一いち存ぞんでは決められません。とりあえず他のＧＭたちに相談しますね。他の希望はありますか？

大竹：そうですねえ……研究所で優やさしくしてくれたお兄様と再さい会かいしたいかなぁ。

ＧＭ：お兄様？　ああ、そういうＮＰＣもいましたね。

大竹：はい。前の巻ではリージュは目め隠かくしをしていたんでお顔を見ていないじゃないですか。

ＧＭ：そういえばそうでした。

大竹：やっと目隠しが取れたので、お姿すがたを見てみたいんですよ～。リージュに優しくしてくれていたって設せつ定ていですから、きっと、リージュが大ピンチに陥おちいった時、さっそうと登場して、助けてくれると思うんですよ！




　大竹さんのその台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、藤井の脳のう裏りにあるアイディアが閃ひらめきました。

　これは……いける！




ＧＭ：……他になにか要望はありませんか？

大竹：そうですね……あたしの希望はそのふたつくらいですね。

ＧＭ：分かりました。ありがとうございます。

大竹：……あの、あたしが言うのもなんですが、こんなんで大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：はい、大丈夫です。とてもいいアイディアをいただきました♪




　その時──

　傍かたわらで見ていた人がいたら、おそらく私は「とてもいい笑顔をしていた」。

　きっとそう言ってくれると思う。







◆Preplay 02◆〝お兄様〟を捜さがして──




　大竹さんとの相談から数日後。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の事じ務む所しよには、『ゲッタウェイ』のメンバーが集合していた。

　まずは、今回のセッションに参加するメンバーの紹しよう介かいをしましょう。




菊きく池ちたけし

　通つう称しよう〝きくたけ〟さん。

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の専せん務む取とり締しまり役やく副社長で、『ＡＲ２Ｅ』のゲームデザイナーです。数々の作品を手がけてきたリプレイの名手で、『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以後『無印』）シリーズの執筆をしています。




渋沢佳奈しぶさわ・かな

『異界戦記カオスフレア Ｓｅｃｏｎｄ Ｃｈａｐｔｅｒ』（新紀元社刊かん）などで活躍中の、イラストレーター。『ＡＲ２Ｅ』のルールブックには渋沢さんのイラストが掲けい載さいされています。ＴＲＰＧのプレイヤーとしても評ひよう価かが高く、多くのリプレイにも出しゆつ演えんしています。

　今回もまた、大おお阪さかから東京まで足を運んでくださいました。




緑谷明澄

　ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属の、新しん進しん気き鋭えいのライター。前ぜん述じゆつのＴＲＰＧ部ルティナスの部員でもあります。

　著ちよ書しよは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』、『アルシャードffリプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』（エンターブレイン刊）など。




　この他、ＧＭである私、藤井と大竹みゆさんもその場にいます。




ＧＭ：みなさん、おはようございます！

一同：おはようございま～す！

ＧＭ：『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』第三話の収しゆう録ろくです！

一同：よろしくお願いしま～す。

ＧＭ：それでは『ゲッタウェイ』一巻のおさらいをしましょう。

大竹：あたしは、レイウォールにある世界平和研究所から脱だつ出しゆつしました！

渋沢：そのあとは、マーリンという少年予言者の言葉の情じよう報ほうで、バウエストンという町に行き、幽ゆう閉へいされていたベルフトを解放したな。
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緑谷：このアルディオン大陸をほぼ制せい覇はしたともいえるピアニィ大だい統とう領りように刃は向むかった、反はん逆ぎやく者しやのベルフトさん……。
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菊池：反逆者を解放しちまったんだから、依い頼らい主ぬしのリディルと一いち蓮れん托たく生しようだよなぁ……。

緑谷：でも、説得したら、あとはベルフト無む双そうだったような（笑）。

渋沢：そして、ベルフトはリディルたちに迷めい惑わくがかかるといけないからと言ってひとりで旅立ち、私たちはバウエストンに戻もどって、しばらく逗とう留りゆうすることになった……というところで一巻が終わりましたよね。

ＧＭ：ありがとうございます。では、おさらいが終わったところで、今回予告に移うつります。




●今回予告とハンドアウト

　帝紀八一四年一〇月。

　ピアニィの統一帝戴たい冠かんが直前に迫せまった頃ころ、フェリタニアの魔ま手しゆがギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーたちに伸のびようとしていた。再ふたたび逃とう亡ぼうを強いられることとなったキミたちは、リージュの育った場所である世界平和研究所に秘ひめられた謎を追うことを決意する。

　ただし、「リージュが〝お兄様〟と慕したう人物」くらいしか、内ない情じようをよく知っていそうな人物の心当たりはない。

　だが、偶ぐう然ぜん、その人物に纏まつわる情じよう報ほうをキャッチしたキミたちは、統一帝戴冠に沸わくエストネルに向かった。

　果たして、世界平和研究所に秘められた謎に迫ることはできるのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第三話「再会★サプライズ」




　───竜りゆうの石は散ちり、新たなる戦せん乱らんの時代へ。




渋沢：あれぇ!?　今回予告の締しめの言葉が変わってる!?

緑谷：あ、そういえば。

ＧＭ：ええ、これまでは「すべては竜の石の導みちびきのもとに──」でしたが……。

菊池：『無印』の展開を受け、ふさわしい文言に改めることになりました（ニヤリ）。

渋沢：一いつ旦たんそろった竜りゆう輝き石せきが散ってるように思えるんですけど!?　いったい何が!?

ＧＭ：まあ、その辺あたりはおいおい（笑）。

渋沢：き、気になるってばぁ──っ!?（笑）

大竹：それはそうと、今回は〝お兄様〟関係のお話なんですね！

ＧＭ：はい。先日うかがった大竹さんの要望を取り入れました。

菊池：ああ、そういえば聴きき取とりをしたって言ってたな。

緑谷：部長の目がキラキラしてます（笑）。

渋沢：でも……その〝お兄様〟って、もしかして……。

ＧＭ：ふふふ。それはこの後のお楽しみです。次はハンドアウトを配ります。ただし、内ない容ようはひとりを除のぞいてほぼ一いつ緒しよです♪




▼ヒルダ用ハンドアウト

コネクション：リージュ　　　関係：疑ぎ惑わく

　キミを姉と慕うリージュは、どう見ても、大統領ピアニィに瓜うりふたつである。

　他人のそら似でごまかせるレベルを超こえている。

　リージュは、いったい何者なのだろう？




▼チコ用ハンドアウト

コネクション：リージュ　　　関係：疑惑

　キミを妹のようにかわいがるリージュは、どう見ても、大統領ピアニィに瓜ふたつである。

　他人のそら似でごまかせるレベルを超えている。

　リージュは、いったい何者なのだろう？




▼ギデオン用ハンドアウト

コネクション：リージュ　　　関係：疑惑

　キミを「おじにい様」と慕うリージュは、どう見ても、大統領ピアニィに瓜ふたつである。

　他人のそら似でごまかせるレベルを超えている。

　リージュは、いったい何者なのだろう？




一同：ホントに同じだ!?（笑）

渋沢：「キミを～と慕う」の部分以外はみんな一緒なんですね。

緑谷：チコとヒルダはいいとして、ギデオンのが……。

菊池：ギデオンは相変わらずリージュから「おじにい様」って呼よばれてるのかよ！（笑）

大竹：そういえば前の巻でそんな呼び方をしましたね（笑）

菊池：くっ……まあいい。この屈くつ辱じよくは、リージュを利用して成り上がることで晴らすぜ！（一同笑）

ＧＭ：さて、最後にひとりだけ趣おもむきが違ちがう、リージュのハンドアウトを配ります。




▼リージュ用ハンドアウト

コネクション：お兄様　　　関係：疑惑

　大統領ピアニィにそっくりだという自分。

　出生の謎を解とき明あかすカギは、世界平和研究所にあるだろう。

　いつもかわいがってくれていたお兄様なら、何かを知っているに違ちがいない。

　何としてでも、もう一度彼に会わなくては。




大竹：ＯＨ！　ＹＥＳ！（←嬉うれしそう）




　──何で英語？




大竹：本当に聴き取りの結果が反はん映えいされてる～♪

ＧＭ：はい。前回の（『ゲッタウェイ』一巻第二話）で言ったとおり、今回のシナリオはリージュの当番回だと考えてください。

菊池：ああ、ＴＶアニメなんかだと、そういう言い方をするよね（笑）。

大竹：でも、今回予告からすると、統一帝戴冠前後の時期ですよね。それって……。

渋沢：あ、そうか。大竹さんと菊池さんは、戴冠式前後の事じ態たいを知っているのか。

緑谷：私は『無印』七巻にゲストＧＭとしてお呼よばれしたんでそっちは知ってますけど……。




　この『ゲッタウェイ』第三話のセッションを収録した段だん階かいでは、『無印』第七巻は未発売。さらに、第八巻の収録も終えていました。

　当然、『無印』のＧＭとプレイヤーである菊池さんと大竹さんは第八巻までの知ち識しきを持っています。緑谷さんはゲストマスターをしたこともあり『無印』第七巻までの概がい要ようを知っており、渋沢さんはいずれの巻の知識も持っていないという状じよう態たいです。

　なお、ＧＭは『無印』第八巻までの情報は教えてもらっています。




ＧＭ：プレイヤーが知っている情報に差はありますが、それを見み越こしてシナリオを組んでありますから大丈夫です。むしろ知らない方が楽しめるかと。

渋沢：そんな風に言われると、かえって気になる！　『無印』は、どんな展開になってるんだろう？　今回予告からすると、王おう威いの竜輝石も散り散りになってしまったような感じだし。

菊池：……あっはっはっは。

大竹：はっはっは。

ＧＭ：はっはっは。

渋沢＆緑谷：なんで、そこでみんな一いつ斉せいに笑うんですか!?（笑）

菊池：だって……。

大竹：……ねえ（笑）。

ＧＭ：えー、失礼しました（笑）。気を取り直して、次に進みましょう。




●ＰＣの成長




▼ヒルデガルド・ゴーダ（５レベル）の場合

ＧＭ：ＰＣの成長報ほう告こくをお願いします。まずはヒルダから！

渋沢（以下、ヒルダ）：５レベル～！（一同拍はく手しゆ）

菊池：なんでレベルの話から!?　せめて名前くらい名乗ろうよ!!

ヒルダ：ごめんなさい。５レベルまで成長させていいというので、胸むねが躍おどってしまって！

大竹：一気に３レベル分上がったんだから、嬉しくもなりますって！

菊池：君たち……本当にゲーマーだなぁ（笑）。

ヒルダ：え～、では……改めて、ヒルデガルド・ゴーダだ。

ＧＭ：今回、上級ルールを取り入れるということで、リビルドが入ったんですよね。

ヒルダ：発売前のデータ！　いち早く見られて嬉うれしかった～！




『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ 上級ルールブック』はこのセッションの収録時、まだ発売前だったのです。




ＧＭ：喜んでもらえて何よりです。

ヒルダ：リビルドの目玉となるスキルは《コネクトフォース》。これを最さい大だい限げんに使用すると、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が41点になる！

ヒルダ：【物理防御力】だけなら、私はアルを超こえられる！（一同笑）

菊池：比ひ較かく対象はそこなのか！（笑）

緑谷：（しわがれた声で）修しゆ羅らじゃ～。ゲームの修羅がここにおる～（笑）。

ヒルダ：ふ、普ふ通つうですよ？（笑）　それから、《グレートコネクト》を取得したので、シーン一回、《コネクトフォース》をセットアッププロセスで使えるようになった。

ＧＭ：立ち上がりが早くなりましたね。

ヒルダ：うん。それから、《アイアンクラッド》から《ウェポンガード》に変へん更こうしました。

ＧＭ：なるほど。

ヒルダ：このように防御はかなり充じゆう実じつさせました。でも限げん界かいはあるので、回かい避ひが得意なギデオンさんはがんばって敵てきの攻撃を避よけてくださいね！（笑）

菊池：ええい、言われなくても避けるわいっ！（笑）
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▼チコ・Ｈ・ワトソニー（５レベル）の場合

緑谷（以下、チコ）：チコっす！　５レベルになったっす～！（一同拍手）

ＧＭ：どうリビルドして、そんな成長をさせましたか？

チコ：《ウォーターマスター》を４レベル取得したので、《ウォータースピア》による魔ま法ほう攻撃が〈水〉属ぞく性せいの６Ｄ＋21点ダメージになったっす。《マジックブラスト》も持っているんで、範はん囲い攻撃にできるっすよ。

ヒルダ：おお、それは強い。

チコ：ありがとうっす！　《チェックメイト》も５レベルになったので、他人のダメージを５Ｄ点上じよう昇しようさせられるようになったっす。そしてっ、《リゼントメント》を取得～！

菊池：《リゼントメント》だと!?

チコ：そうっす。その結果シナリオ一回、単体のみですが、オイラの魔法攻撃にダメージを50点上乗せできるようになったっす。

ＧＭ：チコも「成長したなぁ」って感じがしますね～。

チコ：もちろん！　これからは、オトナの女を目指して……。

菊池：……さて、次行くぞ！（笑）

チコ：ああっ、スルーされたっす！（笑）
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▼リージュ・フェア・リース（５レベル）の場合

大竹（以下、リージュ）：５レベルになり、ガンスリンガーのスキルをいろいろと諦あきらめて、アコライトのスキルを伸のばしました……。

菊池：え？　そうなの？

リージュ：はい。ダメージ軽けい減げんスキルである《プロテクション》を５レベルにしたり、みなさんのために、シナリオ一回、ダメージを０にするスキル、《アフェクション》も取得。

菊池：大竹さんがこんなに回かい復ふく担当っぽいデータ組みをするとは!?（わなわな）

ＧＭ：落ち着いてください。５レベルのアコライトとしてまっとうな判はん断だんですから（笑）。

リージュ：（無念そうに）……本当は、もっとガンスリンガーのスキルを取りたかった。と、あたしの中の〝何か〟が言っているんですが？

ＧＭ：お……落ち着いてください。

リージュ：だって、銃じゆうが好きなんですよ～……。

ＧＭ：《アフェクション》の演出は、銃で攻撃を妨ぼう害がいしたことにしていいですから！（笑）

リージュ：わーい♪　それから、ダメージを上げる装そう身しん具ぐを取らずに、みなさんのために、《ヒール》の効こう果かを上げる高位聖せい印いんを購こう入にゆうしました。

ヒルダ：「みなさんのため」って思わないと、その〝何か〟が保たもてないと？（笑）

リージュ：ええ。自分にそう言いきかせないと、〝何か〟が暴ぼう走そうしそうなの！（一同爆ばく笑しよう）
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▼ギデオン・ガバドン（５レベル）の場合

菊池（以下、ギデオン）：ギデオン・ガバドンだ。【ＨＰ】は58、【ＭＰ】は52、そして、フェイトは６！　何と、フェイトはアルよりも高い！（一同笑）

チコ：なんで、そんな張り合い方をするっすか？（笑）

ギデオン：まだまだ若い者には負けんぞ！（笑）　で、ダメージは２Ｄ＋24点になった！

ヒルダ：リージュと同等だな。

ギデオン：いや、俺おれの方がリージュよりも１点高いぞ！（胸を張はる）

チコ：たった１点差っすよ？　おっちゃん、おとなげないっす!?（笑）

ギデオン：齢よわい四〇にして、ようやくプライドが保てるようになってきたんだよ！　これくらい許ゆるしてやってくれよ！（笑）

ヒルダ：……長い下積み生活だったんだな（笑）。

リージュ：おじさま、しかたない子ですね～。

ギデオン：俺は大人だっ!?　……さておき、コンセプトは今までと変わらず、敵に突つっ込こんでいって、範囲攻撃をするという感じかな。

ＧＭ：切きり込こみ隊長なのは相変わらずということですね。

ギデオン：うん。ただ、よりシーフらしくなったぞ。《ファインドトラップ》と《リムーブトラップ》を取ったので、ダンジョン対たい策さくもバッチリだ。
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●ギルドの成長




ＧＭ：ＰＣの成長報告が終わったところで、ギルドの成長を行ないましょう。

ヒルダ：今回、ギルドレベルが１から３に上がったんだよな。

リージュ：ギルドサポートをふたつ取得できるんですね～。

ヒルダ：さて、何を取得しようか。

チコ：《陣じん形けい》や《再さい行こう動どう》あたりが妥当っすか？

リージュ：あとは、《高こう機き動どう部隊》とか。

ヒルダ：《陣形》を取れば、ギデオンがひとりで突とつ出しゆつすることはなくなりそうだな（笑）。

リージュ：おじさまがタコ殴なぐりにされるのは、それなりに見み応ごたえがありましたけど（笑）。

ギデオン：お前らは年上を敬うやまうということをしないのかっ!?（笑）

ヒルダ：このギルドに一番足りないものを、ギルドサポートで補おぎなうか？

ギデオン：足りないもの？　……《結束》（一同笑）。

リージュ：フェイトに余よ裕ゆうがあるわけでもないし、《結束》は使いどころなさそうですよ？

ギデオン：それもそうだな。ま、ともあれ《陣形》は持って行こう。

ヒルダ：ああ、それは外せないからな。あとは……戦闘のことばかり考えないで、情じよう報ほう戦せんもやれるように《偽ぎ装そう情報》を取るってのはどう？

ギデオン：《偽装情報》があれば、俺の年ねん齢れいもサバを読よめる！

チコ：どれくらいサバ読むんすか？

ギデオン：「俺は三九歳さいだ！」と言いい張はる！

チコ：たった一歳さいだけ!?　どうせならもっと多めにサバ読もうっすよ！（笑）

ギデオン：あんまりサバ読み過すぎるとバレそうじゃないか！（笑）

リージュ：《偽装情報》がいいなぁ。逃にげ回まわってばかりだから、あったら安心します～。

ヒルダ：確かに、追っ手を騙だませるかもしれないな。

リージュ：戦闘ばかりもよくないですから、ここは《偽装情報》取りましょうよ！

ヒルダ：リージュが戦いを否ひ定ていした!?

リージュ：ピアニィでもユファでも《偽装情報》を使ったことがないんですよ～。だから、一度使ってみたかったんです！（力説）

ヒルダ：そ、そうか……みんな、どうする？

ギデオン：いいんじゃないか？

チコ：オイラたちには似に合あってると思うっす（笑）。

ヒルダ：では、今回は《偽装情報》と《陣形》を取得。これで、うちのギルドが取得しているギルドサポートは、《蘇そ生せい》《祝福》《偽装情報》《陣形》だな。これら全部を持って行く。

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、これでプリプレイを終了します。







ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆甘い思い出




　──物もの心ごころついた頃より、その少女は視し覚かくを封ふうじられて暮らしていた。

　世界平和研究所にいた頃、リージュは「訓練のため」と常に目め隠かくしをされていたのだ。

　そんな彼女の数少ない楽しみは、優しい〝お兄様〟との触れ合いであった。




ＧＭ：最初はリージュのシーン。世界平和研究所時代の簡単な回想のシーンです。

リージュ：はーい。




　いつものように激はげしい訓くん練れんを終おえた、とある春の日の夕方──。

　リージュが殺風景な自室に戻ってみると、ひとりの男性がたたずんでいた。

　それは、リージュをいつも優やさしく見守ってくれる〝お兄様〟だった。

　時々、甘い香こう気きを放つお茶とお菓子を携たずさえて、彼はリージュの元を訪れることがあった。




ＧＭ：その部屋にいたお兄様は「疲れただろうリージュ。このプディングでもお食べ」と言います。目隠しのせいで姿は見えませんが、あなたよりふた回りは大きな男性の肉体がそっとあなたを抱きしめます。

リージュ：ド……ドキッ！　お兄様の体の温かさに驚きつつ「今日は、たくさんターゲットに命中させました！」と訓練の報告をします。

チコ：ちょ!?（笑）　この萌もえシチュエーションで、なんで殺意を滲にじませるっすか!?（笑）

ＧＭ：きっとそれがリージュにとっては自然なことなんですよ（笑）。「それは頑張ったね」と、視覚を塞ふさがれたリージュの手をとって、カップやスプーンを持たせてあげたり。

リージュ：お菓子とお茶をいただいて「本当に美味おいしいです！　お兄様！」と言います。

ＧＭ：ええ。そして彼はあなたの髪をなでながら言います。「愛しいリージュ。もう少しの辛抱だ。もうすぐ外の世界でお前が生きられる時代がやってくる」

ヒルダ：（ぽつりと）意味深なセリフだな……。

ギデオン：………ふむ。

ＧＭ：ともあれ、そんな静かで優しい時間を、研究所時代のリージュはお兄様と共にしていたのです。

リージュ：なるほど。あたしの中で、お兄様の存在がどんどん大きくなってきました！

ＧＭ：それでＯＫです（笑）。では、このシーンは終了です。







◆Opening 02◆至し福ふくの時は過すぎて




　ベルフト王子の脱だつ獄ごくに手を貸かしてから、月日は流れ、はや五ヶ月。

　領主リディルの庇ひ護ごを受け、バウエストンに逗とう留りゆうしたゲッタウェイ一行は、思い思いの時を過ごしていた。




ＧＭ：最初のシーンの舞台はレイウォールのバウエストン。第一巻の結果、領主のリディルの元にみなさんは滞たい在ざいすることになって、五ヶ月ほど経たちました。




リディル・バウエス

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』に登場したＰＣのひとり。前巻もＮＰＣとして登場。ベルフトの従兄妹いとこで、もしもの『イフ』では竜りゆう炎えん騎き士し団だん団だん長ちよう代理となって活躍したが、正史ではベルフトに連なる一貴き族ぞくとなっている。
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『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』

『アリアンロッド・サガ』の世界における架空の歴史を扱ったリプレイ。通称『イフ』。著者はたのあきら。

　リディルたちバウエストンのＮＰＣは『イフ』のＰＣたちである。

　二〇一二年二月にドラゴンブックから文庫版が発売されることが決定した。




チコ：けっこう長いっ！（笑）　もう秋っす。

ヒルダ：その間、大陸で大きな変動はなかったのか？

ＧＭ：そうですね。今回のシナリオは『無印』第七巻とほぼ重なる時期になります。

ギデオン：大きな戦争もなく、合衆国はどんどん盤ばん石じやくの体たい制せいになり（←『無印』のＧＭ）。

リージュ：そして、ピアニィが統一帝への即位するという話が本ほん格かく的てきに動き出す、といった感じですよねぇ（←『無印』ピアニィのプレイヤー）。

ＧＭ：ご説明ありがとうございます（笑）。

ヒルダ：五ヶ月もたつと大きな戦争はなくても地味に歴史が動くなあ（笑）。

ＧＭ：みなさんがこの五ヶ月をどう過ごしてきたかは、相談して決めたいと思います。

ギデオン：城しろでの穏おだやかな生活のせいで、俺は完全にだらけきった生活をしているぞ！

リージュ：お城のメイドさんをしてるってのはどうでしょう？　一巻のドラゴンブックサポートショップでの特典の掛かけ替かえカバーが、リージュたちのメイド姿でしたよね～？




〝ドラゴンブックサポートショップ〟（ＤＢＳＳ）とは、富ふ士じ見み書しよ房ぼうのＴＲＰＧ関連商品を揃そろえてくれている日本各地の書店です。それらの書店では発売されたドラゴンブックに特典となるグッズが付くことがあります。『ゲッタウェイ』一巻では掛け替えカバーが付きました。
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ＧＭ：ヤトさんの描くメイド服のリージュとチコは可愛かわいかったですねえ。ギデオンとヒルダは執しつ事じ服ふくでしたが（笑）。では、各自この約五ヶ月をどう過ごしたか、決めていきましょう。
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▼ヒルダの場合

ヒルダ：私は真面目に鍛たん錬れんを積んでいたと思う。

ＧＭ：では、ヒルダには、同じ槍やり使つかいの人がいろいろと教えてくれますよ。

ヒルダ：槍使い？　この城で勤きん務むしている人？

ＧＭ：はい。バウエストンの領主リディルの部下で、騎き馬ば民みん族ぞく風の衣い装しように身を包んだ、ヴァーナの青年ですね。

ヒルダ：それ、『サガ・イフ』のバヤンじゃないかっ！（笑）




バヤン

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』に登場したＰＣ。エリンディル東方にある遊牧民の国タルタル・ハン国出身。
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ＧＭ：ええ、バヤンです。16レベルほどなのでかなり優ゆう秀しゆうですよ？

ヒルダ：確かにデータ的には優秀だ。……じゃあ、お城近くの野原にでも行って、指し導どうしてもらおうか。「あなたは槍の名手と聞いた。ご教きよう授じゆ、よろしく頼たのむ」

ＧＭ：バヤンはお日様のような笑みを浮うかべます。「俺っちでいいなら、いくらでも教えるぜ！」と使つかい込こんだ破は軍ぐん戟げきを手に取ります。

ヒルダ：おお、これは好こう感かん触しよく……。

ＧＭ：「まず、第一に！　竜に乗ることだな！」

ヒルダ：私が竜に乗れるわけないだろうがっ！（笑）

ＧＭ：バヤンは「えっ!?　バートルになればいいだけの話だろ？」と首を傾かしげます。

ヒルダ：「そもそも、バートルとは何だ」エリンディル東方の騎き竜りゆうのクラスと、プレイヤーは知ってても、ヒルダは知らないからなぁ（笑）。

ＧＭ：「しかたないなぁ。じゃ、竜に乗らずに、上手うまく槍を振ふるう方法を教えてやるよ」

ヒルダ：頼む。

ＧＭ：「こう槍をスパーンと構かまえて、ドドド、ズギャーンって感じで、ていっ、やぁっ、フィニッシュはドーン！」（一同笑）

ギデオン：意味不明だ！（笑）

チコ：擬ぎ音おんばかりっす（笑）。

ヒルダ：そんな説明で、コツが掴つかめるわけないだろぉ──っ！（笑）

ＧＭ：「そ、そうか？」と耳を垂たらしてバヤンは困こまり顔です。

ヒルダ：か、かわいい（笑）。とにかく強い人と手合わせできれば、自然と強くなるだろう。

ＧＭ：というわけで、野原で爽さわやかにそよぐ風に吹ふかれながら、カキンカキンとバヤンと打ち合うヒルダ。そんな鍛錬の日々を送り、見事５レベルになりました！

ヒルダ：ありがとう、バヤン。
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▼リージュの場合

ＧＭ：では、リージュ。どう五ヶ月を過ごしましたか？

リージュ：あたしは、メタメタ軍師のグレイさんに読み書きを教わりたいです～。それから、アコライトとしての心意気みたいなものを伝でん授じゆしてほしい……（一同笑）。




グレイ・ウォーデン

『イフ』に登場したＰＣのひとり。その才さい能のうが災わざわいし、レイウォール王国の地下深くに幽閉されていた。まるで今後の展開を知っているような、プレイヤーのメタ視し点てんからの発言が多いため、〝メタメタ軍師〟の異い名みようを持つ。
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ＧＭ：グレイは答えます。「読み書きや簡かん単たんな算さん術じゆつなら、いくらでも教えてやろう。だが……ワシはアコライトじゃないぞ」（笑）

ヒルダ：アコライト枠わくなのは、パラディンのリディルだよな（笑）。

ＧＭ：「アコライトならば、仲間を癒いやし、守ることを覚えるといい。……せっかくリビルドしたのだ。その辺りも忘わすれずにな」

リージュ：あっ、メタ発言！　これがメタメタ軍師の本ほん領りようなんですね～♪（笑）

ＧＭ：「ともあれ、字を覚えれば、様々な書物が読めるようになる。移うつり変かわる世せ情じようも、昔の史実も知ることができるだろう。計算を覚えれば、買い物だってできるぞ」

リージュ：そうですね！　（ギデオンのプレイヤーの方を見て）「おじさま！　これで、ひとりでお使いに行けるようになる～♪」

ギデオン：「ひとりでお使い──って……リージュはいったい何なん歳さいなんだよ!?」（笑）

チコ：「だらだらしてるだけのおっちゃんより、かなりマシっす」と混まぜっ返かえすオイラ（笑）。

ヒルダ：じゃあその様子を見て「騒そう々ぞうしくてすいません」とリディルさんに言おう。

ＧＭ：リディルは「いえ、元からバヤンさんとカルロスさんが毎日喧けん々けんとして賑にぎやかでしたので、お気になさらず」と笑います。




カルロス

『イフ』に登場したＰＣ。ベルフト麾き下かの狙そ撃げき手しゆ。『イフ』では、リディルや他のＰＣと共に、リシャールと相打ちとなったベルフトの雪せつ辱じよくを果たすため活躍した。実直な軍人である。
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ヒルダ：そ、そうですか。

ＧＭ：リディルはそう言ってますが、そもそもリディル自身が口数多い方ですから。この城じよう内ないは元から賑にぎやかだったのでしょう。

ヒルダ：なるほど。

リージュ：そうだ！　せっかくだから、同じ銃じゆう使つかいとして、カルロスさんと銃について熱く語り合ったりしたいです。

ＧＭ：では、カルロスも面めん倒どう見み良くアドバイスをしてくれました。




▼チコの場合

ＧＭ：さて、チコは？

チコ：グレイお爺じいちゃんに戦せん術じゆつ指し南なんをしてもらったり、ヒルダお姉ちゃんたちの訓練を覗のぞきに行ったりしてます。

ＧＭ：「まぁ、ワシはソーサラーだからな。存ぞん分ぶんにワシから学ぶといい。いずれ成長していけば、ワシのようなスキル構こう成せいになるやもしれん」（笑）

チコ：グレイお爺ちゃん、またメタ発言っすね（笑）。

リージュ：成長と言えば、チコちゃんの頭に生えている芽は生長したのかしら？

チコ：ちょっとは生長した、かも。庭に誰もいない時とか、帽ぼう子しを脱いで芽に日光浴をさせてるっすよ！（一同笑）




　チコの頭部で、すくすく生長するヒースの将しよう来らいが楽しみです。




リージュ：な、なるほど～（笑）。

チコ：（うーむと考かんがえ込こみ）そろそろ、ギルドメンバーには打ち明けた方がいいっすかね？

リージュ：じゃあ、日光浴中にあたしたちが物もの陰かげから覗いてたという演出でどうでしょう。

チコ：それはちょっとサプライズっぽくて、面白いっすね（笑）。

リージュ：やっぱり……芽が生えてますよねぇ（←物陰から身を乗り出す仕草で）。

ギデオン：ああ、生えてるな（←同じく身を乗り出す）。

ヒルダ：チコ本人は隠かくし通とおせているつもりなんだし、静かに見守ってあげようか（一同笑）。

チコ：ヒルダお姉ちゃんに、かわいそうな子扱あつかいされた気がするっす！（笑）

ＧＭ：では、チコの頭の芽のことは、一いち応おうギルドメンバーは知っていることになりました。




▼ギデオンの場合

ヒルダ：ギデオンはこの五ヶ月間、何をしていたんだ？　私と稽けい古こでもするか？

ギデオン：だらけてるよ？（きっぱり）

一同：ちょっ!?（爆ばく笑しよう）

チコ：ダメすぎるっす！（笑）

ヒルダ：「成り上がるぜ」と息いき巻まいてたお前はどこへ行った!?（笑）

ギデオン：だって、この城に居いれば、衣食住にありつけるうえ、給料ももらえるんだぞ！　しかも、完全週しゆう休きゆう二ふつ日か制せい！　こんな生活で、どんな不満が出るというのだ!?

ＧＭ：そんな職しよく務む状じよう態たいだとひと言も言ってませんが？（笑）

リージュ：……おじさま（笑）。

ＧＭ：でも修しゆ行ぎようはしていただきます（笑）。ごろごろしているギデオンの部屋に、鎧よろい姿すがたのリディルがやってきます。「ギデオンさん、お手て空すききならば私と一いつ緒しよに訓練しませんか？」

ギデオン：……訓練につきあっている間は、業ぎよう務む時間としてカウントされる？

ＧＭ：「もちろん。有事に備そなえて訓練するのも、大切な業務のひとつです」

ギデオン：よし、給料が出る作業だっていうなら、つきあおうじゃないか！

ＧＭ：では、リディルはギデオンを中庭に連れ出し、ベルフト直伝の猛もう特とつ訓くんをします。

ギデオン：ベルフト直伝……だと？

ヒルダ：リディルの師し匠しようは、従兄いとこのベルフトだからな。

ギデオン：待て！　ベルフトは、訓練でも相手を殺しかねない一いち撃げきを平然と放つ男……！

チコ：ああ、『無印』シリーズでそういう描びよう写しやがあったっすねぇ。

ＧＭ：「いいですか？　今から私がハンマーで攻撃しますから、全力で受け止めるか回かい避ひしてくださいね！　そうでないと……」

ギデオン：ちょっと待てぇ────いっ！

ＧＭ：「…………死にますよ」

ギデオン：ぎああああああぁぁぁぁーっ!?




　──こうして。

　泣なき叫さけぶギデオンに向かって、必殺のハンマーが何度も何度も振ふり下おろされたのでした。




チコ：リディルの鬼おにのようなしごきで、ギデオンのおっちゃんも、オイラたちと同じようにレベルが上がったっすね（笑）。

ギデオン：釈しやく然ぜんとしないぞ（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……そして、逗とう留りゆうを始めてから五ヶ月が過すぎようとしていた頃、世情が大きく動きます。アルディオン大陸の大部分を制せい覇はもしくは友好関係においた、フェリタニア合衆国大統領ピアニィが、統一帝に即そく位いする運びとなったのです。

ヒルダ：ふむ。

ＧＭ：そして彼かの女じよは統一帝に即位するための儀ぎ式しき、〝四し宝ほうの試み〟という試練を受けることになりました。

チコ：ピアニィが大陸の覇は者しやになっちゃうと、オイラたち益ます々ます生きづらくなるっすねぇ。

ギデオン：（わざとらしい口調で）ピアニィがレイウォールに戻ってすぐにヒューバード第一王子が失しつ踪そうし、レイウォール国王オーギュストは謎なぞの死を遂とげた。そして、今、統一帝の称しよう号ごうを得るための試練を受けるんだろ？　最初から狙ねらってたんじゃねぇのか？（笑）
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リージュ：（わざとらしく）ピアニィさんって、本当に怪あやしいですよね～！（一同笑）

ヒルダ：うーん。疑いを否定しようがない（笑）。

チコ：プレイヤーとしては、ピアニィが悪いことしてないってのは分かってるっすけどね。ただ、ＰＣがそれを知る機会がなかなかないのが問題。

ヒルダ：ＧＭ、民みん衆しゆうはピアニィの統一帝即位をどう思ってるんだ？

ＧＭ：様々ですよ。短期間で大陸をほぼ制覇した力量を認みとめる人もいるでしょう。しかし、彼女の急速な平定は大きな戦せん乱らんを呼びました。その犠ぎ牲せいになって住む場所を追われた人や、戦死者の家族などは、ピアニィを統一帝にはふさわしくないと思うかもしれません。

チコ：それもそうっすね。

ヒルダ：実じつ際さいのところどうなんだろう？　成り行きで我われ々われにとってフェリタニアが敵と認にん識しきしていたけど、この五ヶ月の間を見ているとそう悪い人たちにも思えないだろうし……。

ＧＭ：その辺はこのあとのシーンで触ふれていきます。ここではヒルダがいろいろ迷まよっている、ということでいいですか？

ヒルダ：はい。現げん時じ点てんではフェリタニアの評価を決めることはできない、ということで。

ギデオン：まぁ、お偉えらいさんたちのことなんて、俺たち一いつ般ぱん人じんには、よく分からないモンさ。

ＧＭ：そんな風に「俺たちに関係ない」と言っていられるのも今のうちだけですよ？

ヒルダ：まあ、そうくるよなぁ（笑）。

チコ：キナ臭くさくなってきたっす。

ＧＭ：その辺りの詳しよう細さいはおいおい。では、ここでシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 03◆このまま過すごせるわけがない




　バウエストンでの暮くらしは、いつまでも続くものではなかった。

〝メタメタ軍師〟と呼ばれるグレイがもたらした情じよう報ほうは、一同にとって重要なものだった。

　旅立ちの時がやってきたのだ。




ＧＭ：さて、では次のシーン。バウエストンの城内の一室。みなさんが、いつもどおりギルドメンバーで集まってわいわいと話をしていると、グレイがやってきます。

チコ：わ～い、グレイお爺ちゃんだ～！

リージュ：聞いてください！　とうとうひとりでお使いに行けるようになったんですよ～♪

ＧＭ：「そうかそうか。おぬしら楽しそうだな……」とグレイは苦笑します（一同笑）。

ギデオン：おかげさまで！（笑）

ヒルダ：おい、呆あきれられてるぞ！（笑）「騒さわがしくてすみません」

ＧＭ：「いや、かまわんよ。……それより、おぬしらはフェリタニア合衆国軍師ナヴァールという男を知っているかな？」とふかふかの椅い子すにゆったり腰こし掛かけながらグレイは言います。
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チコ：知ってるっす！　フェリタニアの鳳ほう雛すうと名高いドラゴネットっすよね？

ギデオン：臥が龍りゆうじゃなかったっけ？　まあ、どっちでもいいか（笑）。

ＧＭ：「そのナヴァールの部下が、このバウエストン領りよう内ないで誰だれかを捜さがし回まわっているらしい。

リージュ：うっ……。

チコ：つ、ついにきたっすか……。

ＧＭ：「その部下は大統領特とく捜そう官かんを名乗るエンザンという者で、フェリタニアの威い光こうを笠かさに着て、強引な捜そう査さをしているようだ。非ひ協きよう力りよく的てきな者には、その刀を振るうことも辞さないそうで、けが人も出ているそうだ。一応正せい当とう防ぼう衛えいの範囲ではあるようだが……」

チコ：うわ、危あぶない捜そう査さ官かんっすね！

ＧＭ：「じゃが、腕は確かなようだぞ。このままでは、いずれお嬢じようちゃんたちのもとにたどり着く」ちなみにエンザンは読者投とう稿こうのキャラですね。




エンザン（31歳さい／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：龍りゆう宮ぐう時じミコトさん）

　着流しに大小の刀を差したサムライ。大統領特捜官として、ナヴァールの密みつ命めいを帯びて行動する隠おん密みつ剣けん士し。人を斬きる技わざに偏へん執しつ的てきなこだわりを見せる。
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ヒルダ：そろそろ潮しお時どきってこと、かな。

ＧＭ：「そうだ。……そろそろこの城を、出ていってもらおうか」と、グレイはきっぱりと言います。

チコ：要するに、そういうことっすね。グレイお爺ちゃんとすりゃ、主君のリディルさんが疑うたがわれるような事態は避けなきゃいけないっすからね。

ギデオン：「この安あん穏のんとした暮らしも長続きしなかったか……」と部屋の隅すみで呟つぶやく俺。

ヒルダ：我々をいまだに追っているということは、やはりナヴァールはバルムンクと手を結んでいるということなんだろうか？

ＧＭ：グレイは「いや。ナヴァールはバルムンクの一員ではないぞ」と言いますよ。

一同：ちょっと待て！

ギデオン：なんでグレイがそんなこと断だん言げんできるんだ！

チコ：エンザンとかヤバイやつもきてるっすよ？

ＧＭ：「それはだな」

ヒルダ：それは？

ＧＭ：「ナヴァールとグレイはどっちもプレイヤーが鈴吹太郎すずふき・たろうだから……」

一同：うぉい！

ギデオン：なんだ！　その返答は!!

ＧＭ：「……という風に答えると、グレイのキャラが一気に立つよ、と鈴吹太郎にアドバイスされたのじゃ」（笑）

一同：なんじゃそりゃー!!（笑）




　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長、鈴吹太郎さんはナヴァールとグレイのプレイヤーであり、この『ゲッタウェイ』シリーズのシナリオ監かん修しゆうもしていただいています。




ヒルダ：グレイにツッコむべきか！　ＧＭにツッコむべきか！　社長にツッコむべきか！　悩なやましくて困こまる!!（笑）

チコ：っていうか、前の巻でグレイお爺ちゃんのキャラは十分立ってると思うっす！（笑）

ＧＭ：「そんなメタ会話はさておき（笑）、ナヴァールたちとバルムンクは敵てき対たい関係なのだ」




　そしてグレイは語った。

　バルムンクは、テロ行こう為いを辞さない秘ひ密みつの組そ織しきであることを。

　ピアニィはバルムンクの首しゆ領りようではないし、ナヴァールもバルムンクの一員ではない。

　むしろ、バルムンクとは争い合う関係なのだという。




ヒルダ：そ、そこまで知っているなら、なぜ今まで教えてくれなかったのですか!?

リージュ：そうですよ。ひどいじゃないですか、グレイさん!!

ＧＭ：「五ヶ月前、この城にお前たちがきた時に今と同じことを話したとして、果たしてこの話を信用できたかな？」

一同：うっ！

ヒルダ：た、確かに。当時同じことを言われても、信用しなかっただろう……。

ＧＭ：「ピアニィ陛へい下かはバルムンクとは手を結んでおらん」

リージュ：では、世界平和研究所を襲おそったのは、いったい誰なのでしょう？

ヒルダ：少なくとも、私たちを攻撃した者たちは、バルムンク・ノヴァだと名乗っていたな。

ＧＭ：「ナヴァールはバルムンク・ノヴァの討とう伐ばつに来ていたのだよ。そして君たちは、討伐指し示じを出すナヴァールを見て、勘かん違ちがいしたのだろう」

ギデオン：研究所を襲ったのはバルムンク・ノヴァで、ナヴァールはそれを追ってきただけだったのか……。だが、それなら、なぜ今も大統領特捜官とやらが俺たちを捜してるんだ？

ＧＭ：「さあな。ワシの知らん事情があるのかもしれん」

ヒルダ：（少し考えて）急に大きくなった国だから、ナヴァールの思おも惑わくから外れたところで動いている人物かもしれないしな。

ギデオン：いずれにせよ、捕つかまったらエライ目に合わされそうな追っ手ではあるな（笑）。

チコ：グレイお爺ちゃんが今まで話さなかった理由は分かったっす。……次はなんで今になってその話をするのか。それを知りたいっす。




　チコちゃん鋭するどい！




ヒルダ：あ、そうか。今になって話す理由ができたなら、そのことの方が重要だ。

リージュ：チコちゃん賢かしこい（笑）。

チコ：（テレながら）軍師ですから～（笑）。

ＧＭ：「実は、その世界平和研究所について情報が入った。どうやら、その施し設せつにはヒューバード殿でん下かが関わっていたようだぞ」

ヒルダ：何だって!?




　ヒューバード王子は、オーギュスト王が体調を崩くずしてからしばらくの間、レイウォール王国の政せい務むを取り仕切っていました。その間に彼がバルムンクと連れん携けいし、フェリタニアと抗こう争そうを続けていた様子が『無印』シリーズ中に描かれています。




ＧＭ：「具体的には『無印』八巻の収録中にいろいろと明らかになったそうじゃ」

一同：またメタ会話だよ！（笑）




『無印』八巻は、現げん在ざい富士見書房から絶ぜつ賛さん発売中です。




ギデオン：（棒ぼう読よみ風に）まあ、あれだ。一時期レイウォールを支し配はいしていたヒューバードだからなぁ。世界平和研究所との繋つながりがあっても不思議じゃないよねー。

リージュ：（棒読み風に）そうですよね。関係があった方が自然ですよねー。

ヒルダ：『無印』八巻組の反はん応のうが面白い！（笑）

チコ：いったい八巻で何があったのか、想そう像ぞうをかき立てられるっす（笑）。

リージュ：それはともかく。……ヒューバード王子が世界平和研究所に関わっているとするなら、ピアニィそっくりだというあたしはレイウォール王家に関わりのある人間なのでしょうか？　そして、あたしの〝お兄様〟はもしかして……そのヒューバードという方？

チコ：可か能のう性せいはあるっすねぇ。

リージュ：（少し考え、思おもい詰つめたような口調で）……あたしは、自分が何者であるか、ずっと悩なやんでいました。それを知るいい機会かもしれません。

ヒルダ：…………リージュ。

リージュ：そして……（無む駄だに力強く）エストネルでの戴冠式に行けば、そこでヒューバードさんに会える予感がします！

ヒルダ：待て！　それはプレイヤーの知ち識しきで言ってるんじゃないのか!?（笑）

チコ：部長!?　ピアニィ女王に戴たい冠かん式しきで何があったっすか!?（笑）

リージュ＆ギデオン：あっはっは。

リージュ：あ、あくまでリージュの予感ですよ？　何か起きるとは限かぎりませんよ？（笑）

ヒルダ：とはいっても、私はリージュのことが心配なんだ！　……いや、プレイヤーは何が起きるのかが気になってるから、行きたくてたまらないんですが！（笑）　（シリアスな顔で）くっ！　私の知らない『無印』七、八巻で何があったと言うの!?（一同爆笑）




　渋沢さんも、なかなか難なん儀ぎな性せい格かくですよね。




チコ：と、とにかく（笑）。ヒューバードさんが現あらわれそうだってことっすから、エストネルに行くのは悪くないっす。〝虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得えず〟っす。

ギデオン：あそこは中立国で一応フェリタニアの勢せい力りよく圏けん外がいだから、たとえ我われ々われが追われていたとしても、いきなり捕つかまることはないだろう。それにエンザンとかいう捜査官から、離はなれられるならそれにこしたことはない。

ヒルダ：なるほど……ヒルダも内心、停てい滞たいした状じよう況きようをもどかしく感じていたし。きっかけができたというところだ。

ＧＭ：「時にヒルダよ。おぬしは何のために旅をするのだ？」

ヒルダ：私ですか？　私は、お義父とう様の仇かたきを討うちたいのです。

ＧＭ：「ゴーダ伯はくの？」

ヒルダ：内ない乱らん中に暗殺されてしまった。私の目的は、仇のアンソン伯を討つことだ。
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ＧＭ：「なるほどな。それならば、アンソン伯を仇と思っても仕方あるまい。この数年に起きた戦乱の元げん凶きようとしてフェリタニアを憎にくむ者も少なくないしな」

ヒルダ：……あれ？　アンソンが本当はお義父様を殺してないって、教えてくれないの？

ＧＭ：はい。ヒルダは「内乱に関わったアンソンを仇だと思っている」と言っただけじゃないですか。グレイとしては「アンソンが直ちよく接せつ殺した」というのは想像の範はん囲い外がいなので「ゴーダ伯を守り切れなかったアンソンが憎にくい」とヒルダが言っていると理り解かいしたのです。

ギデオン：きったねー！　こんな時ばっかりメタ視し点てんじゃないなんて（笑）。

ヒルダ：話が通じてないのに、会話が噛かみ合あってしまったのか！（笑）

チコ：エストネルでの儀式には、王おう威いの竜りゆう輝き石せきが必要っすから、各国の王が集まるはず。そして、王が集まるということは、お偉えらいさん方も必然的に……。

ヒルダ：そう。アンソンもエストネルに来るかもしれない。仇かたき討うちのチャンスなんだ！

ＧＭ：なるほど。ではグレイはヒルダに向かって問いかけます。「お前はアンソン伯を倒たおしたとして、その先はどうするつもりなのかね？」

ヒルダ：えっ？

ＧＭ：「ゴーダ伯は、仇かたき討うちを望んでいると思うか？」

ヒルダ：そ、それは……。

ＧＭ：「あの御ご仁じんなら『一時の激げき情じように惑まどわされず、おぬしがなさねばならぬことをせよ』と言うのではないか？」

ヒルダ：……言い返そうにもなにも言えなくなって、黙だまり込こんでしまいます。

リージュ：ヒルダお姉様……。
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ヒルダ：それにさ、プレイヤーとしては、アンソンを殺すと、安定し始めたグラスウェルズに再び内乱を呼よびかねないから良くないと思うんだ。ああっ！　ＰＣとプレイヤーとの折り合いがつかない（笑）。




　ヒルダの中でＰＣとプレイヤーが激はげしく葛かつ藤とうしているようです。




ヒルダ：ともかく、今はお義父様がなぜ死んだのか、その理由を知るところから始めたい。

ＧＭ：「ふむ。すべてはそれからか。……時にチコ。おぬしには目的があるのか？」

チコ：ヒースから神しん託たくを受けたから、再び〝偉大なるヒース〟を大地に根付かせたいっす。

ＧＭ：「ふむ……。〝偉大なるヒース〟について、おぬしはどれだけ知っているのだ？」

チコ：メルトランドの聖せい樹じゆで、人々から信しん奉ぽうされ、神託を与あたえる……くらいっすかね。

ＧＭ：「ふ～む。では、一度、ちゃんとヒースの話をしてやろう」とグレイはヒースについての知識を披ひ露ろうします。




　昔、後の世でメルトランドと呼ばれる大地。

　そこにその土地を守しゆ護ごしていた、エリカと呼ばれる一本の神樹があった。

　時の女王、メルティはその神樹と話をし、契けい約やくを交わした。

「元から住んでいた民も、海を越こえてやってきた新しき民も、手を取り合ってこの地で生きるならば、人々を守護しよう」

　それから、〝偉大なるヒース〟とも呼ばれるエリカはメルトランドの民に聖樹として崇あがめられるようになった。




チコ：へぇ～。ヒースはメルトランドという国ができる前から存そん在ざいしてたっすね。

ＧＭ：「そうだ。ヒースは必ずしも、メルトランドという国のみを体たい現げんする存在ではない。その恵めぐみにより人々を結束させてくれたことは間ま違ちがいないがな」

チコ：……それっすね！

リージュ：チコちゃん、どうしたの？

ＧＭ：「どうした？　何か天てん啓けいでも得たか？」

チコ：（照れながら）そんな大げさなことじゃないっす。きっと、オイラの旅の先にはヒースの力が必要な地があるっす。人々が手を取り合うことが求められるような場所が。

ヒルダ：……チコ。

チコ：オイラはそんな場所を探して旅をしたいっす。

ＧＭ：「簡単な道ではないだろうが……。面白い考え方だな」

ギデオン：おおチコが成長している!?　俺も自分を見つめ直してみるか……。はっ、俺ってなんて無む駄だな時間を過ごしてきたんだろう!?

一同：いまさら何を!?（爆笑）

チコ：おっちゃん、いい歳なんだから落ち着くっす!?

リージュ：おじさまが反省している!?

ヒルダ：あれだけ、だらけておいて……。

ギデオン：なんだよーっ!?　いいだろ、俺が自分を見つめ直したってさ！（笑）

ＧＭ：「四〇なんてまだまだ。ヒューリンでは、道半ばといったところではないかね？」

ギデオン：だよな！　よし、明日からがんばろう！（一同笑）

チコ：これは、永えい遠えんに明日からと言い続けるパターンっすね（笑）。




　チコちゃんの指し摘てきは、かなり鋭するどい気がします。




リージュ：とりあえず……まずは、エストネルに向かうしかないようですね。

ヒルダ：うん。各自の目的があるとしても、今、その手がかりがあるのはリージュだけだ。

リージュ：はい。それに、このままバウエストンに留とどまれば、バルムンク・ノヴァがいつかは襲ってくるでしょう。それでは、リディルさんに迷めい惑わくがかかってしまう。

ヒルダ：……リージュ。

リージュ：そうなる前に出発するつもりです。みなさん、またつきあってくれますか？

ヒルダ：もちろんだ。最初に会った時に、約束したとおりに、な。

ギデオン：これで、平和な日々も終わりか。

ヒルダ：かりそめの平和だったな。

チコ：しかし、リージュお姉ちゃんは、自分の謎を解とき明かすの、怖くないっすか？

リージュ：出生の謎が解けたら、もうコソコソしなくて済すむかなぁって思うから。

チコ：なるほど。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Opening 04◆さらば楽園の日々




　ピアニィが統一帝となるための儀式を行なう日が近づいていた。

　儀式のためにエストネルに赴おもむく女王ステラの代わりとして、バウエストンの城じよう主しゆリディルは王都ノルドグラムへと向かう。

　そしてそれは、ヒルダたちの新たな旅立ちの時でもあった。




ＧＭ：では、次のシーン。オープニングフェイズの最後は、出立のシーンになります。

ヒルダ：我われ々われがリディルたちに見送られるのかな？

ＧＭ：ちょっと違います。実は、リディルたちの方もバウエストンの城から出立するところです。旅立ちの日が重なったと思ってください。準じゆん備びを整ととのえた一行は城じよう門もんにそろい、みなさんもそこに来ています。




　四宝の試みの儀式に参加するため、レイウォール女王ステラはエストネルに向かう。

　リディルは元首不ふ在ざいの王都を預あずかる役割を与あたえられた。その任にんのため、リディルたちのギルド、ドラゴンファイヤーは総そう出でで、ノルドグラム入りするのだという。




リージュ：リディルさんがステラさんの代理になる留る守す役やくなんですね。

ＧＭ：ええ。ステラはリディルを信しん頼らいしているという設定です。……さて。リディルは「我々が不ふ在ざいの間、あなた方はどうなされますか？」とみなさんに問いかけます。

ヒルダ：私たちはここを辞して、エストネルに向かおうと思っている。

ＧＭ：「グレイから聞いてはいましたが。なぜエストネルへ？」

ヒルダ：リージュの出生の謎に関わる人物が、エストネルへ向かったとのことなので。

ＧＭ：そうすると、グレイが横から口を挟はさみます。「詳くわしいことは聞きますまい」（一同笑）

チコ：さすがグレイお爺ちゃん。主君を危あぶないことに関わらせないようにしてるっす（笑）。

ヒルダ：世話になった恩おんを返せぬままで心苦しいが、許してもらいたい。

ＧＭ：「いえ、私こそみなさんには助けられました」とリディル。

チコ：オイラはバヤンお兄ちゃんやグレイお爺ちゃんに挨あい拶さつするっす。

リージュ：あたしもカルロスさんに銃じゆうのお話の相手になってもらったお礼を言います。

ＧＭ：そうですね。「またな！」と最後にバヤンはチコを肩かた車ぐるましてくれます。カルロスは、ぶっきらぼうに「気にするな」とリージュに呟つぶやきますが、少し寂さびしそうです。

チコ：バヤンに肩車してもらった!!　嬉うれしいっす！

リージュ：カルロスさんは照れ屋なんですね（笑）。

ＧＭ：さて。リディルは、ふいにリージュをギュッと抱だきしめます。

リージュ：はうっ？

ＧＭ：「ピアニィ陛下に似ていることで、あなたはこれから苦労するかもしれません。けれど、決して希望を捨すててはいけませんよ？」

リージュ：……はい。これまでよくしていただいてありがとうございます。

ＧＭ：「ピアニィ陛下は大陸に平和を望んでいると聞いています。ですから、きっとこれから平和が来ます。そうすれば、いつでもまた会えます。悲しいことなんてありませんよ」

リージュ：はい……平和が来ると、いいですね。

ＧＭ：「もうすぐ冬が来ます。一二月のアルトリウス祭は、みんなで過ごしましょうね」

ヒルダ：こんなに世話になっておいて、さらにご厚こう意いにあずかるわけには……（笑）。

ギデオン：（爽さわやかな笑顔で）いいじゃないか。折せつ角かくの厚意は受け取らないといけないぞ？　「アルトリウス祭までには戻ってくる。土産みやげを楽しみにしていてくれ」




　アルトリウス祭というのは、アルディオン大陸のクリスマスに当たる行事です。




ＧＭ：「……本当に、平和に、なりますよね」とリディルはポツリと呟きます。

一同：おや？

ＧＭ：先ほどリージュにああ言ったものの。リディルはピアニィが統一帝になることで、大陸が平和になるのか、内心では不ふ安あん視ししているのです。

ヒルダ：だからこそ、私たちにベルフトを逃にがすよう依い頼らいしたのだろうしな。

ＧＭ：はい。彼女の密ひそかな悩なやみなのです。

リージュ：「あたしからはなんとも……」

ギデオン：まあ、そう答えるしかないわな。

リージュ：（微び妙みような表ひよう情じようになって）……本当は「危ないからピアニィには近づいてはいけません」って言いたいんですけど！（一同爆笑）

ギデオン：まあね。この後の展開を知っていると、ついね（笑）。

ヒルダ：ど、どういうことぉ──っ!?（笑）

リージュ：プレイヤーとしては、リディルはイイ人なんで安全のためにも近づかないように忠ちゆう告こくしたいんですよ（笑）。ピアニィ、今大変なことになってますから。

ヒルダ：この後、何が起きるか気になりすぎるって!?（笑）

リージュ：うふふふふ。




　なお、詳細はこのあとにちゃんと書いてあるので、このままお読みください。




ＧＭ：さて。カルロスが「リディル閣かつ下か、そろそろお時間です」と出立の号令を出すよう促うながします。「分かりました。では、最後に」とリディルが切り出します。「エストネルは各国首脳が集まるということで、厳げん重じゆうな警けい備び体たい制せいが敷しかれていて、あなた方が入り込むのは大変かもしれません。ですから、協力いたしましょう。……グレイさん、例の物を」




　リディルの言葉に頷うなずいて、グレイが運んできたのは──人数分のメイド服ふくと執しつ事じ服だった。




一同：メイド服と執事服!?（笑）

ＧＭ：なお、そのデザインは掛かけ替かえカバーのイラストと同じものです。

ギデオン：だから、なんでそれを用意したのかを教えてよ!?（爆笑）

ＧＭ：「ステラ殿下率ひきいるレイウォール使し節せつ団だんに、私から「宴えん会かい要よう員いんとして人手を送る」と話をつけてあります。この服を持って向かってください」ここでリディルが、自身が率いる〝ドラゴンファイヤー〟のギルドサポートの《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使ってくれます。

チコ：なるほど。レイウォール使節団に紛まぎれ込こんでエストネル入りしろってことっすね。

リージュ：一応、あたしたちも《偽装情報》持ってますけど……。

ヒルダ：厚意はありがたく受けよう。自前のを温おん存ぞんしておくのは悪くないはず。

ＧＭ：ここでリディルが《偽装情報》を使うのは当初の予定どおりです。みなさんが今回取得するのを止めなかったのは、このギルドは《偽装情報》の使いどころに困こまることはないだろう、と考えたからです。

ギデオン：絶ぜつ賛さん逃とう亡ぼう中だしなぁ（笑）。この《偽装情報》はステラに通用するのか？

ＧＭ：信しん頼らいしているリディルが寄よ越こした人材ですから、ステラが疑うたがいを抱いだくことはありません。また、国王がじきじきに使節団の個こ々こ人じんの素す性じようまで目を配ることもないですし。

ギデオン：そりゃそうだ（笑）。普通は部下に任まかせるもんだよな。

ヒルダ：じゃあ、当面はこれで問題なさそうだな。

リージュ：そうだ！　リディルさんから、何か記念になるものをもらってもいいですか？

ＧＭ：いいですよ。では、リディルは胸のリボンをほどいて、リージュに差し出しました。「これでよければどうぞ。小物の飾かざりにでもお使いください」

チコ：あ～、いいな！　オイラも欲ほしいっす！

ＧＭ：「じゃあ、リボンについていたブローチでよろしければどうぞ」

チコ：わ～い！　オイラの鞄かばんにつけるっす♪

ＧＭ：では、再会を約束して、みなさんはレイウォール使節団としてエストネルへ、リディルたちはノルドグラムへ行くことになります。

ヒルダ＆チコ＆リージュ：お世話になりました！

ギデオン：さらば、楽園の日々よ……（笑）。

ＧＭ：ここでシーンを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆いざ、水の都へ




　エストネル王国王都エル・ウィン・フリット。

　大陸を統すべる統一帝アルドワルダを選ぶ審しん判ぱんの国の王都。

　現げん在ざい大陸の要人が集まるこの都市に、ヒルダたちはやって来たのだった。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。最初のシーンは、エストネルの王都エル・ウィン・フリットです。みなさん全員登場してください。

リージュ：じゃあ、「ヒルダお姉様、ようやく着きましたね」と言いましょう。

ヒルダ：ああ、ついたね。エストネルの王都、エル・ウィン・フリットに。

ＧＭ：エル・ウィン・フリットは山やま裾すそにある湖に浮うかぶ都市です。八〇〇年間、戦せん乱らんに巻まき込こまれたことはなく、建けん設せつ当初の姿すがたを今も保たもっています。
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ヒルダ：確たしか、この都市はたくさんの運うん河がが走っていたはず。白はく亜あの壮そう麗れいな建けん築ちく物ぶつとあいまって、その美しさは大陸でも名高い。

ギデオン：詳くわしいな。

ヒルダ：うむ。お気に入りの都市だ。……プレイヤーの。

ギデオン：プレイヤーの好みかよっ!?（笑）

ＧＭ：確かに、エル・ウィン・フリットは美しい街です。運河の水は清く澄すみ、街のあちこちに見える橋のひとつひとつが見事に装そう飾しよくされ、道行くみなさんの目を楽しませてくれます。

リージュ：きれいですね、お姉様。

ヒルダ：ああ、この大陸の歴史を感じるな。

ＧＭ：そんな話をしているうちに（笑）、みなさんはレイウォールの迎げい賓ひん館かんに到とう着ちやくしました。大国レイウォールの施し設せつとして十分な格かく式しきを感じさせる大きな建物です。

チコ：な、なんか、緊きん張ちようするっす（笑）。

ヒルダ：とにかく裏うら手てに回って中に入れてもらおう。表でうろうろしているのは危き険けんだ。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさんは無事に手続きをすませ、宴えん会かい要よう員いんとして迎賓館に入ることができました。今夜はここでレイウォール主しゆ催さいのパーティーがあるそうで、使し節せつ団だんはその準じゆん備びでおおわらわとなります。もちろん、みなさんも準備側ですよ。

リージュ：は～い。

ＧＭ：みなさんを迎むかえたのはパトリシアという女じよ性せい。この迎賓館のメイド長だそうです。みなさんのことはリディルから聞いているとのことで、挨あい拶さつが済すむと厨ちゆう房ぼうに案内されます。

リージュ：これはこれはご丁てい寧ねいに。

ＧＭ：メイド長のパトリシアは「それでは宴会の準備を手伝ってください。なにか困こまったり分からないことがあったら遠えん慮りよなく私を呼ぶように」と言って、厨房から立ち去ります。

チコ：……ふうー。ひとまず潜せん入にゆう成功っす。

ヒルダ：とにかくパーティーの準備をすましてしまおう。チコは会場のテーブルクロスかけを、リージュは銀ぎん食しよつ器きを磨みがきなさい！

リージュ＆チコ：は～い（笑）。

ギデオン：俺おれは割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたで厨ちゆう房ぼうに立つ。焼きそばとかもんじゃ焼きとか作ろうかな。

ＧＭ：なんで下町料理なんですか!?（笑）

ギデオン：若わかかった頃ころ、世の中を知るために各地を旅して、いろんな料理を学んだのだよ。




　楽しげにパーティーの準備をする一行。

　しかし、事じ態たいはすでに次の段だん階かいへと進んでいたのです。




ＧＭ：では、みなさんがパーティーの準備を手伝っていると、迎賓館の厨房にエリンディル東方風の装しよう束ぞく……着流しの男だん性せいがやって来ます。

ヒルダ：着流し？　客か？

チコ：衣い装しよう的に、使節団の人間ではなさそうっすね……。って、もしや!?

ＧＭ：その人物は手配書をばっと広げて言います。「オレの名はエンザン。フェリタニア大だい統とう領りよう特とく捜そう官かん様だ！」

ヒルダ：大統領特捜官!?

ギデオン：さっき聞いた時も思ったけど、そんな役職初耳だよ!?（笑）　とにかく、こいつがグレイが言っていた、ナヴァール配下の追っ手か！

ＧＭ：「この辺りで、お尋たずね者ものを見かけたとの情じよう報ほうが入った。改めさせてもらうぜぇ！」と、エンザンは続けます。そして、手配書にはみなさんの似に顔がお絵えが描えがいてあります。

ギデオン：中立国だってのに……。こいつ無茶苦茶だ！

リージュ：ど、どうしましょう？

チコ：下手に拒きよ絶ぜつする方が怪あやしまれるっすよ。

ヒルダ：そうだな我われ々われには《偽ぎ装そう情報》がある。簡かん単たんにばれることはない……はず。

ＧＭ：するとエンザンはみなさんの方をジッと見つめて……。

一同：ドキドキ……。

ＧＭ：「おい、お前ら！」エンザンは腰こしの二刀をすらりと抜ぬき、キンキンと打ち鳴らしながら近づいてきます。

一同：ギクッ！

ギデオン：バレたのか!?　俺たち何もしてないぞ!?

ＧＭ：まだバレてませんよ？　みなさんを動どう揺ようさせようと、威い圧あつ的てきな振ふる舞まいをしているだけです。

ヒルダ：なら、慌てず当たり前に行動していれば……。

ＧＭ：（遮るように）「この辺で怪あやしいヤツを見なかったか？」と、ここでエンザンが【感知】の判はん定てい。難なん易い度どは22。

ヒルダ：判定してくるのかっ!?

ＧＭ：（満面の笑みで）ええ。クリティカルが出れば成功します。（ダイスを振る）……出目は10で失敗。

一同：ふううううううううううううううううう！（安あん堵どの吐と息いきの音）

チコ：ドラゴンファイヤーに《偽装情報》をしてもらってて助かったっす！

ＧＭ：すると、エンザンはギラリと光る刃やいばを見せつけながら、顔をぐっとチコちゃんに近づけて囁ささやきます。

チコ：お……オイラっすか!?

ＧＭ：「隠かくしごとはいかんぞぉ？　後で嘘うそと分かれば容よう赦しやはせぬ。実は昔から一度、オレは子こ供どもというヤツを斬きってみたくてな」その顔には狂きよう気きじみた笑みがこびりついています。

チコ：ひぃいいいっ!!　生きたここちがしないっす！

リージュ：ひ、ひどい！　見てられないですよ!?

ギデオン：お、落ち着けリージュ。こいつは俺たちを脅おどして口を滑すべらせようと、こんなことしてるんだ。その手に乗ったら負けだ（ぼそぼそ）。

ヒルダ：私もこいつは許ゆるせん！　……が。《偽装情報》を見み破やぶられない限かぎりばれることはないんだ。堂々としていよう。いざと言う時はすぐ飛び出せるようにしつつ（ぼそぼそ）。

リージュ：わ、分かりました（ぼそぼそ）。

ＧＭ：するとエンザンは言います。「そこ！　なにをぼそぼそと言ってやがる!?」

一同：ギクッ！

ＧＭ：エンザンが再ふたたび【感知】の判定。難易度は21。

ギデオン：おい！　さっきより数すう値ちが下がってるじゃないか！

ＧＭ：はい。エンザンが疑うたがいを持って調しらべるごとに１点ずつ難易度が下がっていくという仕し掛かけです。

一同：なんだと！

ＧＭ：（ダイスを振る）７で失敗。「さて……。この辺で怪しいヤツを見なかったか？」

一同：生殺しだ!!（笑）

ギデオン：……ＧＭの意図は大体分かった。

ヒルダ：理由をつけては判定を繰くり返かえすわけか。

チコ：このままだといずれ判定に成功してしまうっす。

リージュ：その前にクリティカルが出て、正体を知られてしまうかもしれません。

ＧＭ：そして、みなさんがみずからボロを出すようなことがあれば、《偽装情報》の効こう果かはなくなります。判定なしでもエンザンはみなさんの正体に気づきますよ。

ギデオン：なるほどなー。《偽装情報》で正体が分からないことを逆さか手てにとって、プレイヤーにプレッシャーをかけるという仕掛けか。

リージュ：藤ふじ井いさんらしいです♪




　お褒ほめにあずかり、光栄です（笑）。




チコ：これがゲーム上の仕掛けなら、解かい決けつ方法もあるはず！　それが分かれば……。

ヒルダ：……って、そうか、ＧＭがけっこうあからさまにヒントを出していたじゃないか。

リージュ：ヒントですか？

チコ：あ、オイラも分かったっす！




　ヒルダとチコは声をそろえて、その人物を呼よびました。




ヒルダ＆チコ：パトリシアさあああん！

リージュ：なるほど。困ったら「自分を呼ぶように」って言ってましたね。

ＧＭ：すると先ほどのメイド長、パトリシアが厨房にやって来て、エンザンに言います。「レイウォール王家の屋や敷しきになんの御ご用ようですか！」と。その剣けん幕まくに、エンザンはたじたじです。

一同：おお！

ギデオン：へ、いい気味だ！（笑）

ＧＭ：なお、パトリシアさんは読者投とう稿こうキャラです。




パトリシア（24歳さい／女／ドゥアン　投とう稿こう者しや：静しず岡おか県けん　高たか山やまさん）

　褐かつ色しよくの肌はだが印象的な一本角のセラトス。身しん辺ぺん警けい護ご、戦せん闘とうをもこなす執しつ事じ＆メイド傭よう兵へい団だん「ハニームーン」のメイド長。以前レイウォール貴き族ぞくに仕つかえていたこともある。その経けい歴れきと実力からリディルが使節団に世話役＆警けい護ご役やくとして雇やとった。
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リージュ：メイドとしてもボディガードとしても優ゆう秀しゆうなんですね。

ＧＭ：リディルの口利きもあって、彼かの女じよはみなさんのことを庇かばいます。

ギデオン：よっしゃ！

ＧＭ：しばらく言い合いが続きますが、パトリシアさんは「この屋敷での狼ろう藉ぜきは許ゆるしません」と、エンザンをけんもほろろに追い出してしまいます。

一同：やった！

ＧＭ：エンザンは「オレ様に無礼をはたらいて、無事に済むと思うなよ！」と捨すて台詞を残して立ち去ります。

ギデオン：おととい来やがれ！

チコ：ふう。た、助かったっすぅ（脱だつ力りよく）。

リージュ：あのエンザンって人は、ナヴァールの命令でフェリタニアの役人として動いているんですよね？　あんな人が部下にいるんじゃフェリタニアを信用できません！

ヒルダ：正しい意見だけど……大竹さんが言うと面白くなっちゃうなあ（笑）。

ＧＭ：はい。それではそろそろこのシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆ピアニィを祝う人々




　ピアニィが統とう一いつ帝ていに推すい挙きよされ、それを祝うための華はなやかなパーティーが開かれている。

　着き飾かざった各国のＶＩＰがそろい、談笑しているその中心にはピアニィがいた。

　一方、ヒルダたちは──。




ＧＭ：次のシーン。舞ぶ台たいはレイウォールの迎げい賓ひん館かんのパーティーホールです。レイウォール主しゆ催さいの宴えん席せきが設もうけられ、みなさんは給仕係としてその場にいます。

ギデオン：『無印』七巻かんでグラスウェルズ主しゆ催さいのパーティーがあったけど……時じ系けい列れつは？

ＧＭ：そのパーティーの翌よく日じつです。華やかな室内で様々な料理が饗きようされ、各国の首しゆ脳のうたちが談笑しています。上かみ座ざには主しゆ催さい者しやのステラがいて、その隣となりでピアニィが微笑ほほえんでいます。

ヒルダ：アンソンは！　アンソンはいるか？

ＧＭ：えー。実はアンソン伯はくは今回はお留る守す番ばんでエストネルに来ていません。フィリップの従じゆう者しやはリシャールです。

ヒルダ：な、なんだってー！　……まあフィリップの護ご衛えいとしてはアンソンよりリシャールの方が向いてるというのは分かる。

ギデオン：……確かにそう思ったから『無印』七巻で留守番って決めたんだけどさ。




フィリップ・グラスウェルス

　白はく竜りゆう王おう国こくと呼よばれたかつてのアルディオン大陸二大国の国王。帝紀八一三年に起きたエダム公アンリの反はん乱らんを鎮ちん圧あつ。その後ピアニィの提てい唱しようするフェリタニア合がつ衆しゆう国こく構こう想そうに賛さん同どうし、参加を決定した。

[image: ]




リシャール

　グラスウェルズの公こう爵しやくにして、大陸最強の騎き士しのひとり。忠ちゆう義ぎにあつく高こう潔けつで美形。かつてのピアニィの婚こん約やく者しやでもある。
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ヒルダ：ああ、アンソンがいないと聞いてモチベーションが……。

ＧＭ：心中お察しします。しかし宴会要員として雇やとわれた以上働く必要があります。ＶＩＰたちにばれないようにパーティーの中で給仕をするというＦＳ判定に挑ちよう戦せんしてください。

チコ：なんとっす──っ!?




ＦＳ判定

　一連の複ふく雑ざつな行動を解決する判定ルール。（次のコラム参照）。障しよう害がい物ぶつ競きよう走そうなどを例にすれば、走ったり、網あみをくぐったり、跳とび箱ばこを跳とんだりといった個こ別べつのイベントを流れに沿そって解決するルールだ。
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ギデオン：く、本気マジで給仕や料理をするはめになるとはっ！

ＧＭ：このシーンが終わったら、みなさんが自由に行動するチャンスが来ます。まずはこのＦＳ判定をクリアしてください。

ヒルダ：よし！　気持ちを切きり替かえてこの場を乗り切るぞ！

リージュ：さあ、みなさん頑がん張ばりましょう！

一同：おぉ──っ！




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

チコ　　　　　　　　　　　14

リージュ　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　12

ヒルダ　　　　　　　　　　６




ＧＭ：最初は周囲の客や給仕の動きを見ながら適てき切せつな行動を行ない、目立たないように振ふる舞まうことが求められます。難なん易い度ど10の【感知】で判はん定ていしてください。支し援えん判定をする場合は【敏びん捷しよう】【知力】となります。では、セットアッププロセス。

ヒルダ：セットアッププロセスに何か使う？

ギデオン：ここはまあ小こ手て調しらべだろう。無理をせず行こう。

リージュ：ですね。いざという時は、フェイトをつぎ込こむということで♪

ＧＭ：では、セットアッププロセスに特に宣せん言げんはありませんでした、と。

チコ：イニシアチブプロセスの最初はオイラっすね。じゃあ、進行判定を。６＋２Ｄ……（ダイスを振ふる）出目８で達たつ成せい値14。

ＧＭ：了りよう解かい。（チャートを見て）進行値が２点上じよう昇しようしました。




進行値　０→２（完かん了りよう値ちまで残り10）




ＧＭ：上品な音楽が流れる室内でチコが飲み物をゲストたちに配ります。

チコ：じゃあ、演えん出しゆつ。「ピアニィ陛へい下か、飲み物はいかがっすか～！」（朗ほがらかに）

ヒルダ：いきなりピアニィに接せつ触しよく？

チコ：判定に成功しているんだから大丈夫っすよ。偉えらい人の接せつ近きんを察知したオイラは、すかさず飲み物をお勧すすめしたっす！

ＧＭ：チコの言うとおりですね。ピアニィは「ありがとう！　かわいいメイドさん」とチコにお礼を言います。

チコ：む？　ピアニィ、実はイイ人っすか!?

ヒルダ：このような場ではなんとも言えんな。

ギデオン：では、次は俺が判定しよう。判定は６＋２Ｄ（ダイスを振る）……達成値15！

ＧＭ：はい、（チャートを見て）進行値が３点上昇し、現在５点。

ギデオン：順調、順調。焼きそばをじゅう～っ！　と焼きながら、（ダミ声になって）「ウマイよ、ウマイよぉ～！　お腹なかがすいた人はよっといでぇ～！」と振ふる舞まうぞ。

ヒルダ：なぜここで焼きそば！

チコ：おっちゃんはＴＰＯってヤツを学ぶべきっす！（笑）

ＧＭ：ところが判定に成功しているので「これは珍ちん味みですな！」と紳しん士し淑しゆく女じよに好こう評ひようです（笑）。

ヒルダ：……安い！　安いよ！　貴族のみなさん！（笑）




進行値　２→５（完了値まで残り９）




ＧＭ：では、進行値３を突とつ破ぱしたので、イベント発生。『エチュード』のユファが登場！　根拠もなくみなさんを怪あやしみます。以後の判定は難易度10の【精せい神しん】となります。

チコ：ユファが来たっす──っ!!




ユファ・プリムナード・コネリー

　Preplay 01でも紹介しましたが『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』シリーズのＰＣ。シェルドニアン学園に在ざい籍せきする少女。ピアニィとは幼おさななじみでピィ姉様と慕したっている。素す直なおになれず、高たか飛び車しやに振る舞ってしまう性せい格かくの持ち主。
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ギデオン：これはあれか……よく分からんユファのプレッシャーに耐たえる精神力が求められるわけだな（笑）。

リージュ：ピアニィより先にユファちゃんと対決！　ちょっと燃もえてきました！

ＧＭ：では、ツカツカとドレス姿のユファが近づいてきて、「あなたの飲み物をもらってあげてもよくってよ！」とリージュに言います。

リージュ：……痛いたい！　痛いわこの娘こ！

一同：おい！（笑）

ヒルダ：大竹さんが何か言うたびに面白くなっちゃうなあ（笑）。

ＧＭ：するとユファが驚おどろいて「あれ？　あなた、ピィお姉様にそっくり!!」と言います。

ヒルダ：う、これはけっこうマズイ気がする。

リージュ：とにかく【精神】の難易度10ですね。６＋２Ｄ（ダイスを振る）……達成値13。

ＧＭ：成功ですね。（チャートを見て）進行値が２点上がりました～。合計７点です。

リージュ：「ピィお姉様って、どなたですか？　はい、ジュースですよ～」と、とぼけます。

ＧＭ：「そ、そうよね。ピィお姉様にはさっきご挨あい拶さつしたばかりだし……」と首を傾かしげながら、その場から去っていきます。

リージュ：ほっ。

ＧＭ：と思ったら戻もどってきました。

リージュ：えっ!?

ＧＭ：なぜか怒おこったような顔で「さっきは人ひと違ちがいをして、ごめんなさいですわ！」と謝あやまります。

チコ：ユファちゃん、相変わらずの不ぶ器き用ようっすね！（笑）

リージュ：では、「お気になさらずにぃ～。ステキなお嬢じよう様さま」と笑顔で言います。

ＧＭ：するとユファは、ぼっと真っ赤になって「どどどどどどういたしまして、と言ってあげてもよくってよ！」とよく分からない台詞を言って去っていきます。

チコ：ううっ！　相変わらずのユファに涙なみだがちょちょぎれるっす！（笑）




進行値　５→７（完了値まで残り５）




ＧＭ：さて、進行値が６を超こえたので、判定が【器用】になります。来らい賓ひんのフィリップ王に食べ物をそつなく配はい膳ぜんするというお仕事が。

ヒルダ：こ……ここで私の番か。

チコ：フィリップ……ヒルダの故国グラスウェルズの王様っすね。

ヒルダ：…………。

リージュ：ヒルダお姉様……。

ヒルダ：いっそここで……アンソン伯の悪事を告発する、か？

一同：！

ギデオン：ここでアンソンを告発しても捕つかまるだけだぞ……とプレイヤーは思うけど。

チコ：キャラクター視し点てんで考えれば願ってもないチャンスっす！

ＧＭ：どうします？　実じつ際さいに告発してみますか？

ヒルダ：……いえ。ここで告発したら、間ま違ちがいなく騒さわぎになる。そうなったらリージュの秘ひ密みつを探さぐるという本来の目的を達せないかもしれない。

リージュ：お姉様……。

ヒルダ：私はフィリップ陛下とは面めん識しきがない。自然体で給仕すればなにも問題ないさ。

ＧＭ：ではフィリップの元に料理を運ぶことを依い頼らいされたヒルダ。しかし歩いているさなか、酔よっぱらった貴族が転てん倒とうし、ヒルダにぶつかりそうになります。

ヒルダ：素す早ばやく客たち避よけつつ料理をこぼさないようにするから【器用】の判定なのか。

ＧＭ：そうです。難易度は10です。

ヒルダ：この程てい度どの判定は造ぞう作さもない。７＋２Ｄか。（ダイスを振る）出目は９、達成値16。

ＧＭ：では、進行値が４点上昇し、合計11点となります。酔すい漢かんの体当たりを華か麗れいなステップでかわし、お盆ぼんを巧たくみに水平に保たもちながらフィリップの元にたどり着きます。

一同：おおーっ!!（パチパチと拍はく手しゆ）

ヒルダ：それではフィリップ陛下に「料理をお持ちしました」と笑顔で言おう。

ＧＭ：するとフィリップは「素す晴ばらしい身のこなしでしたね」と感心しています。

ヒルダ：「きょ、恐きよう縮しゆくです」と軽く会え釈しやくをしつつ立ち去ろう。内心で、「この方がお義父とう様が仕えた王か……」と思いつつ。

ＧＭ：ここでまた一気に進行値が伸のびましたね。９と10を超えたところでイベントが発生。９のイベントは、ＦＳ判定が難易度12の【精神】に変へん更こうになります。グラスウェルズ最強の武ぶ将しようリシャールの前で、彼かれに悟さとられずに行動することが求められます。

チコ：で、10のイベントは何っすか？

ＧＭ：これは、進行値を10以上にしたヒルダ。難易度10の【感知】の判定をしてください。これはＦＳ判定の進行には直接関係ない判定です。

ヒルダ：むう。何か情報でも手に入るのか？　……（ダイスを振る）達成値は11で成功だ。

ＧＭ：すると、ヒルダは給仕仲間の噂うわさ話ばなしの中から「私、昨日街での買い出しの時、ヒューバード殿でん下かそっくりの方を見たんだけど……気のせいかしら？」という言葉を耳にします。

リージュ：ヒューバードさん、やっぱりこの街にいるんだ……。

ヒルダ：（少し考えて）なるほど、ヒューバードがエル・ウィン・フリットにいると言う情報が正しい可か能のう性せいは高まった、な。だが、今はまずこのＦＳ判定をクリアすることが先決だ。

ＧＭ：冷静な判はん断だんですね。では、次のラウンドに移うつりましょう。




進行値　７→11（完了値まで残り１）




●第二ラウンド

行こう動どう値ち

チコ　　　　　　　　　　　14

リージュ　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　12

ヒルダ　　　　　　　　　　６




　判定の難易度がイベントによって上がったものの、ＦＳ判定のクリアは目前。というわけでこのラウンドのセットアッププロセスもＰＣ側は特に宣言なしとなった。

　イニシアチブプロセスの最初は、行動順でチコの番だったが、【精神】の判定はリージュの方が得意ということで、チコは支援判定を行なうことに。結果、次のリージュの判定の達成値に＋２のボーナスがつくことになった。




リージュ：では、判定しますね。６＋２Ｄに支援判定分の＋２（ダイスを振る）……ああっ出目が５！　でも達成値13で成功。進行値が１点上昇し、合計12点です～。




進行値　11→12（完了値到とう達たつ）




ＧＭ：おお、ぴったり完かん了りよう値に届とどきましたね。「おや？　君は……」と訝いぶかしむ様子です。

リージュ：えっ!?（笑）　……ドキドキ。

ＧＭ：リージュは判定に成功してますので、リシャールはピアニィとの関係を疑いはしません。ですが、わずかに眼めを細め、「とてもピアニィ陛下に似にておられる……」と呟きます。

リージュ：ええっ!?

ＧＭ：「だが、陛下はあちらにおいでだ。これが他人のそら似というヤツか」と呟つぶやきます。

リージュ：「あ、あたしは仕事がありますので失礼します！」慌あわててその場を離はなれ……。

ＧＭ：「ああ、待ちたまえ」

リージュ：ドキッ！　返事しないのもおかしいですよね……。足を止めます。

ＧＭ：リシャールは胸むねポケットに飾かざっていた薔薇を引き抜くと、優ゆう雅がな仕し草ぐさでリージュに差し出します。「先ほどからよく働いておいでだ。花でも見て心を休めるといい」

[image: ]

ギデオン：鼻から薔薇ばらを取り出した!?

ＧＭ：出しませんよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

リージュ：ありがとうございます！　お花をもらったのは初めてです！　もらった花を頭に飾って、ささっとその場を去りますよ～♪

ＧＭ：というわけでＦＳ判定は成功。みなさんは無事仕事をこなし、パーティーは盛せい況きようの内に終わります。

一同：……ふう。

ヒルダ：とにかくこれで仕事は片かた付づいたな。

ギデオン：次からはヒューバード捜しか？

ＧＭ：さてさてどうなりますやら。ともかくここでシーンを終了します。

一同：了解です！







◆Middle 03◆統一帝の誕たん生じよう




　小さな島である、エル・ウルフリック・ミンスターはその日賑にぎわっていた。

　神しん殿でんでは統一帝となるための儀ぎ式しき、〝四し宝ほうの試み〟が執とり行おこなわれようとしており、ピアニィをひと目見ようと大おお勢ぜいの人々が集まっていたのだ。




ＧＭ：次のシーン。みなさんは、レイウォールの使節団から離れて、自由に行動することができます。使節団から抜け出す形になりますので、以い降こうは独どく自じに行動することになります。

チコ：この街にいるらしいヒューバードを捜すっすね。使節団から離はなれるのは不安っすけど。

ギデオン：使節団の仕事をしながら、この不案内な街で人ひと捜さがしというのも難むずかしいからな。

ヒルダ：（少し考えて）……ＧＭ。まだ私たちはこの使節団と同行できるだろうか？

ＧＭ：え!?　それは可か能のうですけど。

ヒルダ：使節団は戴冠式まで行くのだろう？　実は、私はピアニィの戴冠式を見たいんだ。

ギデオン：なんでだよ!?　野次馬気分で、見物したいのか？

ヒルダ：正直に言うと、ピアニィがどんな国を創ろうとしているのかを知りたい。きっと、戴たい冠かん式しきでは演えん説ぜつするシーンとかあるんだろう？

ギデオン＆リージュ：はっはっは。

ＧＭ：まあ、定番ですからね。所信表明演説のようなシーンがありますよ。

ヒルダ：リージュを待たせることにはなるが。「私たちが今のような境きよう遇ぐうになった原げん因いんともいえる少女が何を考えているのか」そのことは今後の私たちの行動を決めるうえで、とて重要な意味を持つ気がするんだ。

リージュ：……お姉様。あたしは、お姉様がそう望むのなら、別にかまいません。

チコ：確かに、さっき会った時も意外とイイ人っぽかったし。ピアニィって人はオイラたちが思っている以上に話が分かる人かもしれないっすからね。

ギデオン：…………。




　一応、ＧＭは事態を想定してはいました。それでもこの瞬間迷いが生じたのも事実です。




ＧＭ：…………。（しばらくシナリオを確かく認にんした後）分かりました！　みなさんがピアニィの戴冠式を見るという展てん開かいもドラマティックですね。その方向でシーンを進めましょう。

ギデオン：ま、ＧＭがいいんならいいや（笑）。

ヒルダ：ギデオンの中の人はなにか言いたそうだが、みんなが賛さん成せいしてくれるなら、まずはピアニィの戴冠式を見み届とどける方向で進めよう。

ＧＭ：では、その日まで時間を進めます。あ、少しシナリオを修しゆう正せいするので休憩しますね。

一同：はーい。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、レイウォールの使節団とみなさんは、船でエル川を遡さかのぼります。そして戴冠式のあるエル・ウルフリック・ミンスターに到着しました。今はパーティーから三日後ですね。

ヒルダ：ここで〝統一帝〟戴冠式が行なわれるんだな。

ＧＭ：はい。みなさんはこのエル・ウルフリック・ミンスターの神殿前にいます。ここは儀式のための島で、神殿など儀式に関係する建物しかなく、普段住人はいません。ですが今日は儀式が行なわれる特別な日、神殿前の広場は群ぐん衆しゆうでごったがえしています。

ギデオン：では、さっそく焼きそばの屋台を……。

ヒルダ：やめときなさい！（笑）

ＧＭ：さて、使節団の中から神殿の中に入っていくのはステラだけです。

ヒルダ：私たちは神殿の前で待機ということか。

チコ：オイラたちは一般人っすからねぇ（笑）。

ＧＭ：そうやって、みなさんが小一時間ほども待っていると、神殿から人ひと影かげが。──それは、〝四宝〟を身につけたピアニィその人です。

ギデオン：四宝は、ふさわしくない人間は身に纏まとうことができない。これは間ま違ちがいなくピアニィが新たなる統一帝になったという証しよう明めいにほかならないな。

ＧＭ：民みん衆しゆうは統一帝の登場に、沸わき返かえっています。そして、ピアニィの側に立つ人物が、「みな、陛下の言葉をお待ちのようです。どうぞ、声をおかけください」と言うと、ピアニィが頷うなずきます。さぁ、大竹さん、この台詞せりふをどうぞ（休憩中に用意していたメモを手て渡わたす）。

リージュ：え？　……ああ、はい、分かりました（笑）。（声を作って）───今……。




「───今、大陸の心がひとつになる時が来ました。

　あたしはまだ、非ひ力りきなひとりの人間です。ですから、無む益えきな争いを起こさず、平和な世の中とするため……みなさんの力を貸かしてください！」




一同：おーっ！

ヒルダ：さすが、声せい優ゆうさんはすごいなあ。

リージュ：えへ♪　ちょっと照れちゃいますね（笑）。

ＧＭ：ピアニィが演説を終えると、一いつ瞬しゆん、場はシンと静まり返ります。

チコ：おや？

ＧＭ：ですが、次の瞬しゆん間かん、堰せきを切ったような大だい歓かん声せいが巻まき起おこります。拍はく手しゆが鳴なり響ひびき、ピアニィを祝う声が次々とあがります。

リージュ：……ここにいるみなさん、喜んでいますね。

チコ：これで大陸に平和が訪おとずれるとみんな思ってるっすし……。

ヒルダ：「そう……だな」と複ふく雑ざつな表ひよう情じようで呟つぶやく。

チコ：パーティーでの様子も考えると、ピアニィさん、そんなに悪い人に思えないっすね。

ヒルダ：本当のところは分からないが。少なくとも変わり者だってことは分かった。「民よ、力を貸してくれ」と言い出す統一帝は前代未聞だろうからな！（笑）

リージュ：えっ!?　そうですか？（←ピアニィのプレイヤー）

ヒルダ：いずれ刃やいばを交える可能性のある人物だが、少なくともこれほどの人々を惹ひきつける魅み力りよくの持ち主だと分かった。わざわざやって来た甲か斐いはあったかな。

リージュ：……お姉様。

ギデオン：いつまで話してるんだ？　戴たい冠かん式しきも終わったようだし、そろそろここを出ようぜ。

ヒルダ：ギデオン、このシーンではおとなしかったな。

ギデオン：屋台でがっつり稼かせいだから、俺は満足だ（一同笑）。

ヒルダ：やめろと言ったのにっ!?

ギデオン：そ……そんなに怒おこるなよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。







◆Middle 04◆エストネル激げき震しん




　ピアニィの戴冠式を見み届とどけ、ヒルダたちはエル・ウィン・フリットに戻もどってきた。

　その目的は、この街の周辺にいるという、ヒューバードを捜し出すこと。

　しかし、事じ態たいは大きく動き出し、当初の思おも惑わくとは異ことなる選せん択たくを、一同は強いられることになった。




ＧＭ：では次のシーンになります。場所は今度はまた、エル・ウィン・フリット。

チコ：王都に戻もどってきたっすね。

ヒルダ：ヒューバードを捜すなら、王都に戻る必要があるからな。

ＧＭ：はい。レイウォールの使節団と共に、迎賓館へとみなさんは戻って来ました。ですが、その途と中ちゆうでみなさんは意外な光景を目もく撃げきしています。

ヒルダ：意外な光景？

ＧＭ：はい。儀式を見た人々もそうなのですが、近きん隣りんにいた住民のことごとくがエル・ウルフリック・ミンスターから遠ざかる様に移い動どうしていることを、です。

リージュ：これは……。

ＧＭ：これは『無印』第七巻で起きたイベントに関連することですが、どうやらエストネル王から退たい避ひ命令が出ているようです。そして、それはこのエル・ウィン・フリットでも同様です。多くの人々が荷物を抱かかえて避ひ難なんを始めています。

チコ：も、ものものしいっすね？

ヒルダ：ともかく、これは緊きん急きゆう事じ態たいということだな？

ＧＭ：はい。ステラはこの場にはいませんが、レイウォールの使節団は出立の準備を始めています。そしてそれは、他国の迎賓館でも同じようです。

チコ：ともかく、「一いつ刻こくも早くこの街から脱だつ出しゆつしろ」って状じよう況きようなんすね。

ＧＭ：はい。街中を窓まどから見てみれば、お店のシャッターがどんどん閉しめられ、旅たび支じ度たくをした市民たちが、「どこ行く？」と相談しあいながらあわただしく立ち去っていきます。

ギデオン：急転直下もいいところだな。

ヒルダ：ただならぬ事態なのはよく分かった。とりあえず旅支じ度たくを始めるけど……。

リージュ：でも……でも、まだヒューバードさんが見つかってません！

ギデオン：命あってのものだねだ。生きてりゃいつかは出会えるさ。だから逃にげよう（笑）。

ヒルダ：……リージュ。ここはギデオンの言うとおりだ。私の判断の結果、ヒューバード殿下を捜す機会を失ってしまったのは申もうし訳わけない。だが、ヒューバード殿下は抜け目ない人物と聞く。ここで何が起きても亡くなるような方ではないはずだ。

チコ：まずは避難してから落ち着いて捜してもＯＫってことっすね。

リージュ：……分かりました。また機会は来ますよね。荷に造づくりを始めます。

ヒルダ：そうだ。あと提案だが、そろそろ使節団から離れて行動したいと思うんだ。

ギデオン：だな。こうなると小回りがきいたほうがよさそうだ。

チコ：じゃあ、オイラ、パトリシアさんにお別れを言ってくるっす。

ＧＭ：では、パトリシアはこの状況でみなさんが別行動に出ることに驚おどろきますが、リディルに何か言われていたのか、納なつ得とくしたように送りだしてくれました。




　こうして一同は変へん装そうを解とき、薄うす暗ぐらくなったエル・ウィン・フリットの街中へ踏ふみ出した。




ＧＭ：では、街からはどんどん人が退避していきます。ほどなく人々は街から完全に退去してしまうようなペースです。

チコ：ゴーストタウンになるのも時間の問題っすね。

ヒルダ：私たちも先を急ごう。

ＧＭ：すると、レベルの高そうな数名の騎き士したちが、遅おくれがちに避難する市民へ「早く逃げろ！」と声をかけます。急かされた市民は「すみません、セイン様」と答えます。

ヒルダ：セインのみなさんきた──っ!!　ああぁっ！　サインくださーい！（一同爆笑）

ギデオン：む。ここにセインがいるのか？

ＧＭ：ええ。何人かセインやノーデンスが市民が退避するよう誘ゆう導どうしているようです。




　セインとは、伝説の王ウルフリックに使えた最強の戦士たち。ノーデンスとはエストネル王国の特とく殊しゆな技わざを持つ密みつ偵ていのことです。




ＧＭ：彼らの本隊は別の場所に集結しているのですが、市民たちの安全な退避のために一部がこの辺で活動しているようです。

ヒルダ：……って、よく考えたら伝説の戦士セインが姿を見せるって、〝サガ〟シリーズでもちょっと記き憶おくにない大だい事じ件けんじゃない！

ギデオン：確かにな。

ヒルダ：……と、いうことは！

チコ：ということは？

ヒルダ：ゼパ様や、ユンガー、それにサイラスと会える!?　マジで!?　マジでっ!?　やったあぁぁぁぁぁぁっ!!（一同爆笑）




ゼパ・フリンジコルト

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』のＰＣ。ネヴァーフの老戦士で圧あつ倒とう的てきな防ぼう御ぎよ力りよくを有する。記き憶おく喪そう失しつだったが、のちにセインであることが判はん明めい。口くち癖ぐせは「ダメージは０じゃ」「愛じゃ」など。




ユンガー

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』のＰＣ。クールな傭兵のエルダナーン。現げん在ざいはエストネル王国の密みつ偵ていノーデンスの中でも、バルムンクを追うことを使命とするライノットとして活動中。




サイラス

『アリアンロッド・サガ・ノベル』から登場。普ふ段だんは女好きで軽けい薄はくな神官だが、実はノーデンスの一員。
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ギデオン：おーい、ヒルダのテンションがおかしいぞ！（笑）

ＧＭ：渋しぶ沢さわさん、サイラスの大ファンなんでしたよね？（笑）

ヒルダ：そりゃあもう……って、中の人だだ漏もれじゃない、よくないわこれぇ!!（←もはや完全に素すが出ている）

チコ：しまって、しまって（笑）。

ヒルダ：馬ばっ鹿か、私（ヒルダ）はそんな人知らねーよ！　すれ違ちがっても「ふーん」で終わっちゃうだけだって別に、ああぁぁぁぁもう何でそんなもったいない!!（一同爆笑）

ＧＭ：でも、サイラスの場合、ヒルダを見たら、向こうから「綺き麗れいなお嬢じようさん」って声をかけてくるかも。

ヒルダ：だめぇ──っ!!

ＧＭ：………はい？

ヒルダ：（拳こぶしを握にぎりしめ）サイラスは、今はノーデンスとしての使命を優ゆう先せんしているはずなのっ！　私なんかにかまうサイラスなんて、サイラスぢゃないのよっ!!（一同爆笑）




　──この面白い生き物は、実じつ在ざいするんです。




ギデオン：うわぁ……（笑）。

チコ：今まさに、渋沢さんが面白いっす！（笑）

ヒルダ：いいから、ノーデンスのみなさんは速やかに立ち去ってください！（笑）　早くしないと渋沢さんが出てきて、彼らのもとに走ってしまいそうなのっ！　この渋沢さんをロッカーにしまっているうちに早くっ!!（一同爆笑）

リージュ：ロッカーにしまわれてる渋沢さん！　か、かわいい！（←想そう像ぞうしたらしい）

ＧＭ：（別にサイラスやユンガーがいるとは言ってないのですが）……では。セインやノーデンスたちは、あわただしくどこかへ去っていきます。




　そして、身み悶もだえていた渋沢さんは、深しん呼こ吸きゆうをひとつ。




ヒルダ：すーはー。……いったい、今この街で何が起こっているというんだ？（キリッ）

一同：いまさら取り繕うなあああっ!!




　笑いすぎてプレイ続行できなくなりました！。




ギデオン：……！（←腹ふつ筋きんが崩ほう壊かいして、机つくえにつっぷしている）

リージュ：……お、お姉様（←なにか言いたいらしいけど言葉にならない）。

チコ：いやあ、堪たん能のうさせてもらったっす。渋沢さんって面白い～……（笑）。

ヒルダ：うそおぉぉ～んっ!!　私本人が道どう化けをやってるじゃん!!　こうなったら…………、もっとやりましょうか？

ギデオン：あんた、ふっきれすぎだっ!!（一同爆笑）




　恐おそるべし……渋沢佳奈しぶさわ・かな。




ＧＭ：で……では、セッションを再さい開かいします。みなさんはもぬけの殻からとなった街でうろうろしているわけです。

ヒルダ：げ、いつのまに。じゃあ、街の中を警けい戒かいしながら歩いていく。

チコ：ヒルダお姉ちゃんの服のすそをぎゅっとつかんで言います。「なんだか怖こわいっす……」

ヒルダ：確たしかに。ここでチコの手を握にぎってあげますよ。

リージュ：不気味ですね……。

ＧＭ：では、エル・ウィン・フリットの市街を北に抜け、ちょっとした丘おかの影かげにさしかかった辺りで、空には黒い雲が渦うず巻まき始め、周囲は不気味な赤い光に包まれていきます。

ギデオン：それって、ちょうどエル・ウルフリック・ミンスターの方角だろ？

ＧＭ：そのとおり。さすがに『無印』のＧＭさんには分かりますね（笑）。そうするとリージュから──正せい確かくに言うと所持している竜りゆう輝き石せきから光が溢あふれ、みなさんの前に映えい像ぞうが浮うかびます。

一同：映像？




　そこは、先日ピアニィの戴冠式が行なわれた神殿の広場前。

　セインたちの咆ほう吼こうが響ひびき、彼らの得物が発する剣けん戟げきの音が辺りを覆おおい尽つくす。

　彼らが相手どるのは、見たこともない異い形ぎようの怪かい物ぶつたち。

　そこでは、人知れず世界を賭かけた決戦が繰くり広げられていた。




ＧＭ：どうやらリージュの竜輝石が、エル・ウルフリック・ミンスターで発生した、セインたちの戦いをみなさんに見せているようです。

ヒルダ：『無印』では戴冠式のあと、セインたちの戦いがあったのかっ!!（一同笑）

チコ：あっちに残ってたら、それに巻き込まれてたっすね。

ヒルダ：それはそうと、セインと戦っている異形の怪物って何ですか？

ＧＭ：その禍まが々まがしい生き物たちは、ぶっちゃけて言いますと、妖よう魔またちです。

ヒルダ：えっ！　アルディオン大陸には妖魔がいないはずじゃ!?




　アルディオン大陸には、人に害をなす妖魔などはこれまで存そん在ざいしなかった。

　しかし、このエストネルに現われたのはまごうことなき妖魔。

　迎むかえ撃うつはエストネルの超ちよう戦せん士し──セインたち。

　羽の生えた禍々しい妖魔たちが空を埋うめ尽つくせば、地上にいるセインの弓隊が雨あられと無数の矢をその邪じや悪あくな群むれに浴びせかけていく──。




ギデオン：ずがががーっ。（←矢を浴びせかける音）

ヒルダ：おおーっ!?

ＧＭ：すると、そのうちの何体かが「ぎゃあーっ!!」と悲鳴を上げて落下します。が、別の妖魔がぐわーっと灼しやく熱ねつの火球を放って反はん撃げき。それは着ちやく弾だんと同時に地をえぐり、巨きよ大だいなクレーターを形作るほどの破は壊かい力りよくを発はつ揮きします。

ヒルダ：うわー……。

ＧＭ：そして、映像は上空で戦いを繰り広げる巨きよ大だいな深しん紅くの竜りゆうと赤い光をまとった巨大な人型の影を映し出します。

ヒルダ：深紅の竜と巨人!?

リージュ：それって……。

ＧＭ：そして、さらに異い変へんが生じます。神殿から巨大な光の柱が立ち上がると共に、他を圧あつするふたつの存在が出しゆつ現げんします。

ギデオン：展開早ぇ──よっ!?（笑）




　赤と黒の不気味な空に、光の穴あなが穿うがたれた。

　その穴から虹にじ色いろの竜と名めい状じようしがたき邪じや悪あくな何かが、絡からみ合あい争い合いながら出現する。

　その二体は他を圧する。




チコ：虹色の竜と名状しがたき邪悪な何か!?　いったい何が起こってるっすか!?
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ＧＭ：ご希望なら、難易度13で【知力】の判定をしてみてください。何か分かるかもしれませんよ？

チコ：うーん。この何も分からない状況はヤバイ気がするっす。フェイトを１点使用。３Ｄで振ふるっす！

一同：おおっ！

ヒルダ：がんばれ！

チコ：いっくぞー。えーい！　（ダイスを振る）……ク、クリティカル……（一同笑）。

一同：おおーっ!!（笑）

ギデオン：こ……これは面白い！（笑）

ＧＭ：では、せっかくのクリティカルなので、サービス気味に情じよう報ほうをだします。チコちゃん……というより聖せいなるヒースが教えてくれるのでしょう。あの赤い竜はレイウォールの守護竜、アイン・ソフです。もう一方の巨人はダーインスレイブ。バルムンクの大だい幹かん部ぶです。

チコ：ダーインスレイブきたーっ!?




アイン・ソフ

　深しん紅く竜りゆうのふたつ名を持つ、レイウォールの守しゆ護ご竜。深紅の森に棲すんでいると言われている。




ダーインスレイブ

　バルムンクの首しゆ領りよう〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとり〝血の螺旋ダーインスレイブ〟。太古にアルディオン大陸にやってきて以来、歴史の影に潜んできた恐おそるべき魔ま族ぞくである。




チコ：なんて大物たちが出で張ばってるっすか!?（笑）　で、虹色の竜っていえば、誰だれでも知ってるあのお方っすよね。

ＧＭ：そうですね。虹色の竜が、セフィロスそのものである、ということは分かります。が、セフィロスに絡からみつく邪悪な存在はここでは分かりません。




神しん竜りゆう王おうセフィロス

　アルディオン大陸の守護竜。遥はるかな太古、英えい雄ゆうウルフリックとセインたちをエリンディルからこの大陸へと導みちびいた。竜りゆう輝き石せきを人にもたらした存在でもある。




ヒルダ：な、何でそんなものが出てくるんだ!?

ギデオン：（裏うら返がえった声）し……知らないぞぉ、そんなことぉ!?

ヒルダ：おい、めちゃくちゃわざとらしいんだが!?（笑）

チコ：神竜王と、絡み合っているあの化け物は……あれは、よく分からないけれど、すごく嫌いやなものっす……！

リージュ：禍々しいですね……。

チコ：さすがにこの状態は怖こわくて、ぶるぶる震ふるえて冷ひや汗あせとかいっぱい出るっす……。

リージュ：（よく分かっていない顔で）竜って、ああやってお空から降おりてくるものなんですねぇ～？（一同笑）

ギデオン：落ち着きすぎだろう！

ヒルダ：リージュが落ち着きすぎで、むしろ安心するわ！（笑）

ギデオン：ふうむ。そろそろ『無印』七巻のエンディングフェイズに入ったようだな（笑）。……ん？　そういえばここまだ王都だったよな。ちょっとこれは、マズイぞぉ──っ!!

ＧＭ：ふっふっふ。始まりますよ？

ギデオン：よく考えたら、逃にげなきゃマズイんだよっ!?

ヒルダ：どうした？　何が起こるんだっ!?（笑）

ＧＭ：激はげしい闘争が続いていた中、突とつ如じよセフィロスと邪悪な存在が光になって弾はじけ飛とびます。

一同：……は？

ＧＭ：かと思うと、その光は地上へと……神殿のあった場所へ向けて吸すい込こまれていきます。

ヒルダ：なにっ？

チコ：……セフィロスが、吸い込まれたっす!?

リージュ：…………。

ＧＭ：さらに──。




　光が吸い込まれたあと、あらゆるものをなぎ倒たおす強きよう烈れつな風が、四方に向けて放たれた。




ＧＭ：誰が見ても「もう助からない」とひと目で分かるような破は壊かいの風が「ごおっ！」と発生。それはセインを、妖魔を、ありとあらゆるものを巻き込んで吹き荒れます。

ヒルダ：セインも妖魔もだって!?　我われ々われがあの場にいたらヤバイかったよな!?

ギデオン：ふ、安心するのは早いぞ？　なにせ、このイベントでこのあたりは荒こう野やになっちゃうからねー（←プレイヤー発言）。

ヒルダ：そんな大事なことは、早く言え──っ!?

ギデオン：だって、しょうがないだろ！　ギデオンは知らないんだから!?　そのうえで、なるべく逃げようと主しゆ張ちようはしていたぞ？（笑）

ＧＭ：さらに、神殿から七色の光が立ち上り、ぱーん！　と散っていくのを目もく撃げきします。リージュにはそれが七つの王威の竜輝石であることが、なぜかわかります。

リージュ：では、「……竜輝石が散らばっていく？」と呟きましょう。

ヒルダ：なぜ、そうと分かる？　……って、たぶんリージュの竜輝石のおかげだろうが……。

ギデオン：ちなみこれも『無印』で起きたイベントだな。

ＧＭ：さて。菊池さんの言うとおり、しばらくすると、ここも爆ばく風ふうにより廃墟になってしまいます。発生地点からここまでは、かなり距きよ離りがあるので、数分の時間差はありますが。

ヒルダ：って、そこから、エル・ウィン・フリットは船で二、三日の距離だろ？　めちゃめちゃ広こう範はん囲いな爆ばく発はつだぞ!?　マジですかぁ──っ!?

ギデオン：……マジなんだなこれが（←繰り返すが『無印』のＧＭ）。

ヒルダ＆チコ：あんたって人はぁ──っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：さて、この荒れ狂う風によりエル・ウルフリック・ミンスターを中心にした巨大な円形の地ち域いきがみるみる廃墟になっていきます。そして話した通り、セインも妖魔も関係なく吹ふっ飛とばしながら、その風は迫ってくるわけです。

チコ：ひえええええっ!?

ＧＭ：ですので、みなさんは抵てい抗こうしてクリティカルをしても死にます（一同笑）。

チコ：むちゃくちゃだぁっ!?（笑）

ＧＭ：そして、破壊の風はみなさんのところにもたどり着きます。

チコ：ひやーっ!?　もう来たっすかぁ!?

リージュ：何か来ました──っ！

ヒルダ：とにかく風が来るまでの数分のタイムラグを利用して、丘の影にでも移動しよう。そして、せめてリージュを守ろう。自分の身体からだをリージュの盾たてにします。

リージュ：お姉様！




　荒あれ狂くるう暴ぼう風ふうが眼がん前ぜんに迫せまり、一同が死を覚悟した時。

　それは、起こった──。




ＧＭ：そして、その破壊の風がヒルダを巻まき込こもうとしたその時、それまで戦いの様子を映していたリージュの竜輝石が突とつ然ぜんこれまで以上に光ひかり輝かがやき始めます。

リージュ：きらーん、きらきらきらーっ。

ヒルダ：何っ！

チコ：お、おおおーっ!!

ヒルダ：い、いったいこれは……!?

ＧＭ：で、ぱあっとみなさんの周りに障しよう壁へきを生み出します。強風に運ばれた瓦が礫れきがみなさんに向かってくるのですが、その障壁に阻はばまれて、みなさんを傷きずつけることなく、後方へはじかれていきます。

ヒルダ：それは一瞬、死を覚悟するな。だがものスゴイ勢いで迫ってくる岩や大木から、理り解かいを超える力で護まもられているこの現げん実じつに、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

ギデオン：じゃあ、ヒルダたちの後ろにすっと隠れるよ（一同爆笑）。

チコ：おっちゃんサイテーっす!!（笑）

ＧＭ：そうしているうちに、徐じよ々じよに風は弱まっていきます。やがて光の障壁も収おさまります。周囲を見み渡わたせば、何もかも吹ふき飛とばされた平原が広がっているばかり。

チコ：あぁ～……。

リージュ：みなさん、無事ですか……？

ヒルダ：あ、ああ……。

ＧＭ：そして、みなさんは荒あれ地ちとなった街道上に残されます。荒あれ狂くるっていた風は、ぴたりと止やみました。視し界かいに動くものは何もありません。後にあったはずのエル・ウィン・フリットも消失してしまいました。

ヒルダ：あの美しかった街が、一瞬で……。




　見み渡わたす限りの荒れ地と、壊かい滅めつした街。空には雲ひとつなく──。

　絶ぜつ望ぼう的なまでの静せい寂じやくが、その場を支し配はいしていた。




チコ：オイラは足から力が抜けて、ぺたんと座すわり込こんじゃいます。

ヒルダ：改めて、周りを見渡そう。

チコ：何もない？

ＧＭ：はい、街道上の木々も消し飛び、耳が痛いたくなるような静けさで満ちています。後方のエル・ウィン・フリットは跡あと形かたもなくなり……それこそ、瓦が礫れきが積み重なるばかり。

ギデオン：つい数時間前までは、美しい街まち並なみがあって。

ヒルダ：統一帝の誕たん生じようを祝う人々にあふれた、花と歌に満ちた街だったのに……。

チコ：ふ……ふえぇ～ん……。何もなくなっちゃったよ～！

リージュ：チコちゃんが泣き始めちゃった！

チコ：そりゃ泣くっすよぉ～（涙なみだ）。

ＧＭ：そして誰も、慰なぐさめるほどの心の余よ裕ゆうは……。

一同：（一いつ斉せいに）ない！

チコ：ひとりでしくしく泣いてるっす（笑）。

ヒルダ：もはや絶ぜつ望ぼうで前が見えない。

ＧＭ：はい。では、みなさんが呆然としたところで、シーンを終了します。




　こうして、崩ほう壊かいしたエストネルで九死に一生を得た一同。

　しかし、真に驚おどろくべき事実に彼かの女じよたちが直面するのはこれからであった。







◆Middle 05◆三さん雄ゆうの激げき突とつ




　荒こう野やにて睨にらみ合あうのは、ヒューバードと、ベルフトそしてリシャール。

　ヒューバードを守るように立つのは、三人の少女たち。

　この奇き妙みような状じよう況きようが、今起こりつつある混こん乱らんの状況を物語っていた。




ＧＭ：では、ここでマスターシーンが入ります。先ほどの大だい破は壊かいが起きてからしばらく後のことです。場所は荒野となったエル・ウルフリック・ミンスターの神しん殿でん周辺です。

チコ：ふむふむ。

ＧＭ：そこには、ヒューバードと三名の少女がいて、ベルフトとリシャールを相手に睨にらみ合っています。

ヒルダ：三人の少女？　この場で生きているとは、どんな人物なんだ？

ＧＭ：いずれもツインテールが印象的な女の子です。

一同：ツインテール!?

リージュ：ああ！

ヒルダ：……それって？

ＧＭ：そう。ピアニィそっくりの少女たちです。それぞれ髪かみの色が金色、銀色、青と異ことなっていますが。それぞれ装そう備びしている武ぶ器きも違ちがいます。レールガン、魔ま法ほうの杖つえ、金きん属ぞく製せいのクローと、得意な攻こう撃げきも異なるようですね。

ヒルダ：リージュの他にも、ピアニィそっくりの少女がいたのか!?

チコ：またリージュお姉ちゃんの謎なぞが深まった感じっす。

ＧＭ：なお、このピアニィのそっくりさんたちは、『無印』八巻に登場しています。

リージュ：きくたけさんが、リージュの設定をネタとして拾ったんですよね。

ギデオン：まあ美味しい設定だったからね。このカラフルなピアニィズの面々は、あの研究所で育てられていた子供たちなんだよ！

一同：なんと！

チコ：……あれ？　ということは、彼女たちは一巻で「タケシちゃんシノブちゃん」と呼ばれていた子供たちっすか？

ギデオン：……そう言われてみればそのとおりだ！（笑）

一同：考えてなかったのか！（爆笑）




　せっかくの格好いいピアニィズの設定が台なしです（笑）。




ギデオン：お、俺のせいじゃないよ？　「タケシちゃん、シノブちゃん」って言ったの俺じゃないから！

リージュ：そうでしたっけ？




　ちなみに、前巻で言い出したのは大竹さんです。




ＧＭ：き、気を取りなおして描写を続けます。ピアニィズのその前に対たい峙じしてるのはベルフトとリシャール。双そう方ほう、激はげしい戦いを繰くり広げていたようですが、相手の実力を知り、少し距きよ離りをとって間合いを計っている状況ですね。

ヒルダ：大陸の二強、ベルフトとリシャールを相手に互ご角かくに渡わたり合える実力の持ち主なの!?

ギデオン：ヒューバード側も化け物じみた強さっすね！

ＧＭ：……さて。ヒューバードは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ「お前に私わたしの邪じや魔まはさせぬ」と言えば、で、ベルフトがどう猛な獣のように笑って──。

リージュ：「──ピアニィを殺すのはオレだ！」

ＧＭ：そうです、殺気と共にそう言い放ちます。ここで目の前のピアニィのそっくりさんを見たリシャールがクールに「なるほど、ヒューバード殿でん下か。そういうことですか」と言います。「ステラ陛へい下かのもとに潜せん入にゆうさせていたピアニィの偽にせ者ものも、あなたの仕し業わざですか」

チコ：おお、かっこいいーっす。

ＧＭ：ところが、その言葉を聞くとヒューバードの顔色がかすかに変わります。

チコ：おや？

ＧＭ：「ステラのもとに潜入──だと？」ヒューバードは誰にも聞こえぬように呟つぶやきます。

リージュ：あっ、もしかして、リシャールさんが言ってるのは、あたしのことー？

チコ：迎げい賓ひん館かんのパーティーでリシャールと会った時、メイドに化けてステラの使し節せつ団だんで働いてたっすからね。

ヒルダ：そうか、あの時リシャールは、他人のそら似と解かい釈しやくしたけど。ピアニィのクローンたちを見て、それもヒューバードの陰いん謀ぼうと勘かん違ちがいしたんだな。

ＧＭ：そのとおりです。

ギデオン：あのイベントをこう繋げてきたのか！　……やるなぁ。『ゲッタウェイ』オリジナルの展てん開かいとして、良くできてる！

ＧＭ：たまたまですよ？（笑）　そしてヒューバードが「ふむ、その者の髪の色はスミレ色ではなかったか？」と問うと、リシャールは不ふ審しんげに「何を言う。ピアニィ陛へい下かと同じで、ピンクブロンドだ」と答えます。するとヒューバードは「リージュ……」と呟つぶやくんですよ。

一同：おおー。

リージュ：ばれちゃいましたね。もともとあたしは会いたかったからいいんですけど（笑）。

ＧＭ：ヒューバードは「そうか、リージュがエストネルに来ていたのか」と呟くと「状況が変わった。貴き様さまらの相手をしている暇ひまはない」と言い放ちます。

ヒルダ：お兄様、惚ほれ惚ぼれするぐらいの変わり身です（笑）。

ＧＭ：「お前たちはピアニィを追え。私にはやらねばならぬことができた」と言うと、ピアニィそっくりの三人がびゅんと消え、ヒューバードは「また会おう」とその身を翻ひるがえします。




「待て───！」

　リシャールが叫さけぶも、ヒューバードは身を翻ひるがえして姿を消してしまう。

　残されたベルフトに、気まずげに視し線せんを送る。

　ベルフトも、してやられたかという風に肩かたを竦すくめた。




ヒルダ：行ってしまった……。このふたりを煙けむに巻まいて。

チコ：正直、敵にしたい相手じゃないっすね。

リージュ：えーっと、今の会話の感じからして、ヒューバードさんはあたしを捜してる？

ギデオン：まあ、向こうがリージュを意識しているのは間違いないな。

ヒルダ：このあと何が起こってもおかしくないということか。

ＧＭ：ということでマスターシーンは終しゆう了りようです。







◆Middle 06◆〝お兄様〟との再さい会かい




　破は壊かいの風が凪ないだ後のエストネル。

　無む惨ざんに崩ほう壊かいしたこの国から逃のがれるべく、ヒルダたちは歩き始める。

　その前に現われたのは、優やさしい笑みを浮かべた青年だった──。




ＧＭ：さて、シーンを変えまして。一方ヒルダたちです。エル・ウィン・フリット周辺は崩壊しました。何はともあれ、この地から避ひ難なんしなくてはならない状況です。

ヒルダ：うん、どうしよう？

リージュ：ヒューバードさんの居い場ば所しよも今は分からない状じよう態たいですもんね。

チコ：いると思ってやってきたエル・ウィン・フリットが荒れ地になったっすから。

ヒルダ：とりあえず、落ち着ける場所に行かないとな。たとえば、人のいるところとか。

ＧＭ：では、【知力】か【精せい神しん】のどちらかで判はん定ていしてみてください。達たつ成せい値ちによっては、心当たりが思いつくかもしれません。

チコ：じゃあオイラは【知力】で判定するっす。（ダイスを振ふる）。ひっくーい。でも13。

ＧＭ：13もあれば分かりますね。このエストネルから一番近いところにある都市はエル・シフ・ノールドです。その都市が爆風の範囲外であれば、人心地はつけるかと。そこからさらに北に向かえば、アヴェルシアに入ります。
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ヒルダ：他には？

ＧＭ：ゴルフォードとグラスウェルズの国こつ境きよう沿ぞいにエル川があります。それを下ってグラスウェルズ方面に行く手もあります。さらに、東に向かい森を越こえてゴルフォードへ向かうルートもあります。ただこのメンツだとゴルフォードに行く利点はありません。

一同：ないですね～。

ギデオン：俺も実家に戻りたくない（笑）。

ヒルダ：こうなると、アヴェルシア方面へ移い動どうするのがよさそうだ。グラスウェルズも悪くないが、あの大破壊のあとだ。流木や瓦礫が流されてくることもあるだろう。船旅が安全とは限らない。

チコ：食事や宿のことを考えると、とにかく安全な地ち域いきに入りたいっすね。




　と言うわけで、一行はアヴェルシアへ向かって街道を北上することにしました。




ＧＭ：さて。エストネルから脱だつ出しゆつするべく、街道を北上します。美しかった風景は、今や見る影かげもありません。

ヒルダ：ああ……。

チコ：オイラたちの他に誰だれかいないっすか？

ＧＭ：しばらく行くとみなさんと同様に北上する人もまばらに見かけます。避難が早かったおかげか、多くの人が爆ばく風ふうから逃のがれたようですが、みな一様に暗い顔をしています。

ギデオン：まあ、生きていたとはいえ、エル・ウルフリック・ミンスターでとんでもない災厄があったことは分かるだろうしな。

チコ：無理もないっすね。

ＧＭ：そんなこんなで数日旅を続けていると、みなさんは意外な存そん在ざいと遭そう遇ぐうします。

リージュ：意外な存在？

ＧＭ：そう、それは、街道の横手から現われた妖魔の群むれです。

チコ：ちょっ!?

ギデオン：妖よう魔まか。

ＧＭ：はい。妖魔の生き残りのようです。この辺りまでくると、荒れ地ではなく木や建物も以前のとおりに残っているのですが、妖魔はそういった林の中から現われ、みなさんとばったり出会ってしまったわけです。

チコ：つ、ついてないっす！

ＧＭ：その連中は人の形はしていれど、肌はだは蒼あおくて目が赤かったり、羽が生えてたりと、明らかな異い形ぎようを有しているものばかりです。そして、「ぎぎぎ」と歯をむき出しにして笑いながらみなさんを見ています。

ヒルダ：私たちを食うつもりなのか？

ＧＭ：ちょっと【知力】で判定してみてください。難易度は12。

チコ：それぐらいなら……（ダイスを振る）。達成値14で成功っす！

ＧＭ：明らかにみなさんより強い連中が六体。およそレベル20。さきほどビジョンで見た妖魔の仲間のようです。

ギデオン：多いな！

ヒルダ：レベル20!?

チコ：じゃあみんなの後ろにぴやっと隠かくれて。あいつと戦ったら多分、死ぬっす。

ＧＭ：みなさんは初めて見るわけです。［種別：妖魔］というものを。

ヒルダ：我われ々われアルディオン大陸に住んでいる連中からしたら、ただのおとぎ話でしかないからなぁ。それにしてもあの大破壊から生き残ったヤツがいるのか？

ＧＭ：ええ。実は襲来した妖魔は驚きよう異い的てきな数でした。爆ばく心しん地ちから遠いところにいたものや、特別に生命力の強い者は生き残ったようです。逆ぎやくに、生き残ったセインもいるでしょうが、先に悪い方に会ってしまったというところです。

ヒルダ：なんとか逃にげて活路を開きたい……が。

ギデオン：……問題はここから逃がしてもらえるかどうかだな。

一同：…………。

ＧＭ：そんな、妖魔の群むれがニヤニヤと笑いながら近づいてくるというこのピンチ。おもむろに、あなたたちの後ろから声がするのです。「その人間に手を出すな！」と。……では、リージュは【精神】か【幸運】で判定してください。他の人は【知力】で判定してください。

リージュ：【精神】かな。これ気づいたほうがいいのかな。

ＧＭ：そうですね、できれば。

リージュ：（ダイスを振る）クリティカルした！

一同：おおっ！

ヒルダ：14です。

チコ：同じく14。

ギデオン：こっちは12だ。

ＧＭ：では、リージュだけが分かります。あなたがお兄様と呼よんでいた人物の声です。

リージュ：お兄様！

一同：え？

ヒルダ：じゃあ、ヒューバード王子か否いなかを振り返って確かく認にんしよう。

ＧＭ：ええ。そこにいる人物は肖しよう像ぞう画がなどで目にしたことのあるヒューバードと同一人物に見えます。髪は伸のび、顎あごには無ぶ精しよう髭ひげが生えていて、評判以上に精せい悍かんな印象ですが。

チコ：やばい、どうしよう（ドキドキ）。そういうの好きっす。

ＧＭ：彼かれは妖魔に向かって、「命が惜おしくば消えろ」と命じます。そうすると妖魔たちは「小こ癪しやくな。まずは貴様からだ」と一いつ斉せいに襲おそいかかってきます。

リージュ：お兄様、危あぶない！

ＧＭ：しかし、ヒューバードが一度目を瞑つぶってかっと開けると、その瞳ひとみより、なにか光のようなものが疾はしり、襲ってきた妖魔たちは突とつ然ぜん同どう士し討うちを始めて一気に全ぜん滅めつしてしまいます。

一同：おおおおおおおっ!?

ヒルダ：なんだその能のう力りよく!?

チコ：すげえっす！　こっちのほうが明らかにやばく見えるっす!?

ＧＭ：そうすると、柔にゆう和わな笑みを浮かべ、「こぉんなところにいたら、危ないじゃないか……リィィィジュ」と語りかけてきます。

ヒルダ：怖こわいよ！　すごい怖いんだけど、なんか！

チコ：チコは超ちよう怖いのでがくがく震ふるえてるっす。

リージュ：お兄様……。あなたはお兄様なのですね。

ＧＭ：「そうとも。よく分かったなリージュ。お前には顔も見せたこともないのに」と、穏おだやかな笑顔を見せます。さっき妖魔に見せたのとは全然違う表ひよう情じようですね。

ギデオン：一応警けい戒かいしつつ、あんたは？

ＧＭ：「私の名は、ヒューバード」

ギデオン：本物なのか、こいつは。

ヒルダ：……分からん。

リージュ：リージュはこれまで知らなかったので。「お兄様のお名前はヒューバード、というのですね」

ＧＭ：「そうだ。今まで名乗れずすまなかった。で、そちらはリージュのお友だちかね？」

リージュ：そうです、あたしの仲間です。

ＧＭ：それを聞くと、警けい戒かいを緩ゆるめ、まるで娘むすめの友人を見る父親のような笑顔になります。

ヒルダ：怖い（笑）。……が、とにかく名乗ろう。ヒルデガルド・ゴーダです。リージュとはしばらく行動を共にしていた。

ＧＭ：「キミたちがリージュを守っていてくれたのだな。なら、礼を言わねばなるまい」

ヒルダ：礼？　あなたはいったい彼かの女じよのなんなんだ？

ＧＭ：「兄だよ、いま言ったとおりだ」と答えた後、リージュに言います。「それにしても、駄目じゃないか。こんなところに勝手に来ては」

リージュ：実は、世界平和研究所が襲おそわれてしまいまして。こちらのみなさんに助けてもらったのです。

ＧＭ：じゃあニコニコ笑いながら、「それは本当によかった」と。

一同：怖いよおお!?

ヒルダ：なんか藤ふじ井いさんのヒューバードは怖いよ！（一同笑）

ＧＭ：そうですか？

チコ：何から何まで全部！　でもオイラの中の人大だい歓かん喜き。

リージュ：なんかもう駆かけ寄よりたいんだけど。

ＧＭ：かまいませんよ。ヒューバードも受け入れてくれそうです。

リージュ：じゃあ、駆かけ寄よって……お兄様ですね？

ＧＭ：そうするとこうリージュの頭を撫なでてくれる。「大きくなったなリージュ。いつものとおり確かく認にんしていいんだよ、触さわってごらん」って。

リージュ：ではおそるおそる……。




　リージュはヒューバードの肩かたや胸にそっとその手で触ふれる。
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　手のひらが伝えてくる感かん触しよくは、確かにかつて優やさしくしてくれた〝お兄様〟のものであった。




ＧＭ：「どうだい？」

リージュ：ああ、お兄様。

チコ：何ソレ萌もえ～（笑）。

ヒルダ：ま、まあ。リージュは目め隠かくしされていたからな。オープニングの回想シーンでも触れ合っていたし、こんな感じでコミュニケーションをとっていたのだろう……（笑）。

ギデオン：ピアニィとの扱あつかいの差が（笑）。

ＧＭ：「……今、見てのとおりエストネルでは大きな事じ件けんが起きている。世界は間もなく変へん貌ぼうを遂とげるだろう。そしてリージュ、お前の仕事はその後だ」

リージュ：あたしの仕事？

ＧＭ：「そう、お前の仕事だ」とヒューバードは言います。

リージュ：「あたしには、何か役やく割わりがあったのですね」

ＧＭ：（満面の笑みで）「そのとおりだよ、リィィィィジュ」

ギデオン：うさんくせー（笑）。

ヒルダ：私も不ふ審しんを感じているが……リージュが嬉うれしそうにしている。複ふく雑ざつな気持ちだ。

リージュ：でも、お兄様。あたしはこの先どうすればいいのか分からないのです。

ＧＭ：「お前の役割はいずれ分かる。今は無事でいることが一番大事なのだ。お友達と一いつ緒しよならばどこにいてもなんとかなるだろう。とにかく北へ向かいなさい」

ギデオン：アヴェルシアに逃げろっちゅーことか。もとよりその方針で動いていたけどな。

リージュ：じゃあ、お兄様もご一緒に。ここは危険なのでしょう？

ＧＭ：「……そうしたいのは山々なのだが、このヒューバードにはまだしなければならないことがあるのだよ。本当は、ずっとお前と一緒にいてお前を守ってやりたいのだが」

リージュ：そうですか。

ＧＭ：「ああ、解かい決けつしなければならないことがたくさんある」

リージュ：お兄様は忙いそがしいのですね……。名残なごり惜おしいですが、お兄様の言うとおりに。

ＧＭ：「まだこのあたりは、妖魔たちが襲ってくるかもしれない。もう少し安全なところまで送っていこうではないか」

ヒルダ：あなたには、いろいろと質しつ問もんしたいことがある。

ＧＭ：「なんなりと」

ヒルダ：妖魔というものを初めて見ましたが……なんでこんなことになったんですか？

ＧＭ：「キミたちはリージュの仲間だ、なら真実を知っていた方がいいかもしれない。……長い話になるだろう。歩きながら話そう」では、シーンを切きり替かえます。







◆Middle 07◆明かされた真意




　リージュの兄、ヒューバード王子と共に一行は北に歩き始めた。

　とつとつと大陸の驚おどろくべき秘ひ密みつをヒューバードは語った。

　その落ち着いた声に、ヒルダたちは不思議な説得力を感じずにはいられなかった。




ＧＭ：では、エストネルの街道を歩きながら、ヒューバードと語り合うシーンです。

ギデオン：さあ、語るだけ語るがいい。

チコ：なんで、おっちゃんはそんなに偉えらそうなんっすか！（笑）

ＧＭ：「この大陸は、元もとはエリンディルという別の大陸から、神に選ばれた人たちがやってきた楽園だった。ところが、そのあとを追って魔族や妖魔たちもきた。だが、エストネルのエル・ウォーデンを始めとするセインたちはそのことを隠かくした」

ヒルダ：そうだったのか。

ＧＭ：「戦いの末、双方の指導者、神しん竜りゆう王おうと邪じや神しんの御み子こが姿を消した後も、人々の目の届とどかないところで、実におよそ七〇〇年もの永ながきにわたり神と魔の戦いを続けたのだよ。そして今、その神と魔が姿を現あらわし、決着をつけようとエストネルに集結したというわけさ」

ヒルダ：では、この状況はその余よ波は？

ＧＭ：「すべてを説明するのは難むずかしい。多分理り解かいしてはもらえないだろう。だが、神と魔の戦いのひとつの結果だと思ってくれ」と、ヒューバードもあんまり細かくは説明しません。

ヒルダ：では、ピアニィの戴たい冠かん式しきで起こったことは？

ＧＭ：「その戦いを決着するためのひとつの儀ぎ式しきだ。少なくとも、エル・ウォーデンはピアニィと共に魔と戦おうと考えていた」

ヒルダ：ああー、なるほど。

ＧＭ：「だが、残念ながら上手うまくはいかなかった。神しん竜りゆう王おうセフィロスと共に、復ふつ活かつしたアルディオン大陸の魔の元げん凶きようである邪じや神しんの御み子こを討うつ──。その計画は予想外の災厄を迎むかえる結果となったのだ」

ギデオン：はっはっは、ご冗じよう談だんを（笑）。

ＧＭ：「到とう底てい信じられないだろうが。これは本当のことなのだ、ギデオン・ガバドン」

ギデオン：なんで俺おれの名前を知ってるんだ！（笑）

ＧＭ：そんなギデオンのことを意にも介かいさずヒューバードは話を続けます。「すべては今、本当に起こっている出来事だ」

ギデオン：そ、そうなのか。

ヒルダ：では、リージュはいったい何者なんです？

ＧＭ：「何度も言うが……私の妹だ」

ギデオン：しかし、あんたは王族だろ。なら、なんで世間に彼女の名前が知られていない？

ＧＭ：「それは、それぞれに役割があるからだ。リージュはこの戦いの終結後、新しい世の中のために必要なのだ。だから今は生き残ってもらわねば困こまる。私には、妹がたくさんいる。ピアニィを始め、世界平和研究所でリージュと共に訓練を受けていた子こ供どもたちがな」

リージュ：そのピアニィは、世界を平和にするために四し宝ほうの試みをしたと聞いたのですが。

ＧＭ：ふと、険けわしい表情になってヒューバードは言います。「そのとおりだ。ピアニィにはピアニィの役割があった。だが残念ながら、ピアニィはその役割を果たせなかった。私の言うことを聞かないと言っているのだよ。困こまったことに」




　穏おだやかな語り口のヒューバードだが。ピアニィのことを語る時だけ、その瞳ひとみには険しい光が宿り、語調もどこか冷たさを感じさせるものになるのだった。
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ＧＭ：しかし、ヒューバードはすぐ元の雰ふん囲い気きに戻もどって「悲しいことだ。世界に救きゆう済さいをもたらす私の願いに、ピアニィは協力を拒こばんだのだ」と語ります。

リージュ：拒んだ結果がこれですか？

ＧＭ：「そうとも言えるが、協力したとしてもまた異ことなった形で神と魔との戦いによる被ひ害がいは避さけられなかったろうな」

リージュ：…………。

ヒルダ：あなたは神をないがしろにするようなことをして怖こわくはないのか？

ＧＭ：「……お前たちは、神は人間の味方だと思うかもしれない。しかし、残念ながらそうではない。神は魔と戦うための道具として人間を作ったのだ。神は人を愛していない。この世界の創そう造ぞう主しゆは本当にひねくれ者だ」（爆ばく笑しよう）

チコ：ひねくれ者っすか……。なんでそんなことになるっすかねえ？

ギデオン：すいませんね、神様がそういうの大好きなんだよ（笑）。




　ちなみに、私も大好きです（笑）。




ＧＭ：「神にとって、人間は魔と戦う道具にすぎない。だから、私は世界を人間のためのものに作つくり替かえる。そのためにはどうすればいいか？　簡かん単たんだ。神も魔もいなくなればよい」

ヒルダ：……私はちょっと難しい顔になるな。

ＧＭ：「エル・ウォーデンが作った仕組みはとても理り不ふ尽じんだ。統一帝アルドワルダのシステムがある限かぎり、この大陸から戦争はなくならない。真の平和を目指すためにはそれを消し去るしかない。そして、人間を魔と戦う神の道具から救済する」




　ヒューバードは優やさしげな視線でリージュを見つめながら言った。

「我わが愛するリージュ、お前の使命はその後の平和な世界で生きていくことだ」




リージュ：……この言葉を信じてもいいのかしら（笑）。

ＧＭ：どう考えるかは自分で決めてください。《インサイト》使っていいですよ。成功すれば、ヒューバードが嘘うそをついてるかどうかが分かります。

ヒルダ：ここは、嘘なのかどうかは見極めておきたい気がする。でも、【精神】かー。

ギデオン：クリティカルするしかない。

ヒルダ：（ダイスを振る）よし、16が出てる！

一同：おお、高い！

ヒルダ：達成値は20！

ＧＭ：では、ヒューバードの判定。（ダイスを振る）。３・３・１、ひくっ、ダイス目は合計で７。ヒューバードはすべてを語っているかは分かりませんが、嘘はついていません。

リージュ：…………。

ＧＭ：「いずれ必要なことは私がやる。リージュは何も心配しなくてもよいのだ。ただ、自分の身を守ることだけを考えろ。それがお前の役割だよ、リージュ。リージュ、愛しいリージュ」と頭を撫なでる。

チコ：ヒューバード兄ちゃん、ほんとにめっちゃリージュが好きっすね。

ヒルダ：うーん、他になにか聞いておくことはあるだろうか。

ギデオン：姿を消していたことに関して聞いておくか？

ヒルダ：そうだな。今までどちらにいたんですか？

ＧＭ：「あちらこちらを転々とな」

ヒルダ：結けつ構こう苦労していたんだな。

リージュ：では、お兄様のようにあたしもこのまま隠かくれてなきゃいけないんですか？

ＧＭ：「ああ、そうだ。だが、それはたいして長い辛しん抱ぼうにはならないだろう。お前たちを追う者はすぐにいなくなる」と微笑ほほえみながら。

チコ：こええよー。

ＧＭ：「見たろう？　エストネルはもうないのだ。この大陸で権けん威いをもってお前たちを追うものはいない。既き存そんの権威など、もう意味がない」

ギデオン：既存のものが崩くずれるということは、逆ぎやくにすべてが敵てきになる。戦せん乱らんの世の中になるってこっちゃないんですかい？

ＧＭ：「誰だれかに管理された戦乱の方が、自由な混乱よりマシだというのか？　どうせ戦うなら、自分の意い志しで戦いたいとは思わないか？」

ギデオン：くそう、自分で設定したＮＰＣの性せい格かくだが……こいつムカつく！（笑）




　そんなことを言われましても。




リージュ：では、お兄様が考える理想の世界とはどういうものですか？

ＧＭ：「人間が人間として生きる世界。神の道具にも魔の餌え食じきにもならない。そういう国だ」

ヒルダ：上に神がいちゃあ意味がないと。

ギデオン：まあ、そんな大きな話は置いておこう。この何が起こっているか分からない状況で、俺たちはどこにいいけばいいんだ？

ＧＭ：「それは私にも分からん」

一同：うぉい！

ＧＭ：「この大陸に安全な場所などなくなるかもしれない」

リージュ：あたしたちに頼たよれる場所はないのですか。

ギデオン：待てよ、そうか。あんたの妹ってことは、リージュの両親は王族や貴族じゃないのか？　そこに身を寄よせるっていうのはどうだ？

ＧＭ：「残念ながら、家族には頼たよれない。私の父も母ももうこの世にいない。そしてリージュ、お前が私の妹であると名乗っても、誰もお前の味方はしないだろう。お前が頼るのはもっと別の物だ」

リージュ：別の物……。

ＧＭ：「自分を信じるんだリージュ。お前なら必ずできる」

リージュ：あたし自身を、信じるのですか？

ギデオン：つまり、このリージュを旗頭にして俺たちの国を建てろとでも言うのか？

ヒルダ：簡かん単たんに言ってくれる……。

リージュ：あっ、あと竜りゆう輝き石せきをどうしよう。

ギデオン：種類としてはなんの石だっけ？　知ち恵えの石とか色いろ々いろあるけど……。

リージュ：何の石かは分かりません。平和研究所から脱だつ出しゆつした時に身につけたままです。

ＧＭ：「今は大事に持っていろ。しばらくは役に立つだろう」

リージュ：しばらくは？

ヒルダ：やっぱり、神の力を失なくすつもりでいるんだな……。

ギデオン：人間自身の世界を目指している以上、竜輝石や神しん竜りゆう王おうもどうでもいいんだろう。

チコ：そのようっすね。ぶっちゃけ、慢心していると言われてもしかたがないっす。

ギデオン：チコが毒を吐いた（笑）。

ヒルダ：では、最後に。これから大陸に妖魔が満ちることになるのか？

ＧＭ：「それは、私が上手うまくやれば大だい丈じよう夫ぶだ。魔も神もなくなるようにする」

チコ：すごく胡う散さん臭くさい！

ヒルダ：でも、この胡散臭さがたまらない！　ああっ!!（恍こう惚こつの笑みを浮かべながら）

ＧＭ：ヒルダの中の人が漏もれ出す前にそろそろシーンを締しめましょう（笑）。「さてそろそろ国境だ。そろそろいいだろう。私は行くよリージュ」

リージュ：はい、お兄様。……あたしは生きていてもよかったのですね。

ヒルダ：私も、リージュが最近悩なやんでるのを知っている。彼女はずっとそのことで悩んでいた。あなたが生きていけという言葉をくれたことには感かん謝しやする。

ＧＭ：ヒューバードはにこっと笑って「感謝したいのは私の方だ。リージュを頼たのむ、新しい世界に生きてくれ」と言って去っていきます。

チコ：『無印』では悪役で描えがかれるけど、その裏うら側がわではこんな面もあるんすね。

ＧＭ：ただし、菊池さん次第では今言ったことがすべて嘘になるかもしれませんが。

ギデオン：あれ？　俺、今無茶振られた!?（笑）

リージュ：じゃあ……「さようなら、お兄様ぁっ!!」ってヒューバード兄様の後ろ姿すがたに向かって叫びましょう。

ＧＭ：了りよう解かいです。それではヒューバードが去ったところで、クライマックスに移うつりましょう。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆猟りよう犬けんは放たれた




　胸むねの内を語ったヒューバードは去っていった。

　新たに進む道を決めたヒルダたちが歩み始めると、行く手をふさぐ者がいた。

　着流しの、あの男である。




ＧＭ：ヒューバードは去っていきました。では、ここからクライマックスとなります。みなさんがさらにアヴェルシアに向かって進もうとするとろ。もう日にち没ぼつも間近です。

ヒルダ：早いところ、宿か野宿の場所かを見み繕つくろわないと。

チコ：冷えこむ前にねぐらを決めたいっす。

ＧＭ：と、そんなところに夕ゆう暮ぐれの特有の長い影かげと共に、見覚えのある男が出しゆつ現げんします。




　じゃりっ──と、地面を踏ふみしめ、ひとりの男がヒルダたちの前に立ちふさがる。

　それは、一行がレイウォールの迎げい賓ひん館かんに滞たい在ざいしていた時に手配書を持って現あらわれた大だい統とう領りよう特とく捜そう官かん、エンザンであった。




ヒルダ：ああ、あのイヤなヤツだ！

チコ：エンザンっすね？

ＧＭ：はい、フェリタニアの特捜官エンザンがみなさんの進行方向をふさぐ形で立ちはだかります。

ギデオン：ちょっと待て、なぜこいつは生きてるんだ？

ヒルダ：た、確たしかに……。

ＧＭ：エンザンは「いやあ、エストネルに入ったあとお前らを見失ったんでな、一度レイウォール方面に戻もどったおかげで命拾いしたよ」と言います。

ギデオン：あ、悪運の強いヤツ。

ＧＭ：「まあいい。そこのピアニィの偽にせ物もの。お前ひとりでこっちへ来い。後の連中は……まあ好きにしろ」

ヒルダ：なぜリージュだけを？

チコ：それになんでピアニィさんのことを呼よび捨すてにするっすか？　あんたはナヴァールの配下なのに……。

ＧＭ：エンザンは言います。「フン。そんなのはな。オレが身分を偽いつわっているからだよ」

チコ：やっぱり……。

ＧＭ：「あの男が組そ織しきを裏うら切ぎって以来、あいつの弱点を捜さがして、ようやく見つけたんだ。抵てい抗こうしてくれるなよ？　生かして捕つかまえるつもりだが、うっかり殺しちまうといけねえ」

ヒルダ：組織？

ギデオン：じゃあ、お前は……。

ＧＭ：〝彼かれ〟はニヤリと笑って言います。




「オレの名は、〝二本差し〟のエンザン。バルムンクのメンバーだ」




リージュ：ニホンザシ……さおだけ屋さん？

ギデオン：なんでやねん！（笑）

ＧＭ：「貴き様さま、この刀が目に入らねぇのか！」と、腰こしの二刀を引ひき抜ぬいてエンザンが言います。なお、エンザンはフェリタニアに潜せん入にゆうしたバルムンクという設せつ定ていの投とう稿こうキャラでした。

ギデオン：二刀使いなのはミドルの最初のシーンで分かっていたが、潜入タイプの投稿キャラか。『デスマーチ』でもいたけど、油ゆ断だんできないよなぁ（笑）。

リージュ：まさか、バルムンク・ノヴァがフェリタニアに潜ひそんでたなんて。でも、あたしたちってバルムンク・ノヴァのことってあんまり知らないんですよね。

ＧＭ：「……じゃねえ」

ギデオン：は？　なんだって？

ＧＭ：エンザンは「オレたちはバルムンクであって、バルムンク・ノヴァなんて組織じゃねえ！」とわめき散らします。

一同：なんと！

チコ：……どうやらバルムンクの中でも派は閥ばつ争いみたいなものがあるっすね。

ＧＭ：『無印』六巻でヒューバードに裏うら切ぎられ、『デスマーチ』五巻ではヒューバードに従したがうグリンダがバルムンク・ノヴァを率ひきいているので、きっとヒューバードに恨うらみを持つバルムンクがいると考えまして。

チコ：そ、そんな事になってたっすか！

ギデオン：要するに、ヒューバードに組織を乗っ取られようなもんだからな、バルムンク。

ヒルダ：ふ、不憫だ……。

ＧＭ：「うるせえ！」とエンザン。二本の刀を引き抜き、威い嚇かくするように構かまえて「四の五の言わずにさっさと来い！」とリージュに言います。

リージュ：それは……できません。

ＧＭ：「なんだとぉ？」

リージュ：私わたしはヒューバードお兄様に、自分を信じて生きろと言われました。ですからあなた方の言いなりになるつもりはありません！

ＧＭ：「それは交こう渉しよう決けつ裂れつということでいいのかな？」

リージュ：イエス！（即答）

ＧＭ：「……フ。そうか、そっちの方がオレとしては嬉うれしいぜ。人ひと質じちにとるより切きり刻きざんだ方が楽しいからなあ」……実はエンザンは殺しを心底楽しむという設せつ定ていなのです。

チコ：むっ、オイラたちも、むざむざやられるつもりはないっす。

ＧＭ：「おっと、くそガキ！　生きてたか。言っただろ？　オレはお前のような子こ供どもを斬きる感かん触しよくを楽しみたかったんだよ。会えて嬉しいぜぇぇぇぇっ！」舌したを伸のばし、ぺろ～りと刀をなめて、凄せい惨さんな笑みを浮うかべます。

チコ：ひぃぃぃぃっ!?（←かなり引いている）

ヒルダ：チコのような子を、楽しみのために手に掛かけるその腐くさった心、たたき直してやる！

リージュ：同感です！　ここでリージュは目め隠かくしをします！　これがあたしの本気モード！

一同：目隠しが!?（笑）

ＧＭ：それは何？　銃じゆう使つかいがそんなことをして、まともに当たるとも思えないんですけど！

リージュ：気合い入れです！　研究所ではこうやって訓練してましたから！　本気モードのあたしは誰だれにも止められません！

チコ：あなた、アコライトっすよね？（笑）

ＧＭ：「フ、聖せい職しよく者しやでも銃使いでもかまわん。せいぜい楽しませてくれよ」

ヒルダ：……まあ、向こうもこっちも問答無用ということで（笑）。

ＧＭ：「話がまとまったところで、始めようか？」と、鼻で笑いながら言うエンザン。すると、エンザンの周囲にぼわわ～っと怨おん霊りようが出しゆつ現げんします。

ヒルダ：お、怨霊!?

ＧＭ：彼かれはみずから殺あやめた人の怨霊を使役することができるのです。この怨霊は、かつての彼の犠ぎ牲せい者しやで、クライングゴーストというモブエネミーです。

ギデオン：なんと！

ＧＭ：では、戦せん闘とうに移うつります。




●第一ラウンド

ＧＭ：まずは戦闘配置の説明から。ＰＣがひとつのエンゲージ。そこから５メートル離はなれたところに、クライングゴーストＡ、Ｂ。二グループのモブです。さらに５メートル離はなれたところにエンザン、クライングゴーストＣ、Ｄのエンゲージ。つまり、エンザンはＰＣから10メートル離れています。

ヒルダ：了りよう解かい。次はそちらの【行こう動どう値ち】を教えてくれ。

ＧＭ：エンザンが【行動値】24。クライングゴーストの【行動値】が10。




行動値

エンザン　　　　　　　　　　24

チコ　　　　　　　　　　　　14

リージュ　　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　　12

クライングゴーストＡＢＣＤ　10

ヒルダ　　　　　　　　　　　６
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ＧＭ：では、セットアッププロセスから。エンザンはなにもしません。

チコ：次はオイラのセットアッププロセスっすね。

ヒルダ：ギルドサポートの《陣じん形けい》を今のうちに使うか？

ギデオン：敵てきの範はん囲い攻こう撃げきが来るかもしれないし、ここで分散するのもありだな。ヒルダが前に出るのは鉄板として。範囲攻撃のできる俺おれも前に出た方がいいんだが、いかんせん敵てきの数がなぁ……。

リージュ：後に残るあたしとチコちゃんとエンゲージを離はなしたほうがいいですよね？　ん～、いっそあたしも前に行こうかな？

一同：だから！　銃使いが前に出るなぁ!!




　しばしの相談の後、一同は《陣形》の使用を決定。

　ヒルダ＆ギデオンが５メートル先のクライングゴーストＡ、Ｂのエンゲージに突とつ入にゆう。リージュとチコは進まず左右に少しスライド、それぞれ別のエンゲージという位置取りをした。




チコ：──ってな感じっす。オイラ個こ人じんがセットアッププロセスでやることはなしっす。

ＧＭ：了りよう解かい。次はリージュとギデオンですね。

リージュ：あたしもやることはありません。

ギデオン：俺はあるぜ。《ランナップ》を使用。今いるクライングゴーストＡ、Ｂのエンゲージから離り脱だつ。５メートル先のエンザンのエンゲージに突入だ。

ＧＭ：かなり攻こう撃げき的てきな選せん択たくですね!?　ちなみにエンザンは「オレのふところに飛とび込こむとは、わざわざ殺されにきたかぁ！」と歓かん迎げいムードです。

チコ：おっちゃん、がんばるっす。

ギデオン：ああ、見てな。《バタフライダンス》で避よけまくってやるよ。

ＧＭ：次。クライングゴーストのセットアッププロセスはなしです。

ヒルダ：じゃあ、私わたしは《グレートコネクト》。そして《コネクトフォース》を一回使用します。神竜王の加か護ごを得てダメージと【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】を上じよう昇しようさせる。

ＧＭ：では、ヒルダがうっすらと神こう々ごうしい輝かがやきに包まれました。これでセットアッププロセス終しゆう了りよう、イニシアチブプロセスに移りまして、まずはエンザンから。
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ヒルダ：頑がん張ばれよ、ギデオン。

ＧＭ：では、いきましょうか。全力でギデオンを攻撃。二刀流で斬きりかかってきます。

ヒルダ：藤ふじ井いさん、６の目ばかり出すの禁きん止し!!




　どうやら渋沢さんには前ぜん巻かんの記き憶おくが焼き付いているようです。




ＧＭ：うふふふ。では、スキルの宣せん言げんをします。ムーブアクションが《ファストセット》＋《パワーブレイク》。マイナーアクションが《フェイタルブロウ》。メジャーアクションが《クロススラッシュ》。つまり、ダメージが18点上がります。それからダメージが通ると［スリップ］と［放心］を同時に与あたえます。

ヒルダ：結けつ構こう痛いたいぞ！




　二刀を抜ぬき放って独どく特とくな構かまえを取るエンザン。ただならぬ殺気が周囲に満ちていく。

　が──。




ギデオン：よし、それは《インタラプト》で潰つぶす。対象のスキルは《クロススラッシュ》ね。演えん出しゆつは、そうだな……隠かくし持もっていた小石をヤツの目を狙ねらって放ったってことで。

ＧＭ：じゃあ、エンザンは思わず目を庇って構えを解といてしまいます。

チコ：おっちゃんかっこいいっすー!!

ギデオン：はは、こいつ遅おそいから、簡かん単たんに見切れるぞ。

ＧＭ：技わざが出る前に潰されてしまいましたぁ～（しくしく）。次はチコ。

チコ：よし、いくっす。ムーブアクションは何もなし。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションでエンザンのいるエンゲージに《ウォータースピア》。当たれば［放心］っす。フェイトを命中に２点使用。まとめて５Ｄ振ふれるっす。

ＧＭ：そんなもの、クリティカルで回かい避ひすればいいだけのこと！

チコ：魔ま術じゆつ判はん定ていが＋４されて、５Ｄ＋12（ダイスを振る）。出目低いっす！　命中は29。

ＧＭ：では、クライングゴーストＣ、Ｄからやっていきましょう。こいつらは回避を３Ｄで判定できます。（ダイスを振る）Ｃ、回避失敗。Ｄ……出目悪っ、当たり。最後にエンザン……（ダイスを振る）やっぱり、６は出なかった。回避失敗。




　クライングゴーストＣ、Ｄもろともチコの魔ま法ほうの水流を浴び、思わずエンザンは「ぐっ！」と呻うめき声ごえを漏もらす。




チコ：ダメージは６Ｄ＋21。（ダイスを振る）ダイス目19で、40点っす！

ＧＭ：〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージが40点!?　……まだ生きてますがクライングゴーストＣ、Ｄがきつい。一方のエンザンは「ま、それぐらいじゃないと面白くねえ」と余よ裕ゆうの表ひよう情じようです。

チコ：む、さすがに手て強ごわそうっす。

ＧＭ：次はギデオンとリージュのどちらから動いてもかまいません。

ギデオン：じゃあ、俺から行くぞ。マイナーアクションが《フェイント》で、そちらの武ぶ器き攻撃のリアクションにマイナス１Ｄ。メジャーアクションで《ワイドアタック》。これで範囲をまとめて攻撃だ。（ダイスを振る）命中は23。

ＧＭ：エンザンは回避をマイナス１Ｄされてる時点で避さける目がない。クライングゴーストＣ、Ｄがクリティカルすれば避けられるレベル……（ダイスを振る）二体とも、失敗。

ギデオン：当たったぜ。ダメージロールの直前に《ピアシングストライク》。

チコ：それに《チェックメイト》っす！

ギデオン：《ピアシングストライク》で５Ｄになって（ダイスを振る）。ダイス目は14。

チコ：《チェックメイト》でダメージに20点上乗せっす。

ギデオン：合計58点！　旋せん風ぷうのように俺のナイフが亡ぼう霊れいとエンザンを切きり裂さく！

ＧＭ：クライングゴーストＣ、Ｄが戦闘不ふ能のうです。

ギデオン：見たか！　俺の活かつ躍やくを！（笑）

チコ：おっちゃんの後ろで、「オイラのおかげっす！」としたり顔をしてるっすよ。

ギデオン：ヒースの芽を引ひっこ抜ぬくぞ（笑）。

チコ：抜いちゃダメっす！　そもそもエンゲージ離れてるから無理っす！（笑）

ＧＭ：では次、リージュ。

リージュ：手前のクライングゴーストＡ、Ｂに魔導銃キヤリバーで攻撃。マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ファニング》。くるくる回りながら攻撃～！

ＧＭ：面白い攻撃スタイルですね（笑）。

リージュ：（ダイスを振る）命中は22！

ＧＭ：では回避を……。




　ここでＧＭはクライングゴーストＡの回避をクリティカルで成功。結果リージュがダメージを与あたえられたのはＢのみ。




ヒルダ：またクリティカルを出すしっ！（笑）

ＧＭ：出るものはしかたないじゃないですか（笑）。では、リージュが終わったのでクライングゴーストＡ、Ｂの番。まずＡがヒルダを狙ねらいます。ムーブアクションはなし、マイナーアクションもなし。メジャーアクションは《魔術攻撃：闇やみ》。魔法攻撃です。

ヒルダ：リージュには《プロテクション》の構えをしといてもらおう。

チコ：愛の連れん携けいですよ♪

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は19。生命力を吸すおうと闇の霧きりがヒルダにうぞぞ、と迫せまります。

ヒルダ：うげ。……でも、クリティカルを出せば避けられる！　（ダイスを振る）……出るわけなーいっ！（一同爆ばく笑しよう）




　続くもう一体のクライングゴーストＢもヒルダに攻撃を命中させた。しかしリージュの《プロテクション》に阻はばまれ、それぞれ６点と18点のダメージにとどまる。




ＧＭ：さすがですね。では次はヒルダの番。

ヒルダ：じゃあ、ムーブアクションで、離り脱だつしてエンザンのエンゲージへ移い動どう。メジャーアクションは《バッシュ》でエンザンに槍やりを突つき出す！

リージュ：お姉様、がんばってください！

ヒルダ：命中は３Ｄ＋10。これで大だい丈じよう夫ぶかなぁ？　フェイトは振り直しに取っておこう。さらにここで《ボルテクスアタック》！　（ダイスを振る）よし、命中は22。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗！　電光のごとき鋭さでヒルダの槍がエンザンにヒット！

ヒルダ：では、ダメージ。（ダイスを振る）おおっ！　いい出目。ダメージは99点！

ＧＭ：うわ、かなり痛い!?　「……姉ちゃん、やるじゃねえか」とエンザンは笑います。

ヒルダ：これで、全員行動済ずみか。

ＧＭ：では、エンザンが《二回行動》を宣言。未行動の状じよう態たいになります。

ヒルダ：やはり、ただでやられるようなヤツではないな！

ＧＭ：ヒルダに対し、ムーブアクションで《ファストセット》＋《パワーブレイク》、マイナーアクションで《フェイタルブロウ》、メジャーアクションで《クロススラッシュ》を使い、攻撃を仕し掛かけます。命中一発目は（ダイスを振る）……18です。

ヒルダ：（ダイスを振る）さすがに避けられない。

ＧＭ：ダメージロールが８Ｄ＋32。さらに《スラッシュブロウ》でダメージに＋６Ｄ。

ヒルダ：ええー、そこまでする？

ＧＭ：します。（ダイスを振る）ダイス目がいい。14Ｄで出目は50。計82点の物理ダメージ！




　猛もう禽きんのような勢いきおいで、エンザンの右の刀が横よこ薙なぎにヒルダに迫せまる──。




リージュ：じゃあ《プロテクション》！　（ダイスを振る）21点軽けい減げん！

ヒルダ：私も《ウェポンガード》を宣言します。合計28点喰らって、残り【ＨＰ】17。

リージュ：お姉様、大だい丈じよう夫ぶですか!?

ヒルダ：ま、まだなんとか……。だが、次の攻撃が耐たえられるか!?

ＧＭ：ではその二回目の攻撃！　エンザンの左の刀がやや遅おくれたタイミングで上から下に斬きり下ろされます！（ダイスを振る）今度の命中は16。

ヒルダ：（かなり焦あせって）ひぃいぃぃ──っ！　無理無理無理無理無理無理無理無理！（笑）　私、回避３だ。（ダイスを振る）駄だ目め、12で回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）今度は59点ダメージ。

ヒルダ：マズイ。……このままじゃ戦闘不能になる。

リージュ：《アフェクション》を使用。ダメージを０にします。

ヒルダ：ありがとう！

リージュ：《アフェクション》の演出は、目隠しのまま宙ちゆう返がえりをして、感覚だけでエンザンの刀に弾だん丸がんを五発撃うち込こみ、お姉様に当たりそうな刀を無理矢理そらす！　という感じで。

チコ：リージュ姉ちゃんが舞まったっす───!?（一同笑）




　さらにリージュは、エンザンの攻撃が終わったあとのイニシアチブプロセスで《クイックヒール》を使用。ヒルダの【ＨＰ】を27点分回かい復ふくした。




ヒルダ：【ＨＰ】が44点まで回復。リージュに助けられたな。

ＧＭ：お次は、最後のイニシアチブプロセスです。……特に宣言がなければ、クリンナッププロセスに。クライングゴーストＡ、Ｂがスキルを使います。

ギデオン：おっ、クリンナッププロセスでなんかしてくるのか？

ＧＭ：クリンナッププロセスで、クライングゴーストＡ、Ｂが《泣なき叫さけぶ》というオリジナルエネミースキルを使います。射しや程ていは20メートルで、単体に攻撃できます。クライングゴーストＡ、Ｂは二体とも、リージュに攻撃します。

リージュ：まず神官から倒たおすってことですね！

ＧＭ：リージュに対して、10点の【ＨＰ】ロスと【ＭＰ】ロスを与えます。

リージュ：……え、回避できないんですか？

ＧＭ：はい、避けられません。耳をふさいでも防ふせげない、心と体を消しよう耗もうさせる叫び声がリージュを襲おそいます！

ヒルダ：ダメージロールもないから軽減も効きかない！　そして、まず神官からというセオリーどおり。くっ、なんてタチの悪い悪あく霊りようなんだっ！

リージュ：あたし、【ＨＰ】と【ＭＰ】が20点ずつ減へっちゃいました！（笑）

ＧＭ：では、第一ラウンドが終了となります。




●第二ラウンド

行動値

エンザン　　　　　　　　　24

チコ　　　　　　　　　　　14

リージュ　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　12

クライングゴーストＡＢ　　10

ヒルダ　　　　　　　　　　６
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ＧＭ：第二ラウンドにいきます。セットアッププロセス。こちらは特にありません。

ギデオン：……俺は《ランナップ》で移動。残ってるクライングゴーストを潰つぶす。

ＧＭ：ギデオンがクライングゴーストＡ、Ｂのエンゲージに突つっ込こみました。他にセットアッププロセスですることがなければイニシアチブプロセスです。まずはエンザンから。ヒルダに攻撃します。

ギデオン：ヒルダ、信しん頼らいしてるぜー。

ヒルダ：調子のいいヤツめ（笑）。

ＧＭ：ムーブアクションで《ファストセット》《パワーブレイク》を使い、マイナーアクションで《フェイタルブロウ》、メジャーアクションで《クロススラッシュ》。連続斬ぎり！　命中判定は３Ｄ＋12。（ダイスを振る）おや、クリティカルしました（笑）。

一同：ええ～っ!?

ギデオン：イヤなタイミングでクリティカル出すなぁ！（笑）

ヒルダ：藤井さん！　そういうのよくないと思う！　正直、困こまるし！

ＧＭ：ＰＣを苦く境きように追おい込こむのがＧＭのお仕事で～す～♪

チコ：黒い！　ＧＭの心に闇が見えるっす！

ＧＭ：おほほほ。クリティカルを避さけたいなら、クリティカルで回避すればよいのです（笑）。

一同：うっわぁ──っ！（一同爆笑）

ヒルダ：やってやる！　（ダイスを振る）出目は１と３だから回避失敗。やっぱ無理！（笑）

ＧＭ：ダメージで振るダイスは10Ｄ＋14です。

ヒルダ：なんやそれぇ～、意味分からへんわもう～（←素す）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは64点。エンザンの一いち撃げきでヒルダの肩かた口ぐちから血がしぶく！

ヒルダ：う～っ。まだ現げん状じようでは生きてるけど……ダメージを受けて、残り【ＨＰ】７。

ＧＭ：では二回目いきます。（ダイスを振る）命中判定は23。

ヒルダ：（ダイスを振る）クリティカルなんて出ない……。回避失敗で、ダメージをくれ。

ＧＭ：《グランススラッシュ》を使います。ダメージを〈無〉属性魔法ダメージに変へん更こう。シーン１回。（ダイスを振る）今度は出目が偏かたよったなー。61点魔法ダメージ。

リージュ：《プロテクション》で（ダイスを振る）22点軽減。

ヒルダ：それでも、このままだと死ぬ。みんな、《蘇そ生せい》を使いたいんだが、いいか？

一同：どうぞ～。

ヒルダ：じゃあ《蘇生》。【ＨＰ】の残りが46点で生きてる。あー、死ぬかと思った（笑）。

ＧＭ：次は、チコのメインプロセスになります。

チコ：では、エンザンを対象に《リゼントメント》をのせた《ウォータースピア》っす。フェイトも１点入れて、４Ｄで（ダイスを振る）……って、ちょっとぉ！

ＧＭ：ダイス目が１・１・１・４（一同笑）。

チコ：フェイトで振り直し！　（ダイスを振る）さっきよりよくなったっす。命中は25。

ＧＭ：……エンザンは、《ディフレクション》＋《リフレクション》を使用。命中判定で成功すると、魔法をチコに跳はね返かえします。

チコ：ちょっ!?

ＧＭ：命中判定でリアクションできるスキルなので、こっちは３Ｄで判定。（ダイスを振る）出目は14。達成値は26で対決に勝利！　エンザンは、魔法攻撃をチコへ打ち返します。

チコ：何ですと～!?




　チコの放った魔法の水流がエンザンに当たるかと思えた瞬しゆん間かん。

　エンザンの刀が煌きらめく。音速を超こえた一いつ閃せんが真しん空くう破はを生み出し、水の槍やりを逆ぎやく方ほう向こうへと押おし戻もどしていく──。




チコ：刀で水を跳はね返かえすとかむちゃくちゃっす！（笑）

ＧＭ：ダメージを計算して、チコ自身へ適てき応おうしてください。

チコ：はーい。しかし、《リゼントメント》のダメージだけでオイラは二回くらい死ねるっす。（ダイスを振る）91点のダメージ。43点オーバーで、ぶっ飛ばされるっす……。

リージュ：ごめんなさい、どうすることもできないです。

チコ：では、戦闘不能っす。オイラも……まだまだ駄目っ……すね、パタン。

ヒルダ：チコおお！　くっ、えぐいことをする！

ＧＭ：「そのガキの苦く悶もんの顔はイイ感じだぜぇ。だが、もっと斬きらせてくれよぉ」と、挑発するように、二刀を持て遊びながらエンザンは言い放ちます。

リージュ：ひ、ひどい！　思わず目隠しを外してエンザンを睨みます！

ヒルダ：貴様──許ゆるさん！

ＧＭ：「許さなけりゃ、どうしてくれるってんだぁ？」エンザンは残ざん忍にんな笑みで言います。では【行動値】12のリージュのメインプロセスです。

リージュ：はい、チコちゃんのエンゲージに移動して、《ファーストエイド》。難なん易い度ど10の【器用】判定に成功すると戦闘不能を回復できます。（ダイスを振る）成功です。

チコ：ありがとうっす～。ホント死ぬかと思ったっす～。

ヒルダ：いや、実じつ際さい死にかけたし！（笑）

ギデオン：では俺だな。マイナーアクションが《フェイント》、メジャーアクションは《ワイドアタック》で、クライングゴーストＡ、Ｂのエンゲージを攻撃だ。13＋３Ｄ。そっちのリアクションはマイナス１Ｄな。（ダイスを振る）よしよし、命中は25だ。

ＧＭ：クリティカル以外は避けられない。（ダイスを振る）どっちとも回避失敗。

ギデオン：ダメージロールは24＋２Ｄ。チコ、支し援えん頼たのむ。

チコ：了解！　そこで《チェックメイト》っす。




　チコの支援を受けたギデオンは、ベテランのシーフらしく、無む駄だのない動きで二体のクライングゴーストＡ、Ｂを次々と戦闘不能にしていった。




ヒルダ：おおー、ギデオンやった！

ギデオン：伊達だてに四〇年間もくすぶってたわけじゃないぜ。

ＧＭ：……くすぶり方の年季が違ちがいますね。

ギデオン：ふっ、ほめられた！（笑）

チコ：おっちゃん、それほめてないっすから！（笑）

ヒルダ：残りはエンザンのみ。あとは任まかせろ！　ムーブアクションで［スリップ］を解かい除じよして、マイナーアクションで《コネクトフォース》二回目。メジャーアクションで《バッシュ》。命中にフェイト２点使用！　（ダイスを振る）命中は24！

ＧＭ：回避！　（ダイスを振る）……失敗。

ヒルダ：ダメージにフェイト３点！　（ダイスを振る）よし、63点ダメージ。

ＧＭ：まだ生きてます。ヒルダの行動が終わり、エンザンが《二回行動》を宣言。エンザンのメインプロセスになります。マイナーアクションが《アニマルパクト》、メジャーアクションが《ファミリアアタック》！　効こう果かは視し界かいの場面（選せん択たく）に特とく殊しゆ攻撃。命中は３Ｄ＋９。

ヒルダ：ええ[image: ][image: ][image: ]!?

ギデオン：なんでそんなスキル持ってんだ？

ＧＭ：殺害した人々の魂たましいを、エンザンはファミリアとして飼かい慣ならしているという演えん出しゆつです。エンザンが刀をみなさんに向けると、召しよう喚かんされた怨霊がみなさんに殺さつ到とうします！

ギデオン：なるほど。まさに怨霊使いなワケか。

ＧＭ：対象はＰＣ全員。（ダイスを振る）低っ！　命中は13。

ギデオン：13？　フェイト１点使えば余裕だな。（ダイスを振る）ほら、楽勝。

ヒルダ：（ダイスを振る）11だから当たったー。

リージュ：（ダイスを振る）19で避け。

チコ：（ダイスを振る）12で当たり。オイラ死んじゃうよ。

ヒルダ：ダメージが直ちよく抜ぬけだから、私もこのままだとヤバイかも。

ＧＭ：ダメージロールは７Ｄ＋20の貫かん通つうダメージ。（ダイスを振る）43点の貫通ダメージ。

ヒルダ：これは無理だ。何もなければ戦闘不能だ。

チコ：オイラもっす。

リージュ：うーん、両方は助けられないです。……（しばらく考えて）。お姉様が倒たおれると、あたしたち勝てなさそうですね。

ギデオン：だな。

リージュ：お姉様に《プロテクション》を。（ダイスを振る）25点軽減。

ヒルダ：じゃあ18点くらって【ＨＰ】の残りが16点。なんとか耐たえた。すまん、チコ。

ＧＭ：では、チコが戦闘不能。怨霊に生命力を奪うばわれて、意い識しきを失ってしまいます。

チコ：リージュお姉ちゃん、さっき助けてくれたのにごめん～っ！　またしてもぱたり。

ＧＭ：「くへへへっ！　おいクソガキ、ちょっと寝ねてろ。後で念いりに刀でトドメさしてやるからよぉ」

ヒルダ：貴様っ!!　この下げ種すがっ!!

ＧＭ：「おう、お前も一いつ緒しよに斬きってやるから、慌あわてるな」では、次のラウンドです。




●第三ラウンド

行動値

エンザン　　　　　　　　　24

リージュ　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　12

ヒルダ　　　　　　　　　　６
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ＧＭ：では三ラウンド目のセットアッププロセス。

ギデオン：《ランナップ》で前に出よう。

ＧＭ：他はありませんね？　では、イニシアチブプロセス。まずはエンザンのメインプロセスからです。ムーブアクションで《ファストセット》＋《パワーブレイク》、マイナーアクションで《フェイタルブロウ》、メジャーアクションで《クロススラッシュ》＋《バッシュ》。とりあえず一発目はヒルダを狙います。

ヒルダ：だよなあ、当たると戦闘不能になるから。

ＧＭ：エンザンは「そろそろ仕上げだな」と二刀を閃ひらめかせます。（ダイスを振る）命中は18。

ヒルダ：２Ｄで15出せばいいって話だね。（ダイスを振る）うわ、低い。（ダイスに向かって）お前、もっといい目を出せよ（笑）。

ＧＭ：ダメージ出します。（ダイスを振る）61点の物理ダメージ。

ヒルダ：まず《ウェポンガード》を宣言。えっと、６点以上軽減欲ほしい。

リージュ：任まかせてください。《プロテクション》（ダイスを振る）21点軽減。安定しますね。

ヒルダ：ありがとう。全部防ふせいだんでダメージなし。

ＧＭ：「次は《プロテクション》の援えん護ごもなかろう？」とヒルダにエンザンの二撃目がいきます。（ダイスを振る）出目は11なので、命中は23です。

ヒルダ：（ダイスを振る）うおっ、くらいました。

ギデオン：俺が行動を放ほう棄きしてカバーしよう。ヒルダが攻撃した方がダメージがでかいしな。

ヒルダ：ギ、ギデオン！




　エンザンの刃やいばがヒルダを捉とらえたかに見えたその時。ヒルダの視界を大きな背せ中なかがふさぐ。

　ギデオンがヒルダの前に割わって入り、迫せまる刀をその身をさらして受けとめたのだ。




ＧＭ：（ダイスを振る）59点のダメージ。

ギデオン：がはっと血を吐はいて言う。「あとは任せたぞ、ヒルダ！」

ヒルダ：エンザンめ！　ギデオンまで……。

リージュ：え？　……おじさま、まだ生きてますよね。

ギデオン：血を吐かないと格かつ好こうつかないだろ（笑）。えっと、【ＨＰ】の残りは13点。

ヒルダ：……お前な。

ギデオン：…………な、何？

ヒルダ：余よ裕ゆうあるくせに、変な演出入れて心配させるなぁぁぁぁ──っ！（一同爆笑）

ギデオン：す、すんませーん（笑）。

ＧＭ：ではリージュのメインプロセスになります。

リージュ：では、攻撃させていただきます。その前に《祝福》使ってもらっていいですか。

ヒルダ：ああ、いいよ。そういえば、さっきＭＰロスを受けていたな。

リージュ：ええ。さて、【ＭＰ】が全ぜん快かいしたところで、マイナーアクションで《デスターゲット》。メジャーアクションで攻撃。フェイトを１点使います。（ダイスを振る）22で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）４なんで回避失敗。

リージュ：ダメージにはフェイト３点突っ込みます。（ダイスを振る）おおっ！　出目、高い！　ダメージは49点です。

ＧＭ：では、《ガーディアン》を切ります。これでダメージは０。

リージュ：残念。でも、エンザンも【ＨＰ】が少なくなってきたってことですよ。

ギデオン：ヒルダ、がんばってエンザンを落とすんだ！

ヒルダ：了解。エンザンに攻撃だ。マイナーアクションで《コネクトフォース》。これで三段だん階かい目めに突入だ。

ＧＭ：最終段階まで来ましたね。攻こう防ぼう共に極まった感じ。

ヒルダ：これで【物理防御力】41点だから、嬉しい（笑）。メジャーアクションで《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は20！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ヒルダ：これで決める！　（ダイスを振る）52点の物理ダメージ！




　決着をつけるべくヒルダは大地を蹴けった。

　エンザンに狙いを定め、全身を躍やく動どうさせて生み出した力を、愛あい槍そうの穂ほ先さきに集中する。

　そして、渾こん身しんの突つきがエンザンを貫つらぬいた──。

　──かに見えたのだが。




ＧＭ：……まだ、生きてます。

ヒルダ：なん……だと!?　マズいぞ？　こいつ、次で動いてくるだろ？

ＧＭ：そうです。いきますよ。《二回行動》で、即そく座ざに行動します。

一同：ちょっと待てぇ──っ!?

ＧＭ：待ちません（笑）。「姉ちゃん、いい腕うでしてんじゃねぇか。だが……これで終わりだ」

ヒルダ：こ、こい！




　残り【ＨＰ】わずかのヒルダをエンザンの二刀が攻せめたてる。

　リージュも必死に《プロテクション》を張はってヒルダを援護したが、その結果は──。




ヒルダ：それは24点オーバーだ。パタリと倒れて戦闘不能。くそっ！

ギデオン：戦闘不能がふたり……か。俺の【ＨＰ】も少ないし。

チコ：マズイっすねぇ～。特に壁かべ役やくのヒルダお姉ちゃんが倒れたのは……。

ヒルダ：すまない……。

リージュ：……お姉様。

ヒルダ：ん？

リージュ：あたし、まだ、みんなと旅を続けたい。

一同：…………。

リージュ：そのためにも絶ぜつ対たいにこの戦い……勝ちます！　だから、ご安心を。

ヒルダ：ああ！

チコ＆ギデオン：頑がん張ばれ、リージュ！

リージュ：はいっ！




　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状じよう況きようで、一行は少女の決意にすべてを懸かけた──。




●第四ラウンド

行動値

エンザン　　　　　　　　　24

リージュ　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　12
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ＧＭ：では、第四ラウンドのセットアッププロセスになります。特にスキルの使用がなければ、イニシアチブプロセスになり、まずはエンザンのメインプロセスがやってきます。目の前にいるギデオンに攻撃を仕し掛かけます。

ギデオン：おっと。お前の腕で俺に触さわれるかな？

ＧＭ：「戯ざれ言ごとを！　切きり刻きざまれてから、後こう悔かいしやがれ！」




　もともとギデオンの回かい避ひ能のう力りよくは高い。その特とく性せいを活いかし、惜おしげもなくフェイトを投入することで、エンザンの二回の攻撃をかわしきってしまった。




一同：わあ──！　素す晴ばらしいー！

チコ：おっちゃんが、眩まぶしいっす！（笑）

ギデオン：どうよ？（笑）　でも正直言うと、次はもうやばい（笑）。

ＧＭ：「けっ、往おう生じよう際ぎわの悪い」じゃあ、次の行動はギデオンまたはリージュですね。

ギデオン：ここは先にやるかな。俺に任せておきなって。

チコ：おっちゃん頑張って！

ギデオン：ムーブアクションで［スリップ］を解除。マイナーアクションで《フェイント》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。命中が３Ｄ＋13（ダイスを振る）。うわっ、ひっくい！　17じゃ避けられそうなんで、振り直し……今度は19。

ＧＭ：（ダイスを振る）駄目、回避失敗。

ギデオン：そこに《ピアシングストライク》。５Ｄ＋24になる。残りフェイト１点、使ってしまおう。いくぜ！　（ダイスを振る）よし、40点だ！

ＧＭ：22点抜け。エンザンは「けっ、まだ死ねるかよ？」ぺっと血を吐はきながら笑います。

ギデオン：あきれたタフさだな。ふっ、だがお前を倒すのは俺じゃない。

ＧＭ：「なに？　フ、やせ我が慢まんはよせ。この状況で、誰がオレを倒たおせると……」

リージュ：あたしが──




「──あたしがやります！」




一同：リージュさん来たぁ──っ!!

リージュ：ここであたしがやらなきゃ、ヒルダお姉様も、チコちゃんも、おじさまも、みんなあなたに殺されます。それだけは絶対許ゆるせないんです！

ＧＭ：「お前のような小こ娘むすめに、何ができる!?」

リージュ：できるできないじゃない！　殺やるんです！　マイナーアクションで《デスターゲット》を使用。どうか当たって！　（ダイスを振る）命中は19。

ＧＭ：回避は、クリティカルのみ。（ダイスを振る）４ゾロで回避失敗。命中しました。

リージュ：いっけぇー！　フェイト１点使って……。（ダイスを振る）ダメージは43点。
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　リージュは魔導銃キヤリバーの狙いをエンザンに定め──

　引き金に添そえた指先に力を込こめた。

　その姿すがたはまるで、祈いのりを捧ささげる天使のごとく。

　まっすぐに進む銃じゆう弾だんは、切なる願いを表わすがごとく。

　極きよく限げんの集中による正せい確かくな照しよう準じゆんが、エンザンの急所を貫いた。




ＧＭ：……これ以上は耐えられません。エンザンは「まだまだ、斬りたりなかったぜ……」と呟つぶやいて、戦闘不能になります。

一同：わぁぁぁぁぁ──っ!!（一同笑）

リージュ：よ、よかったぁ～っ！

ヒルダ：やったな！　リージュ。

チコ：リージュお姉ちゃん、さすがっす。あとは手当てをよろしくっす！（←戦闘不能中）

ヒルダ：そ、そうですね！（笑）

ＧＭ：ここで戦闘終了。クライマックスフェイズも終了になります。

一同：はーい。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆これから踏ふみ出だす一歩のために




　崩ほう壊かいしてしまったエストネル、倒れた襲しゆう撃げき者しや───。

　これからどうするべきなのか、その答えすら見つかりそうもない。

　時代はどう動き、そして自分たちはどう生きるのか？




ＧＭ：では、エンディングです。なんとかバルムンクのエンザンを下し、エストネルを脱だつ出しゆつできました。ただし、今後のことは第四話まで保ほ留りゆうにしましょう（笑）。

チコ：はーい。

ヒルダ：振ふり返かえれば、災さい厄やくに見み舞まわれたエストネルの大地。今後、時代はどう動くのか……。

リージュ：お姉様……。

ヒルダ：お義父とう様、私たちはこれからどうすればいいのでしょうか？

チコ：オイラは〝偉い大だいなるヒース〟エリカお爺じいちゃんのことを思い出すっす。「これからどうしたらいいっすか？　そして、ヒースはどこに根付かせればいいっすかね……」

リージュ：生きましょう！

ヒルダ：生きる？　ヒューバードに言われたから？

リージュ：それもあります。でも、今回の出来事で思ったんですが、ヒルダお姉様やチコちゃん、おじさまが死ぬかもって思ったら、とてもたまらなくなって。だから──。




「──みんなと一いつ緒しよに生きていこう、って思ったんです」




リージュ：これが、あたしが見つけた生きる目標なんです。

ヒルダ：……もしかしたら、私たちのなかで一番リージュが強い心を持っているのかもな。

チコ：おろおろしてた自分が恥ずかしいっす！

ギデオン：〝生きる〟か……。この大陸の将しよう来らいを考えたらそれ自体が困こん難なんな話だがな。

一同：…………。

ギデオン：だが、チャンスでもある。

ヒルダ：チャンス？

ギデオン：エストネルが崩壊、フェリタニアも無む傷きずではすまないだろう。だとしたら……。

チコ：成り上がるチャンスって事っすね！

ヒルダ：どうしたんだギデオン。なんでそんなまともな事を！

ギデオン：はん！　燻くすぶっていた俺の野心に火が付いたのさ。新しい時代が来るぜぇ！

リージュ：おじさまの俗ぞく物ぶつっぷりがステキです♪

チコ：とりあえずは先を急ぐっす！　人里にたどり着かないとご飯が食べられないっす。

ヒルダ：……チコの言うとおりだ。先に進もう。

一同：おーっ！

ＧＭ：それではこれで、第三話『再さい会かい★サプライズ』終了です。お疲つかれ様さまでしたー！

一同：お疲れ様でしたー！（拍はく手しゆ）




　リージュの謎なぞがひとつ解とけたものの、新しい謎と難なん題だいが残った。

　大陸を統すべていた秩ちつ序じよは失われ、これまで存そん在ざいしなかったはずの妖よう魔またちが解とき放はなたれた。

　崩壊した秩序の先になにが待つのか。

　今、その答えを持つ者はいない。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第三話「再会★サプライズ」

─ＦＩＮ─
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆ドヤ顔★プレリュード




「いやぁ、格かつ好こいいですねぇ」

「パラパラ見ただけでも面白そうなのが分かりますねえ」

「ふごおおおおおお!!　いいなぁー！　いいなぁ!!」




　その日、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．事じ務む所しよでは『ゲッタウェイ』第四話の収しゆう録ろくに集まった四人の女じよ性せいたち──渋しぶ沢さわ、緑りよく谷や、大おお竹たけ、そしてＧＭの藤ふじ井い──の歓かん声せいが巻まき起おこっていました。

　なぜかというと……。




渋沢：献けん本ぽんをいただきましたあああっ！




　と言いながら両手で本を掲かかげる渋沢さん。それは現げん在ざい富ふ士じ見み書しよ房ぼうドラゴンブックから大だい好こう評ひよう発売中の『ダブルクロス　The 3rd Edition　リプレイ・デイズ①若わか君ぎみ†覚かく醒せい』です。

　ちょうど収録前日Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に献本が届とどき、渋沢さんにそれが渡わたされたのでした。

　そして、私わたしたちはその本を見ながら、歓声をあげていた、というわけです。




緑谷：ふごおおおおおお!!　あ、あたしの超ちよう★好みのキャラがいるううう!!

渋沢：緑谷さんの好み？　……ああ、斗と月げつ兄ちゃんですか。

緑谷：そうですよ！　このお兄ちゃんですよ!!　こういう体格ガタイのいい兄あんちゃんキャラ大好きなんですよぉぉぉ!!




　藤堂斗月とうどう・とげつは、『ダブルクロス』のデザイナーである矢野俊策やの・しゆんさくさんが演えんじるＰＣで、渋沢さんのＰＣである藤堂凜々花とうどう・りりかの兄にあたるキャラクターなのです。




緑谷：いいなあ！　いいなあ！　いいなあ！

渋沢：いいでしょう？　……あたしのお兄ちゃんやでっ!!（←満面の笑みで）

一同：すげぇドヤ顔だっ!!（爆ばく笑しよう）

菊きく池ち：……ところでさあ、君たち。

一同：はい？

菊池：そろそろ『ゲッタウェイ』の収録を始めない？

一同：あ……。

ＧＭ：えー。それでは、今回予告と参りましょう。

一同：はーい！




●今回予告とハンドアウト

　帝てい紀き八一四年一〇月。

　荒こう野やと化したエストネル王国の首都エル・ウィン・フリットから逃にげ出だしたゲッタウェイのメンバーたちは北上し、メルトランド王国の小都市ビルベリへとたどり着く。

　だが、都市の門は閉とざされ、逃にげ延のびてきた難なん民みんたちが郊こう外がいで途と方ほうにくれていた。

　問題を抱かかえるビルベリを、ゲッタウェイのメンバーたちは救うことができるか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第四話「逆ぎやつ境きよう★ワンダラーズ」




　───竜りゆうの石は散ちり、新たなる戦せん乱らんの時代へ。




菊池：逆境★ワンダフルッ!?

一同：ワンダラーズだっ!!（爆笑）

緑谷：いったい、どんな空そら耳みみっすか!?（笑）

菊池：す、すまん！　つい（笑）。

渋沢：〝放浪者（ワンダラーズ）〟ならまだしも、〝素晴らしい逆境〟なんて、シャレになってない！（笑）　にしても、ビルベリって都市の名前は聞いたことがないなあ。

ＧＭ：今回のシナリオ用に設せつ定ていした都市ですから。……続いて、ハンドアウトを配はい付ふします。




▼ヒルダ用ハンドアウト

コネクション：ヴィクトリオ・オラーノ　　　関係：疑ぎ惑わく

　昔、義ぎ父ふであるゴーダ伯はくから、ビルベリ伯ヴィクトリオは名君であると聞かされていた。

　しかし、現げん実じつに目にしたビルベリは、無む慈じ悲ひな政せい策さくが行なわれ、人々は苦しんでいた。

　いったい、何があったのだろうか？




渋沢：お義父とう様の知人ですか？　男だん性せい？　女性？

ＧＭ：男性です。知人でもあり、昔やり合ったこともある相手です。

渋沢：ゴーダ伯はグラスウェルズ人、ヴィクトリオはメルトランド人だから、両国間で小こ競ぜり合いをした時、敵てき方がたの大たい将しようだったとか？

ＧＭ：そんな感じです。

菊池：ゴーダ伯が実力を認みとめた人物なら、民を苦しませるような真似まねはしないはず！　ほら、グラスウェルズのアンソンとかね？

渋沢：だから、何故なぜそこまでアンソンをかばうの!?（笑）




▼リージュ用ハンドアウト

コネクション：アナリタ・コンテ　　　関係：懐かい旧きゆう

　ビルベリの町の外で出会ったアナリタは、とても優やさしく、包ほう容よう力りよくのある女性で、何となく懐なつかしい気持ちを呼よび起おこさせた。

　もし、自分に母親がいたなら、こんな人物だったかもしれない。

　そんなアナリタが、困こまっているようだ。何とかして助けてあげられないだろうか？




大竹：母親みたいな女性ですか～。ヒルダお姉様みたいな感じ？

緑谷：ヒルダはパーティのお母さん役っすからね。

菊池：主しゆ婦ふの風ふう格かくがあるよな。

渋沢：ま、待て！　ヒルダはまだ二〇歳はたちだぞ！（笑）




▼チコ用ハンドアウト

コネクション：エリカ　　　関係：自身

　祖そ国こくメルトランドの地を久ひさ々びさに踏ふんだ日の夜、夢ゆめの中にエリカが現あらわれた。

　小都市ビルベリが窮きゆう地ちに立たされているので、救ってやってほしい、とエリカは言う。

　どうやら、それができるのはキミしかいないようなのだ──。




緑谷：つまり、オイラはビルベリの救世主になればいいってことっすね！

ＧＭ：ずいぶんと張はり切きってますね？

緑谷：前ぜん巻かんで「神様になれるんじゃないか？」と予言されましたからね。都市ひとつくらい救わないと！（笑）

渋沢：ま、やる気があるのはいいことだよ、たぶん（笑）。




▼ギデオン用ハンドアウト

コネクション：アルディオン大陸　　　関係：野望

　アルディオン大陸のシステムを統とう括かつしていたエストネルは崩ほう壊かいした。

　旧きゆう体たい制せいが崩くずれた今こそ、この大陸でひと旗あげる時だろう。

　今までくすぶっていた分を取り返すことができる絶ぜつ好こうのチャンスに、胸むねが高鳴った。




菊池：チャンス到とう来らいか。よし、明日から頑がん張ばろう！

一同：また明日から!?（一同爆笑）

緑谷：それは頑張らないフラグっす！（笑）

渋沢：やる気があるなら、すぐにでも始めろーっ！（笑）

菊池：（超ちよう棒ぼう読よみ口調で）はっはっは。冷静になって自分を見つめ直した結果。ことは慎しん重ちように運ぶべきだ、という結けつ論ろんが出たまでのこと（笑）。

緑谷：ぎ、ギデオンから駄だ目めな臭においしかしない！（笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、前回のおさらいと、現げん状じようの確かく認にんをしましょうか。

緑谷：詳くわしいことは分からないけど、エストネルが崩壊したっす！

渋沢：そうだな。そして、妖よう魔まがあちこちで出しゆつ現げんしたようだ。

大竹：そして、世界平和研究所で優しくしてくれていた、お兄様と再さい会かいしました！

菊池：リージュの言う「お兄様」は、ヒューバードだったんだよな……。

大竹：その後、あたしたちはエストネルから脱だつ出しゆつしたんですよね。

ＧＭ：おおむねそんな感じですね、ありがとうございます（笑）。

渋沢：今回予告を見るに、私たちはアヴェルシア経けい由ゆでメルトランドに逃げたようだが？

ＧＭ：はい。道みち筋すじはそんな感じです。

緑谷：その旅路の途と中ちゆうで、エストネル崩壊の噂うわさを聞いたりしたんですかね？

ＧＭ：現げん時じ点てんでの噂は「エストネルで大だい事じ件けんが起きたらしい。近づかない方が良い」という、あやふやな情じよう報ほうばかりですが。

菊池：上じよう層そう部ぶは情報を持ってそうだが、民みん衆しゆうに伝わるのはもっと後あとになるだろうからな。

渋沢：妖魔の出現は、うかつに流すと大陸中がパニックになりかねない情報だ。この大陸では妖魔は存そん在ざいしないことになっていたからな。情報統とう制せいが行なわれていても驚おどろかない。

ＧＭ：それから、エストネルと接せつする各国の国こつ境きよう地帯のあちこちで、妖魔が出しゆつ没ぼつしていとの噂が出回っています。妖魔に関しては、前回みなさんご覧らんになりましたよね。そしてエストネルや周辺国で妖魔の出現により住んでいた土地を追われた人々も出ているようです。

緑谷：難民ですか……。

渋沢：妖魔という未知の脅きよう威いに、民衆も逃げるしかないのだろう。

緑谷：もしかして、メルトランドって、エストネルやアヴェルシアから逃げてきた人たちの受け皿になってたりするんですか？

ＧＭ：はい。また、チコが家を出た頃ころにくらべて、明らかに治安が悪くなっています。

緑谷：治安悪化？

ＧＭ：フェリタニア合がつ衆しゆう国こく大だい統とう領りようピアニィら、各国中ちゆう枢すうの要人が数名行方ゆくえ不明になっているのがその原げん因いんですね。
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渋沢：えっ!?　ピアニィが行方不明になったの!?

菊池：『無印』シリーズのＧＭとして答えるけど、これは本当。

渋沢：そ、そうなのか……強大な統とう治ち者しやが突とつ如じよいなくなれば、そりゃあ周りも混こん乱らんするな。

ＧＭ：なお現状では、アヴェルシア国王ウィルフレッドとメルトランド女王スリスが無事帰き還かんしたことが確認されています。それ以外の国王に関する情報は錯さく綜そうしていて不明です。




ウィルフレッド・アヴェルシア

　竜りゆう輝き石せき戦争の後に即そく位いしたアヴェルシアの少年王。故こ国こくの再さい建けんに尽じん力りよくする。ピアニィの従兄弟いとこにあたる。『アクロス』のＰＣエルザが後見役をつとめている。




スリス・ロイドス

　メルトランド女王をつとめる八歳さいの少女。グラスウェルズの侵しん攻こうの前に一時は国を失ったが、ピアニィの助けを得て女王に復ふつ帰きした。かつては、聖せいなるヒースの声を聞く巫女みことしての力を持っていた。




渋沢：ピアニィだけじゃなく、レイウォール女王ステラ、グラスウェルズ国王フィリップ、ゴルフォード国王ドワーディン、そして、エストネル国王エル・ウォーデンが行方不明か。

緑谷：七大国のうち、半数以上が国王不在ですね。混乱も治安悪化も致いたし方かたないって感じです……。

菊池：現げん代だい社会と違ちがって、足取りを確かく認にんする確たしかな手しゆ段だんはないからなぁ。たとえこのタイミングでフィリップが帰国できていたとしても、我われ々われがその情報を掴つかむ手段がない。

渋沢：ウィルフレッドとスリスの情報が得られただけマシなのか……。

緑谷：そうっすね……。

渋沢：心が痛いたむな。我々は前回エストネルから逃げる避ひ難なん民みんを見ているからな。他人事には思えない。

大竹：……（複ふく雑ざつそうな顔）。

菊池：だが、これが現状だ。認みとめざるを得ない。

渋沢：そう、だな。

ＧＭ：では、おさらいと現状確認はこれくらいにして、ＰＣの成長報ほう告こくに移うつりましょう。




●ＰＣの成長




▼ヒルデガルド・ゴーダ（６レベル）の場合

渋沢（以下、ヒルダ）：６レベルになりましたっ！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：前回から１レベル上がっただけなのですが、みなさん、盛もり上あがってますね（笑）。

ヒルダ：１レベルでも嬉うれしい！（笑）　新しん規きの取得スキルは、《カバーリング》の射しや程ていを20メートル延のばせる《カバームーブ》、ダメージロール直前に武ぶ器き攻こう撃げきのダメージを２Ｄ上じよう昇しようさせる《スラッシュブロウ》。武器攻撃のダメージを１Ｄ上げる《レイザーシャープ》。

大竹：攻撃、強くなりましたね～！

緑谷：《カバームーブ》で遠くの味方も守れるようになって、戦せん術じゆつの幅はばが広がったっす！

ＧＭ：一いつ般ぱんスキルは何を取得しましたか？

ヒルダ：《トレーニング：筋きん力りよく》を取得。【筋力】が増ふえたぞ。

大竹：ヒルダお姉様がどんどん逞たくましくなっていきますね～♪

ヒルダ：うん（笑）。装そう備びだが、頭部防ぼう具ぐが天てん魔まの兜かぶとに変わった。

大竹：天魔の兜ってことは、ヒルダお姉様はアイテムの効こう果かで、エンゲージを封ふう鎖さできるようになったんですね！

ヒルダ：うん。それに、防ぼう御ぎよ力りよくも地味に上昇したぞ。




▼チコ・Ｈ・ワトソニー（６レベル）の場合

緑谷（以下、チコ）：チコっす！　６レベルになったっすよ！　【幸運】が３になったので、フェイトの使用上じよう限げんが３になったっす～！

ヒルダ：ここぞという時につぎ込めるフェイトの量が増えたな。

チコ：そうっす！　スキルは《ウォーターマスター》を５レベルに上昇。《エンチャントウェポン：地》を取得したので、武器攻撃の属ぞく性せいを〈地〉に変へん更こうできるっす。

ＧＭ：かなり攻撃面を伸のばしましたね。

チコ：それだけじゃないっすよ？　前回、戦せん闘とう時の移い動どうで苦労していたヒルダお姉ちゃんのために、戦闘移動をさせられる《アンパッサン》を取得したっす。

ヒルダ：おお、ありがとう。

ＧＭ：一般スキルは何を取得しましたか？

チコ：《トレーニング：敏びん捷しよう》にしたっす。しゅぱしゅぱっと動きに一層のキレが！（←変な動きをする）

菊池：激はげしい動きで、ヒースがすっぽ抜ぬけても知らんぞ？（笑）

ＧＭ：は……はは（笑）。装備はどうですか？

チコ：……装備の変更はなし。ハイＭＰポーションだけちょっと買いました。以上っす！




▼リージュ・フェア・リース（６レベル）の場合

大竹（以下、リージュ）：６レベルになりました～。スキルは、《ファニング》を１レベル上昇させて２レベルに。これで、三体に攻撃できます。それから、《レイザーシャープ》を取得したので、武器攻撃のダメージが１Ｄ上昇しました。

ＧＭ：攻撃が強くなりましたね。

リージュ：それだけじゃないです。藤井さん用に対たい策さくを立ててきました！

ＧＭ：私対策？　何ですか、それは。

リージュ：藤井さんのダイス目が良すぎるので、《ブレットレイブ》を取得したんです。あたしの至し近きん攻撃は、ダイスペナルティが入りますよ！（一同笑）

ＧＭ：攻撃を確かく実じつに命中させにきましたか……。

リージュ：はい♪

ＧＭ：敵てきとエンゲージすると、その分、リージュが狙ねらわれる可か能のう性せいも高くなるのでは？

リージュ：その時は……（可か憐れんな声で）ヒルダお姉様、助けて！（一同笑）

ヒルダ：はいはい、もちろんだよ（笑）。

ＧＭ：一般スキルはどうしました？

リージュ：プレイヤーが大好きな、《スティグマ》を取りました～♪　あたし自身の判はん定ていの直後に、達たつ成せい値ち＋１Ｄできます♪　装備に変更はありません。以上です。




▼ギデオン・ガバドン（６レベル）の場合

菊池（以下、ギデオン）：ふっふっふ……。聞いて驚おどろけ！　俺おれはシーフ／シーフから、シーフ／ダンサーに転てん職しよくしたんだっ！

チコ：おお、おっちゃんが変化したっす！　何か心しん境きようの変化が？

ギデオン：……シーフだけの人生に行いき詰づまりを感じたんだ（一同笑）。

ヒルダ：まぁ、ギデオンも６レベルだもんな。他のクラスも取りたくなるよな。

ギデオン：うん。スキルは、判定のダイスを増ふやす《ダンシングヒーロー》、対決に勝利すると［逆ぎやく上じよう］のバッドステータスを与あたえる《ミステリアスダンス》……。

チコ：セットアッププロセスで、おっちゃんが変なダンスを踊おどるようになったっす（笑）。

ギデオン：そう！　俺が踊ると相手がむかついて、俺に攻撃してくるようになるんだ（笑）。……ゲーム的な効果としては、俺以外に攻撃するとペナルティが入ることになるのだ。

リージュ：なるほど～。

ヒルダ：リージュ、そこは素す直なおに感心するところじゃないから！（笑）　ていうか、相手がむかつく踊りってなんなんだ!?

ギデオン：む、ではここで披ひ露ろうしてもよいのだが？（←ダンシング前の不思議なポーズ）

ヒルダ：それは謹つつしんで辞じ退たいしよう（←きっぱり）。

ギデオン：おいっ!?　そっちから訊きいといてそれはないんじゃないか!?（一同爆笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：今回、ギルドサポートはどうしますか？

チコ：オイラは、ＧＭに質しつ問もんができる《天てん啓けい》がいいと思うっす。

ヒルダ：《天啓》？　どうして？

チコ：オイラたちは情報に翻ほん弄ろうされやすいっすから（笑）。

ヒルダ：ふむ。情報を取得するのに便利そうなスキルを取っておきたいって話か。

ギデオン：俺はここは《限げん界かい突とつ破ぱ》がいいんじゃないかと思うが？

リージュ：おじさまは《限界突破》押おしなんですね。

ギデオン：ＧＭは出目がいいから、対策としてこっちの判定にボーナスをつけたい（笑）。

ヒルダ：確たしかにそのとおりだ。藤井さんはもっとダイス目に手心を加えるといいと思う。




　注意：ダイスの出目は意い志しでどうこうできるものではありません。




ＧＭ：……ではそろそろ、今回持って行くギルドサポートの宣せん言げんをお願いします。

ヒルダ：《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《偽ぎ装そう情じよう報ほう》《限界突破》を持って行く。

ＧＭ：了りよう解かいしました。
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ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆ヒースの神しん託たく




　エストネルから逃げ出して、半月近く経とうとするころ。

　メルトランドの街道沿ぞいで野宿するゲッタウェイ一行。

　疲つかれて眠るチコの夢ゆめに出てきたのは……。




ＧＭ：オープニングフェイズに入ります。最初のシーンプレイヤーはチコ。他のＰＣは登場不ふ可かです。前回の話から一週間ほど後。場所はメルトランドの街道近く。みなさんはここで野営をしています。

ヒルダ：野宿？

ＧＭ：エストネル付近は混乱していて、国境付近の人々はみな逃げ出しています。

リージュ：大だい爆ばく発はつに続いて妖魔が出現しましたからねえ。混乱するのも無理ないです。

チコ：うう、まさか故こ国こくに戻もどって野宿するはめになるとは……。

ＧＭ：時間帯は夜。チコはどこまでも続く広い草原に、ひとりで立ってる夢を見ています。

チコ：ううっ……（シリアスに）オイラ、とうとう死んだっすね。

一同：何でそうなるんだ！（一同爆笑）




　死にませんから。




ギデオン：これは、一巻かんの冒ぼう頭とうの繰くり返かえしだろ！（笑）

チコ：なんとなく死後の世界のような演えん出しゆつだったっすから（笑）。

ＧＭ：続けますよ（笑）。遠くから「チコ、お主は健康体すぎて、そう簡かん単たんには死ねんのじゃ……」と、聞き覚えのある声が聞こえてきます。

チコ：〝偉い大だいなるヒース〟のエリカお爺じいちゃんっすね！　「一いつ瞬しゆん死んだ気がしたけど、気のせいだったっす──っ!!」と、声がした方へと走っていくっす！




偉大なるヒース

　その名をエリカと言う、メルトランド王国を守しゆ護ごしてきた聖せい樹じゆ。

　グラスウェルズとの戦いの中で枯れ果て、現在は失われたものと思われている。

　代々のメルトランドの女王はこの〝偉大なるヒース〟の言葉を聞く巫女みこであった。




ＧＭ：草原の中にヒースの巨きよ木ぼくが立っていまして、その前に穏おだやかな表ひよう情じようの老人がチコを待ち受けていました。チコの言うとおり、〝偉大なるヒース〟エリカです。

チコ：わ～い、エリカお爺ちゃん～！（抱だきつく）
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ＧＭ：「相変わらず元気そうでなによりじゃ」と、チコの頭を撫なでます。「どれ、みんなにかわいがってもらっておるか？」とチコに話しかけます。

チコ：今一緒に旅をしてる、ヒルダお姉ちゃんも、リージュお姉ちゃんも、オイラのことをすごくかわいがってくれるっす！

ＧＭ：「ほほう。それは良かったのぅ」

チコ：頼たよりなくてダメダメなおっちゃんもいるっすけど、オイラが神のようなサポートをしてるから、上手うまくやってるっすよ！（胸を張はる）

ギデオン：うぅ～ん、嘘うそはよくないぞ、チコ（寝ね言ごと）。

ヒルダ：ギデオン、寝言がうるさいぞ！（笑）

リージュ：あたしはヒルダお姉様に腕うで枕まくらしてもらいながら寝てます♪

ヒルダ：えっ!?

チコ：ヒルダお姉ちゃんとリージュお姉ちゃんは、いつでもラブラブっす（笑）。

ＧＭ：「……チコ、話を進めてもいいかのう？」（一同笑）

チコ：すいませんっした。続けてくださいっす（平へい伏ふく）。

ＧＭ：「頭に生えたヒースの調子はどうじゃ？」

チコ：「バッチリっすよ！　ほら！」と、帽ぼう子しを取って見せるっす。

ＧＭ：「おお、しっかりと根付いているようじゃのぅ」

チコ：根付いちゃってるっすか!?　オイラの頭部ってどうなったんすか!?（笑）

ＧＭ：「細かいことは気にしないことじゃ」

チコ：細かくないっす！

ＧＭ：（スルーして）その芽はとても大切なものじゃから、大事にすることじゃ。

チコ：人の話は聞くものっすよぉ──!?（一同爆笑）　エリカの胸むなぐらを掴つかんでわっしゃわっしゃ揺ゆすります。

ＧＭ：「ふぉっふぉっふぉっ」エリカはチコの頭とう頂ちよう部ぶを微笑ほほえみながら見つめると、笑ってゴマかします。

一同：ゴマかすのぉ!?（一同爆笑）

チコ：くっ、人が自分の頭頂部を見られないと思って～っ!?（笑）　だが、オイラもメルトランド人の端はしくれ。〝偉大なるヒース〟は大切にしてるっす！

ヒルダ：メルトランド人の信しん仰こうの対象だからな。大切には違ちがいない。

ギデオン：だが、俺のような余所よその人間には、ピンとこない話だ（ぼそ）。

ＧＭ：「さて。チコ、実はひとつ頼たのみがあってのぅ」

チコ：何っすか？

ＧＭ：「メルトランド東部の山脈の麓ふもとに、ビルベリという小都市があるのじゃが……」

ヒルダ：（地図を広げて）ノルウィッチの東方、グラスウェルズとの国境にある山脈のふもとにある町だな。

ＧＭ：「このままでは、そのビルベリの町で、悲ひ劇げきが起きてしまうじゃろう」

チコ：悲劇!?　どんな悲劇っすか!?

ＧＭ：「新しき民と古き民の融和がうまくいかず、大おお勢ぜいの罪つみのない人々に犠ぎ牲せいが出てしまうかもしれない……」

チコ：なんだとう！　悲劇が起こると聞いて、黙だまっていられるオイラじゃないっす！　そういえば前回グレイお爺ちゃんとの話で「人々が手を取り合うことが求められるような場所を探す」と言った手前もあるし（笑）。ど～んと任まかせるっすよ！（胸を叩たたく）

ＧＭ：「頼たのもしいのぅ。さすがはチコじゃ！」

チコ：えへへ～、オイラ褒ほめられたっす！　嬉うれしいっす♪

ＧＭ：「メルトランドで生きる者たちのために、頑がん張ばってほしいのじゃ」

チコ：もちろん！　この頭のヒースが平和な地に根付けるように、オイラがんばるっす！

ＧＭ：「任まかせたぞ……」と声が響ひびいて、視し界かいが白くなっていき、やがてチコは目覚めます。

チコ：はっ！　これが偉大なるヒースのお告つげってやつ？

ギデオン：う～んう～ん、チコの鼻から根っこが！（寝言）

チコ：……おっちゃん実は起きてるでしょう!?

ギデオン：……ぐうぐう。

チコ：むう、寝てるみたいっすね（笑）。みんなが寝てるのを確認したあと、オイラは帽子を脱ぬいで、そっと寝ね床どこから抜ぬけ出すっす。

リージュ：……チコちゃん、そろそろお水をあげないとダメですよ（ぼそっ）。

チコ：えっ!?（慌あわてて振ふり返かえる）

リージュ：……すやすや（笑）。

チコ：な～んだ、寝言っすか！　てっきり芽のことがばれたかと思ったっすよ！

ギデオン：あまり水を与あたえすぎると根ね腐ぐされするから、気をつけるんだ……むにゃ（寝言）。

リージュ：そうだったのですか～、知らなかったです～……すやすや（寝言）。

ヒルダ：ギデオンとリージュ、絶ぜつ対たい起きてるだろ!?（笑）

ＧＭ：会話、成り立ってますね（笑）。

チコ：き、気にしていてもしょうがない。オイラはみんなから離はなれて月が見えるような開けたところに行って、そこで「悲劇、か……」としみじみ物思いにふけりながら呟つぶやくっす。

ＧＭ：では、チコがしみじみと呟いたところで、シーンを終しゆう了りようします。
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◆Opening 02◆ゴーダ伯はくの教え




　ヒルダはリージュたちと共に、メルトランドの街道を進んでいた。

　とりあえずメルトランドに逃にげてきたはいいが、行くあてがあるわけではなく……。




ＧＭ：次のシーンです。チコちゃんのオープニングの翌よく朝あさ。街道を進み、アヴェルシアからメルトランドに入ってしばらく進んだところを歩いています。

ヒルダ：きっと、エストネル方面から逃げてきた難民たちを見かけるんだろうな……。

リージュ：ああ、今回予告に書いてあった。

ＧＭ：はい。酷ひどい目に遭あったり、勧かん告こくを受けたりして避ひ難なんしてきたという人たちがちらほら。

ギデオン：（難民になって）「奇き妙みような化け物に町を壊こわされて」「お前の所もか」「数日前のあのおかしな光、何だったんだろうな？」

リージュ：街道を歩きながら、「ヒルダお姉様……この状じよう況きようで、安全な地などあるのでしょうか？」と不安そうに尋たずねます～。

ヒルダ：では私はリージュから話を振ふられて、お義父とう様からビルベリの領りよう主しゆについて聞いていたことを思い出すという流れでどうだろう？

ＧＭ：せっかくなので、ここいらで回想シーンを挟はさみましょうか？

ヒルダ：うん。……ついでに、こちらからちょっとした提てい案あんがあるんだが。

ＧＭ：何でしょう？

ヒルダ：ヒルダは前の巻で女神官にそそのかされて、仇かたき討うちのために出しゆつ奔ぽんしたんだが……そろそろ、復ふく讐しゆうって動機で行動するのは辛つらいと思うんだ。

ＧＭ：そうなんですか？

ヒルダ：はい。生真面目きまじめでゴーダ伯を敬けい愛あいしていたため、一時の激げき情じようで復讐を誓ちかったが、前回グレイとの話を通じて、考え方が揺ゆらいできたというか……（ちらりとリージュを見る）。

リージュ：ヒルダお姉様？

ヒルダ：リージュを守ると約束もしたし、一いつ緒しよに旅をしてみんなに感化された部分もある。だから、ヒルダのモチベーションを変えていきたいと思うんだけど……。

ＧＭ：（ちょっと考えて）具体的には、どんな感じに？

ヒルダ：何を目的にして、どこで間ま違ちがえ、そして討たれたのか、お義父とう様の軌き跡せきを追いたい。……プレイヤーはおおよそ知ってるが、ヒルダは知らないから。

ＧＭ：なるほど分かりました。そういう心境の変化があったということですね。

ヒルダ：ありがとう！　これからはそういう指し針しんで行動したいと思うのでよろしく。

ギデオン：渋沢さんが積極的だ（笑）。

ＧＭ：嬉うれしい限りです（笑）。では、ゴーダ伯との回想シーンを演出しましょう。




＊　　　＊　　　＊




　それはまだ、義ぎ父ふオスウィン・ゴーダが生きていた頃のこと。

　義父は、忙いそがしい仕事の合間を縫ぬい、幼おさなき日のヒルダに、さまざまな教育を施ほどこした。

　そして、この日の内ない容ようは、隣りん国ごくメルトランドについてだった。




ＧＭ：まだ幼おさなかったヒルダに、ゴーダ伯はメルトランドについて講こう釈しやくをします。「知ってのとおり〝偉大なるヒース〟という聖せい樹じゆに選ばれた女王を崇あがめる国、それがメルトランドだ」

ヒルダ：幼い私がノートを取りながら、「はい、お義父様」とか答えているわけですね。

ＧＭ：そうですね。「〝偉大なるヒース〟によって守られているという想いは、国民にとても強力な結束を生んでいる。小国と思って侮あなどってはならん」

ヒルダ：はい。我わがグラスウェルズにとって手て強ごわい隣国ですよね？

ＧＭ：「そうだな。何度もやり合っている」

ヒルダ：お義父様もメルトランド相手に戦ったことが？

ＧＭ：「そうだな。敵てき対たいしたこともあるし、協力したこともある」

ヒルダ：協力も？

ＧＭ：「私の友人に、メルトランドの人間がいたことが……いや、友人の話はいい」

ヒルダ：ん、リアノンさんのこと？　ヒルダは知らないことなので何もいいませんが（笑）。

ＧＭ：「メルトランド人もさまざまだ。公的な関係で言えば……ビルベリ伯ヴィクトリオという男がいてな。あれは、中々に面白い奴やつだ」

ヒルダ：ビルベリ伯ヴィクトリオ、ですか。

ＧＭ：「ああ。何度も小こ競ぜり合いを繰り返した。戦争は不得手だが、民に人気のある領主だ」

ヒルダ：そこで私は地図を見て、「ですが、ビルベリという都市は、決して大きくないようですが？」と問いかけよう。

ＧＭ：「小さな領りよう土どの君主が有ゆう能のうで民に親しまれ、大だい領りよう主しゆが無む能のうと言われることもある。世の中とはそういうものだ。目に見えることだけに気を取られるな。その裏うらに隠かくされた何かがないか、探さぐる心を忘わすれてはいけない」

ヒルダ：裏に隠された何か……。

ＧＭ：「ああ。実じつ際さい、ヴィクトリオは、領りよう民みんから慕したわれているようだぞ。町にも活気があるようだしな」と笑います。

ヒルダ：「お義父様が他国の人間をそこまで褒ほめるなんて珍めずらしいですね」

ＧＭ：「……他国の人物であろうと、実力は正しく評ひよう価かするものだ。逆ぎやくに、自国の人間だからと、決けつして甘あまく評価してはならん」

ギデオン：……当時のグラスウェルズは、守しゆ旧きゆう派はと新しん興こう派はで内部争いしてたからなぁ（笑）。

ＧＭ：「上に立つ器量がある人間かどうか、正しく見極めねばならない。そういうことだ」

ヒルダ：じゃあ、ここでお義父様は「敵を憎にくむな。憎しみは判断を鈍らせる」ってつけ加えるように言うんですよ。

ギデオン：おお！　今の台詞、ゴーダ伯がカテナに言った台詞だ！

チコ：渋沢さんさすがっす！

ヒルダ：この台詞が言いたかったんですよ！（笑）　で、そのことを思い出した私は「復讐に囚とらわれていてはいけない……」と考えるきっかけにしたってことで。

ＧＭ：では、そんな感じで、ヒルダはゴーダ伯からの教えを思い出しました。




＊　　　＊　　　＊




ヒルダ：……なるほど。では、「この先にあるビルベリは、お義父とう様さまから聞いたことがある。そこの領主はよい方だそうだ。とりあえず行ってみないか？」と提案する。

リージュ：なるほど～。

ギデオン：この先、行くあてがあるわけでもなし。行ってもいいんじゃないか？

チコ：そうっすね。大だい規き模ぼな人の移動のおかげで携けい帯たい食しよくの確かく保ほも厳きびしそうだし。どこかで落ち着きたいっすね。と言いつつ、夢でエリカお爺じいちゃんから聞いたことを思い出しながら、オイラの表情はいつになく、暗い感じっす。

ヒルダ：どうした？　何かあったのなら言ってくれないと分からないぞ？

ギデオン：「何の話だ？」とチコの帽ぼう子しを触さわりつつ割わってはいる（笑）。

チコ：「帽子を弄いじるのはやめて欲しいっす！」（笑）　と言いながらも「ほえ～……」と、言いづらそうにもじもじしだすオイラ。

リージュ：仲間なんだから、遠えん慮りよしないで言いたいことは言ってくださいよ～。

チコ：うぅ、優やさしさが身に沁しみるっす……ヒルダお姉ちゃんとリージュお姉ちゃんに抱だきつくっす！

ギデオン：…………（←寂さびしげに両りよう腕うでを広げている）。

チコ：…………。

ギデオン：……（←寂しげ）。

チコ：しょ、しょうがないっすね！　おっちゃんの服の裾すそをちょっと握にぎってあげるっすよ！

ギデオン：ははは、素直じゃないな！　本当は抱だき上げてほしいくせに！

チコ：いきなり調子づかないでほしいっす！（笑）　ここで、オイラは冒ぼう頭とうで見た夢の話をするっす。「昨夜、夢にお爺ちゃんが出てきて……」




　チコは仲間たちにエリカの夢のことを説明した。




チコ：そんなわけで、夢にエリカのお爺ちゃんが出てきて、ビルベリで悲劇が起きるって言っていたっす！　そして、みんなに悲劇を防ふせぐため協力して欲しいっす！

一同：エリカのお爺ちゃん？

ヒルダ＆リージュ：……悲劇？（顔を見合わせる）

ＧＭ：メルトランド人ではないヒルダ、リージュ、ギデオンは、〝偉大なるヒース〟をどの程てい度ど知っているか【知力】判定をしてください。目もく標ひよう値ちは10です。

ヒルダ：（ダイスを振ふる）達たつ成せい値は10だ。お義父様の授じゆ業ぎよう、ちゃんと覚えているぞ。

リージュ：（ダイスを振る）９です。

ギデオン：（ダイスを振る）11だ。

ＧＭ：ヒルダとギデオンは、〝偉大なるヒース〟がエリカと呼よばれていることを知っています。

リージュ：判定に失敗したあたしは、ヒルダお姉様に「ヒースって何ですか？」と訊ききます。

ヒルダ：メルトランド王国の聖樹で……と大おお雑ざつ把ぱに説明をするぞ。

リージュ：「なるほど！」とポンと手を打って、チコちゃんの頭を凝ぎよう視しします。

チコ：ギクッ!?

リージュ：チコちゃんの頭にある芽は、ヒースの芽だったんですね～！　やっと謎なぞが解とけました♪（一同笑）

ヒルダ＆ギデオン：言っちゃった！（笑）

ヒルダ：せっかく見て見ぬフリをして、黙っていたのに！（笑）

チコ：み、みんな……気づいてたっすか!?（笑）

ヒルダ：その、なんだ……黙っていて、すまん。

リージュ：チコちゃん、ごめんなさい！。（深々と頭を下げる）

ギデオン：隠かくしてたみたいだったし、気づかない振りをするのが親切と思ってな？（笑）

チコ：うう～……完かん璧ぺきに隠せてると思っていた自分が恥はずかしいっす！（笑）

ギデオン：まあこれで隠す必要もなくなったと考えるんだ。

チコ：そうか。これからは、寝ねる時に帽子を脱いでいい！　これで、快かい眠みんできるっす！

ヒルダ：ところで、そのエリカお爺ちゃんは、チコにいつも予言をくれるのか？

チコ：リージュお姉ちゃんを捜さがしたのも、エリカお爺ちゃんの言葉がきっかけっすよ。

ヒルダ：（少し考えて）……チコに神託があった以上、ビルベリに行くべきだろう。

ギデオン：う～ん……だけどさあ、危き険けんそうじゃない？　悲劇が起こるんだろ？

チコ：そこを何とかっ！　メルトランドはオイラの祖国。同どう胞ほうは助けたいっすよ！

ギデオン：……しょうがないなぁ。

リージュ：チコちゃんの頼たのみならば、行くしかないですよね～。

チコ：ありがとうっす！

ＧＭ：では、ビルベリに向かうと決まったということで、このシーンを終了します。







◆Opening 03◆商人の忠ちゆう告こく




　清涼な風が吹き渡る秋空のもと、右手にそびえる山脈沿いに街道を進むギデオンたち。

　その目的地はビルベリという小都市である。

　そちらの方からやってきた商人たち話は意外なものであった──。




ＧＭ：次のシーンです。シーンプレイヤーはギデオン。全員登場です。

ギデオン：ほいよ。

ＧＭ：山脈が近く済んだ風がそよぐ街道を、みなさんは黙もく々もくと進みます。そして、ビルベリの近くまでたどり着きます。

ギデオン：ふう、次の街まであと一歩ってところか。歩あるき詰づめでくたくただぜ。

ＧＭ：するとビルベリの方角から、隊商がやって来ます。

ギデオン：ほう。ではちょっと声をかけようか。「こんちは。ビルベリから来たのか？」

ＧＭ：商人たちは「そうだが、どうかしたかい？」と返事をします。

ギデオン：これからビルベリへ行こうと思うんだが、あっちはどんな感じだ？

ＧＭ：「行きたいなら止めやしないが、引き返した方がいいと思うぞ」と肩かたを竦すくめます。

ヒルダ：えっ……どうして？

ＧＭ：「今、城しろの外に難民が溢あふれかえってる。埒らちがあかないんで引き返してきたんだ」

リージュ：難民で溢れかえってる？　どうしてそんなことに？




　商人たちの説明によれば、ビルベリでは都市の入り口が封鎖されいて、そこから先に街道を進むことができなくなっているという。




ギデオン：……いったい何が起こってるんだ？

ヒルダ：私が聞いた話では、領主は善ぜん政せいを敷しいているという話だったんだが……。

ＧＭ：「急な話で知らないのも無理はないが、ビルベリの領主は、ヴィクトリオ様からジェラルド様へと代わられたぞ」

一同：何っ!?

ヒルダ：どうりでお義父様から聞いた話と違うと思った……。

ギデオン：ちょっと待った！　それなら、前の領主はどうなったんだ？

ＧＭ：「ヴィクトリオ様は病びよう気きで、ジェラルド様が新しい領主になったって話だ」

ヒルダ：病気？　本当か？

ＧＭ：「ビルベリの領民でない俺らには、そのあたりの事じ情じようは分からんね」

ギデオン：それもそうだな。

リージュ：でも、引き返すにしても、携けい帯たい食料が底をついてしまいますよね？

ヒルダ：この辺に他に大きな町はある？

ＧＭ：ありません。

ギデオン：この商人たちから食料を買うとか……。

ＧＭ：「悪いな、俺らが扱あつかってるのは食べ物じゃないんだ。自分たちの分はあるけど、それを売っちゃあこっちが旅できねぇ」

ヒルダ：なら、ビルベリに行くしかな。食の確保ができなければどうしようもない。

チコ：とりあえず、この商人さんたちは戻ってこられたみたいっすから、いきなり命を取られるということはなさそうっす。

ヒルダ：ご忠告、ありがとう。

ＧＭ：「小さい子もいるようだし、気をつけてな」と挨あい拶さつして商人たちは去って行きます。

リージュ：そちらもお元気で～♪

ヒルダ：それにしても、ヴィクトリオ様は領主ではなくなっていたか……。

チコ：エリカお爺ちゃんの話を考えると、嫌いやな予感がするっすね。

ヒルダ：そうだな……。

ギデオン：ま、引き返すのも大変だし、とりあえず、行くだけ行ってみようぜ。

ＧＭ：では、みなさんがビルベリに向かうところで、シーンを終了します。







◆Opening 04◆ビルベリの現状




　夕ゆう暮ぐれが迫せまる頃ころ、リージュたちはビルベリに到とう着ちやくした。

　町を守るためであろう高く堅けん牢ろうそうな城じよう壁へきが、リージュにはまるでよそ者を拒こばんでいるかのように見えた。

　何故なぜなら……。




ＧＭ：では、オープニングフェイズ、最後のシーン。シーンプレイヤーはリージュで、全員登場になります。夕暮れが迫る頃、みなさんがビルベリに到着したというところ。

リージュ：はい♪

ＧＭ：さて、ビルベリの街はぐるっと城壁で囲まれた城じよう砦さい都市です。その城壁の外側にテントがずらりと並んでいます。

ヒルダ：難民のテントか……？

ＧＭ：厳げん密みつにはほとんどの人が毛もう布ふなどを使って簡かん易いな寝床を確保している状じよう態たいですね。

チコ：商人のおっちゃんたちが言っていたとおりっすね。

ＧＭ：はい。難民はどうやら中に入れてもらえないようです。足止めの期間が長いのか、洗せん濯たく物ものを取とり込こんでいたり、たき火をして夕飯の支し度たくをしたりしている人がいます。

ギデオン：なんか、エラいことになってるな。

ＧＭ：この時間になると風も冷たく、家族で移動している難民の中には身を寄せ合ってたき火に当たっている者もいます。

チコ：うーん。テント数はかなり多いっすよね、きっと。

ＧＭ：はい。数十個こはあると思われます。

ヒルダ：どうしてこんな状況になってるんだ……？

リージュ：とりあえず、城じよう門もんまで行ってみませんか？

ＧＭ：では、リージュがそう言うと、近くのテントからひょこっとひとりの難民が顔を覗のぞかせます。人の良さそうなおじさんです。「今行っても無む駄だだぞ」

リージュ：え？　どういうことですか？

ＧＭ：「しばらく城門は開かないだろうから」

ヒルダ：城門が開かない？




　聞けば、領主の命令により難民は城じよう内ないに入ることが禁きんじられているという。

　たまに城門が開いて商人が少々の食糧を売ってくれるものの、その際さいも城内には入れない。

　そして、今日は既すでに商人の食糧販はん売ばいは終わり、明日まで門は開かないとのこと。




ＧＭ：「あんたらはビルベリに来たばかりだろうから、勝手がわからんだろう。特に警備の兵隊には気をつけな。横暴な振る舞いをすることもある」おじさんはちょっと疲れた感じですが笑いながらいいます。

ヒルダ：ご親切にどうもありがとうございます。

チコ：（顔をしかめて）兵士を使って難民を閉しめ出だしてるっすか。

ヒルダ：何でそんな真似を……。

ギデオン：領りよう内ないの人間を守るために、あえて難民を閉め出しているのかもしれないぞ。都市の側からしてみりゃ住じゆう居きよも食糧も、限かぎりがあるだろうからな。

ヒルダ：なるほど。

ギデオン：しかし今日はもう門が開かないなら、都市に入るためには、ひと晩ばんここで明かさないとダメなのか！

チコ：城壁の向こう側で、エリカお爺じいちゃんの言ってた悲劇が起こってないか、すごい心配になってきたっす！

ギデオン：う～ん……いっそ、忍しのび込こむか？

ヒルダ：ＧＭ、忍び込めそうか？

ＧＭ：ここは国境近くで関所を兼かねており、城じよう壁へきは堅けん牢ろうでたやすく侵しん入にゆうはできなさそうです。

ギデオン：ちっ、そうなのか。

ヒルダ：とりあえず、まずは難民からいろいろと話を聞いた方がいいか？

リージュ：でも、今日一日、ずっと歩き通しだったんですよね？　宿屋はないでしょうけど、ひと晩雨風をしのげそうな場所を探しません？

チコ：「確たしかにちょっと休みたいっすね～」とオイラもへとへとな感じ。

ＧＭ：そうすると、大きめのテントから、優しげな微笑みをたたえたエルダナーンの女性が出てきます。何人か子供もついて来ます。

リージュ：おお～、これはもしかして……。

ＧＭ：彼女は穏おだやかな物もの腰ごしで「何かお困こまりですか？」と声をかけてきます。二〇歳くらいの外見……と言っても、実じつ年ねん齢れいは八〇歳くらいですね。ゆったりとしたローブを纏い、軽くウェーブした金きん髪ぱつが印象的な女性です。

ヒルダ：「旅の者だが、実は城内に入れなくて困っている」と返事をしよう。

ＧＭ：すると「見てお分かりかと思いますが、我われ々われのようなよそ者を、領主様は城壁の外へと閉め出しているのです」と言われます。

ギデオン：……あんたは何者だ？

ＧＭ：「わたしはアナリタと申します。近きん郊こうの村から避ひ難なんしてきた者です。現在、ここへ逃げてきた母子たちと一いつ緒しよに生活しています。よろしくお願いしますね」

チコ：エストネルやアヴェルシアでなく、近郊の村？　なんで避難することになったっすか。

ＧＭ：「実はおかしな化け物が現われたので、逃にげてきました。この辺で一番堅けん牢ろうな城壁があるのがここで……」

ヒルダ：ずいぶんエストネルから離はなれたところにも、妖よう魔まが来ているようだな。

ギデオン：妖魔には羽が生えていたりして、行動半径の広いヤツもいるんだろう。

チコ：小さな村じゃ、たぶん、妖魔が来たらひとたまりもないっすよ。立りつ派ぱな城壁があるところへ逃げたくなるのも分かるっす。

ヒルダ：逃げてきたはいいが、中には入れてもらえなかったというわけか。

ＧＭ：「はい」

ヒルダ：大変そうだな……。

リージュ：でも、あたしたちも大変です。このままだと、泊とまる場所がありません。

ギデオン：この状じよう態たいじゃ、宿屋どころか軒のき先さきを借りることすらできないぞ。

チコ：参ったっすね～。今夜は野宿っすか？

ＧＭ：みなさんがヒソヒソと相談していると、アナリタは「もしお困りでしたら、私たちのテントに来ませんか？」と申し出てくれます。

リージュ：えっ!?

チコ：い、いいんすか？

ＧＭ：「困った時はお互たがい様さまです。同じように逃げてきた人たちと、大きめのテントで生活していますから、四人分くらいならば何とかなります。もちろん、炊すい事じなどはできる範囲で手伝ってくださいね？」と微笑みます。

リージュ：ヒルダお姉様、どうしましょう？

ヒルダ：ここはご好意をありがたく受けて、世話になろう。「私はヒルダ。よろしく」

リージュ：あたしはリージュです♪

チコ：「オイラはチコっす……」と恥はずかしそうに挨あい拶さつをして、すぐヒルダお姉ちゃんの後に隠かくれるっす！

ギデオン：俺は保ほ護ご者しやのギデオンだ。よろしくな。

チコ：……保護されてるの間ま違ちがいじゃないっすかね？（笑）

ギデオン：チコ、もう少し年長者を敬うやまいたまえ（笑）。

ＧＭ：「では、よろしくお願いします」とアナリタはひとりひとりに握あく手しゆを求めます。

リージュ：（握手をして）よろしくお願いします！

ＧＭ：「ふふ、元気が良いですね。……あら、服の裾すそが少しほつれているようですね。あとで繕つくろいましょう」

リージュ：わぁ、ありがとうございます！

ＧＭ：アナリタの近くにいた女の子が「アナリタさんは、お裁縫が大得意なんだからね♪」と言います。

リージュ：そういうことにうといあたしは、お裁縫とかできる人を尊敬しちゃいます。

ＧＭ：「いえいえ。子供たちが大げさに言っているだけですよ。さぁ、こちらへ」とアナリタは近くの大きめのテントへと招まねきます。

リージュ：あたしは「……温あたたかい感じの人ですね～」と、ヒルダお姉様に耳打ちします。

ヒルダ：ああ。母親とは、ああいう人のことを言うのだろうな。

チコ：なんとなく、ヒルダ姉ちゃんの言うこと、分かる気がするっす。

ギデオン：そういや、お前たち全員家族とは一緒に育っていないんだったな。

ＧＭ：戦乱の大陸ですからね。みなさんのような人たちは多いと思いますよ。

チコ：ともかく、早くテントに行くっす。夕暮れだし、そろそろ御お夕ゆう飯はんの時間っすよね!?

ＧＭ：そうですね。案内されたテントからは、食事の香かおりが漂ただよってきます。アナリタは「夕ゆう餉げの時間なので、一緒にいただきましょうね」と言います。

ヒルダ：ご飯も分けてもらえるのか。ありがたいな。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、シーンはそのままで、晩ばんご食事の場面をやりましょう。食しよく料りよう事じ情じようもよくないようで、堅いパンとスープのみですが、ちゃんとみなさんにも振ふる舞まわれます。

チコ：「やったっす～！　いただきまっす！」と勢いきおいよくパンから食……。

ＧＭ：ストップ！　そこで、アナリタがやんわりとチコの手を押おさえて言います。「食事の前に、ちゃんとセフィロス様にお祈いのりをしましょうね？」と苦笑気味にチコを諭さとします。

チコ：う～……お腹なか空すいてるっす。

ヒルダ：私はプリーチャーだから、アナリタの言葉に賛さん同どうしておこう（笑）。「神しん竜りゆう王おうに祈りを捧ささげるのは良いことだ」

ＧＭ：では、アナリタが指し示じし、テント内の全員が食事の前に祈りを捧げます。「アルディオンの大地をお守りくださる、神竜王セフィロスよ……」同席している子供たちも神妙にしています。

ギデオン：俺は手を合わせつつも、ちらちらっと横目で様子を窺うかがうぞ（一同笑）。

チコ：おっちゃん、子こ供どものオイラよりも落ち着きがないっすよ（笑）。

ギデオン：実は俺はこんなにお上品な食事になれてなくてな。微び妙みように居い心ごこ地ちが悪くて…………って、お前だってアナリタさんにお行ぎよう儀ぎ悪いとつっこまれたばかりだろ！（笑）

チコ：おっちゃん、いい大人が細かいっすねぇ～!?（笑）

ギデオン：細かくて悪いかぁ──っ!?（笑）

ＧＭ：アナリタさんも子供たちもふたりの様子を見て、大笑いしています。

ヒルダ：うう、恥ずかしい。「連れが不作法でお恥ずかしい」アナリタさんに詫わびよう。

ＧＭ：「いえいえお気になさらずに。暗い話題も多い日々ですから、元気な人は大歓迎ですよ」では、みんなで祈りを捧げたあと、食事になります。

リージュ：ヒルダお姉様に耳打ちします。「こんなのは、初めてです。うまく言えませんが、アナリタさんといると落ち着きます」

ＧＭ：「さ、遠えん慮りよしないで召めし上あがれ」

リージュ：ありがとうございます～♪

チコ：空すきっ腹ぱらにスープが染み渡るっす……！

ギデオン：……量が少ない（あっという間に平らげた）。

ヒルダ：食べられるだけでもありがたいことじゃないか。

ＧＭ：「ヒルダさんもちゃんと食べなければダメよ？　若わかいんだから」とアナリタさん。

ヒルダ：……本当に母親みたいな人だなぁ。早く城内に入れるようになればいいのだが。

チコ：本当っすよ！　新しん領りよう主しゆのジェラルドってのは何をやってるんすか！

リージュ：あたしは「このスープはどうやって作るんですか？」と訊きいたりします。

ＧＭ：「明日の朝、一緒に作りましょうか。料理しながらだと、覚えやすいと思うわよ？」

リージュ：わ～い、是ぜ非ひ！

ＧＭ：「ふふ、じゃあ、明日の朝は早めに起きましょうね」みなさんが食事を終えたところで、シーンを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆ビルベリの朝




　ビルベリの城じよう外がいで、アナリタから事じ情じようを聞いたヒルダたち。

　だが、事じ態たいは一行の想そう像ぞうを超えて悪化していた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。シーンプレイヤーはギデオンですが、他の方々も登場してかまいません。

一同：はーい。

ＧＭ：場所はビルベリの城外。アナリタのテントで世話になった翌よく朝あさです。

ギデオン：どっかから侵しん入にゆうできないかなぁと思いながら、城じよう壁へきの周りをウロウロするぞ。

ヒルダ：みんなで一いつ緒しよに行動しよう。

ＧＭ：そうしているうちに、固く閉とざされていた重そうな城じよう門もんがゴゴゴ──と開かれます。

ギデオン：おっと、それなら門のところへ行ってみるか。

ＧＭ：門からは、兵士たちが商人を引き連れ、食糧を持って出てきます。門が開く音を聞いた難なん民みんたちが集まり始め、城門の前はガヤガヤと騒さわがしくなります。

ギデオン：なるほど。中に入れない代わりに、食糧を配給してくれるのか……。

ＧＭ：難民たちはお金や、衣類などを差し出し、代わりに食糧を受け取っています。

ギデオン：配給じゃなくて売りつけるのかよ!?　前言撤てつ回かい！

ヒルダ：でも、もしかしたらすごく安い、かも？

ＧＭ：ギデオンが見る限かぎりでは、市場の三倍以上で取引しているようです。

リージュ：そんなお金、あたしたちは払はらえませんよ～！

ＧＭ：実じつ際さいにそう言います？　商人は困こまった顔をしますが、兵士が「ならば、売ることはできないな」と代わりに答えます。

リージュ：新しい領りよう主しゆ様はケチなんですか？

ヒルダ：ちょっと、リージュ！（焦あせる）

ＧＭ：「この都市まちだって物ぶつ資しが余あまっているわけではないんだぞ？　我われ々われは、無理に売りつけているわけではない。買えないというならあっちに行け」

チコ：うっ、オイラたち、クレーマー扱あつかいされたっす……。

ＧＭ：「そう遠くない場所に川がある。そこで水でも飲んできたらどうだ？」

ヒルダ：……さすがに、ちょっとムッとくるなぁ。

リージュ：う～……（不満げ）。

ヒルダ：このぼったくりは、新領主のジェラルドの方ほう針しんなのか？

ＧＭ：「そうだ。我々は領主様の命令で働いているだけだ。我々に苦く情じようを言われても困る」

リージュ：つまり、この酷ひどい状じよう態たいは、ジェラルドさんという人のせいなんですね～。

ヒルダ：（しばし考えたあと）いや、自分の領りよう地ちに住まう民を守るために、他所の人間を入れないというのはひとつの考え方だと思う。

リージュ：そうですか？

ヒルダ：ならず者の流入を防ふせぐ手段としては有効だ。人道上の問題は別にして、な。

一同：うーん……。

チコ：ちなみに領主様が交代したのはいつのことっすか？

ＧＭ：「一週間ほど前のことだ」

一同：最近すぎる！（笑）

ＧＭ：「お前たち、うるさいぞ。買わないなら帰れ」

ギデオン：とりあえず、門から離はなれよう。ここにいても、これ以上情じよう報ほうは手に入りそうにないし、兵士に顔を覚えられても困る。

ヒルダ：そうだな。

ＧＭ：では、ここでシーンを終しゆう了りようしましょう。
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◆Middle 02◆変へん装そう




　ビルベリの城じよう内ないで、いったいなにが起きているのか？

　それを探さぐらなければ話は進まない。

　そこで、一行が取った手段は……。




ＧＭ：では、みなさんが門から離はなれたところからシーンを始めます。

リージュ：都市の中に一度侵入して、様子を窺うかがいたいところですね～。

ギデオン：そうだな。だが、兵士たちのガードは堅そうだぞ。

チコ：（ちょっと考えてから）商人に変装して潜入するってのはどうっすかね？

リージュ：商人に？

チコ：《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使ってこの都市の商人に変装するっす。

ギデオン：なるほど。さっきも中から兵士と一いつ緒しよに商人が出てきたもんなぁ。




　ＧＭとしてはもう少し情報を集め、侵入方法を探し当ててから都市に入るだろうと想そう定ていしていました。しかし、《偽装情報》を消費して変装するなら十分合理的だと考え、プレイヤーの意い志しを尊そん重ちようすることにしました。




ＧＭ：では、変装のための衣い装しようはアナリタさんが都合をつけてくれたということで。

ヒルダ：感かん謝しやする。何から何まですまない……。

ＧＭ：ここで、アナリタがヒルダに改まった表ひよう情じようで頼たのみごとをしてきます。「もし、都市に入れたら……私の妹に、私は無事であると伝えてくれませんか？」

ヒルダ：妹がいたのか。名前は？

ＧＭ：「レイチェル・コンテと言います。ただひと言、安あん否ぴを伝えたいだけなのですが……このような状態では、伝言すらままならなくて」

リージュ：（メモを取る）レイチェル、ですね。会えたら、お伝えします～。

チコ：さて、変装も済すんだところで、都市へ潜せん入にゆうするっす！

リージュ：そうですね。

ＧＭ：では、みなさんが城門へと向かったところで、シーンを終了します。







◆Middle 03◆領主ジェラルド登場




　商人一行に扮ふんしたヒルダたちは、ビルベリ城内に入ることに成功した。

　都市の中は巡じゆん回かいする兵士の姿すがたが目立ち、そのせいか人々もどこか気詰まりな風にみえる。

　そんなとき、一行は信じられないものを目もく撃げきする。




ＧＭ：次のシーンに移うつります。翌日の日中にビルベリの城内へと向かったみなさん。《偽装情報》の効こう果かもあるので、門を守る兵士たちはすんなり都市の中へ入れてくれました。

チコ：都市はどんな感じっすか？

ＧＭ：巡回する兵士たちが目立ちますね。往来の人々は通常通り生活しているようですが、どこか歩く姿もこそこそとしていて、どうやら兵士を恐れている様子も伺えます。

ギデオン：まあ、警備兵がうようよしてるんなら、無理もない。

リージュ：とりあえずお城へ行きませんか？　領主さんに会えるかもしれませんし。

ギデオン：この状じよう況きようだともう少し慎しん重ちように行動した方がいいと思うぞ。

ＧＭ：そんな風にみなさんがこれからのことを検討していると、向こう側から兵士の一いち団だんがやってきます。

チコ：おや？

ＧＭ：一団の中央では、兵士が輿こしを担かついでいます。それに座すわっているのは、かなりふくよかな体つきの、ヒューリンの中年男だん性せいです。

ギデオン：もしかして、ジェラルドか？

ＧＭ：はい。なお、ジェラルドは読者投とう稿こうキャラでもあります。




ジェラルド（52歳さい／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：神か奈な川がわ県けん　バーニア一家さん）

　ビルベリの領主。無む能のうなうえ民に圧あつ政せいを強いる悪あく徳とく領主の鏡のような人物。贅ぜい沢たくを好み、極度に肥ひ満まんした肉体のため、移い動どうには輿がかかせない。「ぶほほほほ！」と笑うクセがある。
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チコ：「ぶほほほほ！」ってどんな笑いっすか！（笑）

ＧＭ：ＰＣに敵てき対たいする悪代官的な役やく所どころで使って欲ほしいとのことで、今回のシナリオにぴったりだったの採さい用ようしました。

ギデオン：なんつーか、典型的なダメ領主っぽいが……（笑）。

ＧＭ：さて、通りにいた人たちは、輿が近づくと「ジェラルド様だ」「ジェラルド様が来たぞぉ──！」と大おお慌あわてで道を譲ゆずり、通とおり過すぎる時には頭を下げます。

ヒルダ＆ギデオン：感じ悪いな。

ＧＭ：ジェラルドは、上から目線で都市を見回し尊そん大だいな態たい度どを取っています。

ギデオン：なんだこいつ！

ＧＭ：で、ジェラルドは続けます。「いいか～。くれぐれもこの都市の外に出ようなどと思うなよ。都市の外にいるゴミどもに情なさけをかけるのも駄だ目めだ！　領主命令だからな」

ギデオン：ジェラルド様──ダメな上に腐くさってやがるっ！

チコ：難民をゴミ呼ばわりっすか!!

リージュ：むぅ──っ!!　この人ひと嫌きらいです！

チコ：あ、都市の人も恐おそれてるし、案外スゴイ戦せん闘とう力りよくをもってるかもっす！

ＧＭ：あ、この人〝余よ〟とか言ってますが、データ的にはエキストラですよ。

一同：たいしたことなかったぁ──っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ヒルダ：本当にデータ上は怖こわくないな。

チコ：……リージュお姉ちゃんが魔導銃キヤリバーで撃うったら、ジェラルドは即そく戦せん闘とう不ふ能のうっすね（笑）。

リージュ：撃っていい!?　ねぇ撃っていいのっ!?




　大竹さん、落ち着いてください。




ヒルダ：いやいやいや！　自重するんだリージュ！（一同笑）

ギデオン：うかつなことさえしなければ、我々の正体を気づかれることはないんだ。エキストラなら、《偽装情報》で誤ご魔ま化かせるはず……。

リージュ：さすがに本気で戦闘したいとは言わないけど、お話はしてみたいです。

ギデオン：……話しかけられるもんなら、そうした方がいいのかもしれない。少なくともジェラルドの人となりはわかるだろ。

ヒルダ：それもそうか。じゃあ話しかけてもいいが、言葉は選ぶんだぞ？

ギデオン：うかつなことは言うなよ？

リージュ：は～い。じゃあ、「あの～、すいません」と声をかけますよ。

ＧＭ：周りを取り囲む兵士たちは「何者だ!?」と身み構がまえますが、ジェラルドが「ぶほほほ！　気にせずとも良ぉ～い。かわいい娘むすめよ。その魅み力りよくに免めんじ、特別に余との会話を許ぅ～す！」

ギデオン：いちいち面白いな、ジェラルド様（笑）。

リージュ：（真しん剣けんな表情で）なぜ都市の外にいる難民たちを中に入れてはいけないのですか？

ＧＭ：「余は、常つねに領りよう民みんたちのことを考えてお～る。もし、難民がこの都市になだれ込んできたらどうなるぅ？」

ギデオン：あれ？　バカそうに見えてそれなりに政せい治じのことを考えているのか？

チコ：実は難むずかしい問題っすからね。難民を受け入れると、治安が悪化したり物ぶつ資しが不足したりするかもしれないし。

ヒルダ：確かに。領民を守るためと言われれば、反はん論ろんはしづらいなぁ。

リージュ：う～、でも～。

ギデオン：おいおい、あんまり過か激げきなことは言うなよ？

ヒルダ：あまりにもまずいことを言いそうになったら、口を塞ふさいで止めるぞ（笑）。

ＧＭ：ジェラルドは続けます。「もし、下げ衆すな難民に踏ふみ込こまれたら、この都市の美観が損そこなわれるではないかぁ～！　余の目を汚けがすものを都市には入れぬぅ～っ！」

一同：そこなのかよっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ヒルダ：どこまで、ダメな領主なんだぁっ！（笑）

ＧＭ：するとジェラルドは、「見よぉ～っ！」

一同：えっ？

ＧＭ：「この王おう威いの竜りゆう輝き石せきを～！」とジェラルドは懐ふところから、王威の竜輝石を取り出します。

一同：えええぇーっ？

ヒルダ：うそぉ!?　なんでこいつが王威の竜輝石を持ってるの？




王威の竜輝石

　アルディオン大陸を守しゆ護ごする神しん竜りゆう王おうセフィロスがウルフリックに授さずけた竜輝石のうち、王の石とも呼ばれる七つ。所有者が国を興おこすことを認みとめられる。七つの王威の竜輝石とその所有者をそろえた者は、正せい統とうな統一帝アルドワルダになるための儀ぎ式しき──四し宝ほうの試みを受けることができる。

　なお、『無印』七巻かんで真の四宝の試みが行なわれた際さい、七つの竜輝石は飛散してしまった。




チコ：あの時、崩壊していくエストネルの中で、ばらまかれた王威の竜輝石のひとつがこんなところに！

リージュ：驚おどろきました……プレイヤー的に。

ギデオン：『無印』のネタをここで拾ってきたか。抜け目ないなあ。




　せっかく話がリンクしているんですから、ネタは使わせてもらいますよ。




ヒルダ：しかし、なぜジェラルドが持っているんだ？

ギデオン：その竜輝石が本物かどうか、自分の目で確かく認にんできる？。

ＧＭ：ジェラルドが取り出した石は、純じゆん白ぱくに煌きらめく神こう々ごうしいオーラを放ち、「これは王が持つのに相応ふさわしい」と思わせるだけの迫はく力りよくがあります。

チコ：こんなヤツにぃ～!?　別に石は欲ほしくないけど、なんだか悔くやしいっす！（笑）

リージュ：あたしはその価か値ちが分からなくてポカーンとしてるかなぁ。

ＧＭ：知ち識しきがなくても、この王威の竜輝石が強力な魔ま法ほうの物品であることは誰だれにでも感じ取れます。それを利用して、ジェラルドは領民たちの前に王威の竜輝石をかざし、その威い光こうで領民を平へい伏ふくさせ続けてます（笑）。

リージュ：では、ジェラルドさんに改めて問いかけます。「王威の竜輝石を持つお方に問います」

ＧＭ：「ぶほほっ！　なんだあ～？　言ってみろ～」と胸むねを張はります。

リージュ：あなたはなぜ外で困っている難民たちに救いの手を差さし伸のべないのですか？

ＧＭ：「既すでに差し伸べてお～る。足りないであろう物資を売っているぞぉ～？」

ギデオン：（ぼそりと）ひどいぼったくりでなぁ～。

リージュ：あんな値ね段だんじゃ、誰も買えませんよ～。

ＧＭ：「それの何が悪いのかぁ～　無理に買わせているわけではないぞ～！」と、ふくよかな体をふるふる震ふるわせて怒いかりを表ひよう現げんし始めます。

ヒルダ：あ、ちょっとマズいかも。

リージュ：あなたは、城壁の外のみなさんが困っていても何も思わないのですか？

ＧＭ：「ぶほほっ！　余は竜輝石に選ばれしこのビルベリの領主！　この都市にたかるだけの難民にどんな慈じ悲ひを与あたえよというのだぁあ～!?」と、語気を荒あらげます。

チコ：なんてやつっすか！

ヒルダ：為い政せい者しやの風上にも置けんな……！

リージュ：あたし、怒おこりました！　ジェラルドさんに言います。あなたみたいな領主は……この町に要いりません！

ギデオン：さすがにそれは言いい過すぎだ！　ＧＭ、リージュの口を塞ふさぎたいんだが！

ＧＭ：そうですね……、今まで「うかつなことは言わないように」と気を遣ってきたことを考慮して、判定にしましょう。ギデオンがアクション側、リージュがリアクション側で、【敏びん捷しよう】の対決をしてください。ギデオンが負けた場合、リージュは領主に逆さからうような発言をしてしまい、反はん逆ぎやく者しやとして兵士たちに捕つかまります。

リージュ：ご、ごめんなさい……。あまりに酷いことを言うんで許ゆるせなくて……。

ヒルダ：いや、気にすることはない。リージュが言っていなければ──、




「──私が斬きりかかっていただろう！」




リージュ：えっ!?

ヒルダ：大げさかもしれないが、それぐらい腹はらを立てているということだ。

チコ：そうっす。オイラも同感っす。それにしても藤井さん、憎たらしいＮＰＣのロールプレイに力が入りすぎっす！




　お褒ほめにあずかり光栄です（笑）。




ギデオン：おいおい。そんな乱らん暴ぼうなことをしたら、なにが起きるか分からないんだぞ？

チコ：こいつをぶん殴なぐって逆ぎやつ境きようになるんだったら、本望ってヤツっすよ！

ギデオン：オモシロイぞお前たち！　（何か思いついたらしい）はっ！　やっぱり今回のシナリオタイトルは「逆境★ワンダフル」で、いいんじゃないか!?（笑）

一同：…………。

ギデオン：…………（←得意げ）。

チコ：ふう（ため息）。

ギデオン：なんだよぉ！（一同爆笑）

ヒルダ：まあ、こうなった以上確かに逆境上等だ！　ギデオンのギャグセンスはさておき、状況をワンダフルに変えてやろうじゃないか！

チコ＆リージュ：了解！

ギデオン：ちょっと!?　そこまで言う？（笑）

チコ：おっちゃんは、もうちょっと自分のセンスに疑問を持つべきっす！（笑）

ヒルダ：みんなで、力を合わせるんだ！　この逆境を乗り切るぞ！

一同：おおっ!!




　みなさん、ここにきて妙みように一体感が高まってきました。

　その意味では、ワンダフル？（笑）




ＧＭ：さて、そろそろ判定をお願いします。盛もり上あがっているところすみませんが、起きた結果は受け入れていただきますよ？

チコ：さすがは藤ふじ井いさん、揺るぎないっす！（笑）

ギデオン：とにもかくにも、すべては判定してからだ。【敏捷】いくつ？

リージュ：７です。あたしは７＋２Ｄですね。

ギデオン：高っ!?　俺おれは６だぞ!?

ＧＭ：まぁ、出目勝負ってところですね。

リージュ：うぅ、低い目出て！　（ダイスを振る）８が出たから、達たつ成せい値ちは15！

ギデオン：１シーンに一回使えるから、《ダンシングヒーロー》は使っておこう。これでダイスの数がひとつ増える。がんばれっ！　俺っっっ！　（ダイスを振る）




　そしてダイスによる判定の結果は……。




ギデオン：……おお、６の目がふたつ！　クリティカル！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：では、リージュが「要りません」と言おうとした瞬しゆん間かんに、ギデオンが背はい後ごから現あらわれて、口を塞ぎました。

ギデオン：（引ひき攣つった笑いを浮うかべながら）「こっ、これは領主様！　今お手にしているものが王威の竜輝石ですか！　素晴らしいですな！　とてもお似に合あいです！」と誤ご魔ま化かす！

ＧＭ：「おっ！　そうか？　貴き様さまにも分かるかぁ～」とジェラルドは機き嫌げんを直しました（笑）。

ギデオン：は、とてもよく分かります！（引き攣った笑みを浮かべたまま）

リージュ：もご、もごもご～（笑）。

ギデオン：（リージュを取り押さえつつ）この娘が失礼をいたしました。あとできっちりと躾けておきますので、どうぞご容よう赦しやを！

ＧＭ：「よいよい。あまり厳きびしくせずともよいぞぉ～」と鷹おう揚ように笑います（笑）。

ギデオン：「さすがはジェラルド様、お心が広い！」ともっとおだてておこう（笑）。

ヒルダ：ジェラルドは小物だなぁ。分かりやすいおべっかにたやすく乗せられて（笑）。

ＧＭ：「では、都市の見回りに戻もどるとするかぁ～」と、ジェラルド様は大おう仰ぎような身み振ぶりで出発の号令を出します。そして、我が物顔の領主御一行はずんずんと、歩み去って行きます。

一同：はぁ～……（安あん堵どのため息）。

リージュ：ご、ごめんなさい！

ヒルダ：リージュ、もう気にするな。お前が「ジェラルドが領主には相応ふさわしくない」と思うのはまったく同感だ。だが、次からはもう少し状況を考えてくれ。あれだけ離はなれていては、お前を守れない。もっと自分を大切にすることを覚えてほしいんだ。

リージュ：……お姉様ごめんなさい。これから気をつけます。

チコ：「よしよし」ってリージュお姉ちゃんの頭を撫でるっす。

ＧＭ：そんな中、都市の人々もおのおの家へ戻っていきます。その中で、老人がひとり、「はっ、あの娘さんの言うとおりじゃ！」と憤ふん慨がいした顔で吐はき捨すてるように呟つぶやいて行きました。

リージュ：お爺じいさん……。

チコ：リージュお姉ちゃんの意見に賛さん同どうする領民もいるみたいっすね。

ＧＭ：いろんな人がいますから。王威の竜輝石の権けん威い以上にジェラルドを嫌きらっている人とか。その一方で、「ジェラルド様のしていることは一見非道にみえるが、この都市を守るためには仕方ない」という反応をする人もいます。

チコ：なるほど。

ＧＭ：この都市の人も不安なんですよ。自分たちがいつ難民たちと同じように逃げ出すはめになるかもしれないし。そうならなくてもよそ者が増えるのはストレスになりますし。

チコ：だからって現実から目をそらしても良いことないっすけどね（ぼそっ）。

リージュ：チコちゃんは厳しいですねえ……。

チコ：毒三下っすから～（笑）。

ギデオン：……それにしてもやっかいだな。都市の人間たちのことのだけど、竜輝石を持っている以上、ジェラルドもエキストラだからってなめられないしな。

ＧＭ：さすがですね。ジェラルドはエキストラですが、周りを固めていた兵士たちは、ちゃんとデータがありましたから。

ヒルダ：げ、そうなの？

ＧＭ：ジェラルドのキャラ的に、怒ったみなさんと戦闘になるかもしれなかったので（笑）。

ギデオン：くそ！　俺たちが反発してくるのは織おり込こみ済ずみかよ！（笑）

チコ：オイラより、ＧＭの方がよっぽど毒がある気がするっす（笑）。

リージュ：ですよねぇ──っ!?（笑）

ＧＭ：そんなあなた方に、「もし」と話しかけてくる女じよ性せいがいます。

一同：おお？

ＧＭ：というところで、このシーンは終わりです。







◆Middle 04◆ビルベリの女騎き士し




　ギリギリでビルベリ領主ジェラルドとの衝しよう突とつを避さけた一行。

　そんな彼かれらに声をかけてきた人物がいた。

　果たしてその人物の正体とは？




ＧＭ：では前のシーンの続きです。街の往おう来らいでみなさんに声をかけてきたのは、エルダナーンの女じよ性せいです。「少し話がしたいのだが、よろしいか？」

一同：おや？

ＧＭ：その女性は甲かつ冑ちゆうを纏まとった凛り々りしい女性騎士で、アナリタに面おも影かげが似にています。

リージュ：あ、もしかして……！

ヒルダ：そうだな。こちらから切り出そう。「失礼。あなたはレイチェル・コンテさんではありませんか？」

ＧＭ：彼かの女じよは「そのとおりだが……何故なぜわたしの名前を？」と驚おどろいた顔をします。

一同：やっぱり！

ＧＭ：ちなみに彼女は読者投稿キャラクターです。なおアナリタさんの設せつ定ていは私が、今回のシナリオのために付加しました。




レイチェル・コンテ（78歳／女／エルダナーン　投稿者：東京都　怪央軌さん）

　ビルベリの都市の兵たちから篤い信しん頼らいを寄よせられるエルダナーンの騎士。忠ちゆう義ぎを重んじ、やや堅かた苦くるしい言動が多い。実直に修しゆ行ぎようを積み重ねた結果、ビルベリ周辺では並ぶ者のない剣けん技ぎを習得している。アナリタという姉がいる。
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ヒルダ：なるほど。投稿キャラだったか。えーと。我々はあなたの姉君、アナリタさんに世話になった者です。

ＧＭ：「そうか、姉が」と頷うなずきます。少し驚いてますね。

リージュ：自分は無事だと伝えてくれと仰おつしやってました～♪

ＧＭ：「そうか。それは何よりだ。……ところで、諸しよ君くんはビルベリの領民ではないな？」

一同：ぎくっ！

リージュ：ど、どうしましょう（おろおろ）

ギデオン：こういう時は下手に嘘をつかない方がいい。「ああ都市の外からきた」

ＧＭ：「ならば、わたしの家へ来ないか。立ち話は危き険けんだ」と、周りの目を憚はばかるような感じで言います。先ほどの騒さわぎが収まってまばらになったものの、このあたりはまだまだ人通りがある状態です。

ヒルダ：そうか……分かった。ここは素す直なおに、お邪魔させていただこう。

チコ：ありがとうっす！

ＧＭ：それでは、レイチェルの家に移い動どうします。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：レイチェルの家は小さくて簡かん素そな平屋の家で、みなさんはダイニングキッチンに通されます。「あいにく、客間とか洒落しやれたものはないので。すまない」

ヒルダ：飾かざり気けのない人なのかな。「お気になさらず。……それより、人に聞かれたくない話がしたいご様子だったが？」と切り出す。

ＧＭ：「姉が今どうしているのか、教えてもらいたいのだが」

ヒルダ：城じよう壁へきの向こう側で、難なん民みんと一いつ緒しよに生活している。私たちも、そこで世話になった。

ＧＭ：「なるほど……。では、外へ戻ったら、姉には私が無事なことと、ビルベリを離はなれて、違ちがう都市へ行くように伝えてはくれないか？」

ギデオン：あんたがこの都市に入れてあげればいいじゃないか。

ＧＭ：「それは領りよう主しゆ様が禁きんじているので無理なのだ」

ギデオン：壁かべを越こえたすぐ先にアナリタはいるんだぞ？　会いに行けばいいだろう？

ＧＭ：「領主様の命令なしに、外へは出られない。わたしは、このビルベリを守る騎士だ」

ギデオン：そういえば、この都市の領主が最近代わったとか。

ヒルダ：前領主のヴィクトリオ殿どのについては義父ちちから聞いています。良き領主ということでしたが。そうだ……なんとか面会できないだろうか？

ＧＭ：「ヴィクトリオ様は、現領主のジェラルド様に牢ろう屋やに入れられてしまったのだ」

一同：何だって!?

ギデオン：病気だと聞いたぞ!?

ＧＭ：「こんな外聞の悪い話を外に漏もらすわけにはいかないだろう？」

ギデオン：それは……そうだが。

リージュ：牢屋へ？　なら、ヴィクトリオさんは悪いことをしたのですか？

ＧＭ：「ヴィクトリオ様は、ジェラルド様がビルベリの新領主になることを認みとめなかったのだ」

ギデオン：おいおい、だからって乱らん暴ぼうな話だな。

ヒルダ：ん？　そもそもジェラルドとやらは、いったいどんな人物なのだ？

ＧＭ：「もともとは、ヴィクトリオ様の秘ひ書しよをなさっていた」

ギデオン：下げ克こく上じようかよ！　乗っ取られたんかい！（笑）

ヒルダ：そろそろ訊きいた方がいいかな？　なぜこの都市の領主はヴィクトリオ様からジェラルド……様に変わったのですか？

ＧＭ：「神しん託たくだ」

一同：神託!?

ＧＭ：「一週間ほど前、ジェラルド様は神竜王から神しん託たくを受けられたのだ。この都市の領主になり、いずれメルトランドの王になるように、と」

ヒルダ：そんな馬ば鹿かな!?

ＧＭ：レイチェルは首を振りながら「ジェラルド様はそうおっしゃっている。そしてジェラルド様が持っている王威の竜輝石が、何よりの証しよう拠こ」と言います。

リージュ：これって……どういうことでしょう？

ギデオン：ＰＣとしては「エストネルで起こった爆発のどさくさで、王威の竜輝石が四散した」らしいという知識はあるが……。

チコ：悪いけど神竜王に選ばれた人物には思えないっす。

ヒルダ：他に証拠はないんでしょう？　王威の竜輝石を持っている以外には。

ＧＭ：「神竜王の神託以上の証拠はあるまい」

リージュ：そんなのおかしいです！　だん！（←机を叩く仕草）




　怒りのあまり立ち上がるリージュ。




ＧＭ：「おかしい？　何が？」

リージュ：だってそのジェラルドって人はなにかをしたわけじゃなく、石を拾っただけなんでしょう？　それで王様になれるなんて、絶ぜつ対たいおかしいですよ！

ＧＭ：「……このアルディオン大陸では、王威の竜輝石を持つ七名が王となる。それは、数百年間続いてきた、このアルディオンの伝でん統とうなのだ」

リージュ：そんなっ！

ギデオン：ははは、その、この子はちょっと世間知らずでして！（取とり繕つくろうように笑う）

ＧＭ：では、ギデオンに対して、レイチェルは「子こ供どもには、大人がちゃんと常じよう識しきを教えてあげなければ」と言います。

ギデオン：いやあ、申もうし訳わけない（笑）。

チコ：う～ん……ヴィクトリオさんは、良い領主だったんすよね？

ＧＭ：「お優やさしい方であった」

チコ：じゃあ、レイチェルさんは、ジェラルドさんについてどう思ってるっすか？

ＧＭ：するとレイチェルはぷいっと横を向いて「……お答えしかねる」と、言います。

ギデオン：まあ、よそ者にそうそう上司の悪口を言えないだろうしな。

リージュ：でも、ヴィクトリオさんが領主だった時にはこの都市の人たちはみんな幸せだったんでしょう？　それを無む視ししてジェラルドさんを領主にするなんて……。

ＧＭ：「それは、世の中が変わったということだろう。本来なら、ジェラルド様が王威の竜輝石を手にしたこと自体がおかしい。王威の竜輝石は、王の手元にあるべきだから……」

ギデオン：なんだ。レイチェルも実はおかしいと思ってるんじゃないか。

ＧＭ：「ただ、ジェラルド様は王威の竜輝石を持っている。それは現げん実じつだ」

一同：…………。

ギデオン：王威の竜輝石が偽にせ物ものってオチは？

ＧＭ：「本物だ。みなも、先ほど見だろう？」とレイチェルが言うように、先ほどのジェラルドの見せた竜輝石は、ひと目見ればそこに込められた力が見て取れるほどの代物でした。

チコ：確かに石にはオーラを感じたっす！（笑）

リージュ：でも、王威の竜輝石さえあれば、どんな悪い人でも王様になれるんですか？　……って、ピアニィでいろいろ竜輝石の力を借りてるあたしが言うのもなんですが（笑）。

ヒルダ：た、確かにプレイヤーはそうだが、今はリージュだから（笑）。

ＧＭ：「もし、悪人ならば、そもそも神竜王セフィロスが、その人を選ぶはずがない。これ以上この都市の領主を誹ひ謗ぼうするならわたしも看かん過かできないぞ」

ギデオン：ノーノー！　そんな、めっそうもない。

ヒルダ：悪い人は、竜輝石を拾うことはないということか。

チコ：そもそも、「ジェラルドは本当に神託を受けたのか？」って疑ぎ問もんがあるっす。現げんに〝偉大なるヒース〟はジェラルドを選せん択たくしてないっすよ～。

ギデオン：まあ、そのあたりの疑問をレイチェルにぶつけるわけにもいかん。特にヒースがらみは。領主に目をつけられる恐おそれが高い。……ここは、無理は承しよう知ちで頼たのんでみるとするか……。「前の領主様にお会いできませんかね？」

ＧＭ：「それは無理だ」とレイチェル。「ヴィクトリオは王威の竜輝石を持つ者に反はん抗こうした人物だからな」と。よそ者であるみなさんを、彼女はそう簡かん単たんに信用しませんよ？

一同：うーん……。

ＧＭ：では、リージュ以外の三名は、ここで【精せい神しん】判はん定ていをしてください。

ヒルダ：【精神】の判定？　（ダイスを振ふる）10。

チコ：（ダイスを振る）14っす。

ギデオン：（ダイスを振る）13。

ＧＭ：全員成功？　それでは「メルトランド人は古い習しゆう慣かんを重んじる傾けい向こうにある」ということを、リージュとレイチェルのやりとりを見ていてチコとギデオンは思い出します。

ヒルダ：なるほど。〝偉大なるヒース〟を何百年も大切に崇すう拝はいしてきたお国くに柄がらだものな。

ＧＭ：そうですね。ヒース信しん仰こうやエクスマキナを人として認みとめないなど、メルトランドには独どく自じの文化・伝統が存そん在ざいし、今も根強く残っています。

チコ：じゃあ、メルトランド人のオイラが「王威の竜輝石を目にしたら、信心深いメルトランド人は自然と王だと認めちゃう人が多いっすよね」と言っておくっす。ん？　なら……。




　チコは少し考かんがえ込こんだ後、そのアイディアを仲間に相談した。




チコ：……もしかしたら、オイラの頭に生えてる芽を見せれば、都市の人たちの態たい度どが変わるかもしれないっす。〝偉大なるヒース〟ならば、この国では王威の竜輝石に負けないくらい権威があるっすから。

ヒルダ：じゃあ、見せてみるか？

ギデオン：（腕うで組ぐみをしながら）ただ、切り札として使えるものを、ここで使ってしまっていいものなのか？　不発だったらどうする？

チコ：（少し考えて）……うん。もうちょっと調ちよう査さを進めてから、使うかどうか考るっす。……レイチェルさんから得られそうな情報はこのくらいっすかね？

ギデオン：あまり長なが居いするのもなんだし、そろそろお暇いとまするのがいいんじゃないか？

ヒルダ：そうだな。

ＧＭ：「それはこの都市の外に出るということか？」とレイチェルさん。

ギデオン：いろいろあるとは思いますが、ここはひとつ見み逃のがしてもらえませんかね？

ＧＭ：あなた方を捕らえるつもりなら、そもそもこの家には呼ばないよ。

ヒルダ：それもそうか（笑）。

ＧＭ：「個こ人じん的てきなことで申し訳ないが、姉に伝言を頼たのみたいのだ。わたしが無事だということと、それから、この都市から遠くに逃げて欲しいと」

ヒルダ：……分かりました。

ＧＭ：「それからあなたたちに忠ちゆう告こくしておこう。先ほどのようなことを、みだりに語ってはいけないよ？　どんな酷ひどい目に遭あうかわからない」

チコ：はーい。気をつけます～！




＊　　　＊　　　＊




ヒルダ：じゃあ、レイチェルさんの家を出たところでリージュに話しかけよう。「それにしても……お前は面白いことを考えるのだな。

リージュ：何がですか？

ヒルダ：私は神竜王セフィロスの加か護ごを受けたプリーチャーだ。だから、神が我々に与あたえた王威の竜輝石に関して疑ぎ念ねんを抱いだいたことはなかった。だから、王威の竜輝石を持ってるだけで王になれるのはおかしい、というお前の言葉には驚いたよ。

リージュ：だって、物が人を王として選ぶっておかしくありません？　あたしが物事をよく知らないだけなのかなぁ？

ヒルダ：ふふ、それが私には思いも寄よらない考え方ということなんだ。

ＧＭ：そもそも、王威の竜輝石は王家に厳げん重じゆうに保ほ管かんされているものでした。行方不明になり、ジェラルドのような人物の元に出しゆつ現げんしたというのは前例のないことです。レイチェルをはじめとする民みん衆しゆうが戸と惑まどうのも無理はないでしょう。

ヒルダ：我々はエストネルでいろいろ見たりヒューバードの話を聞いたりしているしな。

ギデオン：一いつ般ぱん人じん、それも保ほ守しゆ的てきな人々と意い識しきにギャップができるのは仕方ないってこった。

ＧＭ：では、みなさんがレイチェルの家を出たところで、シーンを終了します。

ヒルダ：それはそうと、ＧＭ。ビルベリの外へ出る前にもう少し情報収しゆう集しゆうしたいんだけど？

ＧＭ：いいですよ。では、このシーンを終了して、次は情報収集のシーンとしましょう。







◆Middle 05◆ビルベリの状じよう況きよう




　ジェラルドが領りよう主しゆとなったビルベリ。

　一行はこの都市の状況について、より詳しい調ちよう査さに取り組むことにした。




ＧＭ：さて。次のシーンです。このシーンはビルベリの都市の中で聞きき込こみなどを行ない、情じよう報ほう収しゆう集しゆうをするシーンになります。

一同：はーい。

ＧＭ：さて、こちらが用意した主な情報収集項こう目もくは、次の三つです。




・ジェラルドについて：【感知】判はん定てい

・ビルベリについて　：【幸運】判定

・兵士たちについて　：【知力】判定




ＧＭ：いずれも、難易度は12です。ＰＣひとりにつき、判定は一回だけできます。

ギデオン：了りよう解かい。

リージュ：【感知】は４あるので、ジェラルドについてはあたしが調べましょう。

ＧＭ：分かりました。判定をどうぞ。

リージュ：（ダイスを振ふる）出目は８。達たつ成せい値ち12で成功です。

ＧＭ：ビルベリ伯はくヴィクトリオ・オラーノの秘ひ書しよをしていたヒューリンの男だん性せいです。王おう威いの竜りゆう輝き石せきを手に入れたことにより、前ぜん領りよう主しゆのヴィクトリオを牢ろう屋やに閉とじ込こめて、みずからが領主となり、都市を牛ぎゆう耳じっています。尊そん大だいに振ふる舞まってますが、本来は小心者です。

ヒルダ：典型的な小物だよなぁ……。

ギデオン：さて、ビルベリについては俺おれが調べるか。【幸運】判定だと３スタート……《ダンシングヒーロー》を使っておくか。（ダイスを振る）達成値16だ。

ヒルダ：ギデオン、出目がいいな。

ギデオン：恐おそろしいくらいだ（笑）。

ＧＭ：成功しましたね。では、情報を入手できました。

ギデオン：よし、通りで踊おどって集まってきた人たちから情報を聞いたことにしよう。

ＧＭ：メルトランド人は全ぜん般ぱん的てきに保ほ守しゆ的てきで信しん仰こうに篤あつい人が多く、王威の竜輝石を持つジェラルドに逆さからうことはできませんでした。

ヒルダ：うん。アナリタやレイチェルの態たい度どを見ていれば、何となく分かるな。

ＧＭ：王威の竜輝石と同等に影えい響きよう力りよくがあるとしたら、〝偉い大だいなるヒース〟くらいだろう。

チコ：やっぱり、そういうオチっすか！（笑）

ＧＭ：ただし、王威の竜輝石と〝偉大なるヒース〟に優ゆう劣れつはありません。そこは注意してくださいね。

チコ：次は、【知力】が８あるオイラが、兵士たちについて調べるっすよ。（ダイスを振る）達成値17で成功っす♪

ＧＭ：では、兵士たちが難なん民みんに対して武ぶ力りよく行使の準じゆん備びを始めていることを突つき止とめました。

一同：武力行使っ!?

ヒルダ：な、なんで!?

ギデオン：難民は強固に都市の外に居い座すわってるだろ？　暴ぼう動どうとか起こって、自分の身が危あやうくなると怖こわいから、そうなる前に難民を排はい除じよしようってんじゃねぇの？

ヒルダ：そ、そんな……。

ＧＭ：場外をすぐに攻こう撃げきできる戦せん闘とう配はい備びが敷しかれています。攻撃対象は難民のようです。

ギデオン：ほらな。けっ、小心者のやりそうな手だ。

チコ：エリカお爺じいちゃんが言っていた「悲ひ劇げき」って、きっとこれっすよ……。止めないと！

ギデオン：いつ実行するという情報は？

ＧＭ：さすがにそこまでの情報は入ってきません。

チコ：でも、準備は開始してるんすから、時間的余よ裕ゆうはあんまりないとみていいっすね……。

ＧＭ：せっかくですから、みなさんが得た情報を元に再さい構こう成せいした場面の演えん出しゆつを挟はさみましょう。




　そこは、ビルベリの城じよう内ないにある領主が政せい務むを執とり行なう一室。

　無理矢理据え付けた、過か剰じような装そう飾しよくの玉ぎよく座ざにふんぞり返るジェラルド。臣下の礼を取りつつも、レイチェルは進言をする。

「ジェラルド様、いくらビルベリを守るためとはいえ、度が過すぎているように思えます。都市の外にいる難民を中に入れるわけにはいかないのでしょうか？」

「余よの命令に文もん句くがあるというのかぁ～!?」

「いえ、決してそのような……」

「ぶほほっ！　そうかそうか。分ぁ～かった。な～ら～ばぁ、有ゆう能のうなお前が先頭に立ち、都市の外にいる難民たちを追おい払はらってくるのだぁ！　ついでにヤツらの財ざい産さんも奪ってこぉい！　反はん抗こうするやつは殺してもかまわ～ん！」

「領主様……！」

「難民問題を根本的に解かい決けつできる妙みよう案あんだろう～？　ん？」

　怒りに震え出すレイチェルに向かってニヤつきながらジェラルドは言った。

「余はな、ヴィクトリオの秘書だった頃から、きれい事ばかり言うお前が大だい嫌きらいだったのだ。このさいだ、お前にも手を汚よごしてもらおう」

　そして改めて、王威の竜輝石を見せつけ、ジェラルドは甲かん高だかい声で怒ど鳴なりつけた。

「王威の竜輝石を持つ余の命令が、聞けないというのか!?　そんなはずはないよなぁ？　それともお前の主君に捧ささげる忠ちゆう誠せいと神しん竜りゆう王おうへの信しん仰こうは偽にせ物ものかぁ～？」

　長い沈ちん黙もくの後、レイチェルは目を伏ふせ、小さく頷うなずいた。

「……分かりました」

「それでよ～い！　ぶほほほほほっ！」

　領主の醜しゆう悪あくな笑い声が、謁えつ見けんの間に響ひびいた。




チコ：何てことを～っ！

リージュ：レイチェルさん、かわいそうです……！

ヒルダ：ジェラルドは人間のクズだ！

チコ：急いで都市の外に出るっす！

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようします。次のシーンは都市の外ということで。

[image: ]







◆Middle 06◆城じよう壁へきの外で




　難民たちを排除するために、兵士たちが実力行使に打って出るという。

　一行は、アナリタのテントへ急いだ。




ＧＭ：では、次のシーンになります。みなさんは都市の外へ戻もどってきました。

ヒルダ：私わたしはすぐアナリタのところへ向かうぞ。

ＧＭ：アナリタに再さい会かいすると、彼かの女じよは「無事に戻ってこられて良かった」と言います。子供たちも心配そうに駆け寄ってきました。

ヒルダ：……アナリタ、大事なことを言うから、聞いてください。

ＧＭ：「はい、何ごとでしょうか？」

ヒルダ：急いでこのビルベリから離はなれるんだ。

ＧＭ：「まぁ！」と驚くアナリタ。「ですが、ここには子こ供どもも大おお勢ぜいいます。足も遅いし、ここから長旅は無理です」

リージュ：悠ゆう長ちようなことはしていられない！　アナリタさん、ここにはもうすぐ襲しゆう撃げきされる。

ＧＭ：「襲撃!?」

ヒルダ：領主ジェラルドの命令で、ビルベリの兵士たちが、ここにいる人たちに対して略りやく奪だつしに来るんだ。ここから逃げろというのは、レイチェルの願いでもある。

ＧＭ：「レイチェルが…………」アナリタはあまりの急きゆう展てん開かいに衝しよう撃げきを受けたのか黙だまり込こんでしまいます。子供たちは不安そうにアナリタのことをじっと見つめています。

ギデオン：無理もない。ジェラルドの命令が理り不ふ尽じんすぎるからな。

リージュ：とにかくあたしたちが時間を稼かせぎます。だから、みなさんは早く逃にげてください。

ＧＭ：アナリタはとても悩なやんでいます。かなり心が揺ゆれ動うごいているようです。……ここは、説得できたかどうか、【精せい神しん】判定をしましょう。

ヒルダ＆リージュ：（ダイスを振る）ファンブル!?（一同笑）

チコ：えっ、ふたりそろって!?

ギデオン：ヒルダとリージュは出目まで仲が良いのかよ！（笑）

チコ：（ダイスを振る）オイラは達成値13っす。

ギデオン：説得できないとまずそうだから、《ダンシングヒーロー》を使ってダイスを増やしておこう。（ダイスを振る）おお、４が三つ出たぞ！　達成値は16だ！

ＧＭ：分かりました。では、ギデオンは説得に成功しました。

ギデオン：よし、じゃあ、すぱっと言うぞ。この都市の領主はお前たちの命をなんとも思っちゃいねぇ。犠ぎ牲せいが出る前にどうかこの場から移動しちゃくれないか？

ＧＭ：「分かりました。あなた方を信用してみんなでここを離はなれることにします」とアナリタは言い、周囲の難民たちに事じ情じようを説明して移動を促うながしてくれます。




　アナリタの必死の訴うつたえを聞いて、数名が手をあげた。

「私の馬車を提てい供きようしよう。……歩くのが大変な人は、よかったら乗ってくれ」

「俺は体力にはちっと自信があるんだ。小さいガキひとりくらいなら、背せ負おって歩けるぜ」

「みなさん……ありがとう。とりあえず、とにかく、この場を離れましょう」




ＧＭ：このような感じで、難民はゆっくりとですがビルベリから離れていきます。ただどの顔も疲ひ労ろうの色が濃こく、これ以上急かしても、しばらくは遠くに離れることはできません。

ギデオン：あとはアナリタさんに任まかせて……さて、俺たちは、次の仕事のお時間かな？

チコ：そうなるっすねぇ。じゃあ、城門のほうに行くっすか。

ＧＭ：アナリタさんと一緒に見送る子供たちが「チコちゃん、一緒に逃げないの？」という顔をします。

チコ：…………。「ちょっとお城に用があるっすから」笑って手を振っていきます。

リージュ：（心配そうに）……チコちゃん。

チコ：気にすることないっすよ。オイラただの子供じゃないし……それにちょっと、頭に来てるっす。

ヒルダ：頭に来てる？

チコ：よそ者だろうとなんだろうと、こんな乱暴なやり方を許せるはずがないっすから。

ヒルダ：ああ！　そうだな！

ギデオン：フ。チコ──熱くなりすぎるなよ。

チコ：おっちゃん、何カッコつけてるっすか!?（笑）

ＧＭ：ここで、ゴゴゴゴっと重い音を立てて門が開き、中から兵士たちが出てきます。

一同：来た！

ＧＭ：都市の城じよう門もんが開いて三〇名ほどの兵士たちが、重そうな鎧よろいの軋きしみ響ひびかせながら、出てきます。その先頭に立って率ひきいるのは……。

チコ：レイチェルさん！

ギデオン：き、きたー！　どうしよう!?　まだ難民は逃げ切れてないぞっ!?

チコ：おっちゃん落ち着くっす（笑）。

リージュ：こうなったからには覚かく悟ごを決めましょう。

ヒルダ：とにかく時間を稼かせごう。連中に前に立ちはだかるぞ。

ＧＭ：了解です。兵士たちは「む……お前たちは何だ？」と、驚おどろきつつも、周囲を油ゆ断だんなく見回します。そして、みなさんに対してザッと素す早ばやく隊列を組み直し、迫せまってきます。

ヒルダ：私はレイチェルさんに話しかけよう。「あなた方は武器も持たず、ようやくこの地へ逃げ込んできた民みん衆しゆうに手をかけるつもりか!?」

ＧＭ：レイチェルは厳しい視線でみなさんを見つつ、一旦兵を停止させます。兵士たちは困こん惑わくしの表情を見せますが、その中のひとりが言います。「だが、領主様からの命令なんだ」

一同：うっ！

ＧＭ：兵士たちは「命令にしたがわなければ、自分の家族がどんな目に遭あうことか……」「邪じや魔まをするなら、まずはお前たちから排除する」と言い、槍を改めて突きつけます。

一同：うう……。

ＧＭ：ここで整理しましょう。難民たちを守るなら、レイチェルおよび約三〇名の兵士と戦せん闘とうになります。兵士たちと戦わないなら難民たちは兵士たちに襲おそわれます。

リージュ：アナリタさんと約束したんですから、難民のみなさんは見み捨すてません！

ギデオン：ただ、レイチェルや兵たちも、領主の命令で嫌いや々いやながら戦おうとしてるんだろ？

チコ：レイチェルさんたちとも戦いたくないっす！　悪いのはジェラルドなのに。

ヒルダ：難民たちと兵士たち。両方助けるためには……。

チコ：…………。




　追い込まれ、決けつ断だんを迫せまられるゲッタウェイ一行。




ＧＭ：みなさんが悩んでいる間に、兵士たちは槍を構かまえます。スチャッ！

リージュ：アナリタさんたちを守るため、あたしは戦います！（魔導銃キヤリバーを抜ぬくポーズ）

ヒルダ：「しかたない、な」と私も槍やりを構える。

チコ：…………。

ギデオン：ん？　どうした、チコ？

チコ：……オイラが、ヒースの芽を見せれば、戦闘は回かい避ひできるっすかね？　兵士の人たちに〝偉大なるヒース〟だと分かってもらえるっすかね？

ギデオン：竜輝石は判はん別べつできたんだから、メルトランド人なら〝偉大なるヒース〟も見分けられるんじゃないか？

チコ：……よし、腹はらを決めた！　オイラはすすっと、兵士たちの前に立ちはだかるっす！　きっとこの人々の争いを止めることが、〝偉大なるヒース〟の芽を宿した、オイラの役目っすから。

一同：おおおおぉ──っ!?




　チコはきっ、と前を見み据すえて兵士たちに向き合った。

　小さいその身体からは、兵士たちをなぜかたじろがせる不思議な威い厳げんが発せられていた。




ＧＭ：では、すっと前に一歩踏み出したチコを見て、兵士たちは戸惑いの表情を見せます。堂々としたチコの姿に明らかに戸惑っています。さすがにレイチェルは内心の困惑を押し隠し「む……諦あきらめて投とう降こうする気にでもなったか？」と声をかけます。

チコ：投降なんてしないっす！　バサッと帽ぼう子しを取って、頭に生えている〝偉大なるヒース〟の芽を見せます。

ＧＭ：ではチコは【精神】で判定をしてください。難なん易い度どは12。

ギデオン：うん、チコの【精神】だと成功するかしないか、微び妙みような数すう値ち（笑）。

チコ：ここは失敗できないっす──。フェイトを１点使うかどうか……。

リージュ：今使うよりは失敗してから振り直した方がいいんじゃない？

チコ：そうっすね、では……。




「〝偉大なるヒース〟の神しん託たくを受けて、オイラはこの地にやってきたっす。

　この体に宿った〝偉大なるヒース〟が何よりの証しよう拠こ！

　メルトランド人が寄よる辺べなき難民を殺すことを、〝偉大なるヒース〟は望んでないっす！」




チコ：……と、声を張り上げるっす！　（ダイスを振る）……やった！　達成値14で成功！

ＧＭ：すると、チコの言葉に反はん応のうするように、その背はい後ごに〝偉大なるヒース〟の幻げん影えいが浮うかび上あがり、はらはらと幻まぼろしの花びらを散らします。

一同：おおっ！

チコ：えっ……も、もしかして、エリカお爺ちゃんが、オイラの援えん護ごを？

ＧＭ：ちなみに、幻の花びらは、誰だれの頭の上にも乗りませんので、あしからず（笑）。

ギデオン：花びらが乗った人は、メルトランドの王になれるっていう風習があるからな。

リージュ：この場にメルトランド王として相応しい人はいないってことっすね（笑）。

ＧＭ：兵士たちは「〝偉大なるヒース〟だ！」「俺、初めて見た！」「本当にあったんだ！」「ありがたい……！」と大おお騒さわぎです（一同笑）。

ギデオン：じゃあ言おう。「さぁ、お前たちどうする？　メルトランド人にとって〝偉大なるヒース〟は神聖な物なんだろ？」

ＧＭ：……分かりました。では、こうしましょう。




「ど、どうする？　〝偉大なるヒース〟に刃やいばを向けられん……」

「だが、領主様には逆さからえないだろ？」

「「…………」」

　兵士たちはひそひそと相談する。

　レイチェルは苦く渋じゆうに満ちた顔で選せん択たくをし、号令を発した。

「総そう員いん退たい却きやく！　都市の中に戻もどるぞ！」

　レイチェルの号令により、兵士たちは都市の門の中へ戻っていった。




ＧＭ：という感じで、兵士たちは退却。重々しい音と共に門が閉しまりました。ギィーバタン。

一同：……ふぅ！（嘆たん息そく）

ギデオン：すごい勢いきおいで退却したなぁ（笑）。いやまあ、笑ってる場合じゃないんだが。

ヒルダ：とりあえず、この場はしのげた……のか？

ＧＭ：この場では混こん乱らんした兵士たちが退きましたが〝偉大なるヒース〟の言うことだからといって領主に逆らうことはできません。あくまでこの場を凌しのいだだけです。

チコ：まぁ、同じ手が二度通用すると思ってないっす。でも、メルトランドの人々が争い合わなくってよかった。

ギデオン：それでも、時間が少しでも稼かせげたんだから、見せた価か値ちはあるさ。

ＧＭ：逃にげ遅おくれていた難民たちも退たい避ひできたようです。

リージュ：今のうちにあたしたちも退却しましょう。

ＧＭ：了解です。それでは都市から離はなれた森に逃げ込んだということで。

ヒルダ：しかし、我われ々われはこれからどうすればいいんだ？　ちょっと打だ開かい策さくが思いつかない。

ＧＭ：とりあえず、一いつ旦たんシーンを終了します。







◆Middle 07◆予言者との再さい会かい




　チコの咄とつ嗟さの機き転てんにより、兵士を追おい払はらうことはできた。

　だが、事態はなにも変わっていない。

　そして──。




ＧＭ：では、次のシーンです。難民たちが移動したのを見届けた後、みなさんはビルベリの城壁から少し離はなれた森の中に潜ひそむことができました。

ギデオン：さてこれからどう打って出るべきか？

ＧＭ：と悩んでいると、フードを被かぶったちょっぴり生意気そうな少年がやって来ます。

チコ：マーリンっすね！

ＧＭ：がさりと茂しげみをかき分けて現あらわれたマーリン。「やぁ、元気かい？　ボクの予言が欲ほしくなる頃ころだと思ってやってきたよ」（一同笑）

ヒルダ：久ひさしぶり、だな（胡う散さん臭くさいものを見る目で）。

ＧＭ：「やだなぁ。もっと嬉うれしそうな顔をしてよ。美人が台無しだよ？」（笑）

ヒルダ：……こいつ、こんな性せい格かくだったか？（笑）

チコ：初めて会った時から、適てき当とう言ってるだけのヤツだった気がするっす（笑）。

ＧＭ：「適当なことを言ってる、なんて酷ひどい評ひよう価かだなぁ。ボクの予言、当たっただろ～？」と肩かたを竦すくめます。

ギデオン：（仇かたきを見るような目でマーリンを見つつ）当たったとも……！

ＧＭ：「何でそんな目でボクを見るのさ？」

ギデオン：お前の予言がなければ、俺はあんなコスプレなんてしなくて済すんだんだ！

チコ：ドランの着ぐるみ、そんなに嫌いやだったんすか？（笑）

ギデオン：当たり前だ！（笑）




ドラン・ベレレン

『デスマーチ』に登場するドラム缶かん型エクスマキナのＰＣ。なお、演えんじるのは菊きく池ちたけし。前ぜん巻かんでは、いろいろあってギデオンはドランの格かつ好こうに変へん装そうした。




リージュ：それより、マーリンさんは、あたしたちに用事があるんじゃないんですか？

ＧＭ：「そうそう。予言をあげようと思って来たのさ」

リージュ：ありがとうございます♪

ＧＭ：「キミはいつも素す直なおで素す敵てきだね。……さて、キミたちは今、とても困こまっているね？」

リージュ：はい。

ＧＭ：「その理由は、すごい神器を持った、ロクでもないやつが立たち塞ふさがっているからだ」

ギデオン：それくらい、ちょっと調べれば分かるだろ。

ＧＭ：「やれやれ。じゃあ、キミには違ちがう予言をあげるよ」

ギデオン：え？

ＧＭ：「扉とびらに注意、だ。特に開ける時」

ギデオン：もうちょっと具体的に予言をくれよ！　対たい策さくを立てられるようにさ！（一同笑）

チコ：おっちゃん……情けないっす（笑）。

ＧＭ：「予言は予言だから、細かい指定をされても困こまるって、前にも言っただろ？」

ギデオン：そうかいそうかい。まぁ、いいさ。

ヒルダ：……とりあえず、しばらくギデオンは扉を開ける時には注意しろ。な？（笑）

ギデオン：お、おう……（笑）。

ＧＭ：「……さて、これは、予言ではなくて、アルディオン大陸の一いつ般ぱん論ろんなんだけど」

ヒルダ：いきなり話が変わったな。

ＧＭ：「まぁ、聞いてよ。……アルディオンは戦せん乱らんが多い。よって、身分の高い者の命が狙ねらわれる可か能のう性せいも高い。だから……」

ギデオン：……城から外へ安全に逃げるための、脱だつ出しゆつ路ろがあるんだろ？　『サガ』の著ちよ者しやとしてそれがある可能性は予想していたよ？（笑）

リージュ：『無印』一巻でピアニィたちも使ってますね♪（笑）

ＧＭ：「そういうこと。ここからが重要なんだけど……この先の谷にある崖の中腹に、小さな洞どう窟くつがある。そこが、ビルベリ城の脱出路となってるわけさ」

ギデオン：なんでマーリンみたいなガキが、この城の脱出路を知ってるんだよ!?（笑）

ＧＭ：「だってほら、ボクってば偉大な予言者だから」

ギデオン：……ぬう。

チコ：でも、他に侵しん入にゆう経けい路ろもなさそうっすからねぇ……。

ＧＭ：「たしかに予言したからね？　……くれぐれも、ギデオンさんは扉に注意だよ？」

ギデオン：念を押おされた！（笑）

リージュ：よ～し、おじさまがどうなるか、行くすえを見み届とどけましょう！

ギデオン：そんな言い方すんなよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

チコ：確たしかに、すっごい死にそうに聞こえたっす！（笑）




＊　　　＊　　　＊




ヒルダ：これで、お前が言いたかったことは全部か？

ＧＭ：「基き本ほん的てきにはね。あ、でも、これは予言じゃない、個こ人じん的な進言だけど」

ギデオン：何だ？

ＧＭ：「このままこの都市をスルーして先に進まない？」

一同：……は？




　マーリンの意外な発言に、唖あ然ぜんとする一同。




ヒルダ：そんなこと……できるわけないだろう!!

ＧＭ：「……まあそう言うとは思っていたよ。ボクとしてはキミたちの生せい存ぞん率りつが上がることが一番重要なんだけどなあ」

ヒルダ：お前……いったい何を？

ＧＭ：「じゃあさ、その代わりと言ってはなんだけど、ジェラルドを倒たおしてこの都市の領主になってよ」

一同：お前はさっきから何を言ってるんだ！

ヒルダ：いったい私たちに何をさせるつもりだ！

ＧＭ：「あれぇ？　ボクはこの都市の人たちのことを心配して言っているのに」

リージュ：それってどういうこと？

チコ：仮かりにオイラたちがジェラルドをやっつけて王威の竜輝石を取り上げたとして。

ヒルダ：そうか……私たちが立ち去ったら。

ギデオン：その後、王威の竜輝石を巡めぐってもめ事になるだろうな。確かく実じつに。

リージュ：なら、あたしたちが持って行けばいいんじゃないですか？

ギデオン：その場合でも揉もめるよ。王威の竜輝石のせいとはいえ、一度その座を追われた領主とその他決定力不足の面々。いっそ竜輝石をおいていった方がましかもしれんぞ。

ヒルダ：誰かに預けていくというのはどうだろう？　レイチェルさんとか。

チコ：それだけじゃ結局石の取り合いになると思うっす。誰もが認めるような人間、たとえば「悪い領主のジェラルドをやっつけた」とか、地位を正当化できる人間が領主にならない限りもめ事は収まらないっす。

ヒルダ：だからって、我々が領主になるというのも無理があるだろう？　通りすがりの旅人だぞ？

ＧＭ：「今のジェラルドですら領主でいられるんだよ？　ヴィクトリオを助けて味方につけられれば十分資し格かくはあると思うよ」

ヒルダ：だからって！

ギデオン：まあ待てまあ待て（ヒルダの肩をポンと叩たたくポーズを取りながら）。いいじゃないか。マーリンのいうルートを通って城に侵入し、悪あく徳とく領主ジェラルドから王威の竜輝石を奪って、ビルベリに平和を取とり戻もどそうじゃあないか～（棒ぼう読よみ）。

一同：うさんくさい！

ヒルダ：ギデオン……お前今、建たて前まえ語ってるだろ（笑）。

チコ：じゃ、本音は？

ギデオン：……王威の竜輝石を奪うばいたいに決まってるだろ！　四〇歳さいにしてようやく巡めぐってきた、立身出世のチャンス、逃のがしてたまるか！（一同笑）

チコ：……でもおっちゃんに領主は無理だと思うっす。

リージュ：ジェラルドさんとそんなに変わらないかも？

ギデオン：あ、その台詞せりふは傷つくなあ（笑）。

ヒルダ：王威の竜輝石を我々が持つかはあとで考えるとして、とりあえず、ジェラルドからは取り上げた方が良いのは間ま違ちがいない。

ギデオン：よし、少なくとも途と中ちゆうまでは、俺たちの目的は一いつ致ちしてるな！

リージュ：ＧＭ、あたしが持ってる竜輝石は、王威の竜輝石じゃないんですよね？

ＧＭ：そうですね。王威の竜輝石ではない、ということだけは分かります。

リージュ：懐ふところから取り出して、「ジェラルドさんが持っていた竜輝石とは、輝かがやきが違うみたいですね。これが王威の竜輝石だったら、対たい抗こうできるかもしれないのに」と呟つぶやきます（笑）。

チコ：いずれにせよ、王威の竜輝石をジェラルドから奪うばわないといけないっす。

ギデオン：そうだな。その後どうなるかはさておき、まずはそこからスタートだな。

リージュ：あ！　そうだ、マーリンさんに質しつ問もんがあるんですけど！

ＧＭ：「何だい？」

リージュ：重要ＮＰＣの安あん否ぴを聞いておきたいです。エストネルの崩ほう壊かいによって、どうなったか知りたいというか……。

ＧＭ：「安否か……さすがにそれは予言の範はん囲い外がいだよ。噂うわさで聞いた範囲で答えてあげる」……ぶっちゃけると他のサガ・シリーズの結果しだいなので、正せい確かくな予言は無理です（笑）。

チコ：メタな回答が来たっす（笑）。

リージュ：あの、リディルさんたちが今どうなっているかを知りたいんですけど。

ＧＭ：「あの四人は生きてるみたいだよ。そろそろノルドグラムから、バウエストンに帰ろうとしてるんじゃないかなぁ？」

リージュ：それから……エストネルって、どうなったかご存ぞんじですか？　予言じゃなくて、聞いた話とかでもいいんですけど。

ＧＭ：「ああ、エストネルは謎なぞの現げん象しようによって崩壊して、人がたくさん死んだようだよ。そして、この大陸にはいなかったはずの妖よう魔ままで出しゆつ現げんした。これはボクも予言できなかったことでね、正直ビックリしてるところだ」

ヒルダ：そうか……あれは、お前にも予言できなかったのか。

ＧＭ：「予言できないようなことが起きるなんて、とても楽しいよ。さて、これから、このアルディオンはどうなってしまうんだろうね？」

ギデオン：まぁ、激げき動どうの時代に立ち会えるのは、ある種楽しいかもしれないが……。

ヒルダ：だが、あの惨さん状じようを見た上で、「楽しい」と言ってしまう神しん経けいは、理り解かいしかねる。

ＧＭ：「世せ情じようが不安定な方が、予言者は商売になるんだよ。誰もが不安になれば、予言にすがるからね」

ヒルダ：……嫌いやな話だな。

ＧＭ：「これ以上ご機き嫌げんを損そこねないうちに、ボクは去るよ」と、マーリンは姿すがたを消します。

ギデオン：いいか？　人間は希望がなくなると、生きていく気力を失ってしまうんだ。だから、予言というものは……って、マーリンいねぇ！（一同笑）

チコ：おっちゃん、せっかくカッコイイ台詞を言ってたのに、台無しっす（笑）。

ギデオン：き、気にしない！　さぁ、悪徳領主から、王威の竜輝石を取り上げに行こうぜ！

リージュ：行きましょう、ヒルダお姉様！　こうしている間にも、ジェラルドさんがかんしゃく起こしてるかもしれないですよ～？

ヒルダ：そうだな。……よし、マーリンが教えてくれた、脱出路とやらに行ってみようか。本当にあるかは分からないが（笑）。

ＧＭ：では、みなさんが谷に向かったところで、シーンを終了します。







◆Middle 08◆秘ひ密みつの出入り口




　街外れの谷にやってきた。

　渓けい流りゆうが岩を削けずってできた崖がけがあり、その中ちゆう腹ふくに秘密の出入り口があるという。

　ただ、そこにたどり着つくのは大変そうだ。




ＧＭ：では、次のシーン。みなさんは、マーリンが言っていた「ビルベリの城の脱出経路」があるらしい谷の近くまでやってきました。出入り口は川岸に並へい行こうしてそびえる崖の中腹にあって、崖の下はごつごつした岩場になっています。

ヒルダ：出入り口は？

ＧＭ：すぐ近くまで川の流れがきていますが、降おりることはできそうです。崖の高さはおよそ20メートル。出入り口は巧こう妙みように隠かくされていますが、10メートルほどの位置に見えます。

ギデオン：よし、あそこから侵入するか！

ＧＭ：一いち応おう、確かく認にんしておきますが……侵入したあとのこと、考えてますか？

ギデオン：ジェラルドから王威の竜輝石を奪うばう！

リージュ：まずはヴィクトリオさんを解放した方がよくありませんか？

ヒルダ：ヴィクトリオに王威の竜輝石を渡わたす、でもいいんじゃないか？

チコ：ヴィクトリオさんはゴーダ伯が高く評価した人間っすからね。

リージュ：ヴィクトリオさんに会って、どんな人物か見極めませんか？

ヒルダ：それもそうだな。お義と父お様も、人物を評価する最さい善ぜんの手しゆ段だんは語り合うこと、と言っていたし。

ギデオン：じゃあ、ヴィクトリオと王威の竜輝石を確かく保ほするのが目的ということで。そのあとのことは、もうちょっと状況が動いてから考えるか。

ヒルダ：そうしよう。

リージュ：きっとこのあとのダンジョンアタックで、おじさまが大だい活かつ躍やくするんですね！

チコ：おっちゃんがドアというドアを、華か麗れいに開けてくれると信じてるっす（笑）。

ギデオン：お前ら何でそんなにフラグ立てようとするんだよ！　これって扉開けで俺が酷ひどい目に遭あう流れだろ!?（笑）

ＧＭ：さて、みなさんが出入り口に行くには、崖がけ下したから登るか、崖上から降おりるかしなければならない……という状じよう態たいですね。

チコ：つまり、上からも下からも10メートルの位置ってことっすね。

ＧＭ：はい。崖の上から降りて行っても、ふもとから登って行っても、移動する距きよ離り自体はどちらも10メートルになります。

ヒルダ：状況は分かった。さて、あの中腹の出入り口まで、どうやって登るか、だな……。

ＧＭ：ここは、［登とう攀はん］を行なってもらいます。難なん易い度ど10の【筋きん力りよく】判定に成功すれば、［【移動力】÷２］メートル登ることができます。

ヒルダ：ふむふむ。

ＧＭ：この判定に失敗した場合、難易度10の【敏びん捷しよう】判定に成功すれば、［【移動力】÷２］メートル落下するだけで済すみます。

チコ：【敏捷】判定にも失敗した場合は？

ＧＭ：落下によるダメージを受けます。このダメージロールは、ＧＭが振ふります（笑）。

チコ：きっと大ダメージが来てしまうっす！　何としてでも成功しないと！（笑）

ＧＭ：上から行くか下から行くかで、ダメージにちょっと差が出ますよ。

ギデオン：どのくらい？

ＧＭ：上からのルートは６Ｄ、下からのルートは２Ｄの、貫かん通つうダメージになります。

ギデオン：４Ｄ違ちがったら、けっこうな差だっつーの！（笑）

チコ：これは……下から登っていった方が安全っすね……。

ＧＭ：上からのルートにも、メリットはありますよ。登るのに失敗した場合、落下するじゃないですか。

ヒルダ：それはそうだろうけど？

ＧＭ：つまり上からのルートは、失敗しても、自然落下による移動ができるんです。

ヒルダ：なるほど！

ＧＭ：ルール的に言うと、【筋力】判定に失敗しても、【敏捷】判定に成功すれば、ダメージ０で移動できることになります。




・崖上から降りるルート

メリット：【筋力】判定に失敗しても【敏捷】判定に成功すれば、ダメージを受けることなく［【移動力】÷２］メートル移動できる。

デメリット：［登攀］の【筋力】判定に失敗し、【敏捷】判定にも失敗すると、崖下まで落下して大ダメージ（６Ｄの貫通ダメージ）を受ける。




・崖下から登るルート

メリット：［登攀］の【筋力】判定に失敗し、【敏捷】判定にも失敗すると、崖下まで落下するが小ダメージ（２Ｄの貫通ダメージ）で済すむ。

デメリット：【筋力】判定に失敗した時に、【敏捷】判定に成功しても、移動できない。




ヒルダ：いきなり面めん倒どうなことになったなぁ……。

チコ：侵入が一番の難なん関かんそうっすね。

ギデオン：（少し考かんがえ込こんで）……待て。ＧＭ、ここは、城からの要人を逃にがすための脱だつ出しゆつ口こうなんだろ？

ＧＭ：そうですよ。

ギデオン：だったら、あんな危き険けんな位置を終着点にするはずがないだろう。

ＧＭ：…………。

ヒルダ：どういうこと？

ギデオン：崖の上まで登らせるか、地上に降おろすための、安全な手しゆ段だんがあると思うんだ。そうでないと、あの洞窟から出る時に受けるダメージで、命を落としかねないぞ（笑）。

ヒルダ：確かに、ギデオンの言うとおりだ！（笑）

ＧＭ：では、ギデオンは難易度13の【感知】判定をしてください。

ギデオン：【感知】は５あるから、特にスキルは使わなくても成功しそうだな。（ダイスを振る）うん、16で成功。

ＧＭ：ギデオンは、洞窟の側そばにある岩に縄なわ梯子ばしごらしきものが隠されてるのを発見しました（一同拍はく手しゆ）。

ギデオン：よし、俺、シーフらしい仕事した！　きっと、あの縄梯子を降おろせば、無事に上り下りできるって仕組みだな？　ヒルダ、あとは任まかせたぞ！（一同笑）

リージュ：おじさま、ここで他人に任せちゃうんですか!?（笑）

ヒルダ：私は【ＨＰ】が高いから、［登攀］に失敗しても、なんとかなるってことだ。よし、ＧＭ、私は崖の上へと移動するぞ。

ギデオン：俺ら三人は崖の下で待ってるから、縄梯子降ろしてくれよ～。

ＧＭ：では、ヒルダ、判定をどうぞ。

ヒルダ：はいはい（笑）。（ダイスを振る）よし、19で成功！

ＧＭ：これで６メートル降こう下かです。あと４メートル降下すれば、洞窟に着きます。もう一回、判定をどうぞ。

ヒルダ：（ダイスを振る）14で成功。洞窟に着いたぞ！

ＧＭ：では、岩だらけの岸壁を降りていくと、洞窟にたどり着きます。洞窟は人ふたりが通れるくらいの規き模ぼで、奥おくの方へと道が続いているのが見えます。また、すぐ脇わきにある岩に隠かくすようにして、縄梯子が設せつ置ちされています。

ギデオン：あれ？　扉は？

ＧＭ：洞窟ですから、扉なんてありませんよ。

ギデオン：何だって!?　マーリン、予言外れたじゃないか！（笑）

チコ：ここはまだ出入り口っすから、もっと中に入ってから扉があると思うっすよ（笑）。

ヒルダ：さて……「これがギデオンが見つけた縄梯子だな」と言って、縄梯子をちょっと引っ張ってみる。要人を逃がすための設せつ備びだろうから、さすがに罠わなはないはず！

ＧＭ：トラップらしきものはないです。若じやつ干かん古くなっていますが、強度に問題はありません。

ヒルダ：じゃあ、「縄梯子を降ろすぞ！」と声をかけてから、縄梯子を投げ降ろす。

ギデオン：よし、これを使って洞窟まで行こう！




　一行はこの縄梯子を使って苦もなく、洞窟の内部へと侵入することに成功しました。




ＧＭ：では、全員が洞窟にたどり着いて、どうなってるか調べようか、という状況で、シーンを終了します。
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◆Middle 09◆崩ほう壊かいする通路




　崖がけ中ちゆう腹ふくの洞窟に到とう着ちやくする。中を覗のぞいてみると、奥おくへ続く通路となっていた。

　この先に待つものはいったい？




ＧＭ：では、次のシーン。みなさんが洞窟の奥の様子を窺うかがっているところからスタートでいいですか？

ギデオン：うん。

ＧＭ：自然にできたような通路が、ずっと奥まで続いています。岩いわ肌はだがむきだしになっており、足下には岩や石が転がっていたりします。

ギデオン：城しろからの脱だつ出しゆつ路ろと言いつつ、ベースは自然洞窟なのか。

ＧＭ：そんな感じです。

ヒルダ：さっき使った縄なわ梯子ばしご、使われた形けい跡せきはある？

ＧＭ：【感知】判はん定ていをしてください。目もく標ひよう値ちは10です。

ヒルダ：（ダイスを振ふる）６。

チコ：（ダイスを振る）10。成功っす！

ＧＭ：最近使われたような形跡はないですが、一〇年以内には取とり替かえたと思われます。メルトランド戦役の時に使用されたのかもしれません。

チコ：なるほど。

ヒルダ：さて、こっから奥へと進んでくわけだな。

リージュ：そうですね～。誰だれが先頭になりますか？

ギデオン：シーフだし、俺おれが先頭を歩きつつ、罠わながないか調べてくのが妥だ当とうか。

チコ：おっちゃんかっこいいっす！

ギデオン：罠がないか注意して進む。あと、扉とびら！　扉には注意する！（一同笑）

ＧＭ：壁かべや天てん井じようにあたる部分は、天然の岩肌がむきだしになっていて、時折、ポロっと内ない壁へきが崩くずれたり、さらさらと砂すながこぼれ落ち続けている場所があったりします。

ギデオン：今にも崩くずれそうだな、オイ……。

ＧＭ：怖こわ々ごわと進んでいくと、不意にトラップが発動します。なお、解かい除じよはできません。

一同：何だって!?

ＧＭ：壁と天井が崩ほう落らくを始めます。入り口へと戻るか、巻まき込こまれないように奥へと走はしり抜ぬけるしかありません。

ヒルダ：逃げたら、この通路が埋うまってしまうよな？

ＧＭ：はい。土ど砂しやで埋まってしまい、通路は二度と使えなくなります。

ヒルダ：そうだよなぁ……。

ＧＭ：洞窟の外へ逃げる場合は、判定なしで脱だつ出しゆつできます。ただし、走り抜ける場合は、土砂をかいくぐりながら進むことになるので、判定が必要になります。

ギデオン：進入路を失うって時に後退なんてできるか！　前進あるのみ！

チコ：突つき進むっす！

ＧＭ：では、崩落する通路を走り抜ける判定を行ないます。これは、ＦＳ判定になります。




■ＦＳ判定データ

・名めい称しよう：崩落する通路を走り抜ける

・終しゆう了りよう条じよう件けん：２ラウンド経けい過か

・進行判定：【感知】

・難なん易い度ど：11

・成長点：10点

・完かん了りよう値ち：10カウント




ＧＭ：支し援えん判定は、進行判定と同じ難易度になります。より危き険けんが少ないルートを見切って仲間を誘ゆう導どうすることになるので、支援判定の能力値は【感知】です。

ギデオン：最初は【感知】判定か……。

リージュ：きっと進行していくにつれて、判定に使う能力値は変わりますよね？

ギデオン：たぶん、そうだろうな。

ＧＭ：崩れていく通路。みなさんは走り抜ける決意を決めて、駆かけ出だしました。

チコ：失敗して埋まっちゃったら、オイラここに根付くことになるんすね……。

ＧＭ：なお、進行判定に失敗した場合、進行の増ぞう減げんに加えてＰＣ全員５点のＨＰロスです。

ギデオン：それは地味に嫌いやだな。がんばろう！

ＧＭ：さて、ラウンド進行に移うつります。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

チコ　　　　15

リージュ　　12

ギデオン　　11

ヒルダ　　　６




ＧＭ：では、第一ラウンドです。

ヒルダ：とりあえず、全員、セットアッププロセスで使うスキルはないかな。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。チコから。

チコ：は～い。

リージュ：あたし、支し援えんします。

ＧＭ：分かりました。では、リージュは支援判定を。

リージュ：（ダイスを振る）12で成功♪　「チコちゃん、あの辺が通りやすそうですよ～」

チコ：リージュお姉ちゃんが示しめした方角を見るっす！　（ダイスを振る）おおっ、クリティカルで成功っす！

ＧＭ：では、進行値が１Ｄ＋２点上じよう昇しようします。

ギデオン：よっぽど埋うまりたくなかったんだな、チコ（笑）。

チコ：当然っす。（ダイスを振る）５が出たので一気に進行値が７に！　オイラすごーい！




進行値　０→７（完了値まで残り３）




ＧＭ：チコが的てき確かくにルートを読み、みんなを誘ゆう導どうします。

チコ：「みんな、こっちっす！」手を振ふりながら、たたたっと小走りに前を進むっす！

ＧＭ：一気に進行値が進んだので、立て続けにイベントが発生します。

チコ：ど、どうぞっす。

ＧＭ：まず、進行値２の時点。足止めトラップが発動して、以い降こうの判定を［トラップ解除］になるはずだったんですが……。

ヒルダ：我われ々われは、足止めトラップを踏ふみ砕くだいたんだな……（笑）。

ＧＭ：次は、進行値５の時点。壁が倒たおれてきて、仲間が通つう過かするまで壁を支ささえるため、【筋きん力りよく】判定にするはずでした（笑）。

ギデオン：俺らが走はしり抜ぬけたあとに、壁が倒れたんだろう。「やべ、後ろからなんか倒れた音が聞こえてきたぞ！」
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ヒルダ：気にするな！　今は駆かけ抜ぬければいいんだし！（笑）

ＧＭ：最後は、進行値７。これは発動しますよ。今度は天井が落ちてきます。大きな破は片へんで避よけられないため、壊こわしてしまいましょう。

チコ：あわわ、天井の岩がぐらついてるっすよ!?

ＧＭ：以降の判定を、攻こう撃げきの命中判定にします。

ギデオン：武ぶ器き攻撃のみ？

ＧＭ：武器攻撃でも魔ま法ほう攻撃でも、攻撃ならば何でもいいですよ。難易度は19に変へん更こうです。

ヒルダ：一気に上がったな。

ＧＭ：進行判定に失敗すると、進行値の増減に加えてＰＣ全員が10点のＨＰロスです。

リージュ：失敗の時に受けるダメージも増ふえました～（笑）。

ギデオン：まぁ、俺の番だから、何とかなるって。ソードブレイカーで叩たたき割わってやる。（ダイスを振る）命中は20でギリギリ成功……。

ヒルダ：差分が１だから、進行値は１点上昇。これで進行値が８になったな。

ＧＭ：では、天井からドドドっと岩が落ちてきますが、ギデオンは自分や仲間に当たりそうなものソードブレイカーを使い、叩き割ったり、はじいたりしました。

リージュ：おじさますごい！　かっこいいです！

ギデオン：そんな感かん謝しやをされたのは初めてだ。「見た？　見た見た？」

ヒルダ：（無む視しして）先を急ぐぞ。

ギデオン：……ちょっ!?　ねぇ、活かつ躍やくした時ぐらい褒ほめてぇ──！（笑）




進行値　７→８（完了値まで残り２）




ＧＭ：では、出口が見えてきたので、一気に駆け抜けます。以降の判定を【敏びん捷しよう】に、難易度を12に変へん更こうします。

リージュ：あと少しですね！

ＧＭ：なお、進行判定に失敗した場合、進行値の増減に加えてＰＣ全員は10点のＨＰロスを受けます。

ギデオン：ＨＰロスか。きついな。

ヒルダ：ここで私わたしの番なのだが……私、【敏捷】が５なんだ。

ギデオン：２Ｄの期き待たい値ちは７だから、期待値で成功するな。

ヒルダ：だが、失敗すると、進行値も減へるし、ダメージも食らう。私は行動放ほう棄きして、次のラウンドでリージュにやってもらうのはどうだろう？

ギデオン：ずいぶんと慎しん重ちようだな。

リージュ：【敏捷】高いですから、あたしはその案でもいいですよ？

ヒルダ：じゃあ、私は行動放棄。

ＧＭ：では、第一ラウンドを終了します。




●第二ラウンド

行こう動どう値ち

チコ　　　15

リージュ　12

ギデオン　11

ヒルダ　　６




ＧＭ：第二ラウンドに入ります。

リージュ：またセットアッププロセスは特になしでいいですか？

ヒルダ：うん。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。チコからどうぞ。

チコ：待機っす。

ＧＭ：次はリージュです。

リージュ：ＦＳ判定をします。

チコ：じゃあ、支援判定をするっす。（ダイスを振る）13で成功。達成値が２点上昇っす。「ヒルダお姉ちゃん、どっちが先に走はしり抜ぬけられるか勝負っす！」

リージュ：（ダイスを振る）あ、クリティカル♪




　リージュが支援するとチコがクリティカルを、チコが支援するとリージュがクリティカルを出す、不思議なコンビネーション。




リージュ：（ダイスを振る）６が出ました～♪




進行値　８→10オーバー（完了値到とう達たつ）




ＧＭ：では、進行値が10を超こしましたので、ＦＳ判定は成功です。

リージュ：わ～い、ダンジョン楽しみにしてたんで、あっという間に走り抜けちゃいました～♪（笑）

ＧＭ：爆ばく走そうするリージュを追うようにして、チコたちも走っていくことに（笑）。

チコ：リージュお姉ちゃん、走るの速いっす！（笑）

ＧＭ：降ふりかかる瓦が礫れきの雨を潜くぐり抜ぬけ、ビルベリ城じよう側へと駆かけ抜ぬけました。なお、駆け抜けた先に、トラップ停止用のスイッチがあります。

ヒルダ：なるほど。脱出するときはこれを押せば安全に出られるのか。

ギデオン：埋まりきる前に、停止ボタンをポチッと押おしておくか。

ヒルダ：走り抜けて、ボタンを押す、か。障しよう害がい物ぶつ競きよう走そうみたいだったな……。

ギデオン：本当にそうだな（笑）。

ＧＭ：ともあれ、通路崩落トラップはあっさり片かた付づけられてしまったのであった。……クリティカルを二回も出されては、しかたないですね（一同笑）。

ギデオン：まぁ、楽しかったよ、うん（笑）。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Middle 10◆走り抜けた先に




　崩落する通路を走り抜け、さらに先へ進む一行。

　通路は崩れ、もうあと戻もどりはできない。

　ヒルダたちは意を決して先へと進む……。




ＧＭ：はい、では次のシーンです。無事みなさんが崩落する通路を走り抜け、さらに洞窟を先へと進んでいくと、お待ちかね、扉にぶつかります（笑）。鉄枠を用いた、がっしりとした作りの扉です。先に進むにはここを抜けるしかない……という状況です。

チコ：おっちゃん、扉っすよ、扉！　わー、ほんとにあったー（ギデオンをちらっと見る）。

ギデオン：分かってるって。いいからお前たち、扉から下がれ。だが、21メートル以上離はなれてはいけないぞ（笑）。

リージュ：分かりましたぁ。それじゃ、20メートル下がって《プロテクション》を準じゆん備び。

ギデオン：まずは俺ひとりで扉に近づいてみるよ。……危険感知しろとか言わない？

ＧＭ：ないです。扉の周りに感知型がたのトラップはありません。

ギデオン：よし、分かった。トラップ探知だ。扉を調べる……。

一同：（手て拍びよう子しをしながら）ギ・デ・オン♪　ギ・デ・オン、ギ・デ・オン♪

ギデオン：（遠くを見ながら）……こんな風にみんなに笑顔で拍はく手しゆされたのは、生まれて初めてだ（一同笑）。

リージュ：がんばれ～、おじさま～♪

ギデオン：うん、ありがとう。けど、ちょっと黙だまっててくれ。集中するから（笑）。

ヒルダ：……集中しても出目は変わらないですよね、菊きく池ちさん。

ギデオン：そんなことはないよっ!?　念じれば夢ゆめは叶かなうよ！




　トラップ探知の成功を、純じゆん真しんな心で夢ゆめ見みるギデオンさん（四〇歳さい）。




ヒルダ：頑がん張ばってください（笑）。

ギデオン：じゃあ。トラップ探知。５＋３Ｄで（ダイスを振る）……ほらっ、叶ったよ。出目が４・５・６だよ。達成値20もいったよ！

一同：おおー!?

ＧＭ：達成値20ですと、扉を開けると起動する何かの仕し掛かけがあるのが分かります。

ギデオン：仕掛け？　トラップじゃない？

ＧＭ：ええ、データのあるトラップとは違ちがいます。ちなみに何が起こるかは分からず、したがって解除もできません。

ヒルダ：…………なんだろうな、それ？

チコ：あたりを探さぐってみるっすけど、なにか分かるっすか？

ＧＭ：それじゃあ全員で難易度12で【感知】判定を。




　この判定には全員成功しました。




ＧＭ：じゃあ、扉の仕掛けについては分かりませんでしたが、扉に向かって右手の奥の方に岩がん壁ぺきに走るひび割われを見つけます。サイズ的に、ちょっと人は通れなさそうですが。

リージュ：ん～？　覗のぞけますか？

ＧＭ：できますよ。覗くとどうやら牢ろう屋やっぽいところが見えます。

ヒルダ：牢屋か……。もしかすると、そこに領りよう主しゆ様がいる？

ＧＭ：覗ける範はん囲いには人の姿すがたは見えません。ただ、見えない範囲にも牢屋はあるようなのでそっちを使っているかも。

チコ：……ま、行けないなら見ててもしょうがないっす。

ギデオン：だな。まずはこの扉を開けよう。誰だれか扉の前へ俺と一緒にくる猛も者さはいないな？

ヒルダ：私は……《カバーリング》できるように、一いつ緒しよに行ってあげた方がいいか。

ギデオン：いや、エンゲージは離はなしておいた方がいい。

ＧＭ：じゃあ、全員どの位置にいるかちょっと宣せん言げんしてもらえますか？

ギデオン：俺が扉とエンゲージ。おっかなびっくり、扉の仕掛けを観察してるぜ。

ヒルダ：それじゃ、15メートル離れておこう。

チコ：じゃあ、オイラもヒルダお姉ちゃんと同じく15メートル離れるっす。

リージュ：あたしは……20メートル離れておきますね。




　予言のせいか、みなさん慎重です。




ＧＭ：了りよう解かいしました。

ギデオン：さて、それじゃそろそろ扉を開けるぞ……。

ヒルダ：ＯＫ、ギデオン頼たのむぞ。

ギデオン：うむ。では、ぎぃ～（←扉を開ける音）。

ＧＭ：ギデオンが扉を開けると、かちりと何かのスイッチが入る音がします。はい、では、ここからラウンド進行に移ります。

ギデオン：なにぃ!?

チコ：これが「扉に注意」ってやつかー！

リージュ：戦せん闘とうですか～♪（嬉うれしそうに）

ＧＭ：はい、戦闘です。扉の先は25メートル四方の部屋となっています。で、扉から10メートル先にクリスタルでできたゴーレムが一体。侵しん入にゆう者しやを察知し、ズズズと立ち上がります。
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チコ：クリスタルゴーレムっすか！

ＧＭ：さらに、その奥10メートル、扉から20メートル離はなれた位置に機械仕掛けの砲ほう台だいっぽいのが同じエンゲージに二体います。

ギデオン：……俺もうなんのエネミーか分かっちゃったよ。マジックキャノンだな。
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ＧＭ：ちなみに、砲台は通路の直線上に位置しています。つまり、通路にいても砲台から射しや線せんが通ります。

ヒルダ：相手の攻撃も、こちらの魔ま法ほうも届とどくってわけか。

ＧＭ：そのとおり！　では、戦闘にいきましょう。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

チコ　　　　　　　　　　　15
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ＧＭ：では、セットアッププロセスから。【行動値】によると、まずはチコからですね。

チコ：開けた途と端たんにラウンド進行になるっすね。《アンパッサン》使うすっか？

リージュ：あたし、通つう常じよう移い動どうじゃゴーレムまで射しや程ていが届とどかないから、《アンパッサン》が欲しいです。

ヒルダ：私も一回の移動でエンゲージできない……。

ギデオン：これは警けい戒かいしすぎたか。俺以外、離れすぎてる……《陣じん形けい》使った方がいいかもしれん。

チコ：《アンパッサン》だけじゃ、足りないっすよー。

ヒルダ：そうだな。では《陣形》を切ろう。

リージュ：それじゃ、前進。８メートル進んで、ゴーレムから22メートルの位置でストップ。

チコ：オイラは７メートル移動して、ゴーレムから18メートルの位置。

ギデオン：俺はゴーレムから２メートルの位置へ。

ヒルダ：私も移動して、ゴーレムから12メートルの位置。

ＧＭ：なるほど……つまり室内に入ってるのはギデオンのみ。

ギデオン：これで扉がバーンとか閉しまったら最悪だな（笑）。

ＧＭ：…………。

ギデオン：…………。

ＧＭ：…………（にこり）。

ギデオン：お、おい、ＧＭマジで!?

ＧＭ：いえ、何も起きませんよ。

ギデオン：し、心しん臓ぞうに悪いわ！




　一いつ瞬しゆん、おもしろそうだなーと考えていたのは秘ひ密みつです。




チコ：改めてオイラのセットアッププロセス。リージュお姉ちゃんに《アンパッサン》をかけるっす。もう二回移動しないと射程に入れないだろうし。（ダイスを振る）成功。

リージュ：ありがとう、チコちゃん。これでゴーレムから14メートルまで近づきました～。

ＧＭ：では、ゴーレムですがセットアッププロセスはないです。砲台もありません。

リージュ：あたしもないです。

ギデオン：俺は《ミステリアスダンス》。変な踊おどりを踊る。

ＧＭ：対象は？

ギデオン：ゴーレムだな。たぶん一番強いだろうし。（ダイスを振る）達成値16だ。【精せい神しん】で抵てい抗こうしてくれ。

ＧＭ：【精神】とはゴーレムのもっとも弱いところを。（ダイスを振る）うん、失敗しました。が、《耐たい性せい：逆ぎやく上じよう》を持ってるので効ききません。

ギデオン：藤ふじ井いさん、《ミステリアスダンス》対たい策さくしたなー！

ＧＭ：いやいや、私は何も手を入れてませんよ。ルールブックのエネミーをそのまま持ってきてますから。ふふん（なぜか誇ほこらしげ）。

チコ：ＧＭがドヤ顔してる（笑）。

ギデオン：く、くそう（笑）。俺は終了。

ヒルダ：では私は《グレートコネクト》から《コネクトフォース》を使います。

ＧＭ：実は《コネクトフォース》を二回使用すると、このゴーレムより硬かたくなるヒルダ姉さん（笑）。

リージュ：すごいです、お姉様～（笑）。

ギデオン：行け、ゴーレム女！（笑）

ヒルダ：ちょっと、《カバーリング》しないよ、そんなこと言ってると。

ギデオン：……………は、話し合おうじゃないか。

チコ：変わり身が早いっすよ、おっちゃん……（笑）




　ほんとにダメダメなギデオンです（笑）。




ＧＭ：さて、それじゃあ次、イニシアチブプロセス。

チコ：オイラからっす～。ムーブアクションで戦闘移動。７メートルの地点まで移動っす。

ＧＭ：これでゴーレムから11メートル。砲台まで21メートルなので、砲台にはスキルは届きませんね。

チコ：ですね。……ゴーレムを攻撃するっすか？　それともエンチャント？

ヒルダ：エンチャントが欲しいな。ゴーレムさんがいらっしゃるので。

ギデオン：大たい抵ていのゴーレムは【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】０だからな。

チコ：じゃあ、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《エンチャントウェポン：地》。対象はギデオン。（ダイスを振る）発動したっす。これでシーンの間、武器攻撃が〈地〉属ぞく性せい魔法ダメージになるっす。おっちゃん頑がん張ばるっすよ～。

ギデオン：任まかせておけ！

ＧＭ：では、次はゴーレム。さて……どうしようかな。

ギデオン：こっちに来るか？

ＧＭ：うーん……いや、それよりもビームで攻撃しましょう。《クリスタルビーム》。対象はランダムで（ダイスを振る）リージュを狙ねらいます。




　その巨きよ体たいに内ない蔵ぞうされた砲を露あらわにし、クリスタルゴーレムはリージュに閃せん光こうを放つ。




リージュ：わっ、こっち来ました！

ＧＭ：命中判定は３Ｄ＋10。（ダイスを振る）20ですね。

ヒルダ：リージュ、避さけられそう？

リージュ：ちょっと無理そう。クリティカルのみ。（ダイスを振る）しない、当たり。

ヒルダ：カバー……まあいいか。とりあえず様子を見ます。

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）あ、高っ。41点の〈光〉属性魔法ダメージ。

ギデオン：うお、けっこう痛いたいな！

リージュ：自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）マイナス15点。防御力を引いて20点食らったから、残り【ＨＰ】37点です。

ＧＭ：リージュが展開した魔法の障しよう壁へきを貫つらぬいた光が、彼かの女じよの柔やわ肌はだを傷きずつけました。続いて砲台の行動です。まず一体目～。対象はランダム。（ダイスを振る）チコ！

チコ：オーノーっす！

ＧＭ：マイナーアクションで《魔法弾だん装そう填てん》を使用します。錬れん金きん術じゆつで創つくられた特とく殊しゆ魔法砲ほう弾だんがセットされます。

ギデオン：ヤバそうな弾たまを込めんなよっ!?（笑）

ＧＭ：メジャーアクションは普ふ通つうに攻こう撃げき。砲台がギュィーンと回り、チコちゃんに狙いを定めます。バゴーン！　命中判定は３Ｄ＋８。（ダイスを振る）やった、クリティカル!!

ヒルダ：ちょっとＧＭー!!




　まあ、ダイス目はコントロールできませんから。




ヒルダ：カバーはいるか？

チコ：一発だったら、保もつと思うっす。

ヒルダ：分かった。次も攻撃が来たら《カバームーブ》する。

ＧＭ：では……。（ダイスを振る）42点の〈火〉属性魔法ダメージ。

ギデオン：さっきと同じくらい来たな。大だい丈じよう夫ぶか？

チコ：それならまだなんとか平気！　【魔法防御力】は６点だから36点くらうっす。

リージュ：チコちゃんに《プロテクション》。（ダイスを振る）15点マイナスしてください。

チコ：そうすると21点。残り【ＨＰ】25点っす。けっこうキツイの貰ったけど、リージュお姉ちゃんのおかげで、もう一いち撃げきぐらいは耐たえられそうっす。

ＧＭ：これで一台目は終了。ではもう一台。マイナーアクションで《魔法弾装填》を使いつつランダムに射しや撃げき攻撃。（ダイスを振る）。ギデオンを狙います。

ギデオン：はっはっは、来い！

ＧＭ：メラメラと炎ほのおを纏った砲ほう弾だんをギデオンに向かって発はつ射しや。ドーンッ！　（ダイスを振る）達成値22。

チコ：また、高めっす。

ギデオン：これは厳しいな。（ダイスを振る）失敗、15だ。

ＧＭ：ダメージは35点の〈火〉属性魔法ダメージ。

リージュ：《プロテクション》。（ダイスを振る）あ、出目がいい。23点軽けい減げんです。

ギデオン：すると、４点ダメージ。残り60点だ。ちょっと炎で服が焦こげたぞ（笑）。

ＧＭ：こっちは終わりです。次はリージュ。

リージュ：あたしはとりあえずムーブアクションで戦闘移動して前に出ます。

ＧＭ：これでゴーレムから６メートル。

リージュ：マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションはスキルなしで攻撃です。対象はゴーレム。（ダイスを振る）。命中は22。パンパンッと射撃します！

ＧＭ：クリティカルじゃないと無理。（ダイスを振る）惜おしい、出目が５と６でした。

ヒルダ：こーわーい！

リージュ：でも物理攻撃だとダメージが通らなさそう。（ダイスを振る）45点の物理です。

ＧＭ：それは全然痛いたくない。着ちやく弾だんしたあたりのゴーレムの装そう甲こうがぽろっと欠けたくらい。

リージュ：うーん、硬かたいです～。

ギデオン：ではこの魔法ダメージの短たん剣けんをお見み舞まいしよう。ムーブアクションで接敵。マイナーアクションで《フェイント》、メジャーアクションで攻撃する。（ダイスを振る）命中は14＋12で26。

ＧＭ：（ダイスを振る）……回かい避ひ失敗。ギデオンの刃やいばがゴーレムのボディを切きり裂さいていきます。

チコ：おっちゃんに《チェックメイト》っす。

ギデオン：俺も自分で《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）うっ、低っ!?　５Ｄ振って、11しかない！

チコ：あ、オイラもちょっと低い。15点っす。

ギデオン：合計50点の〈地〉属性魔法ダメージだ。

ＧＭ：魔法だから素す抜ぬけかあ。おお、痛い。重要なパーツが傷ついたのか、クリスタルゴーレムの動きが鈍にぶったようにも見えますね。

ヒルダ：ふはははは、痛かろう、痛かろう！




　なんで、ヒルダが勝かち誇ほこっているんでしょう（笑）。




ＧＭ：ではギデオンが終了したのでヒルダ。

ヒルダ：まず、ムーブアクションでゴーレムとエンゲージ。マイナーアクションで《コネクトフォース》をもう一回重ねて、メジャーアクションで《バッシュ》（ダイスを振る）。21。

ＧＭ：それはクリティカルしか避けられない。（ダイスを振る）ひくっ、失敗。

ヒルダ：ではダメージロール！（ダイスを振る）……。

リージュ：おおー、すごーい！　６がいっぱいです♪

ヒルダ：36＋28で64点の物理ダメージだ。

ＧＭ：それならゴーレムはふらつきながらも、まだ倒れる様子を見せません。これで１ラウンド目終了。クリンナッププロセス……は特にないようなので、次のラウンドに行きます。
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ＧＭ：では第二ラウンドのセットアッププロセスになります。

チコ：チコからっすね。もう《アンパッサン》は要らないっすか？

リージュ：あたしが欲しいです。ここでお姉様とおじさまにエンゲージできれば、チコちゃんが範はん囲いでエンチャントできますし。

チコ：なるほどー！　では《アンパッサン》をリージュお姉ちゃんに使用。

リージュ：では、移動してお姉様とエンゲージします。これでお姉様の肩かたを並ならべて戦えますねー（すごい嬉うれしそう）。

ヒルダ：今までなかったもんね、なんだかんだで（微笑ほほえむ）。

ギデオン：……おじさん、このノリについて行けない（笑）。

ＧＭ：これでリージュ、ヒルダ、ギデオン、ゴーレムがひとつのエンゲージになったと。こちらはセットアッププロセスがないので、次はギデオン。

ギデオン：じゃあ俺は《ランナップ》で離り脱だつし、マジックキャノンの方へすたたたたたっと、５メートル移動。

ヒルダ：私はセットアッププロセスではなにもなし。

ＧＭ：それじゃ、イニシアチブプロセス。トップはチコから。

チコ：移動せず、マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《エンチャントウェポン：地》。対象はリージュとヒルダ。（ダイスを振る）発動したっすよ。

ヒルダ：じゃあ私とリージュの攻撃が〈地〉属性になったぞ。

チコ：ふたりの武器が〝偉い大だいなるヒース〟の色に輝かがやくっす。ではオイラの行動は終了。

ヒルダ：次はゴーレムの番。

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクションはなくて、メジャーアクションで白兵攻撃。《範囲攻撃：白兵攻撃》を持ってるんでリージュとヒルダを同時に狙います。

ヒルダ：やっぱり持ってたかー、範囲攻撃のスキル。

リージュ：でも、お姉様がいるから安心です。

ＧＭ：ふふふ、その余よ裕ゆうを打うち砕くだいてあげます。ゴーレムが両りよう腕うでを広げて、ぶんっと一回転します。その丸太のような二本の腕で、ふたりをなぎ払はらう！　（ダイスを振る）あ、ちょっと低いな。26。

チコ：ぜんぜん低くないっす！

ヒルダ：もう６の目出すなよぅ。（ダイスを振る）うん、無理無理。命中した。

リージュ：24はクリティカルのみかな。（ダイスを振る）あたしも命中です。

ヒルダ：リージュ、《カバーリング》した方がいい？

リージュ：お願いしまーす♪

ヒルダ：それじゃ、リージュを《カバーリング》する。リージュへゴーレムの腕が当たる前に割わり込こんで、衝しよう撃げきに耐たえるべく身み構がまえよう。

ＧＭ：それじゃ、ダメージ振りましょう。（ダイスを振る）17＋24は41点の物理ダメージ。

リージュ：お姉様へ《プロテクション》。（ダイスを振る）11点軽減です。

ヒルダ：それだと【物理防御力】が36あるんで全部止めた、ガシィッ！　ゴーレムの豪ごう腕わんを槍やり一本で受け止める。

ＧＭ：な、なんですと!?

チコ：おー、お姉ちゃんかっこいいー！

リージュ：お姉様ケガはありませんか？

ヒルダ：全然大丈夫、リージュのおかげ。

ＧＭ：う、うーん……硬い。まさか１点もダメージが入らないなんて。これでクリスタルゴーレムは終了。次は魔導砲台の行動です。

ギデオン：また魔法弾がとんでくるのか。

ヒルダ：【魔法防御力】は上がらないから、狙ねらわれると私も痛い。

ＧＭ：よし、これを機にヒルダを……と言いたいところですけど、狙うのはランダムで決めます。（ダイスを振る）まずはリージュ。

リージュ：あ、砲台がこっちを向きました！

ＧＭ：魔導砲台はマイナーアクションで《魔法弾装填》。メジャーアクションはダガーン！　と、射撃攻撃。（ダイスを振る）うわ低っ！　命中16。

リージュ：なんか優やさしい。それだと普通に避さける可か能のう性せいが……。（ダイスを振る）わっ、１足りないで命中です！　足がもつれました～。

ギデオン：これは惜しいな。振り直すか？

リージュ：うーん……いえ、ここはもらっておきましょう。

ヒルダ：じゃあ、私がリージュを《カバーリング》。

ＧＭ：では、炎をまとった弾だん丸がんが間に割わって入ったヒルダに直ちよく撃げきします。（ダイスを振る）32点の〈火〉属性魔法ダメージ。

リージュ：ここで頑がん張ばる。お姉様に《プロテクション》。（ダイスを振る）18。

ヒルダ：じゃあ10点だけ食らって、残り【ＨＰ】70。

ＧＭ：全然減へらない……。では二体目。（ダイスを振る）ターゲットはヒルダ。マイナーアクションで《魔法弾装填》しつつ、おりゃー。（ダイスを振る）命中22。

ヒルダ：２Ｄで19が出れば避けられます。（ダイスを振る）まあ、無理だね──回避失敗。

ＧＭ：じゃあダメージが。（ダイスを振る）ひくっ、29点。

リージュ：《プロテクション》。（ダイスを振る）17。

ヒルダ：ふ、リージュの魔法障壁に護られた私をその程度のダメージで倒せると思うな？　では、８点だけ食らって【ＨＰ】62。




　エネミーの三連続攻撃を食らってもまだまだ元気なヒルダ。

　何でこんなに硬いのぉ～？（涙なみだ）




ヒルダ：ふふっ。いやー、リージュが隣となりにいるとなんか調子がいいー♪

ＧＭ：さて、エネミーの行動が終わったので次はリージュ。

リージュ：マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ファニング》でエネミー全員に攻撃。《ブレットレイブ》があるので、クリスタルゴーレムはリアクションにマイナス１Ｄ。

ギデオン：とてもアコライトの言動とは思えないなあ。

リージュ：アコライトですよ？　ガンスリンガーでもあるというだけで。（ダイスを振ふる）命中は19です。

ＧＭ：ゴーレムは１Ｄしか振れないから自動命中。砲台は２Ｄ振れるからクリティカルが出ればいける。（ダイスを振る）どっちも回避失敗。

チコ：リージュお姉ちゃんに《チェックメイト》。

リージュ：（ダイスを振る）ダメージ42点。

チコ：（ダイスを振る）19点プラスするっすよー。

リージュ：合わせて、61点の〈地〉属性魔法ダメージでーす。魔法の光に輝く弾丸を、両手の銃じゆうからバンバンばらまきます！

ヒルダ：砕くだけ散ちれ、ゴーレムー！

ＧＭ：目の前のゴーレムは雨あられと降り注ぐ銃じゆう弾だんを次々と受けてしまいます。




　チコの魔法の援護を得たリージュの激はげしい銃撃は、分厚い装甲に妨げられることなく、深刻なダメージをクリスタルゴーレムに与えた。

　そして、水すい晶しようの巨きよ人じんは挙動は著いちじるしく鈍どん化かしていた。




ギデオン：こいつはかなりいいダメージがとおっただろ！

ＧＭ：ですね。さしものクリスタルゴーレムも限界が近いようです。後方の砲台も、けっこう厳しい感じです。

リージュ：ナイス支援ですよ、チコちゃん！

チコ：オイラ、すごい今役に立ってるっす。前回の分を取り返すっす！

ギデオン：さて、次は俺か。ああ、若いみなさんが大変盛もり上あがっているのをやれやれと思いながら、ムーブアクションで戦闘移動して砲台にエンゲージ。マイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ワイドアタック》を使ってマジックキャノンＡ、Ｂに攻撃。（ダイスを振る）命中は26。

ＧＭ：クリティカル以外は回かい避ひでない。（ダイスを振る）……Ａ、Ｂともに命中です。

ギデオン：装そう甲こうが薄うすいのはこの辺かな？　《ピアシングストライク》を使用して５Ｄ＋24（ダイスを振る）。……ひ、低い。36点魔法ダメージ。

ＧＭ：それでも耐えきれない。ばちばちっと火花を出して、砲台Ａ、Ｂは動きを止めます。

チコ：おおー、おっちゃんかっこいいっすー！

ギデオン：（チコの声が届とどいていない様子で）ああー、腰こしがいてー。

ＧＭ：ギデオンが終了したのでヒルダです。

ヒルダ：ではムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションで《バッシュ》。クリスタルゴーレムにトドメを。命中判定いくぞ。（ダイスを振る）20。

ＧＭ：クリティカル出せばいい。（ダイスを振る）駄だ目めだったー、命中です。

ヒルダ：（ダイスを振る）相変わらず攻撃の出目はいい。53点、〈地〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：それは無理ー！　魔法の光をまとったヒルダの槍の穂先が、バターを切るように、クリスタルゴーレムの上半身を両断。これでエネミーが全ぜん滅めつしたので戦闘終了です！

一同：やったー！




　このあと、一行はドロップ品として、ゴーレムの宝ほう石せき（一五〇Ｇ）が二個こと、クリスタル二〇個（五〇Ｇ）を入手。またリージュの《ヒール》で【ＨＰ】を全ぜん快かいにしたあと、ハイＭＰポーションをがぶ飲みして【ＭＰ】を回かい復ふく。ほぼ最さい大だい値ちまで回復した。




ＧＭ：ちなみに扉の仕掛けは外からの侵入者を迎撃するためのものでした。外からの扉を閉めてから町の内側の扉を開けると、ゴーレムは止まることになっていました。

リージュ：倒したい気持ちでいっぱいで、気が回りませんでした（笑）。

ＧＭ：では、回復も終わったのでシーンを終了しましょう。







◆Middle 11◆竜りゆう輝き石せきと人の心と




　クリスタルゴーレムを破やぶり、奥の牢ろう屋やへ到達した。

　そこにはゴーダ伯はくの言っていた〝あの人物〟が待ち受けていた。




ＧＭ：そのゴーレムの部屋を出ると、先の方に牢屋があります。一部屋に三〇人ずつぐらい入ってます。で、今はその牢の扉とびらの前です。

ギデオン：扉だ。

チコ：おっちゃん、よろしく。

ギデオン：じゃあ、その扉にエンゲージしてトラップ探知（ダイスを振る）13だ。

ＧＭ：何もなさそうです。

ヒルダ：そうか。じゃあ、私が開けよう。

ＧＭ：特に罠わなもなく、問題なく扉が開きます。ここからはもう城の中です。

ヒルダ：ようやく着いた……いや、これからが本番だ！

ＧＭ：扉から中に入ると、さっき見えていた牢屋があります。牢の中には品のある老人が入っていますね。みなさんは初対面ですが、ヴィクトリオだと推すい定ていして良いかと思います。

ヒルダ：じゃあ声をかけよう。あなたはビルベリ伯はくヴィクトリオ様か？

ＧＭ：「そうだが。お前たちは何者だ？」

ヒルダ：あなたを助けにきた者です。

ギデオン：今の領主に、正せい義ぎの剣けんを取った者たちとでも思っていただければ。

ＧＭ：「そうか……。外では剣を抜くような事じ態たいになっておるのか……」

チコ：む、このお爺じいちゃん頭がいいっす。

ヒルダ：さすが、ゴーダ伯が尊そん敬けいしていただけのことはあるな。現げん領りよう主しゆは現在王おう威いの竜輝石を手に入れ、その威い光こうを笠かさに着て好き放題しています。

ギデオン：そうです。そいつは助けを求めてやってきた民みん衆しゆうに刃やいばを向けるという、大変不ふ届とどきな男でございまして。前の領主であるあなたに復ふつ帰きしていただこうと参上したのです。

ＧＭ：するとヴィクトリオは「はぁ……」とため息をつきます。

ギデオン：おっさーん。もっと「よし分かった！」とかぱぁぁっとしたリアクションとかないんかい！　……と心の中で思う。

ＧＭ：ヴィクトリオは牢暮らしで、気力の衰おとろえが見られますね。

チコ：じゃあ、具体的なジェラルドの非ひ道どうを訴うつたえてみるっす。ジェラルドは竜輝石を見せつけて、都市の人を跪ひざまずかせたりしてるっす。

リージュ：部下のレイチェルさんのアドバイスも無視して、逆にひどい任にん務むをおしつけたり。

ＧＭ：「そうか、ジェラルドはそんなことをしておるのか。……しかし、よそ者のはずのお前たちがなんでそんなことを？」

リージュ：困っている難なん民みんの人たちを攻撃するなんて、おかしいと思ったからです。

ＧＭ：「お前たちはその難民のために、わしを助けようと思ったのか？」

ヒルダ：はい。ジェラルドの行ないはこの都市の人々にとっても災わざわいを招まねくと思い……。

ＧＭ：「ジェラルドか……。わしも意見の食くい違ちがいによってこんなところに入れられてしまったが。あの男は……怯えているのだ。本来それほど悪い人間ではない」

一同：なにぃ──っ!?

リージュ：本当に昔は悪くなかったんですか？

ＧＭ：「ああ。少々自分の欲よくに走るところがあったが、もとは小心で善ぜん良りような面もある男だった。それが……竜輝石を得たことでおかしくなったのだよ」

リージュ：竜輝石のせい？




　ヴィクトリオの話によれば、ジェラルドは竜輝石を得て以来明らかに言動がおかしくなったという。みずからが王になるべき存そん在ざいだと思おもい込こみ、周囲の兵を顫せん動どうして自分の上司であるヴィクトリオから領主の座ざを奪うばったのだと。




ヒルダ：竜輝石には人を惑まどわすような力があるのか？

ギデオン：あるいは、ジェラルドが抑おさえていた資し質しつを解かい放ほうするきっかけになったのかもな。

ＧＭ：「そうではあるまい」と、ヴィクトリオは言います。

チコ：違うんすか？

ＧＭ：「おそらくあの男はな……ただ怯えておるのじゃ」

一同：はあ？

ヒルダ：怯えている？　それとあの勝手放題がどう結びつくと言うのですか!?

ＧＭ：「やつは小心者だからな。手に入れた竜輝石を手放すこともできず、さりとて持ち続けているには不安で仕方ないのじゃよ」

チコ：その割にはジェラルドは、竜輝石を見せびらかして悦えつに入いってるっす。

ＧＭ：「それは、見せびらかして相手に言うことをきかせることでしか安心できないからじゃ。そうすることで自分が竜輝石に選ばれた人間だと確認しているというわけだ」

ヒルダ：なんて迷めい惑わくな……。

リージュ：レイチェルさんに無む理り難なん題だいを言っているのもそういうことなんでしょうか？

ＧＭ：「ジェラルドはレイチェルに怯えているんじゃよ。内心で相手が本気になったら絶ぜつ対たいにかなわないと思っている」

リージュ：はあ。

ＧＭ：「だからジェラルドはレイチェルの手を汚よごさせて、その心を折ることで自分に屈くつ服ぷくさせようとしたのだ」

ヒルダ：そんな……そんなくだらない理由で、難民の命をもてあそんだというのですか!?　ここは怒って槍の石突きで床をドンと叩きますよ!!

一同：ヒルダが怒った！

リージュ：お姉様の気持ち、分かります！

チコ：右に同じっす！

ＧＭ：「いいかね、若者たち。ほとんどの人間は悪事をはたらこうとして悪いことをするのではない。悪事とは身を守るため、あるいは善意でなすものなのじゃ」

リージュ：だからって、あたしはジェラルドって人を許せません。

ＧＭ：「許す必要はない。ただ、『ジェラルドは悪人だから退治されて当然』と考えることは、自分たちの正義を疑うたがわなくなる、そういう危険があるということじゃ」

一同：…………。

ＧＭ：「そもそもジェラルドが竜輝石を持っているからといって、それだけでこの町の民衆が従っているわけではない」

チコ：と、いうと？

ＧＭ：「この町の民衆も心のどこかでジェラルドと同じように難民たちを疎んじている。だからこそ、難民への非道の責任をジェラルドに押しつけ、自分は悪くないと思いたがっているのだ」

リージュ：そんな……。

ヒルダ：うーん……重い話だなあ……。

ギデオン：もっともな話ではあるが、俺たちのやることは変わらない。今はまだ考えなくてもいいと思うぞ。

チコ：そうっすね。オイラたちは……。

リージュ：アナリタさんやレイチェルさん……あたしたちによくしてくれた人たちを助けたい。それが一番大切なことだと思います。

ヒルダ：……みんな。

ＧＭ：「……正直、わしは疲つかれた。最近の時代の移り変わりにはついて行けず、この町の民の支持も失った。もう二度と領主などできぬ。そう思った……」

ヒルダ：えっ？

ギデオン：まあ、グラスウェルズに国を滅ほろぼされそうになったり連合王国になったり、時代の移り変わりが激はげしかったからなあ（←移り変わりの激しい『無印』シリーズのＧＭ）。

リージュ：そうですねえ（←時代を移り変わらせた張ちよう本ほん人にん）。

チコ：菊池さんたちがそう言うと面白くなっちゃうので今はこらえて欲しいっす（笑）。

ＧＭ：話を戻もどしますよ？　ヴィクトリオは、先ほどの台詞に続けてこう言います「だが、君たちがヤツから竜輝石を取り上げるというなら、力を貸かそう」

ヒルダ：ありがたい！

ＧＭ：「だがひとつだけ条件がある」

ヒルダ：条件？




「竜輝石をジェラルドから奪ったら、それをもってこの都市の領主になって欲しい」

　かつてのビルベリの領主はそう言って頭を下げた。




ヒルダ：さっきマーリンに言われたことと同じだ！

ギデオン：ですが、なぜそのような条件を？

ＧＭ：「竜輝石はその性せい質しつから乱らんを招く。そんな石を持っていることを公にさらしていたら外部からの侵しん略りやくを受けるか、内部で抗争をするか……どうであれこの都市の民に害が及ぶ。そうならないためには、強力な指し導どう者しやが必要なのだ」

ヒルダ：……結局そういう話になるのか……。

ＧＭ：「『強き者が竜輝石を持って君臨する。それ以外の方法でこの大陸が安定することはない』もう亡くなってしまったが、あるグラスウェルズ人の言葉を思い出すよ」

ヒルダ：もしや、その人はゴーダ伯なのでは？

ＧＭ：ヴィクトリオは「なぜそれが分かる？」と不思議がります。

ヒルダ：ゴーダ伯……オスウィン・ゴーダは私の義父ちちなのです。

ＧＭ：「ほう、あなたはゴーダ伯の……」

ヒルダ：義父から、あなたのことをよく聞かされていました。

ＧＭ：「わしはあの方には戦争で負けてばかりいたものじゃが……」

ヒルダ：そのたびに立ち直りこの都市を守ってきたあなたのことを義父は尊敬していました。

ＧＭ：「ゴーダ伯の娘むすめがわしを助けにくるとは……運命とは不思議なものじゃ……」

ギデオン：ともあれ、あとのことはジェラルドから竜輝石を奪ってから考えよう。ヴィクトリオさんにはここで待っていてもらうことにして。牢の鍵かぎは開けておこう。

チコ：珍めずらしくおっちゃんが正せい論ろんを言ってるっす（笑）。

リージュ：いつもそんな風なら頼たのもしいのに（笑）。

ギデオン：やかましい（笑）。

ヒルダ：では、我々はこれから竜輝石をぶんどったあと、また助けにきます。

ＧＭ：「分かった。まあ、お手て柔やわらかにな」

ヒルダ：はい、自分がジェラルドと同じようにならないよう、肝きもに銘めいじます。

ＧＭ：では、みなさんがこのフロアにある階かい段だんを上っていくと広間に通じていて、ジェラルドが待っている場所に出ます。というところで、クライマックスに移りましょう。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆竜りゆう輝き石せきを取り上げろ




　ヒルダたちは、牢ろう屋やから城じよう内ないへと侵しん入にゆうしていく。

　このままジェラルドを放置しておくわけにはいかない。

　王おう威いの竜輝石を取り上げなくては！




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。みなさんが薄うす暗ぐらい牢屋から抜ぬけると、日がさんさんと輝かがやく城内の庭園に出ることになります。

ギデオン：うお、眩まぶしい！（笑）

ＧＭ：すると、なんということでしょう。そこでは、ジェラルドが武ぶ装そうしたレイチェルたちを率いて、まさに出しゆつ撃げきしようとしていました。

リージュ：ええっ!?

ＧＭ：ジェラルドが「ぶほほっ！　余よが直々に逃とう走そうしたという難なん民みんの討とう伐ばつに出しゆつ撃げきであ～るっ！」と軍を動かそうとしたところにばったり出くわしたのです。

一同：なんと！

ＧＭ：難民の移い動どう速度では、おそらく半日もあれば軍は追いついてしまうでしょうね。

ヒルダ：放っておけば、遠くに逃げるだけの民を──そんなに虐ぎやく殺さつがしたいのか!?

ＧＭ：ジェラルドはヒルダの怒りにも気づかず、「おひょっ、侵しん入にゆう者しやかぁ～っ！」とみなさんを睨にらみます。そして、彼が王威の竜輝石を取り出して「不ふ届とどき者を倒たおせ！」と叫さけぶと、レイチェルは「不法侵入とは感心しないな」と武ぶ器きを構かまえます。

ヒルダ：「待て、私たちはヴィクトリオ様からそこにいるジェラルドが持つ竜輝石を取り上げるよう依い頼らいされている。あなたと戦う理由はない」と言ってみよう。

ＧＭ：ジェラルドは「うひい！」と卒そつ倒とうせんばかりに驚おどろいています。一方レイチェルは感かん情じようを押し殺ころしているのか表ひよう情じようを変えません。

ヒルダ：うーん。効こう果かなし？

チコ：真面目な人はこういう時に困るっす。

ＧＭ：レイチェルは表情を変えないまま言います。「王威の竜輝石はジェラルド様のもの。それを奪うばうというのはこの大陸における最大の罪つみに当たる。それを分かっているのか？」

ヒルダ：反はん論ろんするよ。「それは違ちがう！　困こまっている人や罪のない人々を害したり脅おどしたりする方がよほど重じゆう罪ざいだ!!」

ＧＭ：「お前の発言は、神が定め、神しん竜りゆう王おうが守ってきたこの大陸の秩ちつ序じよの全否ひ定ていだ！　そんなことを納得できると思っているのか？」

リージュ：あたしたちは見ました。エストネルの王都エル・ウィン・フリットが爆ばく風ふうで吹き飛ぶところを！　滅ほろびてしまったエストネル王国を！　消えゆく神竜王を！　時代が変わったんです！　レイチェルさんが言う秩序はもうこの大陸にはないんです!!

ギデオン：うーん。『無印』のＧＭとして仕掛けておいてなんだが……こうやって改めて言われるとずーんと来るものがあるなあ（笑）。

チコ：アルディオン大陸の住人にとってはもっと衝しよう撃げき的てきなはずっすね。（腕うで組ぐみをして）にしても、あの戦いをオイラたちに見せた竜輝石の意図はなんだったんすかね。気になるっす。

ＧＭ：まあ、それはおいおい。──さて。ヒルダとリージュの発言で、兵士たちはざわめきます。ジェラルドも興こう奮ふんして口から泡あわでも吹ふき出しそうです。

ギデオン：カニかい（笑）。

ＧＭ：レイチェルは、さすがに辛つらそうに表情を歪ゆがめます、が一いつ瞬しゆんで元の戦士としての引き締まった表情に戻って言います。「ならば問おう。お前たちの言うとおり世界が変わったとしよう。その時、この大陸の民は何を頼たよりに生きればよいのだ？」

ギデオン：なんでそんなことを訊きく？

ＧＭ：「仮かりに秩序が新しくなり、力こそ正せい義ぎと言わんばかりの乱らん世せになるというなら、ジェラルド様のなさりようを否ひ定ていすることはできまい？　お前たちがジェラルド様を批ひ判はんするなら、それを為なす根こん拠きよを示しめせ！」とレイチェルは言います。

ギデオン：……要するに「力ずくで物事を押し通すというなら俺たちもジェラルドも同じ」って言いたいわけか。面めん倒どうな人だなあ。

チコ：でも、気持ちは分かるっす。オイラたちと違ちがってこの大陸で真面目に生きてきた人に、『世界のルールが変わったよ』と言っても、納得はできないと思うっす。

ＧＭ：ちなみに……ジェラルドはレイチェルとみなさんの問答についていけず、おろおろするばかりです。

ヒルダ：な、情なさけないやつ。

リージュ：レイチェルさんに言いましょう。世界は変わりました。そして新しい秩序はまだありません！

ギデオン：お、言い切ったな（笑）。

リージュ：だからこそ、これからは人と人同士がお互たがいに話し合って、新しい秩序を決めていくしかないと思います！

ＧＭ：レイチェルは「きれい事を！」と忌いま々いましげに言い捨すてます。

ヒルダ：リージュを応おう援えんするぞ。「リージュが言ったことはきれい事なんかじゃない。世界の仕組みが変わったんだから、新しく作り直すしかないじゃないか。そのために必要なのは……」

一同：…………。

ヒルダ：「……愛だ」




　その場にいた全員が一いつ斉せいに噴ふき出しました！




ＧＭ：だ、だめだ！　不意を打たれた!!（←激はげしく咳せき込むように笑っている）

ギデオン：ちょ、このタイミングで！（←同じように笑っている）

チコ：（←悶もん絶ぜつして声も出せずに笑っている）

リージュ：で、でも、この台詞せりふどこかで聞いた記き憶おくがありますよ！（←口元を押さえながら笑っている）

ＧＭ：い、言われてみればこの台詞は……。

ギデオン：あ、俺だよ！　俺が『無印』四巻でプレイヤーをやった時に言った台詞だ！

一同：おおっ！

チコ：渋しぶ沢さわさん、すごいっす！　狙ねらってたっすね！

ヒルダ：一度言ってみたかったんですよ。この台詞（笑）。

ギデオン：た、他人にいわれるとこんなに破壊力があるとは……。




　なお、ここで言っているのは『無印』四巻において、菊きく池ちたけしがプレイヤーに回った際、ＰＣであるアンソンがゴーダ伯はくに言った台詞のことです。




ＧＭ：ヒルダが仇かたきと狙うアンソンと奇くしくも同じ台詞を放ったわけですね。

ギデオン：これは見事だ。ちゃんと準じゆん備びしてないと出てくるもんじゃない。

ヒルダ：ありがとうございます（笑）。でも、正直言う機会があるとは思ってませんでした。




　ＧＭとしても完全に想定外でした。




ＧＭ：……話を戻もどしましょう。レイチェルも一瞬毒気を抜かれたような顔になりますが、直後に真面目な顔になって言います。「真面目に答える気がないのか？」

ヒルダ：私は大真面目だ。人々が愛し合い、助け合う。それ以外に新しい秩序を作ることはできない。

ＧＭ：人がそんなに簡かん単たんに愛し合えるわけがないだろう!?

リージュ：簡単だなんて言ってません！　もう誰だれもこの大陸の秩序や安定を保ほ証しようしてくれないって言っているんです！

ヒルダ：だから……私たちが困こん難なんを乗り越こえていく以外、生きていくすべはないんだ。

ＧＭ：リージュとヒルダの熱のこもった発言に、レイチェルも何か感じるところがあったようです。ただ、口に出してはこう言います。「きれい事ならいくらでも言える。そうでないというなら、この私の信念ごと打ち砕くだいてみるがいい！」

ギデオン：えーと、つまり、殴なぐり合って分かり合おうってこと？　少年漫まん画がっぽく（笑）。

ヒルダ：おう、ならば私たちの覚悟を見ていただこう！

ＧＭ：では、こんなところで戦せん闘とうに移うつりましょうか。

一同：はーい。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：配置は、ＰＣ全員で１エンゲージ。そこから５メートル離はなれた位置に精せい鋭えい兵へいというモブが４グループいます。２グループで１エンゲージになっており、それがふたつあります。エンゲージ間の距きよ離りは５メートル。精鋭兵から５メートル離れた位置にレイチェルがいます。

ヒルダ：私わたしたちからは10メートル離れてるんだな。

ＧＭ：そうです。そして、レイチェルから５メートル奥おくの位置に、ローブを着き込こみ杖つえを持った兵士、魔ま術じゆつ士しというモブが２グループ。１エンゲージでいます。

リージュ：魔術士までは15メートルですか……遠いですね。

ＧＭ：なお、ジェラルドは戦闘に参加しません。後方で、物もの陰かげから見ています。

チコ：もはや存そん在ざい感が希き薄はくになっているっす（笑）。

ギデオン：エキストラだしなあ、もういなくていいじゃんこいつ（笑）。

ＧＭ：それでもまだジェラルドが竜輝石を持っているのですよ？

ヒルダ：この状じよう況きようでは、ジェラルドもそう簡かん単たんに逃にげ出だせまい。まずは、戦闘に集中しよう。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

チコ　　　　　　　　　　　15

魔術士Ａ、Ｂ　　　　　　　13

リージュ　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　11

精鋭兵Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ　　　11

ギデオン　　　　　　　　　８

ヒルダ　　　　　　　　　　６

レイチェル　　　　　　　　６
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ＧＭ：最初はセットアッププロセス。【行動値】15のチコからです。

チコ：はーい。ギルドサポートの《陣じん形けい》で動くっすよね？

ヒルダ：そうだな。《陣形》を使おう。

ギデオン：精鋭兵に来られると面めん倒どうだから、抑おさえに走るか……エンゲージは封ふう鎖さできないけど、たぶん、側そばに来たのから攻こう撃げきしてくるだろ。ヒルダは、どっちに行く？

ヒルダ：うーん……、ＧＭ。精鋭兵の脇わきを抜ぬけて、レイチェルへエンゲージするのは可か能のう？

ＧＭ：レイチェルですか？　そうですね……ＯＫとしましょう。

ヒルダ：私はレイチェルの方へ向かう。13メートル動けるから、エンゲージしよう。

リージュ：じゃあ、あたしが片かた方ほうを押おさえます。精鋭兵Ａ、Ｂのエンゲージへ移い動どう。おじさまはもう片方をお願いします。

ギデオン：分かった。それじゃ、精鋭兵Ｃ、Ｄのエンゲージへ移動。

チコ：オイラはヒルダお姉ちゃんに近づくっす。７メートル前進。次の移動でエンゲージするっす。

ヒルダ：私としても、近くにいてくれた方が守りやすくて助かるな。

ＧＭ：次は敵てきの魔術士ですが、何もしません。

リージュ：あたしも特にないです。

ＧＭ：次はギデオン。

ギデオン：魔術士Ａに対して《ミステリアスダンス》。怪あやしい踊おどりで挑ちよう発はつ！　（ダイスを振る）こっちは18。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）抵てい抗こう失敗。魔術士Ａは「戦闘中にそのような踊りを踊るなど、不ふ謹きん慎しんだ！」と逆ぎやく上じようしました。

ギデオン：これで、魔術士Ａは俺おれ以外を狙ねらった攻撃にペナルティが入るぜ。「ふふん。勝てばいいのさ、勝てば！」

ＧＭ：くっ……！　次は、精鋭兵ですが何もしません。なのでヒルダの番です。

ヒルダ：……そうだ！　すっかり《限げん界かい突とつ破ぱ》を忘わすれてた！

リージュ：あっ！　……《ミステリアスダンス》の前に使っておけばよかったですね。

ギデオン：ま、まぁ、当たったからいいさ。

ヒルダ：すまない、ギデオン。てなわけで改めて《限界突破》。私自身は《グレートコネクト》＋《コネクトフォース》。ダメージと【物理防御力】が７点アップしたぞ。

ＧＭ：最後はレイチェル。《グランディア》＋《アグランダイズ》で命中とダメージが上じよう昇しよう。

チコ：当たったら痛そうっす。当たりたくないっす……。

ＧＭ：セットアッププロセスが終しゆう了りようしまして、イニシアチブプロセス。まずはチコから。

チコ：ムーブアクションで、ヒルダお姉ちゃんのエンゲージに突入。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ウォータースピア》を精鋭兵Ａ、Ｂに！




　走はしり込こみながらチコは素す早ばやく呪じゆ文もんを唱となえ、魔術を解とき放はなつ。

　瞬しゆん時じに生成された水の槍やりが、精鋭兵に降ふり注そそぐ！




チコ：（ダイスを振る）命中は30っす。

ＧＭ：30!?　クリティカルしか回かい避ひできない。（ダイスを振る）精鋭兵Ａ、Ｂ両方とも５ゾロでした。回避失敗。

ヒルダ：藤ふじ井いさん、相変わらず出目がいいな……。

チコ：フェイトを２点乗せて、ダメージロールのダイスを増ふやして……10個こ振るっす！

リージュ：チコちゃんすごい～♪

チコ：（ダイスを振る）52点、〈水〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージで、通ったら、［放心］も追加っす。

ＧＭ：ええっと……（計算して）うん、まだ倒たおれません！　［放心］も食らいました。精鋭兵ＡとＢはボロボロですが、辛かろうじて踏ふみとどまっています。

ヒルダ：【ＨＰ】は50点くらいだろうから、【魔法防御力】の分で生き残った……？

ＧＭ：次は魔術士Ａ、Ｂの番。魔術士Ａは［逆上］を受けてますから、ギデオンを狙ねらいます。

チコ：おっちゃん、がんばって避よけるっすよ～？

ギデオン：はっはっは、余よ裕ゆう余裕！

ＧＭ：ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：毒》、メジャーアクションが《魔術攻撃：水》。

ヒルダ：あれ、魔術士ってルールブック掲けい載さいのエネミーですよね？　データ改かい造ぞうしてる？

ＧＭ：はい。属性を〈地〉から〈水〉に変えて、与あたえるバッドステータスも変えています。というわけで、毒を含ふくんだ水流がギデオンに襲おそいかかります。（ダイスを振る）命中は16。

ギデオン：回かい避ひっ！　（ダイスを振る）よし、18で避けたっ!!

ＧＭ：魔術士Ｂは……リージュを狙います。スキルの組み合わせは、先ほどと同じ。（ダイスを振る）あっ、出目が悪い！　命中は12です。

リージュ：藤井さん、あたし相手には優やさしいです（笑）。（ダイスを振る）17で回避成功♪




　なぜか、リージュを狙うと、ダイス目が悪くなるようです（涙なみだ）。




リージュ：さぁ、あたしの番ですね♪　ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ファニング》。対象は目の前の精鋭兵Ａ、Ｂ、魔術士Ｂに攻撃。《ブレットレイブ》の効こう果かで、精鋭兵ＡとＢは回避にマイナス１Ｄです。

ＧＭ：舞まうような動作で放たれたリージュの弾だん丸がんが、意い識しきの死角から兵士たちに迫せまります。

リージュ：いきますよー！　（ダイスを振る）命中判はん定ていは22。

ＧＭ：クリティカルのみ回避ですが、精鋭兵はマイナス１Ｄで１Ｄしか振れないので自動的に回避失敗。魔術士Ｂも……（ダイスを振る）出目６で回避失敗。

リージュ：ダダダダダッ！　と、銃じゆう弾だんが全員に当たりましたね。（ダイスを振る）ダメージは52点です。

ＧＭ：リージュの弾丸を受けて、精鋭兵ＡとＢ、魔術士Ｂが崩くずれ落おちました。戦闘不ふ能のうです。

ギデオン：おお、魔術士Ｂも落ちたか。リージュ、ナイス！

リージュ：えへへ……実戦、楽しいです♪

チコ：満まん喫きつしてるっすね（笑）。

ＧＭ：次はギデオンです。

ギデオン：ムーブアクションはなし。マイナーアクションが《フェイント》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。精鋭兵Ｃ、Ｄを斬きる！　（ダイスを振る）24だ。

ＧＭ：クリティカルのみ回避ですが《フェイント》によって精鋭兵のリアクションが１Ｄされて１Ｄしか振れない。自動的に回避失敗です。

チコ：ここで確かく実じつに落としたいから、おっちゃんに《チェックメイト》！

ギデオン：俺はフェイトを２点突つっ込こんでおこう。（ダイスを振る）49点ダメージ。

チコ：（ダイスを振る）《チェックメイト》で、ダメージが19点上乗せっす。「おっちゃん、精鋭兵は武器を壊こわしちゃえばきっと投とう降こうするっすよ！」

ギデオン：「分かってるって！」ソードブレイカーの櫛くし状じようになっている峰みねを使って、精鋭兵の剣けんを折り砕くだいていく。合計で68点ダメージだ。

ＧＭ：精鋭兵Ｃ、Ｄは戦闘不能。ギデオンに武器を破は壊かいされ、その場にへたりこみます。

ギデオン：これ以上攻撃しなきゃ、命は取らねぇよ。ここから離れてな。

リージュ：おじさま、格かつ好こいいです～。

ＧＭ：何もせずに精鋭兵が全ぜん滅めつ。もう少し保もってくれると思ったのですが。次はヒルダです。

ヒルダ：では、ヒルダはレイチェルに攻撃する。槍を構かまえその瞳ひとみを見み据すえて言おう。「あなたは尊そん敬けいに値あたいする騎き士しだ。だからこそ、あなたを全力をもって倒たおす！　この一いち撃げきでっ！」

リージュ：お、お姉様も格かつ好こういい！

ＧＭ：「容易たやすく討うち取とれると思うな！」そう言うレイチェルもどこか楽しそうに笑います。

ヒルダ：マイナーアクションで《コネクトフォース》、メジャーアクションで《バッシュ》。そしてここで切り札の《ボルテクスアタック》も使う。（ダイスを振る）命中は22だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージをください。




　強い意い志しが込こめられたヒルダの槍が、真まっ直すぐに繰くり出だされる。




ヒルダ：《スラッシュブロウ》も使用。（ダイスを振る）合計で[image: ]点ダメージだ。

チコ：すごいダメージが出たっす！

リージュ：今、お姉様の突つきが見えませんでした……。

ＧＭ：目にも留まらぬヒルダの神速の突きを受け、威い力りよくを殺しきれずにずささっと後方に押おし出だされるレイチェル。「くっ、なんて速く重い突き……なかなか、やる」かなり痛いたい！

ヒルダ：シナリオ一回しか使えない切きり札ふだの《ボルテクスアタック》使ったんだから、痛い目に遭あってくれないと困こまる！（笑）

ＧＭ：さて、続くのはレイチェルの反はん撃げき。まずはヒルダを集中攻撃して落とそう。ムーブなし。マイナーアクション《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。《ボルテクスアタック》も使って、ヒルダを攻撃。「お前の心、見せてもらった。なら、こちらも信念をこの一撃に乗せよう」

ヒルダ：……来い。お前の思い──私たちが受け止める！

[image: ]

ギデオン：なんか本当に少年漫画のような展てん開かいだな（笑）。




　ヒルダに引ひっ張ぱられて、つい熱い演えん出しゆつになってしまいました。




ＧＭ：命中は……（ダイスを振る）クリティカル！（一同笑）

ギデオン：本気で信念を見せて来やがったぞ！（笑）

チコ：これは格好いいっす！

ヒルダ：ＧＭ、良い仕事をするな！（笑）

リージュ：これこそ、逆ぎやつ境きよう★ワンダフルですね！




　ＧＭのクリティカルを褒ほめたたえるみなさん、ありがとう！




ヒルダ：しかしプレイヤーとしては困る（笑）。クリティカル以外回避できないから、フェイトを突っ込んでもしかたないな。普ふ通つうに回避判定する。（ダイスを振る）ダメだ、回避失敗。

ＧＭ：《ブレイクスラッシュ》込こみで、ダメージ軽けい減げん不ふ可か。（ダイスを振る）[image: ]点ダメージ。

ギデオン：まんま食らうと戦闘不能確かく定ていだな。

リージュ：《アフェクション》！　咄とつ嗟さの射しや撃げきで剣けんの軌き道どうを逸そらします。「お姉様危あぶない！」

ＧＭ：相変わらず回かい復ふくスキルに見えない演出です（笑）。では、弾はじかれた剣はヒルダの髪かみの毛けを数本斬きったのみ。「わたしが外した!?　たかが銃じゆう弾だんに剣けん筋すじを揺ゆらがせるとは……不覚」

ヒルダ：「いや、あなたの剣技と信念は素す晴ばらしかった。ただ、私たちの絆きずながその上をいっただけ！」……とはいえ、さすがに焦あせった。リージュ、ありがとう……っ！

リージュ：いえ、お姉様のお役に立てて嬉うれしいですっ♪

ＧＭ：全員行動済ずみ。クリンナッププロセスに何か宣言がなければ、第一ラウンド終了です。




●第二ラウンド

行動値

チコ　　　　　　　　　　　15

魔術士Ａ　　　　　　　　　13

リージュ　　　　　　　　　12

ギデオン　　　　　　　　　11

ヒルダ　　　　　　　　　　６

レイチェル　　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスです。チコからどうぞ。

チコ：じゃあ、オイラ自身に《アンパッサン》！　（ダイスを振る）発動成功。範はん囲い攻撃を警けい戒かいして５メートル後ろ、誰だれともエンゲージしない位置に離脱するっす。

ＧＭ：魔術士はセットアッププロセスに何もしないので、次はリージュ。

リージュ：特にありません。

ギデオン：次は俺の番か。《ミステリアスダンス》をレイチェルにかける。レベル高いみたいだから、フェイトを２点突っ込んでおこう。（ダイスを振る）22だ。

ＧＭ：クリティカル以外無理……（ダイスを振る）出目は８。失敗です。レイチェルは［逆上］を食らいました。

ギデオン：見ろ！　四〇歳さいになるまで自じ堕だ落らくな人生を送ってきた俺だからこそできる、人をイラつかせるこの踊りを！（一同笑）

ＧＭ：「戦いの場でその踊りはなんだ!?　説教が必要だな！」レイチェルは真っ赤になって大だい激げき怒ど（一同笑）。

ヒルダ：真面目なだけに、ギデオンのダメっぷりが耐たえられなかったんだな（笑）。

チコ：ますますダメさに磨みがきがかかってるっすよ……（笑）。

ギデオン：相手を挑ちよう発はつするのに都合がいいからこれでいいんだよ！

ヒルダ：次は私だが、セットアッププロセスでできることは特にない。

ＧＭ：レイチェルも、ここでは特になし。では、イニシアチブプロセス。まずはチコちゃんからです。

チコ：ムーブアクション、マイナーアクション共になし。メジャーアクションで《ウォータースピア》を使って、レイチェルに魔法攻撃！　《リゼントメント》を宣言しておくっす。

ＧＭ：チコが呪じゆ文もんを唱となえ出だす……。では、命中判定をどうぞ。

チコ：フェイトを２点使用、確実に当てるっす！　（ダイスを振る）低かった……命中は28。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は６と……４。回避失敗。さあ、ダメージをください。

チコ：フェイト、最後の１点をつぎ込むっす。（ダイスを振る）出目が26……合計で[image: ]点の〈水〉属性魔法ダメージ！　［放心］が入ります！　水の槍やりを束たばねて太い水の柱はしらを作って叩たたきつける。「いい加か減げんにしないと、アナリタさんが悲しむっすよ！」

ＧＭ：「主を守るのが騎き士しの務つとめ！」　《インバルネラブル》を使用。その手の剣を振るって水の柱を切せつ断だんにかかる！

ギデオン：今回はダメージを通すぞ！　《インタラプト》で《インバルネラブル》を打ち消しだ。「お前の真の主はジェラルドなのか？　本心でそう言えるのか!?」

ＧＭ：「うっ、そ、それは……」《インバルネラブル》が《インタラプト》で消されたので、チコのダメージが適用されます……。




　ギデオンの言葉がわずかな迷まよいを引き起こし、剣を鈍にぶらせる。

　それが致ち命めい的てきな隙すきとなった。

　水の柱を迎むかえ撃うつはずの剣は空を斬きり、チコの魔術はレイチェルにクリーンヒットする。




ＧＭ：い、痛い。レイチェルは一いつ旦たん膝ひざをつきますが、すぐに立ち上がります。「だとしても、ここで負けるわけにはっ！」

ギデオン：ちっ。まだダメか。

ＧＭ：では、魔術士Ａの行動です。マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：毒》、メジャーアクションで《魔術攻撃：水》。……誰を狙ねらおうかな。未行動で当たりやすいリージュかヒルダ。……リージュにしよう。

リージュ：ど、どーんと来なさいっ！

ヒルダ：大だい丈じよう夫ぶ。今までの流れからして、ＧＭはここでファンブルを振る。

ＧＭ：それはないですよぉ～（笑）。（ダイスを振る）……あうっ!?




　転がったダイスがピタッと止まり、指さし示しめした数字は１と１──。




一同：ファンブルありがとぉ──っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そ、そんなぁぁぁぁぁ──っ!?（爆笑）

チコ：ヒルダお姉ちゃんの予言が当たったっす（笑）。

リージュ：やっぱり、ＧＭはあたしに優しい（笑）。

ＧＭ：攻撃は自動失敗で魔術士Ａの行動は終了。攻撃の最中、うっかりつまずいてしまったということで。では、リージュの番です。

リージュ：ムーブアクションでレイチェルのエンゲージへ移動。マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ファニング》、魔導銃キヤリバーでレイチェルと魔術士Ａを狙います。

ヒルダ：リージュ、全力でいってしまっていいぞ。

リージュ：は～い♪　フェイトを１点使って、ダイスを増やします。（ダイスを振る）４個振ったのに、出目が８!?　命中、16……。低い……。フェイトを１点使って振り直し！　（ダイスを振る）出目７で命中は15!?

一同：下がった！（笑）

リージュ：す、《スティグマ》！　フェイトを消費して、達成値を１Ｄ伸のばします。（ダイスを振る）３……命中は18でした。

ＧＭ：まず魔術士Ａ。（ダイスを振る）うん、出目５で回避失敗。

リージュ：レイチェルは《ブレットレイブ》の効果で、回避判定マイナス１Ｄです！

ＧＭ：はい。そのせいで、レイチェルは自動的に回避判定失敗です。

リージュ：ふう……フェイトいっぱい使ったけど、命中したから、よかった。

チコ：それじゃ、リージュお姉ちゃんの攻撃に《チェックメイト》を乗せるっす。（ダイスを振る）ダメージに12点上乗せっす。

リージュ：ありがとう、チコちゃん。ダメージにフェイトを２点使って……（ダイスを振る）は合計で59点です！

ＧＭ：では、リージュの放った弾だん丸がんに肩かたを撃うち抜ぬかれ、魔術士Ａが吹ふっ飛とびます。戦闘不能になりました。これで残るはレイチェルのみ……。

リージュ：やりましたっ♪

ＧＭ：次はギデオン。

ギデオン：［逆上］を与あたえたんだから、向こうから近づいてくれると思うんだよな。ここは待機して様子見てもいいか？

チコ：レイチェルが範囲攻撃持ってると［逆上］が無意味になるからそれでいいと思うっす。

ギデオン：よし、じゃあ、俺は待機！　ヒルダ、任まかせた。

ヒルダ：了りよう解かい。マイナーアクションで《コネクトフォース》、メジャーアクションは《バッシュ》！（ダイスを振る）うん、出目は悪くはない。命中は22！

ＧＭ：クリティカル以外回避できません。（ダイスを振る）……回避失敗です。ダメージを。

ヒルダ：フェイトを３点使って、ダメージダイスを増ふやす！　（ダイスを振る）よし、出目がいい。80点ダメージ！　タックルしてから、石いし突づきで攻撃だ！




　ヒルダが素早く距離を詰つめ、肩から激げき突とつする。

　その衝しよう撃げきにレイチェルは息が詰まり、思わず動きを止めてしまう。

　さらにヒルダは槍やりを跳はね上あげ、動けないレイチェルの顎あごを石突きで撃うち抜ぬいた！




ＧＭ：レイチェルはぐらりとふらつきますが、力強く地面を踏ふみしめ、倒たおれません！

ヒルダ：さすが。これにも耐たえるか……！

ＧＭ：次はレイチェルの番。ムーブアクションで離り脱だつして、ギデオンにエンゲージします。

ギデオン：よし来た！　……さて、俺、攻撃をしのげるかな？（笑）

ＧＭ：メジャーアクションは《バッシュ》でギデオンに攻撃。「たとえわたしが倒れようと、不届き者は放置できない！」

ギデオン：「簡単に当てられると思うなよ？」いや、食らったら木こっ端ぱ微み塵じんだがな！（笑）

チコ：大丈夫、おっちゃんはやればできる子っす！

ＧＭ：では、命中判定。（ダイスを振る）命中は22です！

ギデオン：フェイトを２点つぎ込こんで回避！　さらに《ドッジムーブ》も使用!!　５Ｄ振って13出せばいいから。（ダイスを振る）……23で回避成功！（一同拍はく手しゆ）　ババッとその場を飛び退くぜ。

ＧＭ：レイチェルの剣はギデオンの肩を掠かすめて地面へめり込みました。放ほう射しや線せん状じようにひびが入り、地面が大きく陥かん没ぼつします（笑）。

ギデオン：怖こわ～っ！　避けて良かった！

ＧＭ：「くっ、外したか……」と、悔くやしげに告つげてレイチェルの行動は終了です。

ヒルダ：よし、ギデオンやってしまえ！

ギデオン：……あ、俺の番？　やば……。さっきのでフェイト使い切っちゃった！（一同笑）

ヒルダ：大丈夫、当たるさ！（笑）

ギデオン：う、うむ。がんばろう……。マイナーアクションで《フェイント》を使用。メジャーアクションは普通に白兵攻撃。（ダイスを振る）……クリティカル！

一同：おおー！

ギデオン：……俺、このギルドにコバンザメみたいにくっついて生きてりゃ、運が上向きになる気がしてきた！（笑）

ヒルダ：ちょっと、ここは「俺の時代の到とう来らいか？」って言うところだろ！（笑）

チコ：志こころざしが低いあたりが、おっちゃんらしいっす（笑）。

ギデオン：やかましい！　コバンザメとして生きてくしかない俺の気持ちが、〝偉い大だいなるヒース〟を宿してるお前なぞに分かるはずがない！

リージュ：おじさまがなんだか小さく見えます……（笑）。




　クリティカルを出したのに株かぶが下がった!?




ＧＭ：と、とにかく処しよ理りを進めましょう（笑）。《フェイント》のマイナス１Ｄがあるので、ダイスを振るまでもなく回避失敗です。ダメージをください。

ギデオン：《ピアシングストライク》を使用してダメージを上げる。（ダイスを振る）46点ダメージ！　これで倒れてくれ！

ＧＭ：（計算して）……これで累るい積せきダメージ[image: ]点。

ヒルダ：レイチェルの【ＨＰ】は？

ＧＭ：[image: ]点。ギリギリ、堪こらえきれなかった！　戦闘不能です!!

一同：やった～！

ギデオン：それなら、レイチェルの剣を紙かみ一ひと重えでかわしながら、ソードブレイカーの柄つかで首くび筋すじに一いち撃げき入れるぞ！




　血の上った頭ではなった一撃は紙一重でかわされ、地面を砕くだく。

　レイチェルがみずからの失しつ策さくを悟さとった時にはもう遅おそかった。

　目の前でギデオンは構かまえた短たん剣けんを振ふり上あげ……。

　衝しよう撃げきが走ったかと思うと、レイチェルの意識はゆっくりと闇やみへ落ちていく……。




ギデオン：お前の信念も間ま違ちがっちゃいない。だが、ほとんど誰も幸せになれないような世の中はやっぱりおかしいと思うぜ？　もうちょっと、柔らかく考えようや。

ＧＭ：「……そのとおりかも……しれない、な」と呟つぶやき、レイチェルは地面に倒れて意識を失います。ここで戦闘終了となります。

ヒルダ：「ゆっくり休んでいて。次に目覚めた時は、きっとあなたがその信念を正しく貫つらぬける状況になってるはずだ」と、声をかけよう。

リージュ：アナリタさんを殺せなんて命令が二度と出ないような都市になっていますよ～。

ヒルダ：そうだよな。でないと、我われ々われが苦労した意味がない（笑）。

ＧＭ：では、クライマックスフェイズを終了し、エンディングフェイズに移りましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆竜りゆう輝き石せきの行方ゆくえ




　近この衛え兵へいたちは倒たおれ、ジェラルドだけが残された。

　ヒルダは槍を構え直し、ジェラルドと対たい峙じする。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに移ります。レイチェルたちは倒れています。

ヒルダ：悪いが、もうちょっとだけ気き絶ぜつしていてくれ。

ギデオン：ここからのシーンはレイチェルが起きているとめんどくさそうだしな（笑）。

チコ：で、お目当てのジェラルドさんはどうしてるっすか？

ＧＭ：王威の竜輝石をかざして、「よ……余はぁ竜輝石に選ばれし王だぁ！　下がぁれ……下がれ、下がれ、下がれ、下がぁ～れ、下郎っ！」と甲かん高だかい声で叫び続けています。

ヒルダ：最初から最後まで言動にブレがない人だな……（笑）。

ＧＭ：「余は、お前たちみたいな下げ衆すが手を出せるような人ではないのだ！　竜輝石に選ばれた尊とうとい王なるぞぉぉぉぉぉ～っ！」

ヒルダ：わめくジェラルドの元へ行って、王威の竜輝石を奪うばい取とりたい。いいか？

ＧＭ：ジェラルドはエキストラですから、演えん出しゆつは自由にどうぞ。

ヒルダ：じゃあ、「うるさい。同じことを何度も言わなくても分かっている！」と叱しかりつけて、王威の竜輝石を取り上げようとする。

ＧＭ：「や、やめろ！　これは余の物だ！　余は……！」

ヒルダ：「痛い目を見ないと分からないのか？　お前には他人の上に立つ資格はない！」と言って、思いっきり殴なぐり飛とばす。

ＧＭ：では、ジェラルドは吹ふっ飛とんで、気絶しました。王威の竜輝石が手からこぼれ落ちて、カラカラと音を立てて転がります。

ヒルダ：……この王威の竜輝石、変な呪のろいがかかってたりしないよな？（一同笑）

ＧＭ：神こう々ごうしいオーラを放つだけで、現げん状じよう、ルール的な効果は特にありません。

ヒルダ：放っておくわけにもいかないから、拾い上げよう。「これ、どうする？」

チコ：ヒルダお姉ちゃん……思い切り興きよう味みなさそうっすね（笑）。

ヒルダ：とりあえず、ジェラルドをふん縛じばって捕とらえたら、ヴィクトリオ様を呼ぼう。

ＧＭ：ではシーンを変えましょう。







◆Ending 02◆ビルベリの今後




　ジェラルドは捕とらえられ、ヴィクトリオは地上へ出ることができた。

　これで、問題のひとつは解決した。

　だが、それは新たな問題の発はつ生せいでもあるのだ。




ＧＭ：次のシーンです。ヴィクトリオを迎むかえ、今後について城の一室で話し合っているという状況です。さて……この都市の今後についてどうしましょうか？

ヒルダ：色いろ々いろ考えたんだけど、やっぱりヴィクトリオ様が領りよう主しゆに復ふつ帰きするのがいいと思うんだ。どうだろう？

一同：賛成！

ヒルダ：では、ヴィクトリオ様を説得しよう。「条件として提示されたことを翻ひるがえすことになって申し訳ありません。だが、領民のためを考えれば、この地をよく知るあなたが領主にふさわしいように思うのです」

ＧＭ：ではヴィクトリオは「わしはもはや往年の力はない。領主の務めを果たす実力はないと思うが。君たちには恩おんもある。精せい一いつ杯ぱい務つとめさせて貰もらおう」と彼かれなりに納なつ得とくのうえ、ビルベリの領主の立場を受け入れます。

ヒルダ：我々が領主というのも、何だかピンとこないからな。

リージュ：難民のみなさんはどうなるのでしょう？

ＧＭ：一部遠くまで逃げた人もいるようですが、大部分は様子をみながらビルベリへと戻もどってきたようです。

ヒルダ：ヴィクトリオ様が領主に戻ったから、受け入れ態たい勢せいもまともになるだろう。

ギデオン：その分、いろいろな苦労も背せ負おい込こむだろうが、な。

リージュ：それでアナリタさんはどうなったんですか？

ＧＭ：アナリタは一度逃げ出したあとヒルベリに戻ってきて、都市の中に入ることができました。レイチェルとも再会を果たしています。

チコ：よかったっすー！

ＧＭ：とはいえ良いことばかりではありません。それほど大きくない都市ですから、難民全員を受け入れるのは無理なのです。援えん助じよした上でグラスウェルズ方面に抜けてもらったりもしていますが、メルトランドを離はなれたくないという人たちが都市に溜たまりつつあります。

ヒルダ：夢のような一発逆転とはいかないなあ。

ＧＭ：ヴィクトリオは「手助けできる範囲で対処していくさ。わしの言葉ひとつでどうこうなるものではない。とにかく領りよう民みんたちの協力がなければ話にならん」と苦笑します。

ヒルダ：まったくそのとおりだな。

ＧＭ：領民たちはジェラルドの失態が逆に功を奏して、難民たちの受け入れには積極的になっています。

ギデオン：あんな無ぶ様ざまなやつと一緒にされたくはないだろうからな（笑）。

ＧＭ：難民たちも町の住人に感謝していて現在は良好な関係を保っているようです。

チコ：一手指し違えれば一気に悪化するような危うい関係っすけどね。

ギデオン：やれやれ、面めん倒どうだなあ。

チコ：なんでおっちゃんが面倒がるんっすか？（笑）

ギデオン：お前さあ、そんな連れないこと言うなよ～（笑）。

リージュ：そういえば、ジェラルドさんはどうなりました？

ＧＭ：牢屋に入れられて、反省を促うながされています。本人もしゅんとしているようです。

チコ：やっぱり小物だったんすねぇ（笑）。

ＧＭ：それから、ヴィクトリオは領主に復帰する条じよう件けんとして、ヒルダに王威の竜輝石を受け取るように言います。

ヒルダ：私に!?

ギデオン：うん。悪くないんじゃないか？　少なくともヒルダが王威の竜輝石の力に溺おぼれるところは想そう像ぞうできない（笑）。

ヒルダ：うーんしかたない。竜輝石に頼らない世界ができるまで預あずかっておくか。

ギデオン：おっ、ヒルダ、いいこと言ったな（ニヤリ）。

ヒルダ：そうか？　竜輝石に頼たよらない大陸作りが必要なんじゃないかと思っただけだ。……もちろんアンソンの考えと同じにしてますよ、ええ（笑）。

チコ：でも、ヒルダお姉ちゃん。

ヒルダ：何？

チコ：「竜輝石に頼らない大陸作り」を目指すなら、このビルベリを足がかりに、そういう場所を作ってみるのもいいんじゃないっすか？

リージュ：あたしたち、安息の地を求めて旅してるようなものですから、自分たちで足場を作るのは惹ひかれますね。ヒルダお姉様♪

チコ：エストネルが崩ほう壊かいして、今までの体たい制せいはほぼ崩壊したも同然。王威の竜輝石はオイラたちの手元にあるっすよ。

ギデオン：国興おこしに絶ぜつ好こうのチャンスだぞ、ヒルダ！




　仲間たちはそれぞれの言葉と共にヒルダを見つめる──。




ヒルダ：何故なぜみんなで私に話を振るんだ!?　野心を持ってるギデオンが王になって国を興せばいいだろ！（笑）

ギデオン：はっはっは、コバンザメには、張はり付つく相手が必要なのだよ！（笑）

チコ：そこでへりくだる辺りがおっちゃんらしいっす……（笑）。

リージュ：お姉様がそうするなら、あたしもどこまでもお供ともします！

ヒルダ：…………。




　みんなが、何を自分に期待しているのか……。今のヒルダにはなんとなく分かる。

　だが……。だからこそ──。

　ヒルダは自分の思うもっとも大切なことから、始めることにした。




ヒルダ：こらこら、勝手に盛もり上あがるな。まだ、そうすると決まったわけじゃないぞ。

ギデオン：え～？

ヒルダ：まずは、足場を固めるところから始めないと。国を興すとかそういうことは、足場が固まったあとだ。

リージュ：足場、ですか？

ヒルダ：そうだ。一番大事なことは何かを考えた結果、こうするんだ。みんな、よく聞いてくれ──。今までは逃にげてばかりの生活で、ここは自分たちの居い場ば所しよだと胸むねを張はって言えるような場所がなかった。

リージュ：……はい。

ヒルダ：だから、このビルベリに、そういう場所を──




　──私たちの家を、作ってみないか？

[image: ]




リージュ：おうちですか？　あたし、おうちに住んだことありません。

チコ：生まれてからずっと研究所暮らしで、その後はバウエストンでお城暮らし……。

ギデオン：リージュは普通の生活をしてこなかったのは違ちがいないな。

リージュ：おうち、普通の暮らし……あたし、憧あこがれます！（わくわく）

ヒルダ：じゃあ、その「憧れ」を、ここで作ってみよう？

リージュ：「お姉様となら、喜んで！」　何だかプロポーズみたいですね！

ギデオン：…………。

チコ：おっちゃん、どうしたっすか？

ＧＭ：ギデオンは、自分も誘さそわれるのを正せい座ざして待ってるみたいですよ（一同爆笑）。

ギデオン：そ、そんなことは……かなりあるけど！（笑）

チコ：おっちゃん……（暖かい眼まな差ざし）。

ヒルダ：（チコとギデオンを見て）もちろん、チコもギデオンも、一いつ緒しよだ。

ギデオン：あ？　ああ、そうだな！（全身から喜びのオーラを漂ただよわせる）

チコ：すっごい嬉うれしそうっすね（笑）。「わ～い、みんなで暮らすっすね！」

リージュ：そうですね～、みんな一緒に、です♪

ヒルダ：嬉しそうなみんなの様子に、私は虚こ空くうを見つめて、心の中で呟つぶやく。




「お義父とう様の理想とは違ちがうと思いますが、ヒルダはここで頑がん張ばってみようかと思います」




チコ：オイラたちは、ついに安住の地を見つけたっすかね！（笑）

ＧＭ：そう簡単にはいきませんよ。

一同：なにぃ──っ!?（笑）

ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演出して、終わりにしましょう。







◆Ending 03◆予言者の愉ゆ悦えつ




　ビルベリからシャールズベリへと向かう街道沿ぞいに、少年予言者マーリンの姿すがたがあった。

「やれやれ、どうにか生き延のびてくれたか……」

　マーリンは不思議な笑みを浮かべながらひとり呟つぶやく。

「これから先、〝偉い大だいなるヒース〟は蘇よみがえったのだと、噂うわさが流れるようになるだろうなぁ」

　誰だれに語るわけでもなく、マーリンは呟く。

「〝偉大なるヒース〟に、王威の竜輝石、そして、ピアニィにそっくりな少女……これだけお膳ぜん立だてされた状じよう態たいなのに、果たして人々が放っておいてくれるかな？　よしよし、思っていたより面白い状況になってきたぞ」




一同：またマーリンだ！（笑）

ギデオン：でも、なんだか今回は少し鼻をあかせたみたいで嬉しい（笑）。

チコ：マーリンの言うとおり、口止めしないと〝偉大なるヒース〟が実は生きてるって噂が流れちゃうっすね……！

ギデオン：しかも、良い具合にピアニィは行方ゆくえ不明だからな。

リージュ：変な噂に発はつ展てんしたら困こまります～！

ヒルダ：まだまだ我々には試練が待っていそうだな……。

ＧＭ：それでは、このシナリオはこれで終了です。みなさん、お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でした！




　───帝てい紀き八一四年一〇月。

　混こん迷めいを極めるアルディオン大陸で、ヒルダたちは、安息の地を作り上げることを決意したのであった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第四話「逆境★ワンダラーズ」

─ＦＩＮ─







あとがき




　逆ぎやつ境きように陥おちいると、心が折れてしまうタイプの人ともっとやる気が湧わく人がいると思います。

　このリプレイをお読みの方はご存ぞんじかと思いますが、私わたしは後者のタイプです。

　そして、ゲッタウェイのメンバーたちも、後者だったようです。

　読者の皆みなさまはどちらですか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ②　逆境★ワンダフル』いかがでしたでしょうか。

　著ちよ者しやの藤井忍ふじい・しのぶです。




　第一巻かん『革かく命めい★センチメンタル』にて、ＰＣたちは世せ界かい平へい和わ研けん究きゆう所じよにて出会い、逃とう亡ぼうの旅を開始し、バウエストンという地に仮かりの住すみ処かを得ました。

　第二巻は、その約五ヶ月後。『ゲッタウェイ』というシリーズタイトルに相応ふさわしく、再ふたたび逃亡の旅を強しいられるところから始まります。

　折しも、大陸の歴史は大だい転てん換かん期きを迎むかえ、ＰＣたちもその渦うずへと巻まき込こまれていきます。




　さて、このあとは本書の内ない容ようについて触ふれた、いわゆるネタバレの内容を含ふくみます。

　本ほん編ぺんをまだ読んでいないという方は、うっかり読まないように気をつけくださいませ。




●第三話「再さい会かい★サプライズ」

　第二話にてリージュがベルフトを動かすきっかけを作ったため、この巻ではリージュがメインで話を進めることにしました。

　そこで、私が最初にしたことは、リージュのプレイヤーである大竹さんにシナリオの内容を相談することでした。どのようなアイディアだったかは本編を読んでいただくとして、おかげで大きな事じ件けんに絡からめることができました。大竹さんありがとうございました。




　また、本編でも触れていますが『ゲッタウェイ』一巻で販はん促そく用に作っていただいた掛かけ替かえカバーのイラストを使って、『サガ』シリーズの有名人たちとゲッタウェイのメンバーが次々と出会うシーンを作ることもできました。

　こういう楽しみ方ができるのは『サガ』のようにさまざまな積み重ねがあるシリーズならではだなあと思います。




　クライマックスの戦せん闘とうシーンでは、ＧＭである私の出目が良く、ＰＣたちは大苦戦をすることになりました。プレイヤーたちも緊きん迫ぱくしていましたが、ＧＭの私もドキドキしっぱなしで、動どう揺ようを表ひよう情じように出さないように苦労しました（笑）。




　なお、第一巻からＮＰＣとして登場しているリディルたちについて一点。

　彼かの女じよたちの活かつ躍やくが描えがかれたリプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』が、この度、本書と同じ富ふ士じ見みドラゴンブックから発売することになったそうです。

　リディルのプレイヤーとして藤井も参加していますので、こちらの方も読んでいただけると、とても嬉うれしく思います。




●第四話「逆境★ワンダラーズ」

　本書のタイトルの元となったお話です。

『無印』七巻で王おう威いの竜りゆう輝き石せきはエストネルからいずこともなく飛び散ってしまい、その後どうなったかはまだ決まっていませんでした。

　こんな面白そうネタを、使わない手はありません。

　その結果できあがったのがこの第四話です。




　アルディオン大陸の秩ちつ序じよである統一帝アルドワルダ選出のシステムは『無印』シリーズにおいて終しゆう焉えんを迎むかえました。

　しかし、変へん革かくは起こったばかり。民みん衆しゆうの心は情じよう勢せいについて行けないのではないか？

　そう考え、訪おとずれた大きな転てん換かん期きと、頑かたくなな人の心というピンチにＰＣたちがどう立ち向かうか……というお話です。結果として「放浪者ワンダラーズ」が「素晴らしいワンダフル」になってしまうほどプレイヤーたちが張はり切きってくれました。




　なお、ＧＭとしては作中であった解かい決けつ手しゆ段だん以外に「リージュが持つ正体不明の竜輝石を見せ、竜輝石とは何なのかを問いかける」、「リージュが自分をピアニィであると言いい張はる」などという方法もあり得ると想定していました。

　驚おどろいたのは切り札を切るタイミングです。クライマックスフェイズまで引ひっ張ぱるかと思っていたのですが……。

　ただ、思い切りよく切り札を使ってくれたおかげで、想定以上にテンポよくシナリオが進んだと思っています。




　なお、本書発売の翌月──二月──には『アリアンロッド・サガ・アルディオン レボリューションガイド』が発売されます。この本は《ＡＲ２Ｅ》上で新しい時代のアルディオン大陸をプレイするためのサプリメントです。皆さまもぜひ新時代のアルディオンでの冒険を楽しんでくださいませ。




●その他

　前回は残念ながら投とう稿こうを採さい用ようできませんでしたが、今回は若干ではありますが読者の皆さまからの投稿をシナリオに活いかすことができました。

　最近は『サガ・Ｇ』用の投稿も徐じよ々じよに増ふえているそうで、まことにありがたい限かぎりです。

　次巻はさらに採用を増ふやしたいと思っていますので、さらなるご投稿をお願いします！




　それから。

　本書をお読みいただいたならお分かりかと思いますが、今回は掲けい載さい漫まん画がを、猫猫　猫ねこびよう・ねこ先生に描かいていただきました。

　事じ情じようを説明いたしますと、プレイヤーだけでなく漫画担たん当とうでもある渋しぶ沢さわさんが、まさに入にゆう稿こう直前というタイミングで体調を崩くずし、入院してしまったのでした。

　作業が仕上げ直前まで進んでましたので、渋沢さんの了りよう解かいを得えて、渋沢さんの原案を元に猫猫　猫先生に仕上げをお願いしたのでした。

　この場を借りて、猫猫先生へのお礼を申し上げます。

　なお、渋沢さんはその後無事退たい院いんなさいました。

　日本全国の渋沢佳奈ファンの皆さまご安心くださいませ。




　最後になりましたが、関係者の方々に感かん謝しやを述のべたいと思います。

　まず、セッションに参加してくださった、プレイヤーの方々。

　次回もよろしくお願いします。

　それから、本の制せい作さくに関わってくださった方々。

　シナリオ制作を手伝っていただいた鈴吹太郎すずふき・たろう社長。

　素す敵てきなイラストを描いてくださった、ヤトアキラ先生。

　そして、掲載漫画を描いてくださった、原案の渋沢さんと作画の猫猫　猫先生。

　いつも色いろ々いろと支ささえてくれている家族。

　そして、本書を手に取ってくださった皆みなさま。

　本当にありがとうございました。また次の本でお会いできることを願っています。




二〇一一年師走しわす　藤井　忍
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